
第1節竪穴建物跡

Sl52（第511図、　PL．23）

第7章時期不明の遺構
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　調査区北東側H5グリッド内にあり、

標高7L！mのほぼ平坦面に立地する。

北東側にSI151が隣i接している。　また、

SB25と重複しているが前後関係は不

明である。

　遣存状態は悪いが、平面は長方形を

呈し、長軸4．Om、短軸3．8m、床面積

14．6㎡を測る。残存壁高は西側隅で最

大19cmである。壁溝は東側を除いて検　　　　　　H。694。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂
出し、幅5～25cm、深さ約5cmを測

る。断面はU字状を呈する。

　主柱穴と考えられるものは検出でき　　；

なかったが、P2がその魂性がある。　i＝・

その他のピットは用途不明である。

　埋土はわずかに8cm程度しか残って

いなかったが、2層に分層できた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入
　形態的には古墳時代のものとも考えられる

が、遣物は出土していないため正確な時期は

不明であるが、竪穴住居跡と考えられる。

（牧本）
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　　　　第51咽　笠見第3遺跡Sl52遣構図

　Sl126（第512図、　PL．96）

　調査区南西側、K17グリッドの標高73．5～

73．6mのほぼ平坦面に位置する。西側はS王117

によって掘り込まれている。

　残存部分でも遣存状態は悪い。平面は円形

又は隅丸方形、長軸約5mの竪穴住居跡に復
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表162笠見第3遺跡Sl52ピット
　　　ー覧表
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どソ罐号 長郭X慈1一渓さ（砿　　備　　　考

Pl

o2

o3

o4

27×21－33

T2×44－20

Q8×26－16

R5×32－24

建て替え前主柱穴

4・

1麟灘：i二

婿鑓巴
5　茶掲色粘質土（炭化物をわずかに含む）
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第512図　笠見第3遺跡Sl］26遺構図
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第1節　竪穴建物跡

元できる。壁高約10cm残存するのみである。壁溝は幅15cm、

深さ8cmで、残存部では全周する。

　主柱穴はP1～P4で、柱間距離はP1－P2から時計回りに2．6

m、2．2m、2．6m、2．5mである。　P2～P4はSIU7の床面で検

出した。中央ピットは認められなかった。削平されたものと

思われる。

　SI117以前ではあるが、時期を示す良好な土器はなく時期

不明である。（西川）

　Sl148（第513図）

　調査区中央」～K13グリッド内にあり、標

高72．8mのほぼ平坦面に立地する。北東側に

SI159・160が隣接している。

　遺存状態は悪いが、壁溝の一部とピットか

ら竪穴建物跡と判断した。平面形は方形を呈

すると思われる。残存する最大長は3，3m

で、床面積は6．8㎡以上を測る。残存壁高は

南側で最大9cmである。壁溝は南西側の一画

で検出した。幅7～15cm、深さ約7cmを測

る。断面はU字状を呈する。

　ピットは2基検出した。P1は、配置と規模

から主柱穴の可能性がある。

　埋土は壁溝内のみの検出で、粒状の地山土

を含む淡茶褐色土である。

　遺物が出土していないため時期は不明であ

るが、形態から竪穴住居跡と考えられる。

（岩井）

表163笠見第3邊跡Sl126ピット
　　　ー覧表

どソト香号 長菌×短菌市さ｛臼） 備　　　考

48×40－80

Q5×18－22

R5×28－2］

S4×36－43

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血

164　笠見第3遺跡Sl148ピット
　　ー覧表

ソ淳号� x短褐品さ〔砿� 　　　考

lP

Q�
4×21－882

R×23－23�

柱穴主

血

　　　丁◎万

P2　　　　　　　　Pユ
ニ　　おれ　　　　　けご　　キ　ロ

　　1謬灘当競猿麓㌧ぴ
　　　しまりなし）
　　　む　　　　　むエニ　　　　　　　エ　

5］3図　笠見第3遺跡Sl］48遺構図

361一



第7章　時期不明の遺構

第2節　掘立柱建物跡

SB2（第514図）

　調査区南東側、010グリッド

の斜面に位置する。古墳時代中

期の竪穴住居跡であるSI17と重

複する。柱穴の検出面は住居跡

の床面にあるが、S更17の埋土の

残りが良好ではないため、本来

の掘り込み面は不明である。撹

乱や削平が著しく、本来柱穴が

位置する所が撹乱を受け、柱穴

底のレベルまで削平されている

箇所もある。建物の規模は桁行

3間（6．35m）、梁行2問（3．9m）

の総柱掘立柱建物であるとみら

れる。主軸はN－36°－Eへ振る。

出土遺物が皆無のため、時期は

不明である。（小山）
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SB3（第515図、　PL．96）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロニア　の
調査聴側卿グリ。ド、　　・ミ・、1

標高7L7～72．3mの緩斜面に位　　　　　　　バ＼＼べ＼ぐこ

置する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第514図
　桁行2閲（約4．2m）、梁行1

闘（約3．4m）の掘立柱建物で、　N－30°－Eに主軸をとる。桁行方

向の柱間は2．0～2．4mと、ばらつきがある。東側柱筋は撹乱や削

平を受け、遺存状況は悪い。柱掘方は平面楕円形～隅丸長方形を

なし、深さは最深で80cmに達する。断面観察で確認した柱痕跡か

ら、柱径は15cm前後に復元できる。　P1やP4では柱掘方の重複が認

められた。特にP1で先行する柱痕跡は明瞭である。　SB3造営時の

柱掘方の掘り直し、あるいは建て替え時における掘方の重複が考

えられる。遺物がなく、時期・性格は不明である。（西川）
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笠見第3遺跡SB2遣構図

表i165　笠見第3遺跡SB2ピッ
　　　トー覧表　　△は残存値

ζ《｝書号 長朝x騨☆さ（㎝） 備　　　考

P1 36×28－16△
P2 22×22－10△
P3 40×38－42
P4 25×25－8△
P5 32×28－4△
P6 46×46－20△
P7 22×21－20△
P8 32×28－18△
P9 26×24－18△
1）10 26×26一至8△

　SB6（第5総図）

　調査区東側のK9グリッド、標高7L　6～72．Omの緩斜面に位置する。西側でS董12、東側でSI14を掘り

込んでいる。

　桁行2間（約5．4m）、梁行ユ間（約3．　lm）の掘立柱建物で、　N－56°－Wに主軸をとる。柱掘方は平
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第2套∬　掘立柱建物跡

∠
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　　　　　　　づ一キプロノクを含むこしまり
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　SB7（第517図）

　調査区東側のL10グ

リ　ッ　ド、　‡票高71．2～71．4

mの緩斜面に位置する。

西側でP1がSll1と重複す

るが、ピノトの検出状況

からSI11に先行する。桁

行1間（約5．2m）、梁行

1間（3．6m）の掘立柱

建物で、N－40°－Eに主

軸をとる。桁行柱間が広

い。柱掘方は平面円形～

長楕円形で、深さ70cm前

後である。櫓状建物の可

能性がある。出土遺物は

なく時期は不明である

が、遺構の重複関係から

古墳時代中期後葉以前と

考えられる。（西川）
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笠見第3遺跡S83遺構図
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表166笠見第3遣跡SB3ピット
　　　ー覧表　　　　※は復元値

ビプトる号 麟x騨一莱さ衙 備　　　考

P1 84※×70－46 主眉穴
P2 82×60－78 主柱穴（柱痕有）
P3 90×64－64 主柱穴
P4 64※×60－30 主柱穴（柱痕有）
P5 70×51－30 主柱穴
P6 88×60－12 主柱穴

面円形～楕円形で、深さ60cm

前後である。掘方埋土はいず

れも単層で、柱痕跡は確認で

きなかった。P2・P3はSll4貼

床土除去後に、P4はSI12の貼

床土除去後にそれぞれ検出し

た。出土遺物はないが、遺構

の重複関係から古墳時代以降

の可能性がある。性格は不明

である。（西川）

笠見第3遺跡SB6ピットー覧表

どノト翻 題x麟一灘｛パ 備　　　考 ピノ矯号 賜X繍蚕さ｛ば 備　　　考

52×48－56
S6×40－30
S9×48－34

主柱穴
蜥血且
柱穴�

4P
TP
U�

4×52－325
R×5］－635
S×49－68�

柱穴主
血且蜥

穴
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16図　笠見第3遺跡S86遺構図

63一

　　　　　　　　　む　　　　　ヨの



第7章　時期不明の遺構
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表168　笠見第3遺跡SB7ピット
　　　ー覧表

　ぎ

ρ「

どノ淳号 長勃x謬一濠さ（ぴ 備　　　考

Pl
o2
o3
o4

90×60－72
U1×59－79
U2×54－86
W0×56－60

主柱穴
蜷搦蛹且

柱穴主

血

　z

　　　　A’
　　　　　1　決灰褐色上（藪褐包｛．
　P4　　　　　　プロノクを含む）
　　　　　2　淡褐色上（黄褐色｝プ
　　　　　　　・　　　　　ロノクを多く含む）
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517図　笠見第3遺跡SB7遣構図
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518図　笠見第3遺跡SB10遺構図

SB10（第引8図）

調査区西側のG17グリッ

、標高70．9～71．1mの緩

面に位置する。西側には

別4が隣接し、ほぼ同一

向の主軸をとる。桁行2

（約3．4m）、梁行1間（約

．2～2．3m）の掘立柱建物

、N－35㌔Eに主軸をと

。柱間寸法は桁行L7m

後。柱掘方は平面円形～

円形をなし、埋土はP6

除いてすべて単層とな

。柱痕跡は確認できな

った。出土遺物がなく、

期・性格は不明である。

西川）

169笠見第3遺跡SB伯ピット
　　ー覧表
ット香号� 鳶x麟一硲｛翻� 　　　考

！� 1×37－30� 柱穴
2� ］×34－21� 柱穴
3� 6×44－30� 柱穴
4� 6×46－51� 柱穴
5� 9×40－53� 柱穴
6� 8×40－34� 柱穴

後関係は不明である。平面上でピットが規則的に配置されること、

ほぼ同様であることから柱穴と認定し、桁行2間（約4．2m）、梁行1問（約2．5m）の掘立柱建物跡

推定した。建物はN－85°－Eに主軸をとる。柱掘方は平面円形～楕円形をなす。身舎両妻の外側、

通りの延長部にはそれぞれP7とP8があり、独立棟持柱と考えられる。出土遺物がなく時期は不明

あるが、独立棟持柱を有することから、シンボル的な建物であった可能性がある。（西川）

SB12（第519図）

調査区北東際のF4グリッド、標高67．4

67．7mの緩斜面に位置する。南側でSI

2・94と重複するが、遺存状況が悪く、

　　　また、掘方の平面や深さの規模

364一
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第2節　掘立柱建物跡
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　SB14　（第52◎図、　PL．　96）

　調査区西側のG18グリッド、標高70．1～70．8mの西側斜面に立

地する。東側約2mにSB10がある。桁行1間（4．2m）、梁行1間

（3．3m）の掘立柱建物で、　N－47㌧Eに主軸をとる。各柱穴の平

面形は楕円形を呈する。埋土はいずれも単層でわずかに炭化物を

含む。遺物が出土していないため、時期は不明であるが、櫓状建

物の可能性がある。（岩井）

　　　　P8　一亘’

∴＞1　＼◇
　　　◇で・　S－・8・　2。

表170笠見第3遺跡SB12ピット
　　　ー覧表

どノト番号 題x檀橘さ（副 備　　　考

P］ 34×31－51 主柱穴
P2 63×54－56 主柱穴
P3 48×40－52 主柱穴
P4 42×33－43 主柱穴
P5 60×47－59 主柱穴
P6 74×42－64 主柱穴
P7 32×31－44 独立棟持柱
P8 題×41－43 独立棟持柱

　SB18（第521図、　PL．6D

　調査区中央南側、M13グリッドの標高73．6～74．　Omの緩斜面に

位置する。N－45㌧Wに主軸をとる、桁行2間（4．Om）、梁行1

間（3．lm）の掘立柱建物である。　SB16・17と身舎の柱筋が重複

しているが、いずれの柱掘方も重複関係にはない。柱間寸法は桁

行がL8～2．Omである。柱掘方は隅丸方形である。埋土は地山を

含んだ茶褐色系のものが主体をなす。柱痕跡の断面観察から、柱

径は14～26cm前後に復元できる。詳細な時期は不明であるが、　P

6埋土から古墳時代の土器が出土している。周辺には主軸をほぼ

同一方向にとる建物として、SBI5がある。（西川）

SB抱（第522図、　PL．96）

調査区中央南側、M14グリッドの標高74．0～74．　lmの緩斜面に

表η1 笠見第3遣跡S8併ピット
ー覧表

どット蓄号 麟x螺課さ（愉 備　　　考

Pl

o2

o3

o4

50×40－48

V4×62－80

T4×44－120

V0×32－108

主柱穴

蜥血且

』主穴主

血

172笠見第3遺跡SB18ピット
　　ー覧表

ノ膠号� x檀楡さくば� 　　　考

1� 5×43－70� 柱穴
2� 0×44－46� 柱穴（柱痕有）

3� 6×52－36� 柱穴
4� 5×60－74� 柱穴（柱痕有）

5� 9×43－40� 柱穴（柱痕有）

6� 3×52－56� 柱穴（柱痕有）
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第7章　時期不明の遣構
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位置する。桁行2

間（4．5m）、梁行

1間（2．6m）の

掘立柱建物であ

る。N～10°－Eに

主軸をとる。北東

でSIU4と重複す

る。柱間寸法は桁

行が2．2～2．3mで

ある。掘方は円形

か隅丸方形で、埋

土は地山を含んだ

茶褐色系のものが

主体をなす。柱痕

跡の断面観察から

柱径は16～20cmに

復元できる。P

4・5はSI114床面

上で確認したが、

Slll4との先後関

　　P］－1　1炎黄縄色i　（貞色Lプロ

　　　　　ノク多く含む）
　　　　2　茶褐色」　（員色プロノ
　　　　　ク　炭化物含む）
　　　　3　暗黄褐色］

　　P2－1　茶彪｝色L　（黄夢こ色砂質

　　　　　フロノク　藻」イと物含
　　　　　む）
　　　　2　　砧灰褐色」
　　　　3　　明黄季鶏色1
　　　　4　　婿茶褐色t　（或灰色砂

　　　　　質プロノク　橿掲色プ
＼　　　　　　　ロノク含む）

　　　　5　　暗茶灰色」　（徴砂）

　　　　6　　黄茶褐色上　〈縫褐色ブ
＼　　　　　　ロノク含む）

　　P3－1　員茅褐色L（黄色プロ
　　　　　ノク　灰化物含む）
　　　　2　1男黄掲色上　（員色プロ

　　　　　ノク　黄灰色砂質プロ
　、　　　　　ノク含む）

：

　　P4－　1　　｝｝己茶椙色　妻＿　（扶fヒ物

い　　　　　　含む）

　　　　2　茶褐色L（黄色プロノ
　　　　　ク含む＞
　　　　3　黄茶褐色1（黄色粘質
　　　　　プロノク多く含む）
　　　　4　　1倍謬」りく掲色1　（黄色プ

　　　　　ロノク含む）

　　P5－］　負機色▲
　　　　2　暗灰褐包｜
　　　　3　暗員茶褐色1＿

　　P6－1　　芽褐色｛
　　　　2　暗灰褐白」－
　　　　3　暗茶褐色L
　　　　1　暗垣葬一褐色L
　　　　5　暗穿L灰色」
　　　　6　黄芥褐色L

　　む　　　　　ニユ　お　　　　　　　

第521図　笠見第3遺跡SB18遺構図
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第2節　掘立柱建物跡

＼．

＼

ミ＼

・＼＼＼

ﾅぐ・へ

⊇＿

噺（1

璽　「

‥◎。、

苫

宕

。1

q，

て一 揩o6

　　　1
　　策
H＝745m
A
　　P6
ペペ　　・＼κ

・ぐ　こ

ン　　＼＼＼＼い

　Id
　　　　つ
　則g礼＝H

　1

，9一

表173笠見第3遺跡S819ピット
　　　ー覧表

◎
P2

田◎一コ
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　　　＼＼＼　＼＞　v＼　　＼
＼　　　　　　＼い＼〉＼＼＼
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　　　A’P3

　ぐ　く
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　e》嘩＼、＼
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完　ミベ＼
　、、、：×

　ざべ＼

　×　、　　　　　1　灰鈍茶褐色1
　ミ＼　　　　　2　灰茶鵜色▲（柱痕
　・こ＼　　　　　　鋤
　・ごハ、＼．　3日踏縮色⊥
　　＼　＼＼、　4　暗員灰褐色」．

9芋＼5膓豊禦灘
　　、＼・ぐ　　　砂質プロノク含
　瞭』滋、　　　む。楕壕）
　ミ＼∵　　　6戸1灰褐色＿土

　　◇、　　　　　7　明黄汰色⊥
　＼こ∀＼　　　8易L髪1色⊥
　・　　　　　　9　暗灰褐色」一（員色
　＼〈・、　　　　　　プロノク　黄臥色
　・＼　　　　　　砂質プロノク含

　奢療こ、1。㌶轡
　　　　＼　11　黄茶謁色1
9三　　　　σ〉　　へ＼＼ン　エ2　　黄灰C巳＿L

　　＼　琴＼　　13　茶謁色L〈員色ブ
　ペ驚・一・〉　　　ロノク　炭化勃少
　、▽　　　　　　欺含む）
　こ　＼　　　　臼　褐色嵐

　　　　　］s　暗褐色止
　　　　　16　明芥褐色上（穀i痕
　　　　　　累寮）
　　　　　17　明茶u色上（員色
　　　　　　プロノク含む）

第522図　笠見第3遣跡SB19遺構図
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P4 53×47－31 主柱穴
P5 55×52－25 主柱穴
P6 46×44－59 主柱穴（柱痕有）
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　第523図　笠見第3遺跡SB22遺構図

係は不明。遺物がなく、

時期・性格も不明であ

る。（西∫ID

に2．4m、2．4m、

m、2．8mである。梁行、桁行両者そ

れぞれほぼ等間隔に並んでいる。各柱

穴の平面形は不整楕円形を呈する。

　埋土はそれぞれ単層であるが、P6

のみ柱痕跡が認められる。

　遣物が出土していないため、時期は

不明であるが、主軸方向から古墳時代

ごろの可能性もある。性格は不明であ

るが、ピットがやや大型であることか

ら、高床倉庫の可能性がある。（岩井）

　SB22（第523図）

　調査区中央やや西側の

G・H15グリッド内にあ

り、標高7L4mの平坦面

に立地する。

　規模は、梁行1間（2．7

m）、桁行2間（4．8m）

で、N－13°－Eに主軸を

とる掘立柱建物である。

柱間距離はP1－P2から順

　　2．6m、2．5m、2．3

表］74笠見第3遣跡S822ピット
　　　ー覧表

どノ1瀦 長菊x麟鵡さぽ） 捕1　　考

P1 76×54一残存30
P2 74×62－56
P3 68×68－62
P4 62×60－76
P5 64×62－70
P6 58×52－70

一367一



第7章　時期不明の遺構

　SB23　（第524図、　PL．　96）

　調査区北側谷部のD10グリッド内にあり、標高65．6～66．1mの北東から南西へ緩やかに傾斜する斜

面に立地する。弥生時代の遺物包含層を除去中に、地山ブロックを含むよくしまった燈色土の広がり

を検出した。その上面及び除去後に形状や底面レベルがほぼ同一の柱列をなすピットを検出した。柱

列をなすことから、掘立柱建物と考えられ、燈色土は建物に伴う貼床と判断される。また貼床土は、

残存する建物範囲の北東側にも広がり、その範囲に柱列も続くと考えられ、桁行がさらに南北方向に

延びる可能性がある。建物の規模は、梁行1間（2．95m）、桁行1間以上（2．3m以上）で、　N－31°－E

に主軸をとる。柱間距離はP1－P2から順に2．3m、3．Om、2．3m、2．9mである。各柱穴の平面形はほぼ

円形を呈する。埋土はそれぞれ単層である。遺物が出土していないため、時期は不明であるが、弥生

時代遺物包含層中で検出されたことから、この時期の可能性がある。（岩井）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表175笠見第3遺跡SB24ピット
　SB24（第525図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一覧表

　調査区中央付近K14グリッド内にあり、標高72．6～73．1mの南

西から北東へ下る斜面に立地する。梁行1間（L78m）、桁行1

　　　　　　　　　　　　ぐ・ぐ◇　　　　〉＼
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間（3．58m）でN－71㌧W

に主軸をとる掘立柱建物で

ある。柱間距離はP1－P2か

らJl頂に1．75m、3．65m、1。8

m、3．5mである。やや桁

行が長い。各柱穴の平面形

は楕円および不整形を呈

し、埋土は単層である。P

2において掘方内底面に柱

痕跡と考えられる窪みがあ

り、柱の直径は20cmほどで

あったと推察される。遺物

はなく、時期は不明であ

る。（岩井）

S825（第526図）

　　　℃こ＼

＼

ぐ

　調査区北東側のH5グリッド内

にあり、標高70ユmのほぼ平坦面

に立地する。P1およびP4はSI52を

切っている。規模は、梁行1間

工

z　い＼＼＼

恒

　　第2節
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　　　　　第525図　笠見第3遣跡SB24遺構図

表176 兼ﾜ鋤鷲㌫表177驚裏遺跡SB26ピツ

（2．4m）、桁行1間（2．45m）で、　N－3°－Wに主軸をとる掘立柱建物である。柱間距離はP1－P2から順

に2．5m、2．3m、2．4m、2．5mである。各柱穴の平面形は不整楕円形を呈する。埋土はそれぞれ単層

である。遺物が出土していないた

め、時期は不明である。（岩井）

　SB26（第肩9図）

　調査区東側の」5グリッド内にあ

り、標高70．1～70．3mの緩斜面に

立地する。弥生時代後期のSI46と

重複するが、同一面での検出であ

り、両者の前後関係は不明であ

る。南西隅のピットは削平されて

いたが、梁行1間（3．Om）、桁行

2問（5．4m）でN－29°－Eに主軸

をとる掘立柱建物である。桁行の

柱間は2．7mである。遣物が出土

していないため、時期は不明であ

る。（牧本）
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第7章　時期不明の遺構

第3節　土坑・土墳

　SK6（第527図、　PL．97）

　調査区南東側のM11グリッド、標高7L　7～7L　8mの緩斜面に位置する。北側にSllO、東側にSI13が

隣接する。SK6の南半は撹乱を受け、原形を留めない。遺存状況から平面隅丸方形で、壁面がなだら

かな傾斜の土坑に復元できる。規模は長軸140cm（推定）、短軸100cm（推定）、深さ25cmを測り、埋土

は灰褐色土の単層である。土器が出土している

：：灘判断できなかつた゜鰍不明であ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　SK］0（第528図、　PL．97）

　調査区南東側のM1グリッド、標高73．2mの緩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロニ　　ロ
斜面に位置する。SI7の床面で検出した。平面隅　　A　　　　　　　　　　W1囎鱈（弛・xミス

丸長方形の土坑で、規模は醐臨短軸5・－rC「：∵、
70cm、深さ50　cmである。壁面はほぼ垂直に掘り込　　　　＼　　＿＼　“　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第527図　笠見第3遣跡SK6遺構図む。底面は平坦で、東端を5～10cm、浅く掘り窪

める。埋土は2層に分層できた。弥生時代後期以前ではある

が、詳細な時期、性格とも不明である。（西川）

　SK11　（第529図）

　調査区北東側F・G5グリッドで検出した不整円形の土坑であ

る。底は浅く皿状にくぼみ、埋土は黒褐色土の単層である。長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロニ　ヨらの軸136cm、短軸128cm、深さ約14　cmを測る。出土遺物は顕著では　　τ　

なく、時期決定は困難である。性格は不明である。（小山）

A’

　　　陪燈色褐色粘質土
　　　（嵐化礫粒含む）
　　　暗黄掲色枯質．ヒ

1

2

SK18（第53◎図）　　　　　　　　　　　　　　』≡m
調査区北東側のH6グリッド・標高69・4～69・5mの平坦面に位　　第528図　笠見第3遺跡SK10遺構図

＿亙

　　　　　　　　　　　　　　　］　黒褐色土
H＝690m
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’

　　　　　　エ
ー＝＝フー一。　S。1、、。　1。
　。λ　　　　　　　　＼’　一
　　第529図　笠見第3遺跡SKW遺構図

H＝69．アm

A

三

一工ノ

暗褐色粘質二上

彫黄掲色枯質土（地山
ブロックを含みしまり
やや弱い）

　　　　　　　　　　　　ごぶべむ　　　　ハぽ

　　　　　　　　　一
第530図　笠見第3遺跡SK］8遺構図
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第3節　土坑・土籏

置する。SI36の床面で検出した。

　平面楕円形の土坑で、断面は逆台形をなす。底面中央はやや中凹みになる。規模は長軸90cm、短軸

70cm、深さ80cmである。埋土は粘質土系の2層に分かれる。形態は落し穴に類似するが、埋土の状況

が異なる。弥生時代後期以前と考えられるが詳細な時期・性格とも不明である。（西川）

　SK21　（第531図、　F》L．　97）

　調査区東側のL8グリッド、標高71．Omの平坦面に立

地し、東側にSI22が隣接する。　SK21の北半は撹乱を受

けており、原形をとどめない。遺存状況から平面円形

の土坑に復元できる。規模は推定直径120cm、深さ15

cmである。埋土は、自然堆積の2層に分層できた。時

期・性格とも不明である。（西川）

　SK22（第532図、　PL．97）

　調査区北東側、G3グリッドのSI41の床

面で検出した土坑である。長軸186cm、

短軸97cm、深さ32cm、埋土は3層に分層

可能であり、自然堆積土と思われる。SI

41の埋土と類似しており、SI41に伴う土

坑である可能性も残る。また底面でピッ

トを検出したが、これもSI41に伴うもの

である可能性がある。底面は平坦で北壁

と東壁は3～7cmほどオーバーハングす

る。出土遣物は皆無であった。形状も特

異であり、SI41には伴わず、それより古

い土坑であると考えておきたい。性格は

不明である。（小山）

〆

L

☆

　ニアヨ　の

一　　　　　一二；篇。㌶i（蜘プ
　　　　　　　　　　　　　ロックを　くをむハ

　　・．　　　　　・　一
　　第531図　笠見第3遺跡SK21遺構図

已1

H＝67，3m

A

。／

三

i｛昧

A’ @　］暗灘絶土
　　　2　黄藷絶二1：
　　　3　賠黄褐色．1’

む　　　　　ロユパむ　　　　ユが

　SK30（第533図、　PL．97）

　調査区北際のD6グリッド、標高66．3m付近の南

西側に傾斜する谷筋に位置する。西側にSD4が隣

接する。平面円形の土坑で、段状に掘られ、底面

に向ってすぼまる。規模は直径100cm、深さ80cm

である。埋土は2層に分層できた。時期・性格と

も不明である。（西川）

第532図　笠見第3遣跡SK22遺構図

H＝665m
A

口

⊃

SK3］（第534図、　PL．97）

調査区中央やや西側のH16グリッド、標高7L7

コ

≧

1醸

似凶茶褐色土
暗褐色1’

　　　　　　　　　　む　　　　　　　ヨニぐむ　　　　エ　

　　　　　　　　　　一
第533図　笠見第3遣跡SK30遺構図
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第7章　時期不明の遺構

一＊ノず

L 」

　　　　　　　　　　　　　三　　賠員タ社色｝，　（…勺色風fヒ
　　　　　　　　　　　　　　繰競を多く含むc員褐
　　　　　　　　　　　　　　色⊥プロノク　戻化物H＝721m＿　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　粒を含む）

Q暗黄褐色ユ（黄褐色」
こ　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロノク　扶化物昂を

　　・　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　含む）
　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ
　ヘ　　　　へざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　＼＼＼ご＼＼1こき＼°』㌘m

　　第534図　笠見第3遺跡SK3］遺構図

～72．Omの緩斜面に位置する。南側にSI63が隣

接する。平面楕円形の土坑で、断面逆台形をな

す。北半上面が削平を受ける。規模は長軸1．4

m、短軸L3m、深さ35cmを測る。埋土は2層に

H＝7ユ6m
A

。1

☆

　　亘

　　匡

丁］
　　2

　　i

　　5

≧

1ロ

ジ

暗黄褐色上（黄色地山（AT）フロノ
クを含む）

陪員褐色走（黄色地山プロノクを多
く含む）

陪黄褐色も（かたくしまる戊

褐色L繊色地山プロノクを含む）
揚乱1

　む　　　　　ニユ　　ラ　　　　ロ

第535図　笠見第3遺跡SK32・33邊構図

分かれる。出土遺物がなく、時期・性格とも不明である。（西川）

71．5～71．6mの緩斜面に位置する。西側にSI

61・62が隣接する。平面長楕円形の土坑であ

るが、所々撹乱を受けており、明確に掘り下

げることができなかった。規模は推定で長軸

L7m、短軸Llmになる。深さは約40cmで、

断面すり鉢状をなす。埋土は、2層に分層で

きた。出土遺物がなく、時期・性格とも不明

である。（西川）

　SK32・33　（第535図、　PL．97）

　調査区中央やや西側のG16グリッド、標高71．3～71．4mの緩斜面に位置する。東側にSB22が隣i接す

る。SK32は平面楕円形の土坑で、規模は長軸100cm、短軸90cm、深さ60cmである。　SK32を掘り込むSK

33は平面隅丸方形で、規模は長辺L3m、短辺1．1m、深さ45cmを測る。いずれも壁面をほぼ垂直に掘

り込む。底面は前者が中凹みに、後者が平坦になる。埋土は、SK32が単層、　SK33は2層に分層でき

た。出土遣物がなく、時期・性格とも不明で

ある。（西川）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ＼べ

SK38（第536図）　　　　　　　　　　　　　ぶZ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　　　蕾
　調査区中央やや西側のH16グリッド、標高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刈　　　　　否
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆

SK4◎（第537図、　PL、63）

調査区F16グリッド内にあり、標高70．4m

H竺718m
A

。1

⊃

　　　　懸1
　　　　・ベド

　　　・》ジ㌢
　　　．ζぺぐ〉
　　＼ノ；iゴ・

iLぶ

　　　　　　　　　　　　；i纏㌣1
　　　　　　　　　　　　3　損乱L
　　　　　　＼ス
　　　　ヘス
　　バ　＼＼・　　』醸㌘m
第536図　笠見第3遺跡SK38遺構図
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第3負∬　土坑・土力藷

のほぼ平坦面に立地する。平面形は不整方形を呈

し、規模は長軸138cm、短軸88cm、深さ35cmを測

る。壁面はなだらかな傾斜を持って掘り込まれて

おり、底面は平坦である。埋土は4層に分層さ

れ、基本的に自然堆積を呈していると考えられ

る。この断面から、第3・4層を切り込む第2層

が認められる。平面検出には至らなかったが、後

世の遺構が重複していた可能性がある。遺物は出

土しておらず、時期・性格とも不明である。

（岩井）

正｛　＝　70卜5m

A

　　I

第537図

」

二

　SK41　（第538図、　PL．　98）

　調査区中央やや北側のG12グリッド内にあり、

標高70．3mのほぼ平坦面に立地する。西側にSI99

が隣接する。北西側が試掘9トレンチにかかって

いる。平面形は不整形で、規模は長軸135cm、短

軸76cm、深さ44　cmを測る。断面は逆台形状を呈し

ている。埋土は4層に分層され、自然堆積を呈し

ていると考えられる。埋土中炭化物を少量含む第

3層などが見られる。遺物は出土しておらず、時

期および用途は不明である。（岩井）

　SK42（第539図、　PL．98）

　調査区北東際、G・H2グ

リッドの傾斜面に位置する

長軸270cm、短軸116cm、深

さ28cmの不整形土坑である。

底も平坦ではなく、凹凸が

著しい。埋土は3層に分か

れ、自然堆積土とみられる。

形状からみて風倒木痕の可

能性もあるが、出土遺物も

顕著ではなく、時期・性格

ともに不明である。（小山）

　　　　　　　］　灰褐色ゴニ
　　　　　A’2　黒褐色」二
　　　　　　　3　陪黄灰褐色土のKPブ
　　　1　　　　　　　ロ　　多慧に含む）
　　　　　　　4　　　　　0音　　　　㌔季s色一垂二
3　ワ　　4

　　　　　　　　　　　　ねハニぐむ　　　　ト　

笠見第3遺跡SK40遺構図

☆

　　　　　　　　　　　　　1　明茶賜色粘質二L（2cm
H＝705m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大の黄栂色窯塊多く含

一　　　　　　　　一る2融色粘劉、
　＼試掘・二ニス・　　　3灘璽錫ヒ喜
　　　　　　　　　　　　　　むと
　　　　　2　34　・蜘績・
　　　　　蚕
　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニエ　イリ　　　　ユ　

　　　　　　　　　　　　一
　　第538図　笠見第3遺跡SK41遺構図

㌢

○

一ム

　　＼づ＼＼
。／

　」、！褐色土

　R」8色史
3　匪｝1　褐色二1：

←

第539図　笠見第3遺跡SK42遺構図

k

ii＜

む　　　　　　ロトニぐり　　　　まぼ

　SK48（第540図、　PL．98）

　調査区北側谷部F7グリッド内にあり、標高67．　lmの南から北へ傾斜する斜面に立地する。平面形は

楕円形を呈し、規模は、長軸135cm、短軸90cm、深さ60cmを測る。壁面はなだらかな傾斜を持って掘

一373一



第7章　時期不明の遺構

り込まれている。底面はやや凹凸が見られる。埋土

は単層で茶褐色土である。遣物は出土しておらず、

時期・性格とも不明である。（岩井）

（⊃～よ⊥

　SK49（第541図、　PL．98）　　　　　　　　　　　　H－6τ2m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂
　調査区北側谷部D10グリッド内にあり、標高65．O

mの北東から南西へ傾斜する斜面に立地する。平面

形は不整楕円形を呈し、規模は、長軸120cm、短軸

85cm、深さ47cmを測る。壁面はなだらかな傾斜を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第54◎図
持って掘り込まれている。底面はやや凹凸が見られ

る。埋土は単層で炭化物を少量含む淡茶褐色土である。遺

物は出土しておらず、時期・性格とも不明である。（岩井）

丁

　SK50（第542図、　PL．98）

　調査区北側谷部D11グリッド内にあり、標高64．8mの谷

底部に立地する。平面形は不整形で、規模は長軸110cm、

短軸77cm、深さ30　cmを測る。壁面はなだらかな傾斜を持っ

て掘り込まれており、底面は凹凸が見られる。埋土は単層

で少量の炭化物を含んだ茶褐色土である。遺物は出土して

おらず、時期・性格とも不明である。（岩井）

1　茶褐色土

　　　　　　　　ロエコむ　　　　ユの

　、．　・　一
笠見第3遣跡SK48遺構図

H＝655m

〆
A’

A’

　SK5］（第543図、　PL．98）

　調査区北側谷部DUグリッド内にあり、標高64．7m

の谷底部に立地する。北東にSK50が隣接する。平面

形は不整i楕円形で、規模は長軸105cm、短軸72　cm、深

さ34cmを測る。断面は逆台形状を呈しており、底面は

平坦である。埋土は2層に分層され、自然堆積と考え

られる。遺物は出土しておらず、時期・性格とも不明

である。（岩井）

一マ’

1　淡茶褐色土（炭化
　物・砂礫を含む）

　　　　　　　　　　　　ハ　が　　　　　ハ　

　　．　　．　　一
第541図　笠見第3遣跡SK49遣構図

マ

2＝65°m

第542図

＼※＼

〉

H＝70」）m

A

　　　　A’　　1　茶褐色土（炭化物
　　　　　　　を含む）

　　　　　　　　　エニが　　　　ヌ　

笠見第3遣跡SK50遺構図

／プコ＼

召 三

嚢＝64．9m

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’　1　茶褐色土（珍礫を含む）

　　　　　　　　　　　む　　　　　はまニ　　　　　　ユ　

　　　　　　　　　　　一
　　第543図　笠見第3遺跡SK51遣構図

4

］

2

丁 ；麟魁
㌶灘圭

　　　　3
　　　　　　　　　む　　　　　　ニエニが　　　　　ユれ

　　　　　　　　　一
第544図　笠見第3遺跡SK54遺構図
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第3負∬　土坑・土堰

☆

ロニ　ヨぼロ

A　　　　　　　T　；雛檎2＝735・

一〉＝二「，…、、、
　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　第545図　笠見第3遺跡SK67遺構図

　SK54（第544図、　PL．98）

　調査区北側D17グリッド内にあり、標高

69．7mの丘陵尾根先端部に立地する。平面

形は不整楕円形で、規模は長軸L14m、短

軸1．Om、深さ50．5cmを測る。断面は逆台

形状を呈しており、底面は平坦で、中央部

分が窪む。埋土は4層に分層される。遣物

は出土しておらず、時期・性格とも不明で

ある。（岩井）

　SK67（第545図、　PL．98）

　調査区南西側」20グリッドにあり、標高

73．3mの平坦面に立地する。平面はゆがん

だ楕円形を呈し、規模は上面で長軸157cm、

短軸125cm、底面で長軸83　cm、短軸53　cmを

測る。検出面からの深さ35cmを測り、断面

はスリバチ型を呈する。底面は凹凸があ

る。埋土は黄色土塊を含む褐灰色粘質土の

単層である。遺物は出土しておらず、時

期・性格ともに不明である。（前島）

〉

］

ユ

⊃
1　暗茶褐色桃質土

　（炭化物わずか
　に含む）

　　　　　　　　　　　む　　　　　ニユニぐむ　　　　ユ　

　　　　　　　　　　　一
第546図　笠見第3遺跡SK7◎遣構図

H＝74．2m

A

⇔

＼ノ

　　1　暗茶褐色土（2睡Ω大の
　　　礫少し含む◇根多い）
　　2　黒褐色土（2⑩大の珠
　　　多く含む。黄白色礫少
　　　し含む）
　　3　弘褐色土（2姻大の礫
　　微鍛含む）
　　4　淡黒褐色土（1．5鰯大
＿　　　の黄白色駿多く含む）
A’5　黄灰褐色土（1c雁大の
　　　黄白色礫、白色礫斑に
　　　含む）
　　6　茶褐色土12強大の礫
　　　少し含む）
　　7　暗茶褐色土（2函大の
　　礫少し含む）
　　8　黒褐色土（1．5cm大の
　　黄白色礫少し含む。ソ
　　　フトロームまじり）

　　　　　　　　　　　む　　　　　ニヨニの　　　　ハほ

　　　　　　　　　　　　一
第547図　笠見第3遺跡SK73遺構図

　S｝〈70（第546図、PL．99）

　調査区南西側J19グリッドにあり、標高73．3mの平坦面に立地する。平面は長方形を呈し、規模は上

面で長軸162cm、短軸92　cm、深さ33cmを測る。断面は垂直に立ち上がり、底面の両短辺中央にピット

を有する。P1（24×16－21）cm、　P2（22×22－21）cmを測る。これらは、上屋構造物に伴う柱穴と

考えられる。埋土は炭化物を含む暗茶褐色土の単層である。遺物は出土しておらず、時期不明である
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第7章時期不明の遺構

が、両短辺にピット有することから、貯蔵穴として

の機能をもつ遺構と考えられる。（前島）

　SK73（第547図、　PL．99）

　調査区南西側のL18グリッドにあり、標高74．　Om

の平坦面に立地する。平面形はややゆがんだ楕円形

を呈し、規模は長軸2．61m、短軸L83m、検出面か

らの深さ94cmを測る。底面は不整楕円形で凹凸が見

られる。埋土は、基本的に自然堆積と考えられる第

6～8層が堆積していた。検出には至らなかった

が、断面観察とそれに対応するピット状の窪みが底

☆

讐5m

面で見られることから、当遣構に重複する後世の遺構があっ

たと考えられる。遺物は埋土中上位から縄文土器片が出土し

た。細片であったため図化するには至らなかった。埋土中で

の出土であるため時期は不明で、性格も不明である。（岩井）

　SK74　（第548図、　1⊃L．　99）

　調査区南側のMユ7・18グリッドにあり、標高74．31nの平坦

面に立地する。平面はゆがんだ方形を呈し、規模は上面で長

軸118cm、短軸116cm、深さ21cm、底面で長軸103　cm、短軸101

cmを測る。断面は垂直に立ち上がり、底面は凹凸がある。埋

土は暗茶褐色土の単層である。遺物は出土しておらず、時

期・性格ともに不明である。（前島）

第548図

暴

L

A’　　］　晴茶掲色上（黄色

　　　ブロック含む）

　　　　　む　　　　　　ニハニ　　　　　　ユロ

笠見第3遺跡SK74遺構図

ユ

H＝72．6m

AA’三明栂色粘質ニヒ（し　　　　　　　　　　まり良い．炭化物
　　一一一一＿＿＿＿　　　　　　少螢含む）

　　　　　　　む　　　　　ニユニづむ　　　　ハの

　　　　　　　一
第549図　笠見第3遣跡SK78遺構図

　SK78　（第549図、　PL．　99）

　調査区中央やや南西寄りの118グリッドにあり、北側に緩

やかに傾斜する標高72．4mの緩斜面に立地する。平面は楕円

形を呈し、規模は上面で長軸128cm、短軸63　cm、

　SK8］（第55◎図、　PL．99）

　調査区西側のHl8グリッドにあり、北西方向

に向かう標高69．6～69．8mの斜面に立地する。

平面はゆがんだ円形を呈し、規模は上面で長軸

175cm、短軸105c臥深さ47cm、底面で長軸65

↓

」

H＝7］．Om　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　茎　暗褐飯～バニ1：僚化
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’　　物少鍛A　）

　　　　　　　　　　　　　　　2　明茶褐仁翠u：（粘
　　　　　　　　　　　　　　　　性強い◇貞褐色塊少
　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　鐸Aむ）
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　3　鍔褐色尋乏土（しま
　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　り人い）
　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　ニハニづ　　　　　れ　

　　　　　　　　　　　　　　一
　　　第550図　笠見第3遺跡SK81遺構図
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第3節土坑・土蹟

cm、短軸58cmを測る。断面はスリバチ型

を呈し、底面は凹凸がある。埋土は褐色

系を主体とした3層に分かれ、自然に埋

没した状況を示すと思われる。遣物は出

土しておらず、時期・性格ともに不明で

ある。（前島）

r
＼
丁

昊＝7伽

　SK82（第551図、　PL．99）

　調査区中央やや東側のJ9グリッドにあり、北西

方向に向かう標高71．Omの緩斜面に立地する。北

西側は撹乱を受けているが、平面は楕円形を呈す

ると思われる。規模は上面で長軸145cm、短軸64

cm、深さ23　cm、底面で長軸118cm、短軸39cmを測

る。埋土は炭化物を少量含む暗褐色系を主体とす

る。自然に堆積したものと思われる。遺物は出土

しておらず、時期・性格ともに不明である。

揃島）

　SK89（第552図、　PL．99）

　調査区北西側のF19グリッドにあり、北西方向

に向かう標高67．3mの斜面に立地する。

　平面は楕円形を呈し、規模は上面で長軸148cm、

短軸84cm、深さ31cmを測る。底面は、復元した場

合、長軸112cm、短軸58cmを測る。埋土は褐色系

を主体とした2層に分かれる。自然に埋没した状

況を示すと思われる。遺物は出土しておらず、時

期・性格ともに不明である。（前島）

　SK96（第553図、　PL．99）

　調査区中央Hl4グリッドにあり、北東方向に向

かう標高7L7mの緩斜面に立地する。平面は歪ん

だ楕円形を呈しており、規模は上面で長軸167cm、

短軸51cm、深さ31c狙、底面で長軸31cm、短軸24　cm

を測る。底面は凹凸がある。埋土は褐色系を主体

とした2層に分かれる。自然に埋没した状況を示

すと思われる。遺物は出土しておらず、時期・性

格ともに不明である。（前島）

第551図

L

　　　　　　　　　1　纏羅色結質上（炭化物
　　　　　　　　　　わずかに含む。2醜程
　　　　　　　一　　　度の裟多く含む）
．　　　　　　A’21順馳縮ぷしま
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　り良し。ソフトローム

　　　　　　　　　　含む｝

　　　　　　　　む　　　　　ニエニごぼ　　　　エは

　　　　　　　　一
笠見第3遺跡SK82邊構図

メ〆

☆

昊＝676m　　　　　－≡篇籠辮正i。
　　　　　　　　　　　　　　　性強い。2鰯姦．
　　　　　　　　　　　　　　　の操多く含む）

　　　　　　　　　　　　ノむ　　　　ミ　ユニれ　　　　ヌぬ

　　　　　　　＿・　　・一
　　第552図　笠見第3邊跡SK89遺構図

1｛＝72．Om

A

」暴

第553図

　　　　　　　　1　明茶褐色粘質ま
　　　　　「フ　　　　　（しまり良し）
　　　　　　　　2　　黄灰褐｛玄‡蕗質ニヒ
　　　　　　　　　（2建昧呈度の裟
　　　　　　　　　を含む）
　　　　　　　　3　撹乱ゴニ

　　　　　　む　　　　　　ニき　ぷエむ　　　　ヨ　

笠見第3遺跡SK96遺構図

三

∈7α2n1　　　　　　　　　　　茎賠茶総色粘質土（炭
A　　　　　　　　　　　　　　　　　A’　　イヒ物少頴含む）

　　　　　　　　　　　2　1科色粘質．1：（しま
　　　　　　　　　　　　り良いぐ2顔程度の
　　　　　　　　　　　　凛・黄色塊含む）

　　　　　　　　　／O　　　S＝1：40　　　茎ln

　　　　　　　　　　一
　第554図　笠見第3遺跡S紹04遺構図
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第7章　時期不明の遺構

L

H＝70．4㎜

A

づ終

ユ

第555図

　　　　A’1　暗褐色粘貿土（炭化
　　　　　　物含む）
　　　　　2　暗茶褐色ネ嚢質」二（し
　　　　　　まり良い。白色粒子
　　　　　　含む）

　　　　　　　ニヌ　　　　　　　ユの

笠見第3邊跡SK105遣構図

三

H＝鰍2m　　　　　　　　　　　　　　　＿　1）漏鱗順二i二（しま
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’　　　り悪い。3c田大の黄

　　　　　　　　　　　　　　　　　色ブロック・礫含
　　　　　　　　　　　　　　　　　む）
　　　　　　　　　　　　　　　　2　 黄掲色粘質二麦二　（2函

　　　　　　　　　　　　　　　　　毛呈度の礫多く含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　3　擬乱土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コユニ　　　　　　ユの

　　　　　　　＿　＼♂Ψ　一
　　　第556図　笠見第3遣跡SK116遣構図

　SKき04　（第554図、　F》L．　書0◎）

　調査区中央やや北寄りのG12グリッ

ド、標高69．9～70．Omの緩斜面で、　SI

89とSK128のほぼ中間に位置する。平

面楕円形の土坑で、断面は逆台形状を

なす。規模は長軸100cm、短軸70　cm、

深さ25cmである。底面はごくわずかで

はあるが、中央が高く、周縁に向って

低くなる。埋土は2層に分かれ、上層

の暗茶褐色粘質土には炭化物が少量含

まれる。時期・性格は不明である。

（西川）

暴

L

逗

H＝70．6m

一

。1

三

≧

　§i

　よ｝恰

丁　　1　茶褐色枯貿土（しまり良い。
　　　3鰯程度の白色・黄色環多く
　　　セむラ
　　；綴購籔く（聾濃。
　　　ヨ　　　のロぱロ　　　エむラ

　　］緩籠纂，、繊。い、

　　　2C田大の灰黄色塊少驚含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ほユ　ヰむ　　　　ユほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第557図　笠見第3遺跡SKW8遺構図
　SK1◎5（第555図、　PL．100）

　調査区中央やや北寄りのG12グリッ

ド、標高70．0～70．2mの緩斜面に位置する。　SI（104の西側に隣接する。平面隅丸方形の土坑で、断面

は逆台形をなす。規模は長辺95cm、短辺81cm、深さ42　cmである。底面は平坦になる。埋土は2層に分

かれ、上層の暗褐色粘質土には炭化物が含まれる。時期・性格とも不明である。（西川）

　SK116（第556図、　PL．100）

　調査区北東寄りのG7グリッド、標高67．9～68．　Omの傾斜面で、　SKll5とSK127のほぼ中間に位置す

る。上面で撹乱を受けており、北辺の原形をとどめない。本来は平面隅丸長方形の土坑であったと思

われる。規模は長軸170cm、短軸推定80　cm、深さ50cmである。時期・性格とも不明である。（西川）

　SK行8（第557図、　PL．1◎0）

　調査区やや北西寄りのF14グリッド、標高70．4～70．5mの緩斜面に位置する。　SI83・84の南側に隣i接

する。平面隅丸長方形の土坑で、規模は長軸180cm、短軸110cm、深さ85cmである。周囲を一段浅く掘
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第3套∬　土坑・土壌

り込み、その中を長楕円形に深

く掘り込む。底面中央には（35

×30－5）cmの凹みがある。埋

土は4層に大別され、茶褐色土

を主体とする上層（1～3）と

暗褐色土を主体とする下層

（4・5）に分けられる。出土

遺物はなく、時期・性格は不明

である。（西川）

H＝7αOm

　SK126（第558図、　PL．］◎◎）

　調査区北西側のE14グリッド、

標高69．7～69．9mの緩斜面に位

置する。SI82が上に重複しており、大半はSI

82の床面で検出した。平面長楕円形の土坑

で、規模は長軸2．9m、短軸Llm、深さ70cm

である。南半は浅い段をなし、北半で深くな

る。埋土は褐色土を主体とした、5層に分け

られる。出土遺物はなく、時期・性格は不明

である。（西川）

纂

　賠謁色粘或：仁（しまり良

　い⊆2砲程度の白色礫多
　くをむハ

i耀雛撫製警㌫
　良いc5C瓢大の黄灰色ブ
　ロック少慧含む）
4　明茶縄色粘質：正二（粘性強

　い）
5　明紹色枯質土（拙性強い◇

　ホーキブロック多く含
　む）

　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　ニユ　ゆ　　　　ユお

　　　　　　　　　　　　　　一
第558図　笠見第3遺跡SK126遣構図

≠

L

H＝71、6m

A 当

　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　SK129（第559図、　PL．10◎）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニジズぼ　　　　エれ
　調査区中央やや西寄りのG15グリッド、標　　　　　　　　　6　　　“　　　
高71．3～71．5mの緩斜面に位置する。北東側　　　　　第559図　笠見第3遣跡SK129遣構図

でSB22が重複する。平面長楕円形の土坑で、

規模は長軸推定2．Om、短軸1．4m、深さ70cmを測る。埋土は上層（1～3）・下層（4・5）に大別さ

れる。断面観察からみて、本来、断面逆台形であった土坑に、西側から別の土坑を掘り込んだものと

思われる。ただし、上層の掘り込みが下層の掘り込みの時期と連続するか否は不明である。遣物はな

く、時期・性格とも不明である。（西川）

］　妬灰．，ミ褐魚結質土（し

　まり良い。2㎜程度の
　白色礫多く含む）
2　暗茶褐色結質土（正皿
　程度の白色粒子rlま縁含

　む）
　暗黒茶褐色瀦質ゴ：
　暗褐色粘質土（枯ぐ1三強

　い）

　岳11勾色粘質土（5醐
　夢支の白色・黄色・斉
　灰色の礫多く含む〉
　縫乱：正二

第4節段状遺構

　SS2・SB9（第560図、　PL．101）

　調査区北東側の13グリッドにあり、標高67．4～67．7mの緩やかに北東側に傾斜する斜面部に立地す

る。南東側約2mにはSI55がある。　SS2、　SB9は重複関係にあるが、前後関係は不明である。

　SS2は、斜面を深さ15cm前後カットして平坦面を作り出している。東側は流失している。長さ4m

以上、幅0．7m以上を測る。壁際には、幅8cm前後、深さ6cm程度の溝が掘り込まれる。

　埋土は、3層に分層できた。自然堆積したものと考えられる。
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第7章　時期不明の遺構

　SB9は、　SS2を跨ぐように検出された。桁行き1間（Lgm）×梁行き1間（2．4m）の掘立柱建物で

ある。主軸は、N－29㌧Eである。柱穴には、淡褐色土系の埋土が単層で入る。

　いずれも、出土遺物がなく時期及び性格は不明である。（牧本）

瀦麟・，

　　Id

＼繧諺

三

　　ジユ

三◎

　　　
一◎
㌻

H＝68りm
B

　　P3
1欝劇・

εd

　　∀
田ぴ89＝1］

　　

㊨」

バ

謙聴羅

㌦

◎「ξ．

　τ

P4 寸

鱗潔緊

　　1　暗茶褐色土（白色粒・黄土
　　　が　ををむ　

翻難灘鷲
　　　ックを含む◇下繕は灰色が
　　　強い）
　　　淡灰褐色土く黄色土地山プ
　　　ロツク、炭化物を含む）
　　　淡掲色土
　　　芝炎1タξ褐色戊二　（彦ξfヒ‡勺を含む）

　　　揚乱コ：

B

旦≡m
目、．

④

H＝6＆Om　　　　　　　　　　　　　　　　　5

9＿　・　］　　　ぱ1
ジ、鷺び2　　　　　　　　8

　第560図　笠見第3遺跡SS2・SB9遺構図

万

H＝69．1m

一　　　ユ：叢奪灘．。
寸

陪黄褐色枯質土
（炭化物粒含む）

第561図

　い　　　　　　　　む　　　　　むエニ　　　　　カの

笠見第3遺跡SS10遺構図

　SS］◎（第561図、　PL．101）

　調査区北側のE12・13グリッドにあり、標高68，2～68．8mの北側に傾斜する斜面部に立地する。南

側約4mにはSI85がある。

　斜面を深さ10～24cm前後カットしてやや傾斜する平坦面を作り出している。北側は流失している。

長さ6．2m、幅L8m以上を測る。壁際には、幅20～35cm、深さ3cm前後の幅広の溝が掘り込まれる。

　埋土は、暗黄褐色粘質土単層である。自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物がなく、時期及び性格は不明である。（牧本）
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第5節　溝状遺構

第5節　溝状遣構

SD1・2・3（第562図、　PL．2）

　調査区東側C区に3基の溝状遺構を検出した。

　SD1は、　C区中央を南西～北東方向に断続的に走る。長さ35m以上、幅20～50cm、深さ10cm前後を

測る。出土遺物はなく、時期は不明であるが、古墳時代中期後葉のSI13の埋土を掘り込んでいること

から、それ以降のものである。性格は不明である。

　SD2は、　C区東側調査区際の傾斜変換点部分を走る。長さ33m以上、幅40cm前後、深さ10cm前後を

測る。L5グリッドで斜面側に分岐する。出土遺物はなく、時期・性格は不明である。

　SD3は、　C区北側調査区際の遺物包含層の上面で検出され、ほぼ東西に走る。長さ35m以上、幅25

～50cm、深さ8cm程度を測る。　H3グリッドで直交方向に走る溝と交差するものと、E4グリッドで約

2m間隔で直交するものがある。形態的にはB区溝群に類似する。出土遺物はなく、時期・性格は不

明である。（牧本）

　SD5・6・7　（第563図、翻．

　調査区中央から西側にかけ

てのA区に位置する。

　SD5は、北東側は検出でき

なかったが、A区中央部を東

西約50m、南北約27mの長方

形に区画すると考えられる、

2）

　　　　　　　　　、

　　測㌍

　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　ニエニ　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　一
第562図　笠見第3邊跡SD3遺構図

一・’

鰍 ．／・

SD5
む　　　　　ニユニ　　　　　ヨ　

第563図　笠見第3遺跡SD5・6・7遺構図
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第7章　時期不明の遣構

1幅50cm、深さ2～10cmを測るものである。北側の区画外には、約1m間隔で幅40　cm前後、深さ10cm前

後の溝が5条以上平行して走る。出土遺物はなく、詳細な時期は不明であるが、南側で中世末ごろと

推定されるSK93と重複関係にあり、同時期かやや新しいものと考えられる。耕作にかかわる溝と考

えられる。

　SD6は、　SI146の西側にあり、長さ1．9m、幅45cm、深さ30cmを測る。東側はトンネル状を呈す。　SI

146とは接しておらず、無関係のものである。時期・性格は不明である。

　SD7は、長さ6．8m以上、幅50　cm前後、深さ10cm前後を測る。　SI147を掘り込んでいる。出土遣物は

なく、時期・性格は不明である。（牧本）
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第8章　遣物包含層の調査

　Po1562内には、有機物が付着しており、分析の結果食物に由来するものではなく、漆又は松脂等の

植物性樹脂の可能性が指摘され、土器の用途を考える上でも重要な資料となった。

　Po1558は、清水W－3様式、弥生時代中期後葉ごろのものと考えられる。　Po1563・1561は、清水V－

3様式、弥生時代後期後葉ごろのものと考えられる。その他のものは、清水V－1様式、弥生時代後

期前葉ごろのものと考えられる。（牧本）
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第2節　B区遺物包含層

第2節　B区遺物包含層（第566～568図、PL．175・178）

　調査区北側に当たるB区では、狭く浅い谷状地形となっており、調査前においても表土及び耕作土

が厚く堆積していた。この土を除去したところ、厚さ最大L35mにも達する遣物包含層が堆積してい

ることが判明した。この地区の第1遺構検出面は、表土耕作土直下の黒褐色土上面である。

　堆積土は、大別3層（黒褐色土、暗茶褐色土、茶褐色土）に分層できた。このうち、黒褐色土では

弥生時代後期から平安時代ごろの遺物が含まれていた。暗茶褐色土から茶褐色土中には、A区西側谷

部包含層同様、主に弥生時代中期後葉から弥生時代後期後葉にかけての遺物が包含されていたが、茶

褐色土ではその数は少ない。

　包含層の基盤となる層は、これもA区西側谷部と同様、無遺物の黒褐色土である。この層の下には、

東方のA区側にはDKP（大山倉吉パミス）の二次堆積土、谷部中央部では下のホーキ層が入り込んでいる。

　包含層である暗茶褐色土層は厚いところで50cm、茶褐色土層は65cmを測り、弥生時代中期後葉から

弥生時代後期後葉にかけての遺物を含み、わずかではあるが縄文土器が含まれる。しかし、弥生時代

後期後葉以降のものはほとんどといってよいほど検出されなかった。この包含層は自然に堆積したも

のではなく、おそらく、弥生時代後期後葉段階において、丘陵頂部に展開する集落域での大規模な整

地作業等の人為的行為に伴った関係で、谷部に土砂が堆積したものと考えられる。なお、包含層を除

去した無遺物の黒褐色土上面において、ピット等が多数検出されたが、SB23のように包含層中から

掘り込まれたものもあり、すべてが、黒褐色土から掘り込まれたものではなく、時期を特定できるも

のは少ない。

　黒褐色土中から出土したものは、図化したものは弥生土器壼Po1566～1568、甕Po1569～1573、脚付

甕Po1574、鉢Pol575、有段高杯Po1576・1577、鼓形器台Pol578、回転台土師器高台杯Pol579、杯Po

l580がある。　Po1579・1580は平安時代ごろのものである。　Po1567・1568・1578は清水V－3様式、弥

生時代後期後葉ごろ、Pol566・1570は清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろ、その他のものは清水

V－1様式、弥生時代後期前葉ごろのものと考えられる。

　暗褐色土から茶褐色土に含まれていた遺物には、図化したものに弥生土器壼Po1581～1587、直口壷

Po1588、甕Po1589～1592・1595～1606、小型甕Po1593・1594、鉢Po1607、脚付甕Po1608、高杯Po

1609・1611、把手付甕Po1610、鼓形器台Pol612・1613、大型鉢Po1614、縄文土器Po1615～1617があ

る。土器以外に、小型板状鉄斧F66、鉄鎌F67、小型袋状鉄斧F68・69、黒曜石製石鎌S94、蔽石S95～

97・99、磨製石斧基部S98、碧玉製管玉素材片J83、ガラス小玉∫84がある。この他にも多量の遺物が

出土している。土器には、赤色塗彩を施したものが数多く見受けられた。

　S94は、凹基無頸石鎌に分類できると思うが、異形である。」83は、　A・B区側では数少ない玉作関

連遺物のひとつである。

　Po1582・1584・1603～1606・1609・1611は清水W－3様式、弥生時代中期後葉ごろ、　Po1583・1585・

1594・1597・1600・1602は｝青水V－1様式、弥生時代後期前葉ごろ、Po1586・1591～1593・1595・1596・

1599・1601は清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろ、Poユ584・1589・1612～1614は清L水V－3様式、

弥生時代後期後葉ごろのものと考えられる。縄文土器は、縄文時代晩期ごろのものと考えられる。

　いずれの遺物も、丘陵頂部側に展開する集落遺構から転落ないしは廃棄されたものと考えられ、集

落の存続期間に稲当するものばかりである。（牧本）
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第8章 遣物包含層の調査
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第8章　遺物包含層の調査
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3節　C区遣物包含層

第3節　C区遺物包含層（第569・570図、Pし175・］78）

調査区北東端部分は、急峻な斜面部となっているが、傾斜変換点付近に遺物を含む黒褐色土、暗茶
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第8章遺物包含層の調査

褐色土からなる遺物包含層が厚く堆積していた。

　含まれる遺物には、図化できたものに弥生土器壼Pol618～1622、甕Pol623～1632、高杯Po1634、器

台Po1635、直口壼Po1637、鉢Po1638、蓋Po1639、土師器甕Po1633、椀Po1636、須恵器杯身Po1640・

1641、高杯Pol642、サヌカイト製石鎌S100・101、黒曜石製石鎌S102、ガラス小玉」85・86、敲石S

lO3、工具アタリ痕のある硬質緑色凝灰岩石核J87、緑色凝灰岩管玉素材片J88～90、碧玉管玉素材片∫

91、碧玉管玉未製品」92～94がある。この他にも多量の遺物が出土している。

　Po1618・1619・1623・1625～1627・1634は、清水W－3様式、弥生時代中期後葉ごろのものと考え

られる。Pol620～1622・1635・1638は清水V－1様式、弥生時代後期前葉ごろ、　Po！628’1629は清水

V－2様式、弥生時代後期中葉ごろ、Pol630～1632・1639は清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろの

ものと考えられる。また、Po1635・1636・1640～1642は天神川眠期、古墳時代中期末葉ごろのものと

考えられる。

　出土遣物は、集落の存続期間を示し、玉作関連遺物も、工房が近くにあることからA・B区以上に

多く見られる。（牧本）
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第4節　A・C区遺構外遺物について

第4節　A・C区遺構外遺物について（第57咽、PL．175）

　主要な集落域であるA・C区の遺構外遺物について、土器以外のものについて触れる。

鉋F70はA区111グリッド、不明鉄器F71はA区L15グリッド、黒曜石製舟形細石刃石核SlO4はA区ll5

グリッド、黒曜石製削器S105はA区113グリッド、アクチノライトに近い軟玉砥石S106はA区K20グ

リッド、黒曜石製石鎌S107はA区∫12グリッド、無斑晶安山岩製石鎌S108はA区Dl6グリッド、工具ア

タリ痕のある碧玉石核J95はC区16グリッド、安山岩製小型蛤刃石斧S109はC区Nl4グリッドからそれ

ぞれ出土している。

　S104の出土層位は明らかではないが、東伯域では類例がない旧石器時代に遡るもので貴重な資料で

ある。剥離作業はほとんど行われていない。（牧本）
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第9章　考 察

第1節　笠見第3遣跡の集落変遷と建物配列パターンから見た集落構造の復元

　笠見第3遺跡は、標高65～74mの丘陵頂部から斜面部において、弥生時代中期後半から古墳時代後

期中葉の竪穴建物跡170基、掘立柱建物跡27基、屋外貯蔵穴17基など集落関連遺構が多数検出された。

現在のところ、鳥取県内では妻木晩田遺跡、長瀬高浜遺跡、青木遺跡に次ぐ大集落であることが判明

し、丘陵先端部までを含む当遣跡総面積約15haのうち、約16％を調査したことになる。

　遺存状態は芳しくはないが、主な居住域を広範囲にわたって調査することができ、また時期毎の集

落変遷及び建物配列が復元できるなど、集落研究を進める上で良好な資料を提供することができるも

のと考える。以下、各時期の集落変遷と居住ブロックの建物配列パターンを検討し、集落構造の復元

を試みたい。

1　各時期の集落変遷

　まず、各時期の集落変遷について考えてみることとする。なお、各建物規模の概ねの目安として、

床面積50㎡以上を超大型、30～50㎡程度のものを大型、20～30㎡程度のものを中型、15㎡以下のもの

を小型建物として捉えることとする。また、これらの建物は、各時期同時に並存していたとは考え難

く、あくまで、同一土器型式の遺物をもつものとして扱う。

《弥生時代申期後葉末（W－3期）》

　笠見第3遺跡の集落形成期に当る。竪穴建物8基と建物から離れた状態の土坑10基からなる。居住

ブロックは、調査区中央部及び北東側にあり、それぞれ距離をもって立地している。建物規模は小型

～中型のみで、突出したものはない。土坑は方形ないし長方形を呈し、貯蔵穴の可能性がある。建物

からは離れ、SK57・84・65、　SK100・119は互いに比較的近接し、共同管理されたものと考えられる。

《弥生時代後期前葉（V一董期）》

　建物は14基に倍増する。前時期同様北東側と中央部分に居住ブロックが形成され、中央部のものは

北西側に範囲が広がる。北東側はSB2ユも含め半環状の建物配列になる。また、　Sll53・99、　SI120・

125、SI112・107のように申型と小型が近接し、2棟1単位のパターンが見られる。この時期に玉作

工房が1基（SI49）確認されている。この建物は建て替えが2回行われており、通常の竪穴建物と構

造的にも相違はなく、家内工業的に管玉製作を行った家族体であったものと考えられる。また、SI49

の東側のSS1下段からも緑色凝灰岩管玉未成晶及び剥片が出土しており、玉作関連の遺構と考えられ

る。この時期に、高床倉庫と考えられる布掘り掘立柱建物SB21が単独で見られる。

《弥生時代後期中葉（V－2期）》

　建物は、更に倍増し29基に増える。北東側のブロックは前時期同様半環状を呈し、中央部分に空閑

地をもつ。中央部ブロックは北西側、南東側に範囲が広がり丘陵西側及び北側縁辺部、中央部南方北

側に列状に並んでいる。これら列状配列の中には、明確ではないが更に細かいブロックに分けること

ができると思われる。高床倉庫と考えられるSB　1・4は、集落の最高位に立地する。同時期の掘立柱

建物は、その他にSB5があるがそれぞれ主軸がばらばらで、まとまりはみられない。この時期にも、

玉作工房SI34が1基あり、管玉未製品・素材片・剥片・玉砥石等が多量に出土している。
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　　　　　　　　第1節　笠見第3遺跡の集落変遷と建物配列パターンから見た集落構造の復元

　　　弥生時代中期後菜（｜W3様式〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弥生時代後期後葉（V－3様式）

　　　弥生時代後期前葉（V－］様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弥生時代末葉（Vl一戸2様式）

　　　弥生時代後期中葉（V－2蟻式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古墳時代ネ刀頭（天神川1期）

　　　　　　　第572図　笠見第3邊跡集落変遷図（1）

《弥生時代後期後葉（V－3期）》

この時期が、当遣跡で最も集落が拡大する。建物総数38基に及ぷ。北東側のブロックは大型のSI51

　　　　　　　　　　－393一



第9章考察

　’　ジ・一二

　　　古墳時代前鱗壕（天神川1闇）

古±責‖寺fて中期前葉　　く天神」目V期）

古麟代輔腋～隷侠柳lw・醐）

古麟代後期前葉（天襯ぱ期）

　　　古墳時代中期中葉（天神川W’W期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古墳時代季受期中葉（TK］0併行期）

　　　　　　　　第573図　笠見第3遺跡集落変遷図（2）

を中心に中型の建物が配列される。中央部ブロックは、大きく北西側と中央側に分かれる。北西側

は、大型のSI75を中心に比較的小型の建物が集まる。申央側は、　Sll51を取り巻くように半環状に配

　　　　　　　　　　　一394一
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列される小ブロック、大型のSI114・115を含み半環状に配列される小ブロックに細分可能である。

　際立っての差は認めがたいが、この時期になって、多角形の大型建物とそれ以外の建物に差が認め

られる。この時期で、屋外貯蔵穴は見られなくなる。

《弥生時代終末（～r－1・2期）》

　この時期は、集落規模が極端に縮小する時期である。VI－1様式に相当するものは、　SW・152の2

基である。W－2期に相当するものは、　SI129・130・158・14・30・48の5基で、距離をおいて直線状

に配列される。

《古墳時代前期前葉（天神川1・五期）》

　天神川1期併行期は、総数10基と微増傾向になる。建物が東側丘陵縁辺部に列状に見られ、SI19・

32・122は大型建物である。SI27から輔羽口、焼土面が検出されており、鉄片等は未確認ではあるが

鍛冶工房であった可能性がある。SI60、　SI127は単独で存在する。正確な時期は不明であるが、およ

そ東西軸をもつSB13・15はこの時期の可能性がある。

　天神川狂期併行期は、更に減少し5基となる。建物聞には規模の差はほとんどない。高床倉庫と考

えられる布掘り掘立柱建物SB20がこの時期のもので、ほぼ南北に軸をもつ。

　この時期から古墳時代前期後半（天神川IH・lv期）の間は、集落の断絶期に当る。

《古墳時代申期前葉（天神川V期）》

　再び集落が営まれ始める時期である。SI35・108・124・134・81が認められ、この時期以降はすべ

て方形を呈す。大型建物（SI35・108・81）と小型建物（SI121・124・134）の差が大きい。この時期

以降の建物は、建て替えが認められなくなる。

《古墳時代中期申葉（天神川VいW期）》

　天神川VI期併行期は、　SI57・142・161・162の4i基がある。　SI161・162は、例外的に建て替えと理解

したほうがよいかもしれない。SI161・142は近接した状態で存在するが、　SI57は離れる。

　天神川聯期併行期は、SI17・18・85の3基があり、集落規模は小さなままである。中型と小型建物

で離れた位置に存在する。

《古墳時代中期後～末葉（天神川W・区期）》

　天神川租期においても集落規模は小さく、調査区東側で中型のSI13と小型のSI100の2基がやや離れ

て存在する。双期になると若干棟数は増え、調査区東側部分において、2つのブロックを形成する。

南側のものは大型のSI3、小型のSI9・11がひとつのブロックをなす。北側のものは中型のSI33と小型

のS亙56・41がやや離れてはいるが、ひとつのブロックを形成する。

《古墳時代後期前葉（天神川X期）》

　調査区南西側にも居住範囲が広がり、SI22・111・12ユ・150・78の5基がある。西側の4基は比較

的まとまるが、東側のSI22は単独で存在する。いずれも中型から小型を呈す。

《古墳時代後期中葉（TKm併行期》

　この時期を最後に、主要な集落造営活動は終焉を迎える。建物は、当遣跡最大規模のSI29と中型の

SI31が、中型のSI116・137が、それぞれ各小ブロックを形成する。

2　建物等の性格

　これらの竪穴建物は、弥生時代中期から古墳時代前期では概ね複数回の建て替えが行われている。

これが成員の増加に伴う現象であるとすると、住居として使用されたものであるといえる。しかし、

一395一



第9章　考察

建て替えがなく、5㎡前後の極小のものは住居とは考え難く、住居の付属施設として考えておきた

い。なお、古墳時代中期以降の竪穴建物には、建て替え痕跡がないのが特徴である。

　掘立柱建物は、布掘り式のものと掘立式の2種類がある。前者と後者のうちSBIのように大型のも

のは高床倉庫と考えられる。また、時期は不明であるが、SB7・14のように、主軸を同じくし、桁行

きの長い1問×ユ間の掘立柱建物は、櫓状の構造物である可能性がある。位置的には、相対するよう

にあり、同時に存在した可能性がある。

　また、貯蔵穴とした弥生時代中期後葉から後期中葉の方形又は長方形の土坑のうち、柱穴をもつ

SK1・70・84・88は上屋構造を持つものと推察される。いわゆる袋状土坑は弥生時代後期前葉から後

期後葉にかけて見られるが、その数は少ない。

3　建物配列パターンからみた集落構造と性格

　当遺跡での隆盛期である、弥生時代後期中葉から後葉の建物配列パターンを詳細に見ていくことと

する。当遺跡では、集落出現期には既に2つの居住ブロックが存在しており、時期が経つにつれてそ

れぞれのブロックで単位が大きくなり、当該期で細分される。特に後葉では、各居住ブロックは①大

型建物を中心に中小の建物が弧状に配列されるパターン、②大中小の建物が弧状に配列されるパター

ン、③中小の建物が弧状に配列されるが大型建物を持たないパターン、④中小建物が列状に配列され

るパターンに分けることができる。この居住ブロックが集落基本単位＝単位集団と考えることがで

き、概ね6～8棟前後の単位であったものといえる。ただし、これらが同時並存していた確証はな

く、各建物がもつエリアを考慮すると～時期の棟数は更に少なくなると考えられる。前述のように、

一定範囲内において時期ごとに建物配列が数ブロック認められることは、単位集団が複数集まりそれ

ぞれに関連性を保ちながら集落を形成していた結果と言える。階層分化が明確になる①②パターンが

出現するのは、当遣跡では弥生時代後期後葉になってからで、少なくとも4単位集団に細分可能であ

る。各小ブロックは、中心住居・中小住居の規模、棟数ともほぼ同規模でブロック間に格差は見られ

ないことから、前時期同様単位集団としては同質であったものと言えよう。

　貯蔵形態は、弥生時代中期末葉から後期後葉の屋外貯蔵穴が複数の単位集団で共同管理されたと考

えられるのに対し、高床倉庫は配列が規則的ではないが、各単位集団で管理されたものと言える。

　当遣跡は、竪穴建物総数170基、一時期最大となるV－3様式期で38棟を数える集落遺跡であるが、

際立った大型建物、通常拠点集落に見られるシンボル的な建物、集落を取り囲む溝等の特別な施設は

なく、外来系土器の出土は、布留式併行期にならないと出現してこない。これらのことから、当遣跡

は地域的な拠点集落とは考え難い。ただし、調査区域外にある可能性は否定できない。

　当遺跡では弥生時代後期前半に管玉のみを生産していたと考えられ、碧玉及び緑色凝灰岩の素材

片・未製晶・剥片等が多量に出土している。玉作工房は、他の通常の住居と構造上変わりはなく特定

家族単位で生産されたものと考えられる。また、出土遺物に赤色塗彩石が多量に出土しており、中に

はSI42出土S12のように、べったりとベンガラと思われる赤色顔料が付着した擦石等がある。詳細は

不明であるが、ベンガラ生産にも関わる遺跡である可能性も指摘できる。

　以上、集落構造について若干触れたが、今後他遺跡との比較検討を視野に入れ、再検討しなおした

い。なお、紙面の関係で註、参考文献は割愛させていただいた。（牧本）
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第2節　東伯書の終末期古墳の様相一笠見3号墳の調査から一

　平成14・15年度にかけて行った笠見第3遺跡の調査によって、横穴式石室を内包する笠見3号墳が

発見された。この古墳は破壊が著しいが、形態及び出土遺物に特徴のあるものであった。

1　横穴式石室からみた特徴

　鳥取県中部に当たる東伯書地域の横穴式石室は、大別すると倉吉市向山6号墳を代表とする大型の

板状安山岩を組み合わせるタイプ（牧本C類石室）、倉吉市大宮古墳を祖形とする窒隆天井を持つタ

イプ（牧本A類石室）、大栄町上種東3号墳に代表される竪穴系横口式石室（牧本D類石室）、倉吉市

服部11号墳に代表される竪穴系横口式石室に系譜が求められるタイプ（牧本E類石室）に分類される

（近藤ユ987、牧本1996。以下、牧本を省略）。

　これらは、それぞれに分布圏があり、C類石室は倉吉市を中心にして天神川水系、東郷池周辺から

気高町にかけての広範囲に分布している。A類石室は、小鴨川中・上流域に、竪穴系横口式石室並び

にE類石室は東伯町を中心にして加勢蛇川流域に分布している。各石室の分布圏は、何らかの紐帯で

結ばれた集団の領域であると思われる。

　東伯・大栄町地域（以下東伯地域とする）には、前述したC類、D類、　E類石室が分布している。

このうちE類石室は、大栄町の西側の大谷古墳群、東伯町の東側の大高野古墳群、塚本古墳群で確認

されている。これらはTK209～217併行期、古墳時代終末期に盛行するもので、　D類石室に系譜が求

められ、小規模な円墳に採用されている特徴がある。

　さて、笠見3号墳は、壁体は基底石上に塊石を積み上げたものと考えられる。玄室は無袖で、長さ

2．13m、幅LO～1．1mを測り、玄室比は2．1と狭長である。検出時には崩壊していたが、前庭側壁をも

つと考えられる。これらの特徴から、当古墳はE類石室に分類できるが、玄門部には権石はなく、石

材も同地域内で産出する安山岩の塊石を用いているが、大高野古墳群のような川原石ではなく山石を

使用しているなど、やや様相が異なる面もある。今回の調査によって、これまで考えられた洗川を越

えることがなかったE類石室の分布範囲が、やや西側にも広がるということが言えるようになった。

　東伯地域は、この他山田1号墳のように西伯書海岸域の側壁二段組石室、三保1号墳のようにC類

石室の影響を受けたものも分布する地域でもあり、倉吉市を中心とする天神川水系の申枢域に対する

周辺地域の揺れ動く集団の様稲を示すものと考えられる。

2　墳丘構造から見た特徴

　笠見3号墳では、盛土下で溝、埋葬施設が確認されている。盛土下の溝については、名称として

「区画溝」、「埋没周溝」等と呼ばれるものである。それぞれ用途に則した名称であるが、その用途

については確かなことはいえない状況である。

　当古墳の盛土下の溝は、幅40～80cm、深さ20cm前後を測るもので、東・南側は明瞭であるが北側は

段状になる。覆土は、盛土下層と同一で盛土の過程で埋められたと考えられること、墳丘に対してほ

ぼ同心円状に巡ることなどから、拡張前に機能した周溝ではなく、古墳築造の一連の過程でつくられ

たものと言え、用途的には盛土の目安、墳丘崩落を防ぐ構造的手段又は暗渠排水の役目をもつ可能性

が考えられる。ここでは一応区画溝と呼んでおきたい。

　県内の古墳で区画溝又は埋没周溝が確認されているものは14例ある（表178）。大半は前方後円墳で

あるが、円墳も2例確認されている。時期的には古墳時代後期前半ごろのものが多いが、笠見3号墳

はTK209併行期、古墳時代終末期でありこの中では新しいものである。

　また、盛土下の同区画溝内で埋葬施設と考えられる土蹟が確認されている。区画溝内に納まるかた

ちで検出され、築造時に先立って掘り込まれたものと考えられる。盛土下埋葬施設についても、羽合

町南谷19号墳、南谷24号墳で確認されているが、位置的には南谷19号墳のものに近い。

3　出土遺物から見た特徴

　副葬された遺物はなかったが、周溝埋土中および盛土中で伴う遺物が出土している。
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　このうち、周溝から出土している遺物の大半は須恵器類であった。TK209～TK217併行期と考えら

れるもので、蓋杯類に一部重なり合って出土したものもあるが、本来は石室内に副葬されたものが、

盗掘等により廃棄されたものと思われる。

　また、盛土中で鐙金具1対分、移動式竈片が出土している。鐙金具は木芯金属張三角錐形壼鐙F式

（三F式　齋藤i1986）に分類されると考えられ、終末期のものとされる。南側区画溝上盛土中で炭化

物と一緒に出土している。移動式竈は西側盛土中で破砕された状態で出土している。これらは、出土

位置から墳丘築造時に行われた祭祀に係る遺物と考えられる。

　以上、笠見3号墳の特徴について触れてみたが、詳細には検討できなかった。今後の資料の増加を

待って改めて検討したい。（牧本）
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表］78　鳥取県内古墳区画溝一覧表

墳丘下溝規模
所　　在　　地

墳　　　　　形
ｭ　丘　規　模 幅　　m ’ケ后〉

T（ミ　m

溝形態 内部主体 時期・その他

笠見　3号墳
τ取県東伯郡東伯町
c越・笠見

円墳

@直径12．7m
0．6 0．1 B類 横穴式石室

7世紀前葉
sK209
謇謐a内埋葬

桂見　6号墳 鳥取県鳥取市桂見
前方後円墳
@全長24．5m
@後円部径15．5～コ6

3．］ 0．8 A類
第1主体
@木棺
謔Q主体
@木棺

6世紀前
lT15～TK10
?a内埋葬（第3主体）

南谷19号墳
烏取県東伯郡羽合町
?J

前方後円墳
@全長32m
@後円部径19．2m

3．5
　0．9～1．4

A頚 箱式石棺
6世紀前
@MT15
ｷ土下埋葬施設

高鼻2号墳 鳥取県倉吉市鋤
前方後円墳
@全長26m
@後円部径17．7m

2．2 0．6 A類 箱式石棺
6世紀前
@MT15～丁王ζ頚

西穂波］6一号墳
鳥取県東伯郡大栄町
苳g

前方後円墳
@全長32m
@後円部径20m

4．0　※ 1．2　※ A類 横穴式石室
6世紀後
@TI（43

上種西14号墳
繋取県東伯郡大栄町
緕

前方後円墳
@全長28m
@後円部径20m

3．4　※
Q．0　※

0．32

O．7
A類
a類
木棺 6世紀後

sK10～43

下種8号墳
鳥取県東伯郡大栄町
ｺ種

前方後円墳
@全長28m　※
@後円部径18m　※

2．5
… B類 箱式石棺

6世紀申
@TK10

別所　1号墳 鳥取県米子市別所
滋方後円墳

@全長2m
@後円部径18m

4．0 0．42 A類
横穴式石室
@（2基） 6世紀後

陰田37号墳 鳥取県米子市陰田
前方後円墳
@全長22．5m
@後円部径15．5㎜

3．2 0．3 A類 横穴式石室
6］墜紀後

@TK10

長瀬高浜遺跡
P0BSDO3・05・06

鳥取県剰白郡羽合町
ｷ瀬

前方後円墳
@全長30nコ

@後円部街7m

　2．5～4．0

A類

宮内　2号墳
鳥取県東伯郡東郷町
{内

前方後円墳
@全長約26m
@後円部径約18m

1．5※ 0．1※ B類？ 箱式石棺
6世紀前半
@MT15～TKIO

沢べり1号墳 鳥取県倉吉市不入岡
前方後円墳
@全長23m
@後円部径20m

沢べり8号墳 鳥取県倉吉市不入岡
前方後円墳
@全長18．4m
@後Fq部径1L4m

3．6 0．06 A類 不明
5世紀後半
@TK208～TK23

沢べり9号墳 鳥取県倉吉市不入岡
円墳
@直径2］．Oln

2。6～

@3．2
0．4 B類 不明

6世紀前～中
sK23～TK10

※は図面上で計測
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第3節　笠見第3遺跡における玉製作について

　笠見第3遺跡において、管玉製作に関わる石材総個体数は1，7U個を数えた。その中で弥生時代の

玉関連遣物は、竪穴住居跡6棟（SI34、　SI45、　SI48、　SI49、　SI50、　SI91）段状遺構1基（SS1下段）、

およびC区包含層申から出土した。その中でもSI34（弥生時代後期中葉頃）と、　SI49（弥生時代後期

前葉頃）で製作工程に迫ることが可能な管玉未成品等が出土した。そこで本稿では、当遺跡で使用さ

れた技法や生産遺跡としての位置付けを明確なものにしたいと考える。

1　笠見第3遺跡における管玉製作の様相

　本稿で扱う資料は、S亙34とSI49の竪穴住居跡の床面直上から埋土中にかけて出土したもので、原石

や荒割段階のものはほとんど認められず、形割段階からの作業工程を主としていたと考えられる。柱

状段階の素材片の個体数は、SI34は19個、　SI49は11個で、5g以下の剥片は、前者が343個、後者が752

個みられた。

　第574図で示すとおり、SI34とSI49の製作技法の流れは多少の差異は認められるが、以下の通りであ

る。

　①形割段階。角柱状の適当な大きさになるまで「打割分割技法」（ぷで打ち欠く。

　②一次研磨段階。側面および上下端面に荒く研磨を加える。SI34の未成品のうち、この段階で四

　　角柱状と多角柱状に研磨するものが見られ、そのままの形状で次の穿孔段階へ送られる。

　③穿孔段階。錐状の工具により穿孔する。穿孔前に見当穴（穿孔準備痕：原田1990）が認められ

　　る（J51・」17・∫36等）ものが含まれる。SI34で出土した」31は、穿孔途中に折れたと考えられる

　　鉄製錐状工具が刺さった状態で遺存し、穿孔に鉄製工具の使用が確認できた。

　④仕上げ段階。最終研磨を全面に加え円柱状に仕上げていく。

　当遣跡で使用された技法は打割分割技法であり、鉄製穿孔具の使用が認められた。このことから、

この技法は註（1）に示した製作工程の中で、「C技法］に属すると考えられる。その他工程上の段階で

特徴的な点として、S王34の未成品の中に、四角柱状段階で穿孔されているものが数個体確認できるこ

とが挙げられる。これは県内の遺跡では鳥取市秋里遣跡、青谷町青谷上寺地遺跡などで類例が認めら

れる。これまでの確認例では、穿孔前の一次研磨段階では、仕上がりの管玉形状に近づけた多角柱状

（四角柱→多角柱）にまで全面研磨されることが一般的状況であった。ところが、四角柱状段階で穿

孔されるものが当遺跡を含め認められつつある。秋里遺跡ではこの要因を石材の差異（原田1990）に

求めているが、当遣跡は石材で工法を区別している状況は認められなかった。おそらくこれは、技法

上必要性のあるものであり、研磨で研ぎ細る前の段階で穿孔を成功させることにより作業の効率化を

高め、同時に穿孔時の作業を容易にするという2つの効果をねらったのではないだろうか。今後の資

料の増加が期待される。

2　使用された石材について

　笠見第3遣跡で使用された石材は、緑色凝灰岩が主であり、少量の碧玉も認められた。その中でも

軟質な碧玉原石である女代南B群などが多数を占めていた。この碧玉は弥生時代中期から古墳時代前

期にかけて、西日本一帯から遠く北海道や北陸にまで及ぶ石材である。また、わずかであるが硬質碧

玉である花仙山産のものがSI49で認められた。この碧玉は、主に古墳時代前期から後期にかけて島根

県をはじめ畿内周辺で多く認められ、後期では北海道、東国、南部九州など広範囲に分布するが、弥
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生時代においては、原石産地である島根県においても出土がなく、加工の困難な石材とされてきた。

しかし現在では、京都府鶏冠井遣跡で弥生中期前半においての使用が確認され（米田2000）、今回当

遺跡でも後期初頭段階の使用が認められたことにより、使用年代が遡る事例が追加されることとなっ

た。

　また、現状では、県内の他遺跡や原産地である島根県においても当代の使用が認められていないこ

とから、当遣跡が独自の石材入手ルートを持っていた可能性が高いと考えられる。

3　弥生時代の玉作りについて

　弥生時代の玉生産は、現在のところ前期中葉以降から山陰や中部瀬戸内を中心とした地域で管玉生

産地の分布が認められる。特に山陰地方の鳥取県長瀬高浜遺跡や島根県西川津遺跡は、固有の技法に

より緑色凝灰岩製管玉が製作された最古段階の地域として認知されている。中期に入ると、西川津技

法の影響を受けたと考えられる「施溝分割技法］が北陸や近畿地方などへ拡散し、周辺石材を使用し

た管玉の生産体系が中頃には定着し、盛行する様相を見せる。中期末には、北陸を除き水贔や硬質碧

玉を使用する遺跡が出現し始める。鳥取県大栄町西高江遺跡では管玉生産とともに水晶工房跡が発見

されている。後期になると、施溝分割を採用する遣跡が存在する中で、工具の鉄器化により多元的に

成立したと考えられる打割分割技法（大賀2001）が認められ、穿孔具も石製から鉄製のものを使用す

る遣跡が認められるようになる。

　このような状況を踏まえて、笠見第3遣跡と同時代の玉作遺跡の技法の様相を概観してみる。上記

のように弥生時代後期の様相は、施溝分割と打割分割が併存する状況にある。第179表で示すように、

施溝分割技法が認められる遺跡は、鳥取市帆城遺跡（後期中葉）、大山町・淀江町妻木晩田遣跡（後

期前葉～中葉）、名和町茶畑山道遣跡（終末）などで、一方打割技法が認められる遺跡は、当遣跡を

含めて布勢第2遺跡（後期初頭）、久蔵峰北遺跡（後期後葉）、両技法が同時併存する遣跡は秋里遣跡

（後期）である。また、青谷上寺地遺跡のように、前期末の初現から施溝分割を採用し、後期に入っ

ても一貫してその技法が受け継がれている遺跡もある。この2つの技法が遺跡内で漸次的な推移を見

せる様相は、県内では見受けられない。またこの時期かなりの普及が考えられる鉄製晶は、打割技

法、施溝分割を使用する両遺跡で認められ、玉作りに使用される状況が多様であったと考えられる。

　石材についてであるが、各遺跡緑色凝灰岩を主として使用している。また、すべての遺跡で産地分

析を行っているわけではないが、碧玉や水晶も認められる。

4　まとめ

　笠見第3遺跡で弥生時代後期前葉より確認された玉作りは、技法に打害1技法を、穿孔に鉄製工具を

使用して行われていることが確認された。打割技法は施溝分割からの段階的推移によって出現したも

のでなく、すでに確立された技法として各遣跡内へもたらされたものと考えられる。そして鳥取県内

で打割分割技法を使用する遺跡は数ケ所認められるが、当遺跡は比較的早い時期の使用であることが

分かった。また、花仙山産碧玉という硬質石材の使用も県内では最も古い。周囲の様稲では、打割技

法を使用する遺跡で主として占められる石材は、軟質な緑色凝灰岩であることが多かった。その中で

当遣跡では、少量ではあるが花仙山産という硬質碧玉を入手し加工できる工法を持っていた。その出

土する割合が低い理由としては、石材の運ばれてくるルー一トが確固たるものとして成立していなかっ

たからではないかと推察される。以上のことから当遺跡の玉生産は、この新たな技法の導入と、当代

において独自の交易路から加工が困難とされる石材を入手していたことから、この技法や石材をもた
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らした玉作り工人の交流及び定住が想定され、玉作り作業が行われていたと考えられる。今後は資料

の増加とともに、他の遺跡との関わりから玉生産の様相を広く明らかにしていきたい。

　今回の検討では弥生時代の玉未成晶を対象としたが、古墳時代の遣構からも出土しており、遣跡内

における技法の連続性の有無も今後の検証課題である。

　報告書作成にあたり、当遺跡で出土した玉関連遺物を岡山県古代吉備文化財センターの米田克彦氏

に観察していただきご教示をいただいた。末筆ながら感謝の意を表したい。（岩井）

註｛ユ）〈管玉製作技法の特徴〉（大賀2001を改変）

　　A技法…「西lll津技法］と呼称されている技法。研磨により板状品を得、上下の平坦面に「擦り切り」技法によ

　　　　　　る施溝を施し分割、棒状品を作出し研磨へ。場合によってさらに施溝、分割し適当な長さに調整する。

　　　　　　穿孔具は基本的に石製、後に鉄製へと変化。

　　B技法…噺穂技法」「大中の湖技法」と呼称されているもので、打蒙面のみ施溝を施す「施溝分割」によって

　　　　　　立方体・直方体を作出する。場合によって部分調整（研磨・押圧剥離）が施され、管玉1個体分の大き

　　　　　　さに近づける。穿孔具は磨製石針を使用。

　　C技法…「加賀技法］「布施技法」と呼称されているものを包括したもので、施溝分割は認められず、比較的不

　　　　　　規則に分割や押圧剥離によって調整を施す「打割分割」技法が中心となる。穿孔具は鉄製工具が用いら

　　　　　　れる様相を呈する。

　　X技法…施溝分割は認められず、打撃分割によって適当な大きさの素材を作出する。穿孔具は石針の可能性が高

　　　　　　い。（＊鳥取県長瀬高浜遺跡の「長瀬高浜技法」がこれに稲当し、管玉1個体分の長さを調整するため、

　　　　　　輪切り擦り切り施溝を施すことが特徴的である）
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表179　山陰の弥生時代管玉生産遺跡

遺　跡　名 時　　　　期 出　　土　　地 穿孔時の
f面形態

分　　割　　技　　法
石材（管玉以外の製作を
ﾚ的とした石材も含む） その他遺物

鳥　　取　　県
ｷ潔高浜遺跡

前期中頃～後半 工房跡 多角柱・円柱
打割（場合によって翰切｝）施溝
ｪ翻を用いる）

碧玉（紙質）、霧磯、水晶、サ
kカイト、黒曜石

錐状稻、砥石

前期末～中期初頭 多角柱
糠害燈形
{溝分図（擦り切り）→打ち欠き
ｮ形を含む部分調整

石鋸

鳥　　取　　県
ﾂ谷上寺地遣跡 中聾三中葉～後葉

溝内および包含層中
多角柱・F継

施溝分割（擦り切り）→打ち欠き
ｮ形を含む部分調整

碧玉、雲母片岩

後期～古墳初頭 灘角柱・多餅］i
施溝分剤（擦り切り）→打ち欠き
ｮ形を含む部分溺整

鳥　　取　　県
{　尾　遺　跡

申期前葉 環濠内 施溝分訓擦｝〕切｝）） 出二石（硬貢嘉玉）

鳥　　取　　県

ｼ高江遣跡
中期末～後期前葉 竪穴住居跡

多角柱？
i穿孔なし）

施溝分鰍擦り切1戊）→押圧剥裟
ﾈど含む部分詞整

碧玉、水品、出雲石 鉄製品、石鋸、砥
ﾎ、珪化木

鳥　　取　　県
竅@吉　遺　跡

中期末～後期前菜 包含層中 円柱 施溝分舶擦り切り） 酸轡菱灰岩、蛇文岩

∫ノ　取　　県

ﾎ山第2遺跡
中期末 包含層中 施溝分割

鳥　　取　　県
{　尾　遺　跡

〔境抹 V字状環状溝 施溝分割 穂蒋剥片

鳥　　取　　県秋　里　遺　跡

後期 土坑、溝内 四角柱・多角柱
打割・施溝分割（施溝分割痕を残
ｷ板状剥片もあり）

緑色凝灰岩、安山岩、ジヤス
pー

鳥　　取　　県

z施第2遣跡
後］田初頭 竪穴f］三居跡 打割 緑色凝灰岩（未成品・原石） 勾巡、砥石

鳥　　取　　県笠見第3遺跡

後期前葉～中菜 竪穴住居跡 因角柱・多角柱 打割
緑色凝灰岩、碧玉、水晶、ガ
宴X

鉄製品、砥石、擦
ﾎ、ガラス小玉

鳥　　取　　県
ｿ　城　遺　跡

後期中菜 竪穴イ主居跡 施溝分剤（隷り切り／ 碧玉

輻　　取　　県
v藏蜂北遺跡

後期後葉 工房跡 多角柱
打剣（中期の土坑から施溝痕の
?髞ﾂ状剥片あ刻

緑色凝灰岩、碧玉、水品 切子玉、鉄製品

鳥　　取　　県
ﾈ木晩田遺跡

後期前菜～中葉 竪穴住疑跡 円柱 施溝分割 緑色凝灰岩 鉄製品、石鋸

終末 竪穴住居跡　・ 打割 硬質碧玉、黒曜石 砥石

輻　　取　　県
ヴｨ山道遺跡

終末 竪穴住厄鵠 施溝分翻 砂岩 砥石、石鑑

畠　　根　　県西川津遺跡
Ii『期後半 貝層中 多角柱・P班 施溝分割（擦り切り） 緑色凝灰岩、碧玉 石鋸

島　　根　　県
z　田　遣　跡

中期中頃～後半
溝、土坑、ピット埋土

烽ｨよび包含層
施溝分剤

緑色凝灰岩、玉髄、結w≒岩、
ｬ紋岩、璃璃、黒膠石

石鋸、砥石

島　　根　　県
ｽ　所　遺　跡

後期後葉 工房跡、溝状遺情
施溝分割一・打ち欠き整形を含む

s分謂整
水晶、碧玉、赤5綴 鉄裂品
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第4節　笠見第3遺跡の落し穴について

　笠見第3遣跡では落し穴が61基確認されている。これらを概観すると、形状や配列において幾つか

の傾向が認められる。そこで、県下の落し穴と、当遣跡の落し穴の形状及び配列の傾向について述

べ、若干の考察を加えたい。

1　鳥取県の落し穴

　県内で比較的まとまった数の落し穴が検出された遺跡に、青木遺跡（米子市）、尾高御建山遺跡（米

子市）、中尾遺跡（倉吉市）などがある。

　青木遣跡では228基の落し穴が確認されている◎。平面形は円形、楕円形、隅丸方形など様々であ

り、このうち楕円形を呈するものが多い。また、底面にピットを有するものが多く認められる。時期

は出土遺物により縄文時代後期～晩期とされている。

　尾高御建山遺跡では69基の落し穴が確認されている（2）。平面形は青木遺跡と同様さまざまである

が、楕円形もしくは隅丸長方形を呈するものが多い。また、断面形は垂直に立ちあがるもの、底面に

はピットを有するものが多い。時期ば℃年代測定法の結果、縄文時代後期～晩期とされている。

　中尾遺跡では84基の落し穴が確認されている｛㌔平面形は様々であるが、円形を呈し、断面形は垂

直に立ち上がるもの（報告書中での垂直型とある）が多い。また、底面にはピットを有するものが多

い。時期は1℃年代測定法の結果、縄文時代前期が中心で晩期までとされている。

　このように、平面形は円形や楕円形を呈し、断面形は垂直に立ち上がり、底面にピットを有するも

のが多い。時期は縄文時代後期～晩期のものが多い傾向にある。

2　笠見第3遺跡の落し穴の形状について（第575図、第180表）

　笠見第3遺跡の落し穴の形状を、底面ピットの有無・平面形・断面形について分類を試みた。分類

に際しては、中尾遺跡の分類基準を用いることとする（3｝。

①底面ピット

　底面ピットは掘方を掘って杭を据えたものと、杭を底面に直接突き立てたものが存在するω。しか

し、当遺跡では後者の状況を明確に示す遺構が確認されなかったため、すべて前者のものとして扱っ

た。分類は底面にピットを伴うものを1類、伴わないものをH類とした。この結果、1類は47基、H

類は14基あり、1類が多くを占めることがわかった。

②平面形

　平面形は、撹乱や崩落といった二次的影響を受ける可能性が低い底面を基準とし、A円形、　B楕円

形、C長方形の3種類に分けた。この結果、　Aが56％（1類23基・H類11基）、　Bが28％（1類14基・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H類3基）、Cが16％（1類10基・H類
C長方形

　B楕円形

　　A田形

B楕円形

　A戸形

　ζ］aスリバチ型

　口b垂建：型

　騒cフラスコ型

第575図　笠見第3遺跡落し穴形態分類図

0基）を占め、Aが最も多い。また、底

面ピットの有無を合わせると、1類はす

べての平面形にみられたが、H類はA、

Bのみにしか認められなかった。

③断面形

　断面形は、aスリバチ型、　b垂直型、

cフラスコ型の3種類に分けだ5戊。この
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第9章考察

結果、aが62％（1類31基・□類7基）、　bが30％（1類13基・∬類5基）、　cが8％（1類3基・薮類

2基）となり、スリバチ型が最も多くを占める。

3　落し穴の分布と配置（第576図）

　当遺跡の落し穴の分布は、丘陵の平坦面、北側・西側谷部に集中している。落し穴は「けもの道」

にそって単独で存在する、または少数が並列することが多いとされる⑥。結論を述べると、当遺跡で

も同様の傾向が認められ、形態的に類似するもの同士が近接し、その配列に規貝‖性が認められた。こ

こでは、前述した基準に従って分類し、類型別の配列状況について検討する。

IAa類　この類型に属するものは15基認められ、これらの配列はおおむね第576図上の①～⑥に示す

とおりである。①～④は平坦面に分布し、同一等高線上に2基1組で並列する。⑤⑥は谷部に分布し

て、2基1組で等高線に対して直行する。これらのうち、③と⑤は西側谷部に向かう同一の線上に位

置するため、一つの配列をなしていた可能性が考えられる。

IAb類　この類型に属するものは7基認められており、配列は⑦⑧となっている。⑦は3基1組をな

し、等高線に直行する方向に並ぶ。⑧は2基1組で同一等高線上に並列する。しかし、調査区外に落

し穴が存在することが想定され、⑦と同様の配列を示す可能性も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBa類　この類型に属するものは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10基認められており、その配列は⑨

了1

ヒい

w

％

、｛～｝

ノ／

第576図　笠見第3遺跡落し穴配置図

＼、

＼

蒸’

～⑬に示すとおりである。⑨～⑪は

谷部に分布しており、2基1組で等

高線に対して直行する。⑫⑬は2基

1組で等高線に対して直行する。

IBb類　この類型に属するものは

2基認められており、その配列は⑭

に示すとおりである。⑭は2基1組

をなし等高線に対して直行する。I

Ba類⑫⑬と、落し穴同士を結ぶ距

離に類似性が認められる。

ICa類　この類型に属するものは

6基認められており、その配列は⑮

⇔に示すとおりである。⑮⑯は2基

1組で同一等高線上に並列してい

る。これらのうち、ICa類は平面

形の長軸が平等高線に直行し、等高

線に沿って等間隔で列をなしている

ため、一つの配列をなしていた可能

性が考えられる。

ICb類　この類型に属するものは

4基認められており、その配列は⑰

⑱に示すとおりである。⑰⑱は同一
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第4節　笠見第3遺跡の落し穴について

等高線上に2基1組で並列する。

∬Aa類　この類型に属するものは5基認められており、その配列は第576図下の①②に示すとおりで

ある。①は谷部に分布しており、2基1組で等高線に対して直行する。②は平坦面に位置し、3基1

組で同一等高線上に並列する。①と②は北側谷部に向かう同一の線上に位置するため、一つの配列を

なしていた可能性が考えられる。

五Ab類　この類型に属するものは4基認められ、その配列は③に示すとおりである。③は平坦面に

分布しており2基1組で等高線に対し直行する。

　HAc類・HBa類の分布は散漫であり、規則的な配列は認められない。

　このように、当遣跡の落し穴は2～3基で1組をなし、同一等高線上に並列もしくは等高線に対し

て直行し、等間隔で等高線に平行する方向または直行する方向に列をなす傾向にある。

4　時期

　落し穴の時期は、遺物が出土しておらず不明であるが、調査区の北側谷部と西側谷部に弥生時代中

期～後期の包含層下で検出したものがあることから、少なくとも中期以前の所産と思われる（6｝。さら

に、性格不明土坑のSK99から縄文時代後期、　SK73から縄文時代晩期の土器片が出土しており、落し

穴の時期もそれらに併行する可能性が考えられる。

5　まとめ

　当遺跡で検出された落し穴は61基ある。落し穴の形状は、県内でも多く見られる円形もしくは楕円

形でスリバチ型を呈し、底面ピットを伴うものが多い。配置は、形状の類似した2～3基が1組をな

すことが多い。このような配列は多摩ニュータウン遺跡群（東京都）でもみられ（71、当遣跡でも同様

の傾向にあることが確認された。（前島）

〔詞

（∋　鳥取県教育委員会　ユ976～1978　『青木遺跡発掘調査報告書』1～IH

（2）財団法人鳥取県教育文化財団　ユ994　『尾高御建山遺跡・尾高古墳群』、1995　『尾高御建山遺跡ロ・尾高古墳群

　H・尾高1号横穴墓』

（3＞倉：吉市教育委員会　1992　『中尾遣跡発掘調査報告書」

（4）尾高御建山遺跡の報告では、Aピットをもつもの、　B直接杭が穿たれた痕跡をもつもの、　C小穴をもたないもの

　に分類され、さらにAとBを杭の固定材（石や土）で細分し、両者には地山の土質に違いがあることを述べている

　（言主（2）1994）。

（5）断面形の分類基準は、底部／最上部の係数aが、0．71≧aを「スリバチ型」、0．71＜a≦1を「垂直型」、1＜a

　を「フラスコ型」とした（註㈲参照）。

（6）今村啓爾　1983　「陥穴（おとし穴）」『縄文文化の研究2』　雄山閣出版

（7〕佐藤宏之氏は、多摩ニュータウン遺跡群の落し穴に関して、丘陵頂部や谷傾斜上部付近に2～3基で1組をなす

　ことが多いと述べている（佐藤宏之　1989　「陥し穴猟と縄文時代の狩猟社会」『考古学と民族誌　六興出版）

〔参考文献〕

・稲韻孝司　1993　「西日本の縄文時代落し穴猟」『論苑考古学』　天山舎

・霧ケ丘遣跡調査団　1973　『霧ケ丘］

・佐藤宏之　1986　「縄文時代の陥し穴猟考」『彌生』No　16　東京大学考古学研究室談話会

・佐藤宏之　1999　「遺構研究　陥し穴」『縄文時代］第1◎号〔第3分冊〕　縄文時代文化研究会

・佐藤宏之　2000　『北方狩猟民の民族考古学』　北方新書

・佐藤宏之　20◎1　「縄紋時代の陥し穴」『考古学ジャーナル　1月号》　ニューサイエンス社

・田村荘一　1986　「陥し穴状遣構の形態と時期について」『紀要』第W号　働岩手県埋蔵文化財センター
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表18◎　笠見第3邊跡落し穴一覧表
（cm）

検出面規模 底面規模 底面ピット
分　類NO． 平面形 断面形

長軸×短軸一深さ 長軸×短軸 数 短径一深さ
備　　　考

7 円　形 垂　　直 75×？3－85 49×48 なし 丑Ab
8 楕円形 垂　　直 105×96－109 77×70

］

20－32 SI13に先行する IBb
12 楕円形 スリバチ 111×94－115 58×46 なし nBa
15 長方形 垂　　直 109×56－130 91×39 ］ 27－37 ICb
16 長方形 垂　　直 78×49－86 73×41 1 15－22 ICb
19 円　形 垂　　直 115×84－87 77×70 1 28－32 SI33に先行する IAb
23 楕円形 スリバチ 83×82－96 59×50 1 20－20 IBa
24 長方形 スリバチ 95×65－111 61×36 1 18－27 ICa
27 楕円形 スリバチ 81×72－72 58×44

］ 14－2］ IBa
28 円　形 フラスコ 78×65－124 63×55 なし ∬Ac
29 楕円形 フラスコ 72×53－109 4？×33 1 14－9 IBc
34 円　形 スリバチ 131×U5－90 75×67 1 29－39 IAa
39 楕円形 スリバチ 119×90－86 80×56 1 25－42 日3a

43 円　形 フラスコ U1×88－140 7］×64 1 ］9－27 IAc
45 長方形 スリバチ 98×60－126 57×40 1 12－26 SI98に先行する ICa
46 円　形 スリバチ 95×82－128 55×53 なし 嚢Aa
47 長方形 垂　　直 125×84－84 78×64 1 25－28 ICb
52 円　形 スリバチ 118×110－134 64×54 1 23－29 IAa
53 楕円形 スリバチ ］47×112－140 80×62 1 29－33 IBa
59 長方形 スリバチ 95×60－80 58×30 1 14－35 ICa
60 円　形 垂　　直 108×68－114 66×64 1 12－33 IAb
63 円　形 スリバチ 100×98－80 73×65 1 13－40 IAa
64 長方形 スリバチ ］35×78－80 87×52 1 25－52 ICa
66 楕円形 スリバチ （98）×92－106 79×64 1 20－23 《Ba

68 円　形 スリバチ 103×97－108 76×72 1 18－31 IAa
69 円　形 スリバチ 122×108－126 83×75

］ 29－45 IAa
71 円　形 垂　　直 96×82－83 72×62

］

24－24 IAb
72 長方形 スリバチ 121×其7－110 76×67 1 20－36 ICa
75 長方形 スリバチ 95×61－110 67×30 1 16－3］ ICa
76 円　形 スリバチ 86×79－95 52×48 1 14－28 IAa
77 円　形 スリバチ 63×58－125 46×37 1 13－23 IAa
79 楕円形 スリバチ 102×72－159 76×46 1 14－29 P957に先行する IBa
80 円　形 スリバチ 88×81－12］ 55×49 1 19－24 IAa
83 楕円形 スリバチ 112×92－94 90×60 1十1 19－37．26－36 IBa
85 楕円形 スリバチ 99×83－88 85×65 1 14－］0 IBa
86 楕円形 スリバチ 103×55－］37　　　　　　　22×8 なし 江Ba

90 円　形 スリバチ 104×79－135　　　　　　　52×43 1 15－7 IAa
91 楕円形 フラスコ 80×61－119 70×40 1 20－25 IBc
94 円　形 スリバチ 132×105－107 68×54 1 22－20 IAa
97 円　形 垂　　直 77×68－134 54×50 1 ］5－10 IAb
98 円　形 垂　　直 81×72－155 63×58 なし P987に先行する HAb
101 円　形 スリバチ 98×81－137 6］×58 なし 口Aa
102 楕円形 スリバチ 115×58－150 54×33 1 14－13 IBa
103 円　形 スリバチ 91×76－95 55×53 1 14－24 IAa
107 円　形 スリバチ 88×80－51 66×40 1 8－10 IAa
108 長方形 垂　　直 123×79－83 106×73 1 15－40 ICb
109 円　形 フラスコ 93×87－129 64×53 なし SI136に先行する 口Ac
110 円　形 スリバチ 166×128－173 43×40 なし 五Aa
111 楕円形 スリバチ 105×53－83 82×32

］

13－30 IBa
112 楕円形 垂　　直 116×80－78 91×63

三 12－42 IBb
113 円　形 垂　　i薮 92×77－114 71×65 なし 口Ab
114 楕円形 垂　　直 100×66－142 74×59 なし 口Bb
115 円　形 スリバチ 141×112－113 53×46 なし HAa
117 円　形 垂　　直 82×70－87 71×70 なし HAb
120 円　形 垂　　直 74×64－77 56×48 1 20－14 SI］38に先行する IAb
121 円　形 スリバチ 101×80－74 65×52 なし SI139に先行する HAa
122 円　形 スリバチ 115×85－133 52×50 1 13－2g　　　l IAa
123 円　形 スリバチ 132×亙06－105 62×42 1 27－41　　　　SS8に先行する IAa
125 円　形 スリバチ 105×82－90 60×47 1 11－2］ SII50に先行する IAa
127 円　形 垂　　直 147×ぶ5－90 105×87 4十1 1］－22．12－9 IAb
130 円　形 垂　　直 85×7］－150 67×52 1 16～22 IAb

一406一



笠見第3遺跡出土二仁製品『観察表

遣物香号
遺欝・弩区・

t銘
種類 器種 法高（cm） 手　法　上　の　特　徽 給　　土 焼成 色　　詞 腐　　考 実灘者香号

Po1 SK99 縄文土器 外面太い沈線で区懸しLR縄文を充寡 密（1翻以下の 良好 内外面ともにぶい黄 中津田式 山本ひ185

埋土下層 内面ケズリ、 砂登含む1 櫨色。

Po2 S工／ 弥生土器 壼 口径　16、6※ 外面は口該部iこ4条の凹藷。頴部タテハケ後、頚部．ヒ 密 良好 ［粕懸ともにぶい黄 内タ醸にスス付蕎 ふくた2
埋上下層 器高　5．7△ 縷をヨコナデ。 綴色。

内面は葺部ナナメハケ後、頚轟上端から口縁部ヨコナ

f。

Po3 SIユ 弥生土器 葺 日径24，1※ 外麺1｝ま日縁部iこ3条の凹絃。頚部～日縁部下爵はタテ 密 良好 内夕懸とも緩鶴 ふくた王

埋土下顔 器高　3．5△ ハケ後、ヨコナデ。

内面は頚部～郷縁部付近ヨコハケ後、日綜蔀上謬寄り

1こ5条の凹紘

P（＞1 SI］ 弥生土器 登 器高　8，3△ 内外面ともヨコナデこ外薗蒙部下懲こ爪先と指頭によ 密 良好 内タ面とも浅黄色。 ふくた］2

P9内 る蒲突。

Po5 SI1 弥生土器 甕 驚径　鵬8．4※ 外面は口暑部に4条の自］線◇頚轟タテハケ後、頚部．と 密 良好 内夕醸とぷこぶ横 ふくた4
埋土下閤 §諺　3．2△ 揚ヨコナデ、 橿～痘色。

内6鯵コナデ。

Po6 SI1 弥生土器 菱 賄…18．2※ 外面は口頴部iこにぶい1条の凹縁。頚部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも1こぶい黄 内砲こ黒斑あり。 ふくた5
埋土下層 器蕩　2．5△ 内面は頚酎ヨコハケ後、頴部上揚～口該部ヨコナデ。 麓色。

Po了 SI1 弥生土器 小型蓑 口径　8，8※ 外薗は口縁部中央をヨコナデ、諏揚がやや突出。閤部 密 良好 憎面ともにぶい黄 内外灘こスス付着。 ふく担3
P2内 器高　6．8△ 上半ヨコハケ、裟部ヨコナデ後、麟部上搭に波状文。 績色。

内面ま膓部ヨコケズリ、頚藻～E滋部ヨコナデ。臼緩

立上がり基部のナデツケは顔犠

Po8 SH 弥生土器 琵 口径　王3．4※ 外面は日縁部7条の平行線後、下謬をヨコナデ消し。 密 良好 内夕塙ともにぶい黄 タ瀬ススぐ播。 ふくた1G

埋土中 著縞　3．8△ 頚部ヨコナデ。 糧～燈暮
内而は頴部下半ヨコケズリ、頚部上半ヨコヘラミガ
キ、臼該iるヨコナデ。

Po9 SI］ 強生土器 底部 器高　3．3△ タ塙はタテヘラミガキ、 蜜（］．5コ以下 良好 内タ摘とも褐灰色， ふくたア

P1？内 底径　4．G 内砲まタテケズリ。 の砂粒を含む）

Po1G SI1 弥生土器 高移 口径2G．6※ 外面はヨコナデ後、阻いヨコヘラミガキ、タテヘラミ 密縫鱗以下の 良好 ’効緬とぷこぶい黄 ふくた8
埋土中 器高　4，8△ ガキ、 石英を含む） 着色。

内面はヨコヘラミガキ後、タテヘラミガキ右

Po］1 S夏1 弥生土器 髪翻 器高　3．9△ 外面は裾部に7条以上の凹線c脚部ヨコナデ。 やや密 蝕季 内外面とぷこぶい黄 外砲こ赤彩あり。 ふくた6
埋土中 藪…］3．5 内灘まヨコケズリ。 色。 ただし風｛ヒ顔著。

Po12 SI1 弥生土器 脚嵩 器蔑　3．9△ 外藤は裾部に6条の凹線。騨部ヨコナデ、 密 良好 内タ瀬とも黒灰～灰 内外面に黒斑あり。 ふくた3
埋土下毯 底径15．2※ 内藤は裾部～詞部付近ヨコケズリ。欝部ヨコナデ。 色。

Po］3 S夏］ 土師器 高台杯 ロ餐］2．8 内外函ともヨコナデ。断面1こは結土紐の凹凸残る。高 密（§斑以下の 良好 内外面とぷこぶい黄 内タ悩i珊赤渇色。 ふくたU
床面直上 器高　5．G 台は賜付。 砂穏含む） 燈～澄包 の化縫土塗危

底径　6．8

Po14 SI2 弥生土器 逐口縁 日径　15．2※ 外面Ω該部に沈線。頸部ヨコナデ、以下タテミガキ後 密（2翻以下の 良好 内タ厨にぶい黄桓 タ衙躍蒙部と掴蚤ヒ 奥田9
床面 ～1霧部 器高　7．6△ ナデ。 砂粒多く含む） 色。 半1こスス・黒斑。

内函購繧部ヨコナデ後ミガキ、頚部ヨコミガキ、以下
ヶズ1援ナデ。

Po］5 S鷲 琴姓土器 底部 器高　1。8△ 外面ナデ。 密（1鱒大の砂 良好 内外面ともにぶい黄 タ懸、口縁から底部 松本61

埋土上屑 底部径4．o※ 内蔽肪向ケズリ。 粒含む） 褐色。 にかけてスス借滋。

Po］6 SI2 弥生土器 底部 器高　2，払 外面ナデ。 密（1民程度の 良好 内夕簸ともにぶい黄 綾木8
埋土下層 底径　4．0※ 内菌ケズリ， 砂《鎗む） 糧鉱

Pol7 SI4 弥生土器 亮 口径26．0※ 日縁部3条の平行貌文、蒙部ナデ， やや縫（］喬以 やや 内タ懸ともにぶい黄 タ隔麟蒙部黒斑付 松本51
擾舌［ R縞　5．o△ 内面ヨコナデ。 下の砂粒含○ 歎 燈色。 着。

Po］8 SI【1 弥生土器 逐 目径］9．1※ 外面口縁部9～10条の平行乙 密（2～3皿大 良好 外灘絶。 日該部外画こ多曇の 松本59

埋土 器高　4．7△ 内面〔］録部ヨコナデ。頴部以下左方向ケズリ。 の綴含む〕 内面明黄淫色。 スス付着。

Po19 SI4 弥生土器 彰 口径16．1※ 外面目縁部6～7条の平行沈線、頴部以下斜め方向の 密（い2翻大 良好 夕瀬黒褐舷 松本54

堤鴻 器高　3、7△ ハケ目の後、タテ方向のヘラミガキ。 の砂粒含む｝ 内面宿灰色。

内面口縁部ヨコナデ。掘職以＾ドケズリ。

Po20 S口 弥生土器 亮 日径22．G※ 外爾離該部ヨコナデ。肩予タテハケ。 やや密（1滋大 やや 外商こぶい黄燈包 外面肩部にスス付 松本5了

周辺撹乱土 器高　6．8△ 内薗日縁部ヨコナデ。柄部ナデの後ケズリ、 の砂粒含む） 良好 内面明黄褐色、 着。

Po21 SI4 弥生土器 箋 口径2G，0※ 外面舞縁部6～3条凹該麹した後ナデ消す。頚部以下 やや密（1観大 良好 内外面ともにぶい黄 松本55

撹乱土 器高　3．7△ ナデ。 の砂粒含む） 燈色。

内面［］縁部ヨコナデ、顕田部以下左方向のケズ1；。

Po22 SI4 弥生土器 箋 口径］4．8※ 内外苗ともヨコ方向のミガキ。 密（1～1．5慾 良好 酵懸とも褐色。 内夕樋ともスス付 松本58

P8内 器高　3．0△ 大の砂鑓含む） 養。

Po23 SI4 弥生土器 蓑 日径2G．0※ 外面白縁部4条の平行沈線、頚部以下ヨコナデ 密（］～2磁大 良好 内タ極iとも1こぶい黄 夕随スス付着。 松本52

撹乱 器高　3．7△ 内面口該部ヨコナデ。屈曲部以下左方向ケズ｜ん の砂詫含む） 提色。

PO但 SI㌶1 吉生土器 磯禰部 器高　3．7△ タ塙ナデ。 密（1～2ロ大 良好 内タ極とも機色。 松本53
床蚕i 療径］2．2※ 内面右方向のケズ㌧ の砂粒含む1

Po25 SI4 弥生土器 碗形土器 口径　1G．8※ 外面口諺部ヨコナデ、腐部タタキの後ナデぐ 密パ滋大の砂 良好 内タ溺とも閤黄褐 タ瀬スス付着。 松本56

撹乱 き縞　6，1△ 内面口縁部ヨコナデ、賜部ナデの後ケズリ◇ 粒含む） 色。

Po26 SI4 弥生土器 把手 最大長6．G△ タ摘ナデ。 密（1～2磁大 蝕子 内タ櫛ともにぶい黄 松本間

P8内 最大緩1．9△ の瞬捻む） 褐色。

最大摩2．1△

Po27 S亙？ 弥生土器 壼 口径　17．8※ 外面口縁部ナデ、頚部ヨコナデ後タテハケ。 密｛2認以下の 良好 外亘澗黄褐箆。 タ清赤彩。 松本38

埋土 器高　？．7△ 内面ケズリ後ヨコナデ、 砂麓含む） 内商こぶい黄鐙色。

Po28 SI7 弥生土器 蜜 日径　］6．8※ 外面日縁部7条の平行沈線、頸部ヨコナデ、口唇部に 密（砂粒含む） 良好 外1醸こぶい黄緩色。 タ衙スス｛寸蕎 松本44

埋土 器高　43△ 1条の沈縁箆す。 内面明黄1絶。

内面ヨコナデ、右方向のケズリ後ヨコ方向のヘラミガ
L。

Po29 S］7 弥生土器 甕 日径　18．o※ 外面口担弓4条の凹譲をナデ消す、頚部以下ヨコナデ。 密｛砂粒含む） 良好 1⑰繭ともにぶい黄 松本36

埋土 器高　3．・婁△ 内面日縁品ヨコナデ、屈曲部以下ヨコ方向後斜め方向 燈色
のハケ昆

Pρ3G SI7 弥生土器 亮 口径　14．7※ 外面口諺部1］条平行沈顔、頴部以下ヨコナデこ やや粗（］品以 良好 内面外面ともiこぶい 外苗口縁部に黒斑付 松智9
撹乱 器高　4，0△ 内面口縁部ヨコナデの後ヘラミガキ。 下の砂縫含釣 黄澄色。 着。

Po31 SI7 弥生土器 菱 日径且．8※ 外衝口縁部13条の平行沈藷、蒙部ヨコナデ◇肩部に押 密（1田以下の 良好 内外面ともにぶい黄 松本39

埋土 器高　4．6△ 引き沈慈文施す。 隣捻む） 霞鉱
内面日縁部ヨコナデ。屈曲部との境にヨコミガキ、以

下斜め方向のケズ先

Po32 SI7 弥生土器 箋 口径　13．0※ 外面〔］該部平行沈線をナデ消す導頸部に波状文麹す。 密（1斑以下の 良好 内外函とも明赤褐 酌畷赤彩。 松本43

漫乱 器高　3．9△ 内面こi菜部ヨコナデ後ミガキ、嵩曲部以下左方向のケ 顕捻む） 色。

ズリ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（1）
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笠見第3遺跡出土ゴニ褒匡晶観察表

遺勃斎号
遣摺地区
ｿ｛銘

蔭　顛 器藝 該塔愉 手　法　ま　の　箸　徴 殆　　」 裟夙 色　　濁 1麹　　考 溺猪蚕号

P（｝33 SI7 弦生L器 餐 口径茜6く 外面臼線アテ消し。頚鴛ヨコノ」同のヘラミガキう 蜜日磁以争の 良ξ》 離掴とも羨黄色。 内藺：縁纏こわずか 訟ぶ40
握ヨー 2拮　33△ 内面臼弩部アテ、／灘由轟以下左力何のケスリ。 砂荻含む’ iこケスリ品外図ロ

該部に弓畷のスス廿
f。

Po3］ SI7 弥生i器 彩 日絃180メ 外面購藷《3条召了止躍、頴部以下ヨコナテ。 やや双パ訟天 やや 知鰯黄勢色。 外助二野獺着。 松糾8

埋L 器高　23△ 円訂確鰯ヨコナテ． 残竣含む〉 敦 内麟．ぶばミ〉艶、

Po35 SI7 §短上器 箋 日径］52× 外蕩日縁話ヨコナテ。 る｛移題含む） 良好 夕衙，こぶい藁1念色。 外同甲斑蟻、 松本42

理土印 器畠　2］△ 内苗緩蒜｝ヨコナデ。 内鯉騒淫ピ
Po36 SI7 弦弓土器 彩 日～蚕　］］茎x 外El口該部ヨコァデの後ヨコミカキ、蒙部以下ヨコミ やや密ほ忽以 やや 内ケ情こもに握色。 ぷ日欝螂と議ぷの 蜜村6

頴L」 器接　58△ ガキ。 下の砂戎含む 良如 刻こヘラキスあ玩
冑簡口該編ヨコミカキ、］灘自蕊以ド左方向のケズリ。

P（07 s正7 〉綾．－L器 誇」枯 日径2川c（ 外匡1口☆蕊2条の干行沈誇、頭笥ヨコナテ治 畜｛1灘以トの ＆汁 タト仙こふい黄色。 内蕩ヘラミガそ己丁 訟ぷ5
塩L 器高　d2△ 内百左方縛のケズリ後ヨコミ刀当 礎捻む｝ 内嚇掻褐｛竺 亨こ麹す。

Po38 SI7 蘇生土器 ｛組蕊 口径　98’（ 外爾口寂講／条の凹線ナテ福し、象部ヨコミガキc 欝＼2～3灘入 回］ 内外誕諸色。 冑外醐、彩 稔本37

堤土上脅 器筒　44△ 内恒右方向のケズサ後ヘラケズリ。 の鋒含む戊

Po39 S正7 弥刻器 器台 器高　44△ 外面ナテの筏タテハケを麹し、舛笑文ζ沈線をめぐら 義s1怠火の砂 滋∫ 外衙艶。 口合の在元畜定 概劔
綴▲ す、 紘含む） 内面ややiこぶ横廷 90繊〉

内菌ヨコハケ、 色。

P（泣G SI7 組ば器 釦 n径ユ22× 外面日絃部ヨコナテの後ヘラミ刀キ。 箋’2惚以下の 良好 外欝褐色。 内タ緬赤彩cl縞ミ 拾・も41

鰹ゴ 器袴　4込 内麹ヘラミカキ、 砂登含む〕 内縞認色。 ヵキ、議い工貝を住
M㌫

Po狽 SI8 弥生上e呈 箋　臼濠 仁羅　180X 外筒日縁部Pこト行ん譲、⑳勘ヨコァテ。 畜　玉惚尺の砂 良好 夕這にぶゾ靖灰 西亘25

坦L下日 ～頚誌 器筒　35△ 内百仁］涙％ヨコァデ、諮部ヨコミガそ、以下ケズリ。 粒少し含が 色．

内藤こぶ漬霞色。

P（砕2 SI8 弥生むR三 箋 日登　170Y 外面日綾部1ごF行洗隷、蒙部ヨコナテ、以下タテハケ。 著辺滋〃下の 良好 内外鰍こふい良緩 西垣29

堤L階 酵泊 器高　4・茎△ 内函日綾～譲部ヨコナテ、以下ケズリ． 碗沙し合む） 色。

P（μ3 s正8 強止Lる 逐露該 日径1？6＞ノ 外面離瀦にF径縁。 畜ζ1燈大の砂 良好 外口，鴇び泡、 夕衙頴灘こススイ「 百垣27

則土禰 ～葺溺 器高　3王△ 内薗日蒙～頚藻ヨコナテ、以下ケズ］㍉ 登少し含む！ 1蠣膓鑓鉋， 雇◇

P〈鰻 SI8 弦蕊L謬 箋　ぷ弍 日径　80x 外面口縁部に干行己謬、頴部ヨコナテ。 密（⊆太の砂 　Aｯ肝 タ瀬1溺灰色． 外面｛緩｛のスス廿 面劔6

堰ハ響 ～肩部 警塙　35△ 内函日薮部ヨコァテ、蒙部ヨコミガキ、以下ケス｝ノ。 ⊇少し含む， 内醸こぶい藁灰色。 ぶ
Po45 SI8 弥生L器 高季イ 謬高　72△ 外函筒部に10条の十行汰纏、ハケ旨、 亮（］蹴ノくの砂 蝕予 タ品飾渇む タ懸蜜議気味の赤も 豫垣28

舞む下謬 ξ踏 内面筒部iこンボリ目が見られ裾部はケスパ 餐少し含む｝ 内簸⊇嚢皇 ●彩，

P（μ6 SllO 弥生躍 箋雛縁 自径236× 外函「縁部ヨニ行止線。鐸部に不規刻な並びの灘突文。 審〔05斑砂毅 艮好 離塙雛議色． 砲垣7
～肩部 淑勺　67△ 以下タテハケ。 少し含む）

内藏烏頴藩ヨコァテ、頚部ヨコミガキ、以下ケズリ。

P（漸 SI10 ξ経上器 箋　口該 酩…202× タ溺熔き織ごP恒ん鷲 箋パ認以下の 艮射 内外灘こぶい羨餐 i曳担9

～頚る 器高　54△ 内商コ琴～頚箔ヨコナテ、以下ケス㌔ 砂桓多く含む） 色。

P（沽8 SI10 弥止⊥器 箋日該 口径　18G× 外藤日該灘こ｝行漉謬、一薬ナテ冶し。 冨（1閤以下の 良好 内タ騨膓擦色． タ摘日該下熱こ徴喧 西頚2
～頚部 器高　ぽ△ 内面臼該～頴部ヨコァテ、以下ケズ弓． 砂毯少し含む） のススイ福。

P（且9 SI10 琢止ほ 窪口線 蟹径　180× 外而欝該部に唐議気味の「行ん線／ 畠（2ロ以下の 良好 タト潔こぶい蒙員拶 西垣13

～薮部 2論　46△ 内面口該～頚部ヨコァデ、以ドケス1㌔ 醗沙し含お 鉱
内菌ぷ艶。

Po50 SI10 溺」羨 箋選菜 雛径　］76X 外面口該隷ごF行沈辞． 冨！2鞭以下の 蝕∫ タ漬暗黄遜色。 西斑7
～譲部 2縞　45△ 内面口緩～9部ヨコァテ、以ドケズリ。 顕移く含む〕 内匝こぶい鋤巴。

Po51 SI10 弥止嵐器 逐日碧 ロ径更70，（ 内外田ヨコナテ。 畜（1聡以下の 良好 情ト扉縫翅敏 外面’ξ竈あ1㌔ 蕗頂11

～頴部 器高　40△ 麟沙し含む）

Po52 SI］0 弥生士器 琵隣豪 百鋒　王アo〆 タ相目口碧部こ下行洗線。葺部ヨコナテ、以下タテハケ◇ 蜜（2陪以下の 良好 タ這にぶ・漬硲色。 西斑6
～頚部 器苗　34△ 内菌口綜部ヨコナテ、頚晶ヨコミガ手、以下ケズ戊。 砂粒多く☆ぷ 1礪｛擾灰色。

Po53 S阻 弥生上器 琵「麟 「燈］34× 外面欝翻にぞ行ぴ穆、下緯まつテ泊し。 密IG5灘が之 良好 内外臨臓る鶴 1勺外麟諮気味だが 西亘8

～諮部 2縞　28△ 内面口縁～頚㌶ヨコナデ、以ドケスリ◇ 少し含む） 轟、も冷彩あり．

PoU SI］0 弥生］器 箋　窪× 日径146シ 外口Ei蘂部に］行㌦緩ヨコァテ。 蜜（』以下の 良好 梧懸浅黄縫色。 西刻4
～頚部 器高　29△ 内面口繋～頴部ヨコナテ、以下ケズリ． 砂粒少し含む）

Po55 SI玉0 静＆上器 嵐部 底径　60）＼ 外面タテハケ後語いミガキ． 密｛2膓以下の 艮好 外r販褐琶。 外面底都および内灘 織坦2G

器高　24△ 内面ケズリ。 鋸拶く含む／ 内鶴こぶい灸灰観 にススイ∫麹

Po56 S阻 弦生L器 反都 磁査　52X 外面アテ。 密（3熔以下の 艮好 夕懸《㌶澄色、 タ醸底灘こ讐斑あり 霧抱15

器高　15△ 相5ケズリ 砂桓多く含む） 内臨こぶい泣く色。

Po57 SIU 1雛二 甕 田蚤　135＞、 外領穗閤部ヒ弱ヨコハケ、頭部～日袴部ヨコァテ， 措 良好 旬国とも浅葺｝登 外面にススイ情。 ふくた20

理土⊥疑 器謁　56△ 内匝は閤部1簑ヨコケズ戊、頚部～口絃部ヨコナテ。 色。

Po58 SI頚 1口器 滋 日径　129ジ 外砲まヨコァテ、 密15綾以下の 艮好 内タ摘ともにぶい巷 ふくた22

巴と」．繍 器高　嬉△ 内面は郵轟下事ヨコケスリ、頚部上一～仁鍛あヨコァ
ec

ξ磁を含む〕 ～にぶい黄燈乞

Po59 SI］1 腐1器 甕 日径1題ぷ 外面はヨコアテ、 畜（35雄以下 良好 内外図とも毒ξ籔 外醗こスス廿姦 ふくた23

頴畑】 器毒　18△ 内籔は籔部下Lヨコケスノ、謬部LL～口碧都ヨコナ
e乃

の砂簸を倉む戊 色。

Pφo S狙4 」師器 葵 r醗　縄重x 1効顯こもヨコプテ、 蜜 艮好 旬樋ともこぶい貞 ふくた2鵬

埋工上培 き縞　40△ 癒色。

P（薄］ SI］4 」廓器 室 日径　12G× 内外而こもヨコァテ。答iこ外面日該部中央を強くナデ 蜜」浸以ずの 艮好 内外函とも白灰～に 夕綴に響斑あ｝）◇ ふくた19
援上」一層 器高　35△ ノア、難縁部外反．口縁部下㌶2条のん線、抱文か謁 砂縫含む〕 ぶい黄覆色、

整かiま不駄

P（）62 S夏14 ⊥ド猪 解ム
ｫソu 口綬165※ タ衙はヨコヘラミガそ。 ぷ（4図以下の 蝕」 紺極とも1艶。 1効塙に赤彩あれ ふくた30

埋ま」一層 器高　39△ 内面は嚢澄上謬ヨコヘラミガキ、日濠部ヨコナテ。 砂綻を含む

P（蜷3 SI14 ．L陣器 告 2頴　60△ 外画ま賑縁品3炎以Lの凹蒙。頚部ヨコナち 畜！1頴以下の 良好 内夕極にもiこぶ、ぷ 内顧こ≒〕斑あきぶ ふくた29

埋土u⊇ 内面は9部下Lヨコケズリ、頚部」一半～iコ舞部ヨコナ

e、

紗登を含む ｝論。

Po閲 組4 弥生上器 甕 日径艮6× 外面は日綬部に4条の相縁奪屑汚タテハケ後、頴部ヨ 畜〆1鱗以下の 蝕コ 内タ緬ともしぶい黄 外面紺ヒ危む、 ふくた27

3踏｝　46△ コナテ。 砂絃を含む、 麓色。

ぷ面ま隠忌～寡1部下1一ヨコケズリ、象部上ト～目薮髭

ヨコナテ。

P（苗5 SI14 弥互」笛 甕 口径17Gン（ 外面は10条以⊥のマ行沈碧。諮品ヨニナテ。 富12斑以下の 艮好 内外欝ともにぶい燈 ふくた26

坦L「輻 §縞　・茎1△ 内趣は錘部τトヨコケス’ち頚都と予～口綾部ヨコナ
f。

擁冶む｝ づこぶい錯龍、

P（溺 SI14 弥生む器 箋 口径　1パ× 外面1まll該ξジこ4条の凹誇。頚熱ヨコナテc 審（1斑以γの 良好 内外面ともにぶい黄 タ厄スス｛擦。 ふくた28

c区渇 器高　25△ 内面は頴部下イヨコケズリ、葺部さC～日詩部ヨコァ
e◇

砂粒を含が 綴～灰訪る乞
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笠見第3遼跡出土土製品観察表

遺笏得琴
遺惇地区
ｻ｛砲 愛蒙 塁　覆 法彦⊆〕 手　法　L　の　袴　籔 給　　L 瑳欧 色　　逼 髪　　㌶ 実《良猪香号

P（渇7 SI14 撚⊥器 褒 器彦　毫3△ 外5iは目茨灘こ8条以Lのア行ル菜。頴部ヨコナち 密 良好 内タ緬ともにぶい員 タ懸スス廿ぶ ふくた25

籏薇上謬こ羨ぴ文． 拶色．

ア〉

P（肪8 S刀4 弥見L器 箋 口径］2gx 夕薩は汀慈都に福広の兇濠．頴譲ヨコナテ。 額3惑以下の紗 艮好 内y塙とぷこぶい垣 タ領紡・彩およびス ふくた丑

媛L」葱 器務　28△ 円ξi慮諺部三］コケスリ、口多2部ヨコナテ， 艮を多く含鎖 霞色。 スあ↓｝。

P（溺 SI20 擬1民： 箋ぽ旨～ 口径］10＞ 外菌磁いタテハケ後ヨコァデ◇ 畜パ己以下の 却］ 外面こぶ遠謁色。 外面全体～湘瀬灘 髪日8

坦上懸 蓼部 似高　32△ 内面日㍉～ゑ轟ナテ、以下ケス1戸受ナテ。 移紅少し含魏 内笛にぶい癒褐～灰 まで毒ピ寧彩。

藁色．

Po70 SI23 弥生」器 逐 鰺…196▽ 外垣郷該写11炎1一行沈譲アテi自す、頴邸域下ヨコァテー 密・2～3訟大 良好 パ外扇にふい艮緩 唐裟］6

埋ば轡 器蕊　59△ n函購語餐ヨコナテ、日問轟以下左力向のケズ万 の謬含む） 色。

Po7王 S鵬 品良」器 毒 rぽぞ王33X 功栢ともナテ、 蜜⑭冠含む） 良好 内タ瀬ともにぶい羨 内夕抽とも赤彩。 搭組7

翌上腸 器商　29△ 授法 鍔Lあll。

Po72 SI2壱 弥生．む暴 箋 麟壬128× 外筒口該都ユー貝による弱いヨコァテ．績部タテハケ後 客1以下の麟 艮如 内タト蔀こぶ・赤綬 内外鹸亀卓彩、 ∂滋28

詞楊 器高　32△ ナテ。 紅少し☆む／ ∪
内薗ヨコァテ後ミヵキ。

Po73 SI24 臓器 箋仁］該 日径14］〉（ 外轟U該部ヨコナデ、以下不紘方向のハケっ 富は忍以下の 良好 内タぽ茶授色、 タ汕繕隷こ1・］鰺 擁芙31

媛土履 ～ζ魂 蒋高　127△ 内面口縁部ヨコナデ、頚部ナテ、以ずケズリ 燐泣し含む）

Po74 SI2二 上師器 箋 器高　ユ48△ 外簡肩嵩羽杁文◇逐溺斜方向ハケ． 嘉｛1訟以下の 良好 内W部こぶい5，1痘 内函肩れススイ蟻。 南蔭20

菅上中 内蕗口鴛指頭己膓き後ナデ、窮部ケスリ後ナテ。 砂狼少し含が 色。

Po75 SI2ユ ．と師器 糾丁 底径］15X ケ醸膨弍新こ凹諺。 畠◎灘以下の 麟］ 内タ閲iこぶ・橿色。 同普32

撫上溺 寡踏 撃高　62△ 簿面筒錆／ホリri見られ、恕部ハケ日後アデ。 砂登少し含む｝

Po了6 SI24 硲生」器 彩 肋…201≧1 タ砲1日綜部，こ凹該気所、の｝重fλ濠． 畜　1法以下の 良好 w外品こぶい猟蒙 外而ス力頂。 南修24

拶雛穏 器高　45△ 内面日霧ヨニァテ、錘輪一テ、以下ケズリ後ナデ。 碗妙し含む｝ 包。

Po77 SI24 弥生止若 菱 ζ燈］72× 外讃鷹詫§に塗ぷ気味の丁行i彩紗顔簾ハケ自。 笥ξ2鱗以下の 良好 内タ函卵艶。 良情23

堺ミピノト 器高　ほ△ 的翻蒙総部ヨコナテ、頴部ナテ、以下ケズ）ね 顕抄し含む｝

PO78 SI24 告生ぶ睾 珍 臼径　167ン タ顯隣※部に恰或煮しいが、轍Lの2条の沈霧見ら君 蜜ほ斑以下の 良好 内外灘笥緩色． 麟紅
灼ユ、饗 器高　25△ る。 砂叉少し古が

内厄日該部ヨコナテ、舞部ケズリ後ナテ⊃

Po79 SI24 弥’L土器 菱 醜…113X タ緻ヨコナテ． 富／1笛以下の 艮周 内夕衙にぶい｛艶。 頴鰍咽形動Lあi〕 ｛き※29

埋L中 隙諦 器高　26△ 内面日碧部ヨコァテ、頚部ケス1戊後ナテ。 砂粒少し含む） 納から外へ／

Po80 SI24 弦、兎．瑠 彩 口径　1］7、（ 外面ロ絃灘こ瘍蔭気味のア行沈該。以下ナデ。 欝｛1江以下の 良灯 愉瀬糠艶。 憾崇22

鎖功 庄鎌 曇縞　3§△ 内函「i該藻ヨニァデ、頚蓄ケズリ、 移糞少し含む）

P（β］ SI21 弥止毛若 良部 底径　5GV 外函タテミカキ後下｝のみヨコナデ壽 冨｛2惚以下の 蝕r 外翻揚、〉艶。 タ懸スス捕。 惰図8
中夫ヒノト 翠r占　36△ ｝礪ケズリ後ナテ、 硫沙し含副 内藤こぶい綴怠

下該

Po82 SI24 ミ短瞬 銭部 2緕　81△ 外面タテミガキ。 畜｛2堤以下の 艮好 タ懸｜lz垂褐色、 タ懸ススイ臓。 由警3］

翌上履 1礪ケス1液ナテ、 砂絃少し含む） 内面浅黄縫色、

Po鑓 SI24 網，が； 高杯 目径161× 外簡口該部に凹該◇仏部アデ象タテミガキ。 富｛2法以下の 良好 タ衙∂赫褐色、 外百誘勧£彩スス 南縢芦25

琿t上響 躰冷 器高　58△ 内函雛絃認ヨコァテ、無部タテハケ後ヨコミカキ、 碗沙し念む・ 1短iにぶい霧包っ ｛「ぶ

Po＆茎 SI24 官L．艮： 高藩 肩ま　94＞（ 外函苗ぷこん穀、裾譲と捲藷」に凹藷。ミガキ。 霧（1竣以下の 畑］ ｝弩外醗讃包。 タ塙赤色を彩。 宿繁33

埋且饗 諺蕊 器高　82△ 内面ケズリ乞義籏こ日コミガ㌔ 廃妙し含む〕

P（慮5 SI24 鋸．土器 r紺 器高　尋7△ 外信爵議タテハケ， 箋｛］密鐸下の 艮好 夕固，こぶい亦雛5。 杯細弩面茎泊るし 肉鮪5

別一湯 季砥部 内証瀞ケズリ、 砂登少し含む） い＾

P（溺 SI2撒 路芭」器 器台 日径298x 外面ロ馨窩こ凹縁 蜜パニ以下の 錘1 閥外賠こぶい赤潟 内外鰍・色塗彩。 1鱗30
戊li］土」萢 器高　35△ 内函日蘂部ヨコナテ、春部アテ後ミガそ。 醗紗し含む） 色。

P（）87 SI26 琢生こ器 己　口謬 斑多　▲4Gx タ塙ヨコァデ、 を｛2磁以下の 蝕1 内夕衙陪黄獲む タ封諺轍～映。 芝狙4三

別L該 ～頚部 器畠　52△ 内宿刀縁部ヨコァテ、頂部ナテ、以下ケスリ後アテc 移税少し合む）

Po魅 SI26 顯媛； 壼　醗ζ 日径玉36X 外同コ綜鍬魏裂 畜パ羅以下の 良好 タ鞠許s灰負色、 外繍スス菅怠 芝日40

理刊 ～頴部 署塙　40△ 『勺面「i該溜ヨコナデ、頚∋ナテ、以Fケズノ、 砂粒多く含○ 内面こぶい鳶黄綴
色。

P（娼9 SI26 弦生上器 箋　ぽ蒙 1コ径］3ス× 外菌日該姦にマ行己線後一都アデ泊し。 蜜ぱ江以下の 良冴 内外疏こぶい｛塔途 芝田36

馴一」屡 ～錘部 呈；高　47△ 内灘コペ部ヨコァテ、頚部ケス1ノ後ナテ、以下ケズリc ξ娩少し含む｝ 色。

PO90 SI26 弥亙瑠 姦　ぽ家 器高　40△ 外面口縁部｝行バ縫、頚識こ貝殻鹿菱叉こよる刻み昌文。 密！2斑以ドの 良好 内外灘こぶい㊧黄誉 芝閏43

埋」一⊥溺 ～頚部 内薗口碧藩ヨコナデ、頚部タテハゲ後アテ、以下ケス 砂絃多く含ぴ 色。

戊後ナテ、

PogI SI26 弥生L若 褒羅く 日径172x 外百刀澱部η丁允蘂後rノぎアデ冶し。 ％ぱ斑以下の 艮好 内タ塙赤爵色 タ極卜内田淫諭ま 芝露46

P6 ～謬部 器高　43△ 内面し］該部ヨコナテ、蓼部ケスリ後ミカキ◇ 競抄し含む） て赤勧㌘彩、

Po92 SI26 蕗止瑠 箋　口蓑 にぼ　］5ア× タ瀬日舞品こ｝花檬。 右｛1磁以下の 良好 内外麟詠簿色、 芝田38

P4 ～頚灘 器蕩　35△ 内面口蒙潔ヨコナデ、綴部ケスリ。 捗⇔し含む）

Po93 SI26 稔曳主差 琵　聡這 口径185× 外薗謀※蕗］行i先響後アテ。 畠ぽ廷以下の 艮好 内タ塙灰勇色。 芝田39

坦」已溺 ～蒙部 若澤、　35△ 内蕩日綾菰ヨコァテ、蒙部ヨコミカ⇒、以Fケズリ． 砂税少し会む｝

PO94 SI2δ 継．ぴ遼 登　麟蒙 日径　三70・、 外面日該部に砦誌気昧の㌣z了法謬。 審レ2捻以下の 良好 内外1藪爵巳 芝靱5

窪⊥上s ～須部 き縞　29△ 内薗［］縁部ヨコァデ、頚部ヨコハケ◇ 砂粒多く含○

Po95 SI26 弥烈又 餐口緑 臼径　98× 夕恒潟該㌶に審滅気味の享行沈紘嚢部ナテ。 蜜（1琢以下の 艮好 内タ編にぶい淫羨欝 芝目灘

惑⊥呂そ ～誘； 鑑；　29△ 内弦1田該～頚部ヨコナテ、」λ〆ケスリ後ナテ。 燐妙し含む〕 輪
Po96 SI26 弥生土器 寝部 鼠径　82x タ領ナテ。 審（已以下の 艮好 内タ畷緩誰。 内外薗9…荻、磨滅気 芝旗9

理予上閤 器高　42△ 内面ケスリ後ナテ。 砂鞍多く含○ 夙
Po97 SI26 弥u一器 底部 舷径　64ぷ（ 夕随タテミカキ 蜜i］怠以下の 良塚 タ衙ξ護包。 内外醸演気味、 芝田48

燈u題 器高　21△ r晒ケズリ後ナ乳 砂粒多く含○ 醒朔蓑抱、

Po98 SI26 ］裂品 」．］一 叢嬉パ95 丁］まね後プテ、 蜜／1惚以下の 良好 内タ櫛文ぷs色。 敷溺19 芝日功

埋」⊥層 殻大圭く36 砂粒多く含が

イ羅　G6
Po99 SI28 弥曳し馨 丁擾ね止 雛径　］8＞’ 外愚ケズ弓の後、ナァメゐ閂のケズち ぷu燈以下の 良好 タ蟻縫色， タ逗痴彩、巾斑禽 1雛i15

P7 器 §縞　36△ 内面アテ． 砂登含む〕 内喬こぶいξ讃鶴 ふ縫織こ外｛溺・ら

タった亥孔2翻あ
閨B

Po100 SI30 鋼日： 彩 1コ径　王26＞、 タ噸i多条化した干行ん譲。謬部ナテ， 笥 良好 内外菌ともにぶ・・穏 タ塙ススf情。 のざき53

埋⊥⊥溺 捻首　55△ 内同嵩該部ヨコナテ。Ill部ケズリ．
乞。

Po］01 S夏30 弾沿ピ 箋 醜…156× 外面［ヨ該品＆杁文一硲ナテ泊し◇ 緩 艮好 タ頂澄色。 内｛漂ス1｝着。 のざき58

迂ゴ」呈 器蕊　50△ 殉ヨ仁麟部ヨコナテ。屈閲部以⊃ケス戊、 内醸こぶいジ話。

Po］02 SI30 惑生七器 餐 欝径254シ、 外箔日該部7条丁二行己該。頚部ヨコナテ。 描（汕人の砂 良灯 約瀬こぷこふい鐙 日縁品外醗オ斑 のざき47

琉む．堀 爵肖　58△ 内面日蘂畜窟方溺ミガそ⇔口抽］部以下左力向ケズ戊、 粒合む） 包。

Po103 SI30 豹、慢v語 箋 ロ径］6ぷ 外閲弓縁笥9条rz了1え線。謬議アデ。 篇 良貝∫ 酎領とぷ．ぶい黄 タ函スス〈掻、 のざき鶉

運土」．饗 若高　38△ 内面1コ蒙轟搭方向ミヵキ． 燈～灰包、

笠見第3遺跡出土こま二製品観察衰i（3）
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遺麹香号
遣縫・地区・

g1∠名 種頚 器建 法（減 手　法　．と　の　毒　緩 胎　　土 焼成 色　　講 藩　　考 難渚謬号

Po1（貝 SI30 弥髭土器 箋 日径16．0※ 外藤賎論9条平行沈魂。頴部ナデ。 密 良好 酌懸ともにぶい黄 タ瀬二次的に灘緩 のざき49

埋土上層 器高　4，1△ 内苗日：※部籔方向ミガキβ題曲部以下左方向ケズ1㌧ 蚕～灰色

Po105 SI3G 弥生土器 餐 口径　17．6※ 外面多条化した平行沈線。頚部ナデ。 密 良好 柄塙とも糧色． タ彊スス付ぶ のざき§2

蔑土上籍 器高　3．5△ 内面ミガキ。

Po1（路 SI30 弥生土器 箋 口径14．2※ 外藤口　部ヨコナデパ瀦ζ平行沈袈． 密 良好 内外面ともにぶい葺 タ瀬スス｛寸着。 のざき灘

床面 器蔑　5．3△ 内面日ぷ轟ミガキ。屈田1緬以下右方何ケズリ。 色。

PO］07 SI30 弥生土器 箋 醸…14、0※ 内夕爾ともヨコナデ、 密 良好 内外函とも灰黄色。 外面スス｛楊。 のざき婚

埋土下爵 器1、；　4．0△

Po王（抱 SI3G 弥担惹 笠 口径22．6※ 外面口蒙蓄5条乎行沈隷。蒙部ナデ。 密 良好 内外面とも沃寝飯 のざき総

埋土上見 器高　4．9△ 内面ヨコナデ。

Po］09 SI3G 弥生土器 逐 口径25．8※ 外面ヨコナデ。掲部刺突文、 密 蝕子 内外函とも燈色。 のざき46

埋土下騒 器高　5．8△ 内面日縁部ヨコナデ◇屈麹部〕弘下ケズ匡ん

Po110 SI3G 弥生土器 箋 器高　6．G※ 外面肩藩波状文◇以下ミガキ。 密 良好 内夕瀬とも赤褐色。 のざき56

麗土上層 内面ミガキ。

Po111 SI30 弥生土器 残る 器高　4．2△ 外面詞部タテミガキ。底部ナデ。 密 良好 タ懸岩色。 1緬スス付着。 のざき封

埋土中 底径　5．9※ 内面上方向ケズ㌧ 内面灰季司色。

Po112 SI3G 弥生土器 底； 器高　2．5△ 夕塙ナデ。 密 良好 内タ願とも穫色。 のざき詔

蔑土上層 底径　6．8 内爾ケズリ。

Po至13 SI30 弥生二輻器 高杯 rl径24．8※ 外函自該部8条平行沈顔。杯底部ミガキる 密 良好 内タ塙とも淡鐙鉱 のざき55

埋土．ヒ麟 §縞　7．o△ 内面ヨコナデ。

Po］14 SBO 弥生土器 娃形器台 日径22．霧ミ 外欝鵜蒙部多粂化した平行沈縁　底部ミガキ◇ 密 良好 内タ塙とも綴色。 のざき51

堤土上層 器緒　］o．⑪△ 内函ミガキ。

Po115 S正34 弥生土器 箋 刀径16．7※ 外函は口該夢に3条の凹蓉。腸部は全体にタテ・ナナ 密（5隠以下の 良好 内夕瀬ともにぶい黄 酌緬1こスス付着。 ふくた56

器高23．5△ メハケ、頭部ヨコナデさ内薗は膠部下半タテケズリ、 砂粒多く含む。） 燈～鐙色，

駁大径21．9）：｛ 胸部上半～頚部下半ヨコケズリ、嚢部上半から日蒙部

ヨコハケ。

Po1王6 S工34 弥生土器 箋 口径13．4※ 外醸｛ま日ぱ高に3条の凹線。骸部上半ヨコハケ、頴部 密（L5膓以下 良好 内菌にぶい鐙～黄駕 ふくた55

器高　6．2△ ヨコナデ後、眉部上端、こ左上がi〕のヘラミガキ☆ の砂滋を含む。） 色。外鱗こぶい覆～

内函は羅部ヨコケズリ、頸部ヨコヘラミガキ、羅蒙部 にぶい灘艶。
ヨコナデ。

PG1］7 SI34 弥生土器 箋 器高　5．o△ 外面は顔部ヨコハケ。頚部下半タテハケ後、ヘラ状工 密（1．5幽以下 良好 内餓こぶい逗褐色。 ふくた灘

具によるミガキ。 の砂粒を含む。） 外1蔀こぶい穫～1こぶ

内面頴部ミガキ。以下ケズリ。 ㌧1；艶。

Po1］8 SI34 弥生土器 底部 器蕩　3．4△ 外面はタテナデ。底部外面ハケぐ やや密｛45磁 刻子 内疏こぶい黄色。 断面スス｛摘、 ふくた53

底径　5．7※ 内苗タテケズゾ 以下の砂麓多く タ櫛にぶい黄謁～、，、：

含む。） 色。

Po119 SI36 弥生土器 器台 口径15．ス※ 外蕗iは饗碧部に6条の平行沈隷後、全鯵をヨコナデツ 密 良好 内夕懸と漬色。 陪揃わずか1こ赤彩 ふくた81

埋土上該 器高　4．1△ ケ。頴部タテヘラミガキ後、ヨコナデ。 残る

内砲まヨコヘラミガキ。

Po12G SI36 弥生土器 菜 口径243※ 外箇は日縁部に5条の凹線。頚部ヨコナデ、 密 良好 内外函にぶい黄拶 タ懸にススイ措。 ふくた68

埋土．瞬 器高　4．5△ 内面は頚部下半ヨコケズリ、頴部上半から口緩部ヨコ 色。

ナデ、

Po121 SI36 弥生土器 箋 日径　］3．2※ 外面はロユ部に3条の凹謬。蓑部ヨコナデ夢 密 良好 内函灰黄～浅黄色。 タ摘iこスス付ぶ ふくた74

埋土上層 器己｝　3．5△ 内面は内i瀦ま頴部下半ヨコケズリ、蒙部上挙～口該部 外面にぶい黄糧色。

ヨコナデ。

Po］22 SI36 弥生土器 箋 日径　］5．3※ 外薩は日縁部に5条の平行線。頚部ヨコナデ。 密 良占子 触頂とも灰黄渇 ふくた76

埋土上層 器高　3．2△ 内面は頚部下半ヨコケズリ、頴部上半～日畢“ヨコナ

f。

色。から謁灰色。

Po］23 SI36 弥生土器 琵 日径2L4※ 外画ま日デ部に4条の凹碧。頚部ヨコナデ。 密 蝕董 内夕櫛とぷこぶい黄 ふくた73

埋土上騒 器篇　3．6△ ｛穫藺ま頚蚤下半ヨコケズリ、頚部上半～口言蓄ヨコナ

f。

燈色。

Po］24 SI36 弦生土器 餐 臼径16，0※ 外面は口乏部に3条の凹譲。籔部ヨコナデ。 やや密 良好 内面灰白～浅鐘色。 外灘こ黒蓬あ玩 ふくた79

埋土」漏 暑縞　3、5△ 内面は譲部下半ヨコケズリ、頭。己上半ヨコヘラミガ タ厄浅黄～，こぶい綴

キ、注瑠ヨコナデ。 色、

Pol25 SI36 弥生上器 箋 日径13．3※ タ～面は日パ部に4条の凹隷。頭部ヨコナデ箒 やや密（4図以 良好 内外灘裂亘。 外醸こスス付着、 ふくた苗

堤土中 器高　4．3△ 内面は閤部～頚部下半ヨコケズリ、頚部上半～1コ欲部 下の砂仁を含
ヨコナデ。 む）

Po126 SI36 弥生土器 逐 口径20．5※ 外面は臼縁部に4条の凹壕o頴揃ヨコナデ。 密 良好 内外面iこぶい灰黄 ふくた72

埋土上層 器迫　3．3△ 内面は頚部下半ヨコケズリ、頴部上半～口碧部ヨコナ

f。

色。

Po127 SI36 弥生土器 甕 口径11．4※ 外函は口該畑こ3条のiこぶい凹線。頚部ヨコナデ。 密 良好 内タ掴とも燈色 ふくた78

埋土中 器高　2．6△ 内面は頚部下半ヨコケズリ、頚郁上拳～日三子部ヨコナ

f◇

Pol28 SI36 詐生土器 琵 日径　19，4※ 内外面ともヨコナデ。外面日縁部には幅広の凹隷。 密 良妊 内外翻こぶ餐色。 外面にススイ嫌。 ふくた59

埋土上摺 器為　2．8△

Po129 SI36 弥生」：器 彩 日径13．1※ 外函はこi享部5条の凹線、頚部ヨコナデ 密 良好 内外繊こぶい黄こ～ ふくた69

埋土．ヒ層 器高　3．6△ 内面は頚⑳下半ヨコナデ、頴部上半～口嫁部ヨコナデ。 灰黄褐色。

Po13G SI36 弥生土器 彩 日径　］5．6※ 外灘ま口写部に5条の平行縁。蓑部ヨコナデ。 密 良好 内外瀦こぶい黄澄 外懲こスス｛酪。 ふくた65

埋土上鰯 器両　4．2△ 内面は頴勘下半ヨコケズリ、図部上半ヨコミガキ、口 色。

云領コナデ。

Po13］ SI36 弥生土器 琵 日径　鵬4．9※ 外面は日ぷ藩15条の平行沈義。譲㍉ヨコナデ， 密 良好 瀬醸こぶい鋸登～灰 外距こスス付斉 ふくた6？

埋土．恩 き縞　3．2△ 内面はヨコナデ。 黄㍗絶

タ面灰黄㌔色。

Po］32 SI36 弥生土器 箋 遜…］6．o※ 外商ま口縁部は6条以上の平行沈隷後、爾揚をヨコナ 密 良好 内外面ともにぶ横 ふくた77

埋土中 器拓　5，1△ デ消し。頚部ヨコナデ。内面は頴部下半ヨコケズリ、 橿色

〔◇

Po133 SI36 弥生土器 広品 器高　3，1△ 外面はタテナデ後、底部付近をヨコナデこ 密 良好 内面にぶい黄澄色。 ふくた60

埋土」漏 底径　6，］ 内面はタテケズリ。底部タ日簸こは木目痕あり。 夕福にぶい黄｝登～に

ぶい蕎色

Po］34 SI36 弥生土器 底品 器高　2．9△ 外面はヨコナデ。 密 良好 内菌iこぶい黄登色、 ふくた6］

埋土上矯 底径　7．2※ 内面はタテケズリ。底品外蕩はナデ。 外薗縫色。

Po］35 SI36 弥生上器 蓑 臼餐15，f，：《 外蔀ま日：蒙部に3条の凹線。内外薗とも鐵イヒ顕著。謬 密 良好 内外面とも茂黄橿 タ塙赤影あぼ ふくた71

埋土上溜 器高　2，6△ 整不抵 色、

Po］36 SI36 弥生土器 舞部 器ジ　2．2△ 外面は裾部タテヘラミガキ、斑部ヨコナデ。 密 良好 酎瀬とも庚黄桓 外郵こ赤彩あり。 ふくた80

埋主ヒ冒 底径　6．6※ 内面は溺部寄りを円周ナデ◇ 色、

PG137 SI36 弥生土器 騨が 器筒　2、2△ 外面はヨコナデ。内面は裾部ヨコケズリ、舞部付近ヨ 密 良好 内夕掴ともにぶV黄 ふくた62

埋土上層 底径　8、2※ コナデツケ。 ｝竈、

笠見第3遺跡出土土製品観察表（4）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番弓
遣撰距ζ

ｳf銘 穫類 器唇 法噺c恒 ヲ　広　上　の　詩　籔 ℃　　］ 焼成 色　　閣 欝　　　考　　実潟者番号

Po138 SI3δ

∮y中

蘇生£器 箋 日径　1⑪9〆

寘a@26△
内タ面ζもヨコナテ。 蜜 鼓可 防ト面艶、 外砲こスス｛猪、 ふくた58

Po139 SI36

D」上穏

弥生弍e： 餐 εほ　135＞、

夋ﾏユ　47△

離醸ともヨコァテ、 葡 蝕∫ 内外厄こぷい5罐～
Gこふい糧色。

外高こスス1購。 ふくた§7

Po140 s更36

件縺D躍

遥文」塁 器高　16△
浮ｭ繍GO＞

外麟蒜洗綬下、こ縫文、

燒ﾊ穏いミガキ。

畜 ぷ1 内タ塙ともにぶい貞
忠吹B

内外爵1こ阿斑あ｝）。 ふくた磁

Po141 SI37

ｰ薩
弥生⊥叢 逐 灘ま　162

J毒272△
外面口錫F行硫線後一鴛アテ泊し。頚轟に譲刻らしき
烽ﾌと書部に」二具による刻み日文。筒謡ヨコナテ、以

ｺ新方向ハケ後タテハケ、その後ミガヨ㍉
燒ﾊ口該昂ヨコァテ、頴熱ヨコミガキ、以下ケズ1ん

岳〔2迂以下の

ｻ粒少し含○

蝕享 外面鶴艶、

�ﾘ董艶。
外ぷ講堕斑、 小［垣7

Po142 SI37

ﾘ蓬中
弥生土翠 日径］76＞、

Q語　］53△

タ樋口珍灘こト行硫諺あり、后鍬こ貝殻腹該による刻

ﾝ目文あり。頭部ヨコナデ、貿部ナデ、麟部ξ｝方向ハ

P後タテハケ、その後部分的にナテ。
煢柱箞ｻ～ぷ部ヨコナテ後ヨコミガ手、以下ケズリc

畠パぽIJ下の
ｻ粒少し含む）

良好 内タ摘にぶ磁色。 タ塙厨部スス1情、 小山46

Po］43 SI37

ьm申

琴姓上器 箋ぽ亡～屑部 口径2］］＞

Q諺　119△

外面日霧識こ干行え謬後ナ万i≒し。眉昂2灘鋤刻み

?ｶと列占杁の麟突文◇頚部ヨコナテぐ頂部タテハケ
繝?Rナデ。易下ヨコ及び毅方向ハケ。
燒ﾊ口該部ヨコァデ、頴謎ヨコハケ、以下ケズ匡㌧

畠パば以下の
ﾙ移く含む、

良好 内外灘こふ畷色。 顔部ススイ境。内面

ヵ狽k靖葺騰乏。
小山45

Po144 SI37

пﾛ上層

勇、生⊥器 逐　口奴

w
汀径170ツ
峵{　53△

タ掴麟瀦1汗行己曽後一部ナデ泊し　　　　　　　　冨　1懸以下の
熄ﾕ日絃部ナテ。　　　　　　　　　　　　　　砂麸少し含む／

良灯 r勺外iぼ錫髄三。 タ蠣、スス分蕎内
｡磨浸著しい。

小山48

Po145 SI37

пﾛ上騒

弥生土器 康、駕 玖径　60
?ﾈ　48△

外面タテハケ。

燒ﾊケズ1ノ。

畜　2犠以下の
ｻ粒多く含む／

良好 外蔀治色。
P麺浅箇籏色。

外灘彪謡こまでス
X　寧斑。

小Ili49

Po］46 SI3？

ﾁL閲
弥生」器 抵部 底径　42

寘a@43△
タ衙タテハケ、

燒ﾊケスリ。

密｛1江以下の

ｻ紘多く含麹

麟∫ 内外鮎こぶい，簸澄
F。

内タ寵底面宿頭狂痕

o著で、内閤へくぼ
ﾞ。

小lu52

Po1・茎7 SI37

?y．5
弥皇絃器 底舗； 転径　6弓×

寘a@52△
外函タテミガキ。

�气Pスノ。

霧〆2こ以下の

ｪ移く含む｝
艮好 外商肖赤褐色、

燒ﾊ簸緩∪
外而底麟こ岳斑、魯
柏ﾔ色く含彩。

小ll］5］

Po王48 SI38

ｰ面
弥生上器 褒麟裏～頚部 口径158・、

甯黶@53△
外面口謬部に干行沈蕩仮上方ナデ（肖しe

燒ﾊ口契部ヨコナデ、頚諸ヨコミカキ、以下ケズリ後

ﾑいミガキ。

寮（1ぽ以下の

ｻ競少し含翻

遼ゴ 内夕畷明燈色。 タ国ススイ漬。 小日1田

Po149 SI38

A面

糞、生土鍵 気部 凪径　52
寘a@92△

タ雨ミガキ。

燒ﾊケズリ後アテ、

畜（2廷以下の

ｻ登少し含む

良好 内タ厨賠掲～にぶい
R趨包。

1砂嬢1スス　田斑。

O麟滅著しぼ
小山弱

Po150 SI・10

сG上層
弥生土器 登 日径　163X

寘a@37△
外面口該部5条のア行％文。頚部ヨコナテ。
燒ﾊCl濠部ヨコナテ。頚部以下右方向ケズリ。

蜜砂粒含む・ 良女r r弓タ抽こも謂黄褐
?D

lh十く38

Po15］ SI4G

э繽繩
弥生L器 賓 日径］70）ξ

Q縞　33△
外面口競蕊4条の一F行蘂文。

燗欄叝ﾓ部ヨコァテ。刻箭以下方方向ケス弓。
畜・砺拾む 艮好 内タ瀬と浅黄色。 山本く4］

Po152 SI40

?y上絹
弥生士器 甕 臼径　］40＼（

s］115△
ﾅ大徴86×

外面仁］壕部ヨコァデ。鍔都以下タテハケ。

燒ﾊ購諮担コァテ。月部指拶圧狼。以下1ノ∫向ケズ
梶B

㌶㊨粒含む） 良好 タ情iこぶい黄豪色。

P樋灰黄褐色。
扉纈夕衙スス刊
驕B閤部外面㌘臨

1］体く44

Po153 SI10

?y⊥層

弓糾上器 皇 口径］56）：ノ

寘a@68△
外面欝該部ヨコナテ。肩誘以下タテハケこ

熾c隣嫁蕊ヨコアテ。筒部指頭圧哀乙

蜜∫顕さ含む， 良好 1勺タ塙とも明貞簿
F、

タ塙ス川情、 山本く36

PO潮 SI40

?y中
蘇生土器 箋 日径　154×

Q縞　57△
外面Ei綾部ヨコァデ。眉部以下タテハケ。

煢U目該部ヨコナテ。肩部指蓼圧漿◇

富 麟「 内外面とも・男黄駕
F、

d捧く37

Pol55 SI40

ｳ土．L図

弥鷺工器 底部 器高　58△
?¥　64．〉

外面タテハケ。

燒ﾊ上方向ケス㌧
畜パ～2司ミ
ﾌ瞬，合む〕

良好 内外面とも褐工
タ届ススイ掻。内面ロ斑。

山本く33

PO156 SI4G

э繽繼ｿ

弥生土妻： 圧纈 器高　55△
ﾜ径　52×

外面タテハケ、

燒ﾊ⊥ノ痢ケズリ、

畜（廃治む） 艮好 外灘こぶい黄姪色、

燒ﾊ灰鋳褐乞。

タ懸スス廿ぶ ［1捧く43

Po157 SI40

怐D．鴻
綻L⊥器 麟舞 器筒　3］△

･多　74ア

外筒タテハケ、

煖ﾛケズ1れ
畜q～2滋大
ﾌ砂絃含む）

良好 内タ掴とも｛こぶい黄

z
山本く34

Po158 s夏40

ｫヒ冒
弦・生土器 底部 2縞　3］△

鼬a　51×

外面ケスリ往ナデ。

燒ﾊ⊥方回ケズリ。

籔｛醗治む戊 良好 内タ塙こもにぶい貞
I艶．

外麟右が多。 山本く35

Po159 SI4G

пDは層

弥生止経 器台 口径2G　8．＜

梼ﾈ2］3△
鼬a199

外百ぴミ記鋸拘文。筒部タテハケ後雛薄後ミカ蘂裾

買~カキ。嵩部5条の平行綜文。
燒ﾊ蔭ξ趨ケスリ後ミカキ。筒部～窪部ケパ㌔惑部
?Rナテ。

畜り～2瓢大
ﾌ醐捻む）

蝕∫ 旬瀬とも明済・褐
F。

裾部径5忽の2対の
?ﾒ淺所あ把

山本く45

Po］60 SI40

рk踊
弥生」二器 器台」冶 口径224＞く

寘a@42△
外面露該部4条の干行蓼文。情部ハア臨
燒ﾊ口琴摺部ヨコナテ、以下ミカそ。

憲（砂泣含む、 良好 鋤緬とも澄包。 外爵赤色塗彩． i］ぽ⇔0

Po／61 SI40

搏y上陽

弦、生⊥器 器台i台 日径］56，：

寘a@37△
タト面日諺部4条の有予謬文。

燒ﾊ日診揚部ヨコナデ、以下ミ刀キ。

箸｛ト2認ラ、
ﾌ顕1含む｝

良鱈 的瀬とも聾猿る
ﾑ

初品赤色㌣彩。 1膓体く39

Po］62 SI姐

?y上饗
弥生土器 高狗芥部 雛径　172×

寘a@｛3△

外面口縁部ヨコナデ。杯底部ケズリ往アテ、

ﾕ緬コァデ．

やや綴 良貯 内外面とも燈色． 夕幅野底 ll決く42

Po／63 SI42

P嚢

弥生上器 琵 磁ぐ244x
寘a@68△

外旬はn該部に4条の｝’行線。頭轟タテハケ後、L嵩
�?Rナデ。下罵は貝豪腹S剖こよる㌣ザミ9。

P栢綜ヨコナテ。

密ぽ～2譲の
ﾙ捻む〕

蝕了 内頭艶。タ轍黄垂葺
F、

小山39

Po覇 SI42

R貞区
弥生」器 曇 器畠　8］△ 外面はタテハケ後、頚部iこ大細合わせて7条の凹隷葺

燗｡ヨコナデ。
笛磯砂粒含
ﾞ。／

良好 内面督色。タ極にぶ
｢燈色、

小舶G

Pol65 SI＆2

＝DL上層

§憩工器 箋 口径　］95メ

嵓ﾋ3］2
�a　68
ﾅノくそ多252X

外両は日縁講昆広の恒酵参後、下堀さっにナデノケ。“

s上Lナナメハケ後、下瑞から最火餐付近まてタテヘ
宴~カキ。頚部と顔部下謬ヨコナテ仕．しけ。

熄ﾕは詞部W汐テケスリ。上キヨコケズリ、頚部～
Pコ縁部ヨコナデ

畜｛〕～3るの

ｻ鑓含○

艮莫］ 1引自鑓登～明負褐
s外鋳貞燈～縫包

内外廓こスス｛摘。 小戯9

Po］66 SI42

痩

弥生上器 箋 こ1径］61

寘撃P88△
�蛹a211

外函は日綬隷づ拡の凹響バ目部」十ナァメハケ後、
z部ヨコナテ、屑部ヒ｝計U一⊆タテヘラミガヨ㌔

熄{は腸部ヨコケスリ。凝錆上為舞拶さえ後、タテハ

P。頚部～「緩謬ヨコナデ、

審〔］～7搭の
ｻ幾多く含む1

艮好 樋1浅黄餐色。

O面黄辞色。

内外灘こスス擦1、 小ll］20

Po蝿？ SI42

?ﾞ⊥犠
弥生土器 琵 日径　169ブ

崧?@89△

外函撫コ麟蕊こ輻広の凹暴。核部上歳タテハケ後、絹

~タテヘラミガキ。頚部ヨコァテ◇

燒ﾊは綱部上劫ヨコケズリ、頴部ヨコハケ、U緒部ヨ

Rナデ。

密パ～2瓦の
qき含む）

良好 ｜礪拶～涜員程色。

O耐提色．
外涼こ玲鶴別斑
藍z。

小IU23

Po168 SI42

煖ﾛ
慾生」器 箋 口径　44芸

寘bP7？△
内外箇とも民化9為外面は日戻部1こ協広の凹謬。麟

買^テハケ。

煢ｽは講整不夙

笥 良好 内タ漬ともぷ艶。 外灘こスス1鎌。 杣137

Po］69 SI42

u土上討

弥生．L器 琵 日径　150X

崧?@55△

外1雪は康ま紗紘の鏡い凹謬。腸都タテハケ後、竹管

ｶを嚢く掲ξ輻蓼部ヨコナテ。

燻ｧは麟部上嵩～口謬部ヨコナ九耀紗上熱こ貝殻腹

Yの圧妄

箋 良好 1勺外配も貴誉～戊
巣ﾌも，

外灘こスス｛房、 小山24
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遺物番宕
遣情刻送
c位名 逐刻 写穏

、去遊ジ（C鴨｝ 手　法　」　の　等　徴 狛　　［ 遠琉 色　　閤 蕩　　考 実・㌶香琴

Po1？G SI42

?k上碧
括且器 逐 口径2］oゾ、

?ﾈ　44△
外藏はO恕爺；に4条の干行霧。譲部～腸部ヨコナテ。

燒ﾊは象認下半ヨコケス戊、頚部上仁～田経毎ヨコナ
e。

冨〉い2品の
ｻ紗☆む／

良好 内外這ともにぶい浅

ｽ涜～燈包。

外蔀こス川磁。 小1」134

Po頂 SI42

?y上穏

弥ぴ躍き 鳶 聞蚤　］90．気

寘a@25△
外頗は日縁部に5条の一ト行謬。譲都ヨコアテペ内面は

ﾑ部下ぶヨコケス）㌔頭部上噺～口綾部ヨコナデ
畜パ～3ぽの
ｻ党含む）

良好 瀕醐灘拒◇
^塙明黄褐べこぶい

?吹B

外面スス伺蕎 小1］i28

Po］72 S工42

U癩
弥刻器 箋 口綬137メ

寘a@39△
外颪は口綬部3条の凹綬。象部ヨコナテ∋内面は詞認
ﾌヘラケズリ弦く、匙蘇をなず。舞縁部ヨコナテ。

密（1～3籔の
ｻ泣含むノ

良好 内灘男桑褐色。

O面蓬～黄燈色。

外餓こススf冷、 1国i21

Po玉？3 SI42

z．⊥穏

弛」，笛 影 ロ径］38＼ぐ

寘a@毒3△
外面は目ぺ鴛に3条の丁行緩。骸部タテハケ後、罷猫
ｩら頴翁ヨコァテ。
燒ﾊ㍍摺部タテハケ、頚部～仁］恕部ヨコァテ。

蜜副砂弦含む〕 良好 内口燈色。タ緬］登

ﾞから1こぶい｛絶

外砲こ”邊あり。 小Ui29

PO174 SI42

T土⊥書

㌶一⊥器 甕 口径16G＞、

Jξ　45△
外菌は臼縁部4灸以Lの手行洗慈後、中央行近をヨコ

Aデ泊しc頚藻ヨコナテ。
熾S田該部ヨコァデ、談部ヨコヘラミカキ、麟部ヨコ
Pスリ，

密は～2瓢の
p嬉含む）

良如 内面黄穏～員1艶。

^ト面にぶい灘艶。

外喬こスス廿着。 小窪122

Pol75 SI42

ﾍ土｝鷲

弥生⊥器 逐 日径109）～

尞ｪ　39△
外1震は鷲縁部｛こ龍広の凹線魯頴部ヨコナテ◇驕部隊化

ﾌ為、湯整不明。

煬怩ﾍ影部上鵠ヨコケスリ◇頚謡～田畦部ヨコナデ。

密（い2泣の
ﾑ粒多く含む）

艮好 内藏貧燈～艮男宿各

O面穎捻～為色。

内外翻こススf撮、 ／」・薩125

Po］76 SI42

P．Lヒ層
蜘u器 小堕箋 日径　96X

寘a@38△
外面は日経部，こ3条の干行碧。錘部～繹部ヨコナテ。

燒ﾊ慧腐部～頴部下」ヨコケズ戊、頚部む乙～日顔部

iち

蕊溺砂琵含む） 艮好 P揃堺拒。
O面にぶい麟登色．

内外翻こ赤彩あ転

[揺にス刈冷。
小凪8

Po177 SIえ2

?ﾓ
1姓騰 喪 日径　162＞

寘a@31△
内タ瀬ともナテ。 箸 良好 内外面とも麹登色。 朗這に赤彩あき｝。 ノi汕35

Po］78 SI42

рﾙ恕
夢鯉ま器 底部 頴高　7ユム

鼬a　51、：、

内外衝とも囚イヒ籔姦湯整不明。 蜜〔1～3織の
ｻ登多く含蓼

良好 内外薩とぷこぶい黄
ｴ色。

タ漬ススイ路。 小口i42

PG］79 SI42

R．L⊥層

多姓釜呈 底部 器高　47△
鼬a　66

外田にタテヘラミ刀キ後、底品寄｝）をヨコナテ。内苗

Mタテケズリ。底部外面はヨコフーテ。

畜 良好 内外国ともにぶい黄
乱F。

タ衙t醸あ・戊。 小組3

Po］80 SI42

э聿P
弥生．L器 武部 器高　39△

鼬a　66×
外回iまタテヘラミガキ後、底部茗りをヨコァテ◇

燒ﾊはケズリプ底認外1鹿まナテ〉

宕 艮好 内タ極とぷこぶい黄
武F。

タ栖捜斑およびスス

C腐。
小山u

Po181 SI毒2

пﾛ中
弥川ぷ 鉋 隷S　88△

b大径238x
外衝は詞部」超をタテハケ後、広㌔～翻部上賜をタテ

wラミガキ。

燒ﾊはヨコァテ．

γ 良好 内タ塙ともにぶ磁

~巳
小1畑1

Po182 SI43

u」＿賜

蘇生」．器 菱 口径146＞
Q縞　57△

外函は臼縁部3条の凹該。閤部む揚はタタキ後、タテヘラミガキ。蕗部ヨコアテ。

煢Tは閤部ナナメハケ後、外面のタタキに穀匡了’る指

氓ｳえ。錘部～欝稼為ヨコナテ。

密 蝕了 1禰黄燈色。

^面黄誉～赤鶏色。

外藺スス｛情． 小且132

Po183 SI43

с?k層
弥生L器 蚕 1．ぽ163×

妤ﾗ　49△
外面は口縁部4条の凹線後、やや左上がりのぞサミ

燒|まヨコナテ。

畜 良好 内外蒲とぷこぶい員
謳F。

内外面に赤彩あぶ 小山33

Po］邸 SI43

?yL縫
弥旦上器 琵 目径］57＞、

嵂栫@20△
外面は口謬蕊ヨ条の凹蘂。錘部ヨコナデ。内灘はヨコ

iテぐ

蜜 良好 内外面とぷこぶ嚇
�`明黄褐銭

内夕懸ススイ丁着。 小鶴0

Po王85 SI43

?yL屡
弥～已器 翌 日餐　］71x

Q縞　29△
外灘は仁］緕部5灸の凹隷。頚締下捲タテハケc頴冷ヨ

Rナデ。内函己ヨコナデ。

富 艮好 1大汐師とぷこぶい黄

o乞，

外白スス廿姦 小阻1

Po］86 S磁
N疏」」

弦止1器 箋 口径　］62

嶸_234
外面口☆1ごF行誌謬後ナデ泊し、如部に著行沈顔と波

T文、仏部ミガキ。
燒ﾊ日蒙ナテ後ミカキ、頚部以下ケズリ◇

密｛G6篇砂鞍少
ｵ含む〕

蝕了 外画こぶいぷ登～明

�竅B
熨`こぶい夕縫。

外面摩滅気味の化鍵

y見ら礼る。鋤師i
Xスおよび聯臨

西杜6］

Po］8？ S以
ｰ面φL

劉＿艮壽 琵 澱径　］38X

寘an7］△
外図口該L行｛£線後一諸ナテ泊し、饗部玖杁文。

燒ﾊ日縁ナテ、頚飴）ミガキ、迫部以γケスリ。
釦Ol巳麟沙
ｵ含む｝

良好 内外面褐灰～iこぶい

諮竅B
外箔ススおよび鰹斑 簡『60

Po188 SIU

рkL氣
又生ゴ器 箋 臼径　168×

Q縞　72△
タ雛i日該部に波杁文、錘部ナデ、停銘ハケ㌫
熾S日該～副部ナテ、以下ケズリ。

㊧〔2磁砂粒多
ｭ含む｝

良好 ｜触顯にぶい黄縫

ﾟ
タ掴スス白ふ全体
@こやや摩滅気味。

回由5

Po］89 S幽
掾v一」鴻

9足上器 甕 口径184×
寘a@56△

外函ナテ後祖いミカキ。

燒ﾊ口己～頚部ナテ後凝いミガキ、以下ケズ＄戊後やや

ｧなミガキ

畜｛］己廃竣
ｭ含む）

団r タ洞里罵色。
熾狽ｱぶい藁燈色。

タ揃黒拶。 西村50

Po190 SI舷

搏y中
弥生⊥器 箋日ジ蒜 口径156×

嵓ｩ　46△
外面鎖繍こξ行ん線後一部ナデ↓窪し。

燒ﾊ口該～頚齢ナデ、以下ケスリ．

蜜／2鱗砂粒少
ｵ含む｝

良好 外面匡当艶。

煢�ｱぶいき鐙色。

タ面ススイ蟻。 餅151

Po191 SI44

ﾁ．田
弥鉱L器 葬 日径1ほぷ

寘a@62△
外爾コ該～頚部アテ、以下ハケ底
煢柱絈Y部ナテ、頚箏ミガキ、以下ク＾ズリ。

蓄05ロ顕移
ｭ含○

臼1 外遜簸綬色。
熹K浅苗覆～褐灰
F。

タ塙肩部に潮λ文、

Xス｛情。

~面ススおよび塀斑

西横3

Po192 S夏梨

пDL．罐

弥生］器 箋 1コ径　143＞、

c右高58△
タ師繍濠部ヨコナデ。

燒ﾊ口綜～籔部ナテ、以下ケス］ぷ
憲（02願残少
ｵ含む）

良釘 内外商こぶい芦幾
F。

タ塙スス1靖。 西痴8

Po193 SI44

рk」員
弼⊥器 る 口径124≧＜

峵{　38△
外面アテ、頴部以下アテ後ハケ目．

燒ﾊ口縁～嚢部ナテ、以下ケズ1㌧
畠｛2題移粒多
ｭ含む）

磁イ 内ク麟橿観 夕悩搭蒙1こ深めの予

囂A蘂、タ摘鳶㍊
ｺ轍こス川摘。

西響49

Po］94 S翅
U士中

弥生寸器 窺　灘羅～頭部 日径　1eo）ミ

﨑x　4・茎△

外面£i潔～頴部ナデ裟ミカキ。

燒ﾊ1コ該おミガキc頸部以下ケスリ．

宕（02砲砂粒少
ｵ含む｝

良好 内蜘溺名色、 内夕緬赤色塗彩 獲汀ロ

Po195 SI44

э纈
弥生L器 逐　鵬家～き謡 臼径］66X

寘a@22△
外面日緩部1こ凹線に丘い乍行↓え綜。

燒ﾊEi縁部ナテ、頚茄ケズリ、
窟f1廷砂竣少
ｵ含む｝

艮好 内外面にぶい蚕燈

z
夕瀬ススイ鳩。 藝村48

Po196 S幽
сS履

弥生土器 箋 ロ径　酩2X
諱`　43△

外函灘こ「ノ」’｝丸
燻｢日縁～頚部アテ、以〆ケズリ。

客｛』砂粒少
ｵ含鶴

蝕∫ 内タ面浅灘話。 タ懸ススイ措。 酢握7

PO］97 SI44

пv上層

蘇生嵐器 翌日該～頚部 口径156＼く

去ﾈ　42△
外面「1縁部4条了行ん譲。

燒ﾊ口縁～頚部ナデ、以トケズリ、
後｛02巳砂戎少
ｵ含む戊

災好 タ鰯明窟色、

燗蛯ｱぶい麸艶。
タ砲スス少紺猪。 西村田

Po三98 S工川

пv上9
弥弓⊥器 珍 残有高44△ 外爾LI縁部にP行沈壕後～超）アテ泊し。

燻｢日縁～頚部アデ、以下ケズリ。

纈（02灘砂粒少
ｵ含む）

良口 タ瀬糞燈色。

燒|こぶい蓑慈色。
外函スス廿義 西杜56

Po鵬凶 S醐 弥生亡器 箋 日径　］56×

寘a@2］△
外面ナデ。

燒ﾊ日謬～頚部アテ、以下ケスリ。
笥o§斑碗移
ｭ含ぴ

蝕《 内外配こふい剤登
F。

タ砲ぽ訂揚こ「葬
ﾁ。

西梧6

PG2eo SI4・1

所ﾈ薩L
5底」器 甕 口径146

?ﾈ186△
外麟口該と情部iこ浪款文巡る尊｛ム部計ミガキ。

熹汳�純Aテ、頚隷以下ケズリ、

冨／o5宏砂登少

ｵ含む）

艮如 タ師灰黄褐色。

ﾉ醜こぶい鎌鉋。

タ摘日該と体溺スス
?ｬiへ

酢ナ64

Po201 S掬

嚔ｫ
弥生」器 箋ぼ菜～魯諸 器高　14］△ 外醸臼縁部と肩部に波杁又、以下ハケム｛。

燒ﾊ欝縁～ぷ部ナデ後ミガキ、以下ケスリ◇

宿・06㏄砂粒少

ｵ含翻

蝕了 内外芭虚色。 外面ススおよびm
ﾁ。

1欝重63

Po2G2 SI44

K．麟
紡、ヨま器 麹経

ｺ・部～蒙
器高　75△ 外面芥部ナテ後ミガキ、簿轟］行ん線。

燉ﾙ稿）ハケぴ
畜（2鐡以予の

ｰ抄し含む）

艮好 タ懸赤ラ沌。

熨h振色。
内面頴部覇慈外面
ﾔ色予彩。

灘『62

Po203 S祖
|⊥」層

弓、生｝器 器台

t部

ぴ径　］59、・

寘a@36△
外面購縁品アテ、以下ナテ後祖いミカキc

燒ﾊ日綾アテ後ミガキ、以下ケスリ後ミカキ。
密／逗砂鼓少
ｵ含む｝

題ナ 内翻鴇∪外閲こ
ﾔい護絶。

外面日↑蓑隷こ少揚の

Xスf掬。

酉汀52

笠見第3遺跡出土土製品観察表（6）
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笠見第3遺跡出土土製晶観察表

遺物香号
遣｝喜弛区・

w位名 箆類 器種 法麹国） 手　法　」二の　特　徴 胎　　土 焼瑛 色　　謬 嬢　　考 実溺者番号

Po2（H SI穀 弥生土器 羅台か高 底径14＆※ タ領縛盲謡こ平行沈線。 密（2因砂粒多 良好 外砲燈色。 西村麟

埋土上層 杯 器高　4．5△ 内面裾部ケズリ、下謬部ナデ。 く含む〕 内翻こぶい黄灰色。

彩部

Po205 S磁 弥生土器 菱 日径三6．8※ 外面ナデ後ミガキ。 罰0、1翻砂縫少 良好 内タ面iこぶ燈～灰 西村55

埋土上穏 潔醜5．2△ 内面仁］縁部ナデ後ミガキ、日稼以下ケズリ後ミガキ。 し含む） 褐色

Po2（路 S幽 弥生土器 幾？ ロ径13．6※ 内タ緬ナデ後ミガ玩 密IG．逗鱗紗 良好 内外面ともiこぶい黄 茜村59

纏土．腐 残存高3．G△ し含む〕 燈色。

Po207 SI44 弥生土器 嵩？ 口径］0．6※ 夕函ナデ、 密（0．1鯉砂粒少 良好 内外面こぶい黄鐙～ タ酉底都こスス1寸 西村57

埋土．畷 器高　5．5 内面口縁部ナデ、以下ナデ後ミガキ。 し含む） 灰賓色。 蕎
Po2（冶 SI45 弥顯二器 琵 日径24．2※ 外面£i該部5条の平行線文。 やや毅（王～2 良好 内タ溺とも鰐黄褐 口縁鑛タ隔黒斑、 山本ぴ8

理土上層 器高　5，2△ 内衝口㌍部ヨコナデ。譲部以下左方向ケズリ。 斑大の砂粒含
ﾞ）

色。

Po2（カ S口5 弥生土器 箋 口径20．6※ 外面口該諸5条の平行蕩文導 密｛1～2認大 良好 内外面とも閲黄褐 日該部スス付親 由本く49

埋到《 器高　§．2△ W灘目顔部ヨコナデ夢頴部以下右方向ケズリ、 の砂麸含む） 長

Po2鎗 S担5 弥生土器 蜜 日径2鵬※ 外面口該部平イ濠文、 やや貌｛1～2 良好 内外面ともにぶい黄 ih本く鶉

埋土上層 器高　5．］△ 内面日縁部ヨコナデ、頚部以下右方向ケズリ。 鐵大の砂紘多く 看色。

含む）

Po21］ SI45 弥生土器 詞付i諭 器高　5．2△ タ極図部タテミガキ　綴部4条平行線文。 密｛砂粒含む｝ 良好 ¢謝面とも淡黄舷 外爾赤色塗彩。詞部 山本く5］

埋土上蜴 部 底羅］1，8※ 内面底部ナデ。影節右方向ケズ1ぷ揺部ナデ。 内函毘蔑

Po212 S口5 勇1生土器 小型箋 口径　8．8※ 外面ヨコナデ。腐部閤整不明c 密（砂麓含む） 良好 培衙とも縫色、 山本く47

樫土中 器高　4．2△ 内面日縁部ヨコナデ。溺都左方向ケズ〈｝。

Po2］3 SI46 弥生土器 底部 器高　Ω△ タ間ハケ日、 密 良好 内タ樋とぷ燈色。 外面赤色塗彩。 i膝く52

壁溝内 底径　4．1 内面上方向ケズリ。

Po214 SI46 弥生土器 底部 器高　3．0△ タ函ナデ。 密は～2頴大 良好 酎緬ともにぶい黄 山本く53

埋上上騒 底径　5．2※ 内衝上方向ケズ1ん の砂粒含む） 色。

Po215 SI48 弥生土器 箋口縁 鷺径16．6※ 外面頚～肩部ヨコハケ、以乍斜方向ハケ、その後口縁 密！2惚以下の 良好 内タ瀬燈色。 外面屑誘スス付蕎 ※田］7

埋土上頴 ～目藻 器高15．9△ ～肩部上半までヨコナデ、 麟抄し含む）
内面口録部ヨコナデ、護部ナデ、以下ケズリ後ナデ。

Po216 SI48 弥生土器 箋　臼縁 日径18，0※ 外面頸部タテハケ後蟹慧からヨコナデ、肩部斜方向ハ 密（10以下の 良妊 内夕瀬iにぶい黄鐙 臭田6
埋土上層 ～肩部 器高　8．2△ ケ 瞬抄し含む） 色。

内面日縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズト3後ナデ

Po217 SI48 土師器 餐　鵬蒙 口径19、0※ 外面E］縁～頴聞ヨコナデ、肩部ヨコハケ。 密（1麟以下の 良好 内外面灰黄色。 口縁部下捲の突出を 奥田2G

埋土上穏 ～暮織 器高　5．6△ 内面［］縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ。 隣妙し含む） つくりだす内函のナ
デ薗め、

Po2］8 SI48 弥生土器 箋臼縁 郷径22，2※ タ樋日≧畜に鐵化による磨域した平行沈藷、頚部に貼 密｛2磁以下の 良好 旬極黄福色。 臭田菊

埋土上層 ～肩部 器同　6．2△ り付｝ナ突帯をめぐらせ刻み自、頚部以下タテハケ。 砂粒多く含む／

内面臼縁部ヨコナデ、葺部ナデ、以下ヨコハケ後ナデ。

Po219 S夏48 弥生土器 餐　日縁 ロ径13．磁 外面口縁部平行沈緩後下半ナデ消しc 密（2覇以下の 良好 酌衙灰黄包 タ国スス付務 夷田23

埋土上潜 ～頚部 器高　3．4△ 内面口縁部ヨコナデ、頚部以下ケズリ後ナデ。 砂粒少し含む｝

Po220 SI48 強生土器 底嵩 底径　＆4※ 外藏タテミガキ 密12囚以下の 良好 外簸炎赤沓色 外底灘こ黒斑 臭田34

賜土上層 器高　3．4△ 底箇ミガキ。 砂粒少し倉む） 内簡黄灰色。

内面ケズリ後工1懇こよるナデ。

Po22］ S政8 土師器？ 硲不 口径27．G※ 夕衙ナデ。 密（］ぷ以下の 良好 内外1醗こぶい黄燈 防塙磨滉気昧 誕田］8

埋土上層 杯部 器高　6，スム 内面口姪部ヨコナデ、以下ナデ、部分的にミガキあり。 砂粒少し含む1 色。

Po222 S包8 弥生土器 直口壼？ ロ径　］LO※ 外面ヨコナデ後ヨコタテミガキ。 密日膓以下の 良好 内夕極醸赤褐色。 内タ纈i灘強彩 奥田19

埋土．婿 ぽ蓑芦 器高　5．6△ 内面ヨコナデ後ヨコミガキ。 瞬抄し含む／

Po223 SI48 土師器 小型丸底 顔径］0．1※ 外面ヨコミガキ。 密（］認以下の 良好 内タ塙黄登観 内扉謡に指頭圧痕 奥田5G

埋土上穏 壷 器高　6．o△ 内面ハケξ1後肩～鰯部中｛立まで詣ナデ。 砂粒少し含む｝

Po224 SI48 弥生土器 器台 口径11．6※ 外薗ミガキ。 密｛ご以下の 良好 内タ摘赤掲包 内外藤赤色塗彩 翼田39

埋土．ヒ層 杯部 器高　6，0△ 内面口該部ケズリ後ヨコミガキ、頭部下半ケズリ後ナ

f◇

砂粒多く含む）

Po225 SI48 縄文土器 俸部 器高　4．5※ 外面沈線を鯵した後部分的に刻み目文。 密（4斑以下の 良好 内夕面灰黄顧 宍田46

埋土上餐 内面ナ硫 砂粒多く含窃

Po226 SI49 ハ姓土器 甕口縁 斑蚤22．2※ 外藤コ縁翻こ平行沈譲、円形浮文あり、頚部ヨコナ 密12滋以下の 良好 内外灘こぶい黄楊 夕簡黒紘 契田47

埋土中 ～肩部 2縞　4．8△ デ、以下ナデ。 砂粒少し含む） 色。

内面口該～頚部ヨコナデ、以下ケズ1ね

Po227 S夏49 弥生土器 菱臼縁 日径］3．4※ 外而口縁部に磨濠著しいが、平行沈線。 密｛1因以下の 蝕蚤 内タ懸灰白色。 夕湿スス付着。 奥田22

P］3 ～頚部 器高　3．7△ 内面日縁部ヨコナデ、頚部ケズ1戊後ナデ。 瞬抄し含む〕

Po228 SI49 弥生土器 逐 日径］6．2※ 外面口縁部に凹線気味の乎行沈隷。 密｛2魏以下の 良好 外餓こぶい赤謁色。 外面～内面頚部まで 臭田袈

埋土下層 器蕩　5．7△ 内薗口縁部ヨコナデ、頚部ナデ後ミガキ、以下ケズリ。 砂ネ妙し含む） 内麟罐色。 赤色雛フ。

Po229 SI49 弥生土器 箋 日径19．養※ タ塙ヨコナデ。 密（1斑以下の 良好 内夕面にぶい檀包 外面スス・黒斑 奥脳2
埋土下閤 器霞　3．5△ 内面口該部ヨコナデ、頸部以下ケズリ。 撰妙し含む）

Po230 SI49 弥生土器 琵 日径　］3．0※ 外面口隷部に磨滅気練の平行沈謬。 密（2臓以下の 蝕多 内タ閲にぶい黄燈 外面スス・黒斑。 夷田33

埋土下層 器高　3．7△ 内面日縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ後ナデ。 礎妙し含む） 色。

Po231 SI49 弥生土器 菱　1驚縁 日径　9．蝋 外面口諺部に麿涜気味の平行沈線、頚部ヨコナデ、以 密！1脳以下の 良好 内外i蔀こぶい灰橿 タ樋スス付宏 奥題］

埋土下簿 ～肩部 器高　3．6△ 下ナデ。 砂粒少し含む） 色。

内面臼縁部ヨコナデ、以下ケズリ。

Po232 SI49 弥生ニヒ器 窪 日径12A※ タ瀬ロ縁部こ平行沈熟 密｛逗以下の 蝕董 内タ羅1桓色。 外面下熱ニスス付 葵醗9
埋土下層 器高　2．0△ 内面ヨコナデ。 醗抄し含む） 統

Po233 SI49 弥生土器 桑　臼縁 日径20．8※ 外面日縁部に凹緩気陳の平行沈線◇ 密｛2鰯以下の 良好 内外函擁艶。 奥田29

埋土中 ～頴部 器高　4，4△ 内面日縁部ヨコナデ、褒部ナデ、以下ケズリ後コζ具に 砂粒少し含む）

よるナデ。

Po234 SI49 弥生土器 短頴壷？ こi径11．G※ 外面頴部に工具による刺突文c 密（1陸以下の 良好 旬楢黄燈色 タ這磨滅気昧だが赤 刻田35

埋土下蜴 器高　3．6△ 内藤驚縁部ナデ、頸部以下ケズリ。 騨沙し含む） 色塗彩痕。

Po235 S自9 弥生土器 底部 底径　6．⑪※ タ醸タテミガキ後ナデ。 密はぷ以下の 良好 内外1蔀こぶい灰黄 外面スス・黒斑 奥田31

埋土下騒 器高　4．3△ 内面ケ幻ち 砂数多く含む） 色。 内面萩鍬こ指頭鍍

Po236 SI49 弥生土器 底部 底径　5．6※ 外面タテハケ後ナデ。 密（1斑以下の 良好 内外灘こぶい灰黄 外面黒斑 葵田32

埋土下昂 器高　4．7△ 内面ケズリ。 砂登少し含勧 色。

Po237 SI49 弥生土器 阜9ム
垂ﾎ口 臼径16．6※ 外面日縁部に凹蘂、以下ナデ後ミガキ。 密（］己以下の 蝕予 初塙黄鐙色。 内外磨議気陳。 奥田28

埋土下層 上台部 器高　4、3△ 内面ナデ後ミガキ。 砂粒少し含む〕

Po238 S夏49 弥生土器 器台 日径17．0※ 外面口縁部に磨濠気味の平行沈線c 密（］培以下の 良好 外面黄灰～にぶい赤 タ樋口隷部～内面ま 奥田36

埋土下層 上台部 器高　2．5△ 内タ瀬ヨコナデ。 砂粒少し含鋤 褐色。 で赤色塗彩。

内面赤褐色。

Po239 SI49 弥生土器 蓋 底径14．2※ 外薗タテミガキ、霧部ヨコナデ後ヨコミガキ。 密（2惚以下の 良好 旬湿暗黒褐色。 奥田38

埋土中 器高　3．7△ 内面ケズリ後冒部ヨコミガキ。 砂麓少し含む）

笠見第3遺跡出土土製贔観察表（7）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番緩
遣搭地区
w位名

琶　頚 若藝 誌ぺcづ 丁　法　上　の　特　徴 れ　　⊥ る誠 色　　潟 矯　　考 又翻者番号

Po24◎ SI5G 弥㌦L器 皇 日径　178乏、 外面ロパ部5灸く行導文。嵩努Lぴごヨコァデ。 宕呈］～2固大 良好 噺樋とも蟹勇、褐 離蒙部スス｛す姦 llバく弱

理パ貿 器高　48△ 内面口縁潟部ヨコナテ。日鞍Sミガキ。蓼部以下が方 の麟は○ 些
向ケズ㌧

Po24ユ SI50 弥生上墨 箋 口径156▽ 外函日該紗3条］一行縫文。頴轟以下ヨコナテ。 密［逗入の砂 良好 醇国とも珍i赤謁 山卒く55

鐸沖 惑藷　4G△ 内函日瓢蓄ヨコァデ。頴都以下ケス｜か 騨含む〕 色。

Po242 SI50 弥生］，器 底詫 器高　65△ 外函鋤荊ハケ民 笥㊨室捻む） 艮好 外面灰黄葵絶。 外爾スス1塙。 山本く57
床簡 F※子　36 ド函⊥扉リケズ把 内面明姦馨色．

Po213 SI5］ 獺．L器 意 器蕩　45△ タ畷日該部多灸化した千行ん縛。藝譲ヨコナテ。 蜜パ～2諮ノこ ☆好 内タ衙ともにぶい姦 麺体ひ27

」…註隔 内麟臼稼部ヨコァデ．諺昂ケズリ。 の砂登含む1 ℃絶。

PO244 SI§ユ 弥生上器 蓉 「縫208∧ タ～面口壕部9条干行己藷、 箸｛2思以下の 良好 離塙こもにぶい鼓 1」捧ひ31

理ゑ下層 2驚　雲2△ 内面臼慧部ヨコァテ。霧鰯部以下ケス戊。 砂産含む｝ 餐色。

Po245 SI5▲ 弥こぽ 義 懸亡］5怒 外踊ヨ繰諮多条化した］「行w線、※溺ヨコナテ。 富／已以下の 蝕計 1相畷ζも浅ぷ登 rl該紗懸スス打 山本ひ33
組．下努 器高　43△ 内面日琴部ヨコナデ。頚部ケスリ後アテぐ 砂覆含むノ 色、 ぶ

Po246 SI51 ％生土号 鼓形器台 Lぼる1× 内外面とも民化のため詞整不明。 密＞1礁以下の やや 内タ衙とか簸観 内外百患斑。 山奉ひ29

埋u旨 若高　38△ 碗捻む、 不良

Po247 SI51 弥生揺き 彩 口径　］35▽ 外蕩日縁文～汲ぴ文後一滋ナデ泊し、 畜（1珍以下の 良好 内夕領とも浅黄色。 ロ緩部外面ススイ∫ 1膝ひ30
理L下蜴 器筒　44△ 内百口該部ミガキc屈由部以下左方向ケズリ。 緋冷む， 着。

Po248 SI51 勇＆L器 諮 酪…10」× タ逗口縁部｝行、穏。 畜、』以下の 良好 内タ衙ともにぶ遠 口媛部外面スス廿 ll込ひ32

P8内 と縞　35△ 内匝郷蒙娼部ナテら以下ミァキ＠屑掴部以下ケス1パ 砂驚含が 餐色， 姦
Po249 SI5］ 9絶］器 彩 日径10G＞、 タ漬ミガキ。 岳／い2綴大 良如 旬緬ともにぶい黄 山本ひ28

型．下層 器高　42△ 内函口該部ヨコナテ。苔部以下右方向ケスリ。 の碗捻が イ艶、

Po250 SI5］ 弥生L器 箋 器訂　47△ 外藤己諺に吹まれて劇突文、連絃講ママスタンブ文が 箸 良蓑多 内タ摘ともiこぶい蛸 内面スス廿姦 由奉ひ34

摸L種‖ 霞される。 燈色。

円面ケズ畷ナデ
Po251 SI51 郭、8一欝； 嘉 器晶 外面：え緩文の下「こ迫綾渇スタンプ文。突裟に］＜まれて 密 良好 内外百とも灰黄蝕 外面赤色㌘瀦ミ。 山本ひ35

埋」．下摺 朝突文が惑される。

溺｝ケズリ裟ナテ。

Po252 S固 子姓上器 彩 口蒙灘92× 外面麟舗｝ヨコァテ、ξ謡嫉杁文。以下タテハケこ 畜ほ鷺以Fの 良好 博懸とも黄腐色． 夕逗スス｛掻。 n沐ひ3s
埋弍⊥㌘ 器高］06△ 内函日綾部ヨコナデ。眉部以下右ノ荊ケズリ。 醗鎗む戊

Po253 SI53 弥烈．器 底箔 呈塙　38△ 夕纐タテミカ私 壼パ～2珍人 良好 夕瀬岳熟話。 山亭ひ37

纏上場 底径　5G× 内蔽L方自ケズリ の靹捻む／ 内面灘認。

Po25茎 SI55 9経」器 卓 2縞　62△ 外面蕗広の沈隷が議され、以下タテハケこ やや裟（い2 艮好 内タ摘と翻鎚㍉ 山本ひ36
曳｛．上周 内面」｝P乎テ．一肖〉に籍揮さえ◇以下ハケ1］． 江大の移粒含

ﾞ1

Po255 SI6玉 弥是．1器 ☆　日縁 江縦］42Y 夕村頴コ緩溺に湧了iし穀、蓼織こ2灸の漉碧 密（≧以下の 良好 内夕恒iにぶい藁痘 外面日弓こ頭部に少 ル⊥120
見L」湯 ～1ξ箔 3縞　57△ 内街日該品ヨコァデ緩粗いミカキ、頚部ヨコハケ、以 が沙し含が 色。 鷲のスス｛了着．

丁ケス1島

Po256 S工6］ 弥蔓ヒ器 甕r麟 1］径王68＼ 外百1肇藷藝に亭議気味の下Z了沈改。鯵都タテハケ後ア 義（2搭以ドの 艮好 1嚇面↓滋援舷 ∫r⊥115

攣．む中 ～剤議 器高　47△ テ芯 麟移く含か
内面目綾部ヨコナテ、頴部以Vケズリ。

Po257 SI6ユ 弥生」．器 箋　獲惑菜 ｝：｛径　126・ 外菌1コ緑灘コ’行沈緩6頸部ヨコナデ、以下タテハケ。 畜12己以下の 艮如 内外感鎖ヲ艶。 外灘］部こ皇斑。 共上］2］

埋商・ ～きf裟 器蕩　46△ 内翻コ該胡ヨコナデ、蓼部祁いヨコハケ、以下ケズリ。 瞬沙し含む！

Po258 SI6〕 嫁生．L器 甕日頴 田乏1婬〉、 外1葡一磯蔀、こ丁行f欝。 管｛2縣以下の 良好 内外蔀こぶい麟登 夕函ぽ諭下彦にス 丹LI16
擦⊥履 ～琴揺｝ 2議　46△ 内面口該部ヨコナデ、頴轟不規則アテ、以ドケズリ。 廃沙し含が 色 スイ情＾

Po259 SI61 弼ユ器 甕　日縁 u径玉gox 外面口縁部籔スレのある元メ行洗蘂。 冨｛1臓以下の 壌P 内外画頬登も、 」「．且U

P6内 ～錘部 穎高　43△ 砂粒多く含む）

Po260 s正臼 ㍗、生L器 惑目碧 磁多120▽ 外百隣く口紅翻一行ゐ該 畠　ご以ドの 良好 内鰍解王褐色〉 井．ヒ］19

埋土麟 ～蒙轟 器高　17△ 内£1日蒙～頚尚ヨコァテ、以くケス1㌧ 麟沙し含む）

PG261 SI6］ 舜、生揺萎 銭笥； ※径　58／ タ恒ミガコ、 蜜！2己以トの 良好 タ懸，麟違色、 戊仕］18

斑鴻 器高　42△ 挟函ケス〕ノ。 麟移く含む〕 ∫禰頁澄乞

Po262 S工6ユ 鍵」器 1民昂 嵐κ　了8＞ 外面タテミカ声。 宮｛2凶バの 1爵 内外蚕楊色 内面スス1蟻。 茸む1］2

茸LL饗 器為　6G△ 内蒋けスリ、 砂粒多く含む）

Po263 SI6］ 弥滅ば呂 底ち 底径　5↓x タ汕タテミカち 密⑪虚以下の 良好 外面こぶい澄色。 戊且］13

理ね穏 器商　53△ 内∬ケス㌔ 砂粒多く含む｝ 内簡浅麟登色。

Po264 SI6］ 弥烈．器 直ロ荏 1コ斧　150ヌ 外両」該頴＿］条の涙めの沈線。嚢部…］コミ〆キ。 蜜＞1訟以下の 長好 外翻こぶい赤褐色。 タ砲赤色冷私 茸．ω7
斑｝ロ1 摩で刻 2講　55△ 内面ケズリ後目綾品輻量ヨコミカキ、賭部ぷいこ殺い 擁沙し含むノ 内面「零包、

謡 ハケぶ見前↓る。

Po265 S正6］ 仕 長径　22 翻〕ね餐形。 冨 艮如 にぶい頑覆色。 綾イ、113

埋悼 雄ξ　2G
Po266 SI62 弥生L岩 箋口該 口径18蓬X 外㌣旧該部ご］行元譲，頭部；にきつめのヨコナテ、ヨ 毒｛］工以下の 　→ｯ叉ナ 内タ品薮白色， 井ヒ］27

恕賛 ～褻為 響高　17△ 　、Rミ刀キ。 砂粒少し含む
内白口は昂ヨコナテ、嚢部ヨコミガキ迂

Po267 SI62 弦生土器 箋臼該 田《166＼ タト鐡仁］該部に予行え陵仁藻翁ヨコナテ、以下ミガ⇒と 畜｛2訟以下の 良妊 内外灘こぶい痘鶴 川」25
理Ll謬 ～盲部 累高　36△ タテハケ。 砂花多く含勤

内藏口該部ヨコァデ、錘譲祖いヨコハケ、以予ケスリ．

Po268 SI62 弥烈器 箋　ロ渋 磁C130ン（ 外磁日該お、こ磨漬気昧の］行iえ線。 岳s玉慾以下の 蝕］ 醇懸にぶい燈色。 月上126

埋て賜 ～錆； 2縞　40△ 内錘〔麟～象部ヨコナテ、以トケスリ。 砂蓑少し含む｝

Po269 SI62 湿上欝 翌亡囹 r臨〕s4＞／ 外函ヨコナテ。 蜜12駿以下の 良好 W外灘こふい黄桓 夕簸ξ’斑、 芽］，］23

埋疑層 ～『；部 器茜　」9△ 内山口縁～鏡ぷヨコナデ、以〔ドケス｝㌔ 瞬抄し含む］ 色。

Po270 SI63 粥＿L詰 箋　1蚕云 囹壬　］60▽ 外ぷ1コペ部に王膓ミによる刻み日。 ふ／已以下の 艮好 ∫勺蠣淑黄遥色． 別．98

埋」司 為 書鏑　23△ 内蕩ヨコァテ。 が沙し合む〕

Po271 SI63 弥足」器 垣轟 祇径　8GV 外函タテミカ舷、 冨泊驚以下の 艮好 外郎こぶい黄覆色。 内面底謝こ指頭庄 戊il－97

メ狂中 ；縞　28△ 内｛畷1いケズリ。 碗抄し含む｝ 内凹浅員授色。 ヅ叉。

Po272 SI臼 膓言、ノcL器 箋 1コ径　154x 内外面とも凛｛ヒ錘在外喬ま2灸の戯線か◇内伯頚部 宮　1～3己の 良好 内繭1奏褐色。 残旬こ〔茎畷あ］）へ 表63

尿爾 器《」　43△ ド十ヨコケスリ． 石夷多く含む 外面薮鐙色。

Po273 SI留 弥〉］器 蟻姦 若高136△ 外箇iはタテナテ後、腎いタテヘラミガそ。内爵はタテ 欝 艮嫁 内タ画ともにぶいお 外砲こ稟蓬およびス 衣駁

床苗 底絃　49 ケズリ。底刊外面不定ナテ 楊蝕 ス打撫

Po274 SI65 翻ぶL器 己　日縁 宕径184＼＜ タ汕口該灘こ轡託鷲 冨（2ロ以Fの 良好 1勺外翻こぶい茂力覆 芽⊥141
度」」一蔭 ～頭轟 ξ縞　48△ 内翻ヨコァテ、 砂を少し含む｝ 色、

Po275 SI65 弥生上器 逐　護豪 日径　王30± タ踊ぼ緒了z就線。 る・20以Fの 蝕了 内タ栢にぶい戊ぷ登 夕閲砦戚気味。 見L王40

理ぶL勺 ～s螂 2縞　36△ 馨百日吉蕗ヨコナデ、護あ以トケスリ、 砂費少し含む、 色。

Po27b SI65 弥生憶峯 i市｝46＞ 外自「麟隷こ商就纏。 富パ斑以ドの 良好 内外ぷこぶい負燈 川］ス3
姪」ノ｝」 ～錘部 2稿　」o△ 内函rぽ部ミ刀キ。 砂粒少し含む｝ 色。

Po277 SI65 刑L罷 箋　日蒙 口径　116ン 外面仁i綜部］〃行i捻2後上ヒー部ナテ泊し。 嘉経己以下の ぷ了 内外i苗に．らい芦燈 外面陸諭磯にス 井し139
埋上上穏 ～舖部 器苗　38△ 内蒲日級～頭綴ヨコァテ、錘品ミガ吉、以下ケズ弓。 ぴ抄し合む） 色。 スイ∫姦

笠見第3遺跡出土土製晶観察表（8）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物蓄号
遺楢泡区
w錘名 唇頚 器稜 法彦！㎝） 丁　法　ヒ　の　皆　綴 狛　　土 焼成 色　　閤 摺　　考 三、賜香号

Po2了8 SI66 弥止上器 壼　灘該 日径20Ω＜ 外面口民昂に譲広の洗綾鴻菩気昧、頚藻に予行fL線。 畜｛2鰯以下の 良好 内タ抽にぶい貞蓬 井．L130

P鏑 ～頚部 2縞　50△ 怜面ヨコナデ、 砂粒少し含む） 観
Po279 S鰯 ぷ生土器 皇口該 口径　170〆 外面口縁部iこ下行己碧、頴綴以戸ミガキ． 畠ミご以下の 良好 タ懸冷楕包。 チ書上129

響⊥中 ～頴部 姦高　40△ 掴目口謬登ヨコァテ後ミカキ、頚為ケズノ乞ミカタ、 移登多く含お 内面、こぶh｛麹澄
以下ケスリ。 色。

Po280 SI66 弦生」，器 箋ロネ蒙 口径　170▽ タ塙ミガそ。 畜イ］磁以⊃の 艮好 内外薗赤掲色。 外面～内爾頴部まで 井ヒ131

濯土上疑 ～頚部 器高　38△ 内面日顔～頚部ミガキ、以下ケズ｝戊。 砂粒少し含む〕 赤色塗玖

Po281 S聯 §絃嵐器 隻 日径172× 外面日該部に還めの干行1駕頴。 密パ篇以下の 良好 離栢，こぶいi韻捻 茸上133

堰む上層 ぽ蓑～頚 器菖　50△ 内面口該蔀ヨコナデる内豫葺部に穣いハケ目。 醗抄し含む） 鉱

Po282 SI66 弥生土器 箋ロ縁 醜…］8δX 外面口縁き問こ斗行沈線後ナテ由しc5部ヨコナテ◇ 為（2頴以下の 良好 内タ懸にぶい黄燈 内面口絃細こスス廿 戊紅］3ま

趨上」且 ～葺部 器高　39△ 内面臼該部ヨコナテ後毅いミ刀キ、頴部以Fケズリ。 眺沙し合む） 色。 着。

Po283 SI総 弥生土器 斑醗蒙 口径　160x 外藏躍ま織こ乍勧え寝 畜（2己以下の 蝕了 夕塙浅黄稜色。 ヌむま35

斑⊥繍 ～頚部 器高　44△ 内苗口該部ヨコナテ後下土～頴部ミカキ、以下ケズリ。 砂粒少し含翻 醒薩色．

Po2囚 SI66 弥生土器 翌　口穀 口径　132× 外面口弩部一仁行↓欝。 宕パ国以下の 良好 タ函田褐色。 夕這スス1箇． 井上132
堤．む中 ～裂部 器高　35△ 内類嬢穀欝ヨコナデ、内面刻晶以下ケズリ。 麟抄し含む1 内疏簸麓鉱

Po285 SI66 弥生土器 琵日蒙 ロ套…146× 外百麟討ごP行止項、頚部タテハケ。 畜｛1ロ以下の 良好 内タ購1こぶい曇績 井M28
埋」L穏 ～頴蘂 器高　29△ 内面日寂部ヨコァデ、嚢汽ヨコミガ土、以下ケズリ。 碗抄し含蓼 色。

Po286 SI66 弥生L詣 小型壷 口径　58× 外囹ミ刀キ、 宿（臆以下の 良好 内外口にぶい計登 井⊥136
埋⊥ま層 器苔　50△ 内面日縁部ヨコミガキ、蓼部以下ケズリ。 砂粒少し含む｝ 鉱

Po287 SI66 弥生⊥等 器台 田…306〆 外面ロ謬部に警銭気味の下行己望。 畜（1ぽ以下の 艮好 内外面拒、 井．L鵬38

埋土甲 了磁 e縞　40△ 内面ヨコァテ後ミガキ。 砂壁多く含む）

Po288 SI66 熱．．L器 器台 日径212≧／ タ醸口該鍛こ刊就綾 害｛2怠以下の 良9 内外面にぶい赤褐 内外面赤色塗彩、 井．L］3ア

坦土上壕 了旛 器高　38△ 内面ヨコナデ後ミガキ． 麟沙し含む｝ 在
Po289 SI67 弥生土晶 逐ロ縁 器高　3王△ 外面日該部に鼓杁文穏文後アデ泊し。 畜軽国以下の 戯］ 醇塙にぶい員授 外覆iス嘱肯。 伊彦58

床面 ～頚部 内菌口祭部ヨコァデ飯培いミガキ、頴部ヨコミカキ、 砂登少し念む／ 舷
以下ケスリ。

Po290 SI67 弥止⊥器 菱日繰 ロ径　172）ぞ 外図日綜都マ行‘え該後上力ナティiきし、 畜（1懸以下の 良好 内タ樋麟擾色。 タ懸ぴ話下蟻部ス ｛壕61
床露 ～象蕊 器高　52△ 内面日縁部ヨコァテ、頸部ヨコミカキ、以下ケズ＄パ 砂登多く舗｝ スおよひ｝1〕斑、

Po291 SI67 弥生」器 蜜　日該 日径2G　2＞、 外面日碧部こ下行握 畜（2蕊以下の 顛！ 外健ヨ褐色。 外爾スス｛撚、 伊彦56

箆L⊥層 ～頴部 器高　56△ 内面口綾部ヨコァデ、以下ケズリc 砂‡妙し含む） 1癩浅葵登｛竺。

Po292 SI67 弥己L器 亮　mま ぼ径122〆 外醸口録部に報い灘λ文。 蜜（已以下の 艮有 内外函灰日色 伊麟7
没上L壕 ～頴部 器筒　42△ 内面日縁～頴部ヨコナテ後ミカキ、以下ケスリ後ナデ類 醗抄し含む）

Po293 SI67 弥生瑞 餐　E縁 に醗更71≧く 外面口該謡こ干行沈諺。頭部ヨコァデ後ミガキ3 笥パ癒以下の 良好 タ塙褐灰色。 夕塙スス1磁。 伊褒5茎

堤上上饗 ～頚部 器高315△ 内面口ぽ部ヨコナテ、諮部ナデ、以下ケズiパ 醗妙し含む1 内面《捷揚鶴

Po29』 SI67 弥戊⊥峯 還 口径　178、く 外衝口球譲に3条の凹羨、頚詔タテミガ土p 密（1磁以下の 艮好 内タ嵐iこぶい浅藁担 右褒65

口芝纈 器高315△ 内函口議部ヨコァデ、頴部ヨコハケ。 碗抄し含む） 色。

Po29§ SI67 弥止上器 尚杯 口餐221＼、 外函仁i縁詔ヨコァデ、以丁ミカキ¢ 密｛2答以下の 良好 憎塙卵漣。 外面iこ頓鋳見られ 伊ぷ0
埋」，」溺 杯紗 器畜　57△ 内面ケス川亥ミカ主 砂登少し含む） る。

Po296 SI67 」£ 長径　215 手摺ね獅多。 畜 良好 籏絶、 半分欠損 ふくた況
璋⊥中 短径　21

PG297 SI68 弥生土器 箋 田杢150X 外面摩涜気味のV行沈葬c 密｛2匡以ドの 艮2∫ 内タ瀬iこぶい黄拶 ㍗壼62
遊．L中 器高　32△ 内面口碧～頚藩ヨコナテ後ヨコミガキ、以下ケズリ。 砂粒少し含○ 色。

Po298 SI68 斑L．L2冬 底認 底径　74∵ 外面タテハケ後タテミガそ。駕賜諸磨該気殊の｛弓Tfん 密（3巳以下の 壌f 剖摘iこぶい，簸葺 タ滴底詞｝近に箏 舞壕63
埋」上壕 器昌　］08△ 緩あ仁 擁移く含か 色。 斑、馨践姦しい。内

内函ケス1〕後ナち 簿1民部iこ指。兵圧底

Po299 S正68 弥生ゴぴ 塁轍 底径174ン 外而タテハケ殻麓いヨコナデ、這都ヨコァテ¢ 憲（3瓢り下の 良好 内外醗擬乞 外面筒～霧頴こ赤色 伊済6］

月己腐 器高139△ 内函ケズリ後郁・アテ 瞬移く含む） 塗彩見りれる

内タ極脳競しい

Po3◎0 SI76 弥u器 ☆ 日径　132＞、 外灘コ縁昂多灸化した］行止線。諺部ヨコナテ。 宕 艮好 酎頭とぷこぶい函 臨諮夕砲赤色診彩 翻、75
媛⊥」，鴻 器高　51△ 内向臼該昂一頴綴ヨコァデ。弩部以下ケズノ。 壕色． か。

Po301 S王7δ 彊，上器 逐 鰍r玉84× 外鼠i仁1該部多条化したぞ行凄鷲口部波杁文。以下ミ 密 蝕《 1効栖とも黄燈鶴 薮木72

鑑LL紗 器高］20△ ガキ。
内頗口該部ヨコナデ。屈曲ぷ以下右ノジ1〔］ケズリ。

P（即2 SI76 弥生⊥器 琵 器高　］32△ 外衝欝豪謡丁行己惑。鏡部ヨコァテ。篇部｛射鵬、文。以 富 囚『 内タ畷iとも黄糧一1こ 続汐摘‘畷， 綾不80

担上層 鼓大径226× 下ミガキ． ぶい黄燈色。

内函露琴節ヨコァテ〉ぷ畠i都以下左方向ケスノ。

Po303 SI76 首生鶯季 甕 し1径　134× 外蕩日緩祁多条化したP行偽線、頚箭ヨコァデ。 音 艮ぱ タ檀浅蓑搭色 iコ綾鋤栢赤色塗 穀木74
媛上」溺 器高　64△ 内欝日な認ヨコナテ。窮％以下方ゐ向ケズカ 原爾灰奏～にぶい貞 彩。夕極ス川滅。

婁色

Po3（H SI76 諏止土器 甕 ロ径202X 外面口慈部↓支状文一名アテ旧し。頚面ヨコナテc 畜 艮如 1勺タ清こも、こぶい黄 綾ム78

埋L．礪 §縞　60△ 内面口縁部ヨコナテ，屈白部以下左力1司ケズリ。 麓色、

Po3G5 SI76 9経上器 箋 日径　］54〆 外回口縁細］乙行漉謬、姦部アデ、 宙 縛了 憎福とぷこぶい芦 外面スス1蟻 荻ぷ1
鰯，．L嚢 器高　44△ W菌口琴部ヨコナテ3屈組蓄ミカキ。以下左方向ケス

鰍ｮ

鐙色、

P〔β06 SI76 ξ綾、L器 箋 臼径　186．＜ 外面口該部乱れた一「行ハん頚～部ナテ冶し。狛部ヨコナ 箸 良好 1効菌とも灰黄～羨 タ栢ス川∫為， 該本73

魁賜 2論　57△ テc ダ怠
内函口該笥ヨコナテ、田薗品以下右方向ケス1㌔

Po307 SI了6 弥4⊥器 茎 雛径　172× 外ぴ日綬部多条化した一｝’行沈縷◇頚部ヨコナテ。 霧 良好 内外面とも1こぶい浅 口縁陥タ溺スス廿 該木71
埋上⊥餐 器湾　48△ 内南日該郊ヨコァテ．f6曲部以下左力向ケズリ。 灸霞』 着。内面壁抵

Po308 SI76 琴短コ器 逐 口径202X 外錘ヨコナテ。 畜 艮好 外喬こぶい綬色． タ瀬スス］情。 新（76

き社」溺 器高　65△ 内面日縁都L←ヨコァテ。下」ミカキ。屈占ぽ以下左 内函艶。
方向ケズい

Po309 SI76 弥生土器 民部 器高　54△ 外面閤部タテハケ。侠認ナテ。 密（2江以下の 顛 内タ画ともにぶい邑 外百里斑、 綾，卜70

垣L⊥麟 底径　54 内面⊥万向ケズリ。 在提含む） 』艶。

Po310 SI76 5短十器 装鏡も 2鏑　34△ 外面3条突1ξ間竹簑文、スタンプ文。卜’行え該◇ 亮 題］ 内タ瀬とも、こふい黄 タ噛称色塗彩。 頴、82

理⊥捻藷 1樋iケズ㌧ 搭色。

Po311 SI76 硲u孟 把手 外翻呈藷詩スタンプ文。 宕 良好 1鱗燈～にぶい黄搭 勧・83

迂士壌 色
Po3］2 SI70 弥生⊥器 望醗弍 獄径　146・、 外面日稼蓄に｛皮杁文旋文／亥ナデ泊し。 冶（2翻以下の 良好 内外卵1］鉋． タ樋砦紘しい 伊舗9

上蓑 ～頚嵩 器寂　54△ 内面口綾～頚昂ヨコナテ後ヨコミガそ、以下ケズリ◇ 砂殺少し含む）

Po313 SI70 弥生L器 箋ぱ家 ロ名…196× 外函口該部に下行iえ惑後下ガナテ‘自し。 富／2怠以⑰ 長好 内外蔀こぶい黄追 外ロスス1埼．内外 伊藤68
⊥層 ～頚部 日縞　42△ 内面目綬魏ヨコァテ、以下ケズリ後ナテ。 砂鏡少し含む〕 色。 面1曳話しい。

P（β玉4 SI70 嫁生」吉 箋　日該 口径　181く 夕樋日稼部ゼ行庇謀。 密｛］驚以下の 良好 内外勾にぶい黄橿 タ百筏軍下㌶31；スス 弦嘘67
姪」一」超 ～孫； 器話　47△ 内面日該部ヨコァデ後下ゐミガキ、蒙轟ヨコミガ千、 砂社少し含む） 色 ｛境。

以下ケズ順アテ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（9）
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笠見第3遺跡出土二｛二製品観察表

雀旙号
遺槙垣区
?ﾊ名 看須 話種 法登｛翻 手　法　L　の　饗　籔 給　　土 亮戊 色　　詞 ％　　考 ス詞著蕎号

Po315 SI？G 弦、釜」器 壕街 低径　雲o× 外同タテミカキ、 畜（』以下の 良肝 旬懸をこぶい｛㍉瞭 外笛スス1蟻． 自壕柘
埠」土層 器薦　31△ 〔摘ミガキ。 砂⊇少し含む・ 色。

Po316 SI7G ⊥王 長径　］5 亨担ね整彩。 笥 蝕ぎ にぶい鏡色。 」一分欠損 ふくた86
堤土中 短径　］3

Po3更7 SI71 弥生土器 亮 日径206＞ノ 外面鋤録品千行洗線後一部ナデ冶㌧肩部秦］突文。 密ぽヱ程茂の 工斑 内外函ともiこふい法 響子45

埋土壌 器高　64△ 内醸日縁部…］コァテ。錆部ミガキ。肩部左方向ケズリ、 瞬冷む） 隻絶。

Po318 SI71 蘇生L器 彩 臼径王ア8入 タ瀬口禄部⊥李ヨコァデ。F率ざ行iえ親 岳／2鷲蒜度の 良転 ｛肪塙こも1欝貰議 5縁部外誕スス付 巨子38
埋⊥賜 器高　39△ 内面口該部ヨコナテ〉屈田蓄以下左方向ケスリ、 碗踏む、 も。 ふ

Po3］9 S夏7王 弥旦土器 護 口径　173＞、 外菌日ぢ部多灸化した下行沈纏。頴議ナデ。 畜i2隠謬度力 副了 内外面とも王絶。 口㍍笛外面スス付 髭《こ39

埋土頂 2縞　52△ 内面Ω緕認ミガ㌔鰍｝、1部以下ケズリ。 砂麓合む｝ ぶ。

Po320 SI？］ 弥生上器 潔 臼径148！ 外函口経品多条化した千行克親頚部ミガキ。 密ζ］這程度の 良好 剤埴とも浅黄包 タ這赤色塗彩 霧子40

埋才国 穏福　43△ 内面口壕部核方向ミカ毛腐顧部以下左方向ケズ㌔ 廃捻む）

P（β21 SI71 弥生土器 翌ウ 外面ド｝形スタノブ文2段以Lに遠さつる。 密（2ぽ程度の 良u 内タ睡kも浅腕登 頴ぷ
箆ま．L冠 内面ケズリ。 砂粒含む｝ 色。

Po322 S夏7］ 籟生⊥器 箋 口径　Mgx 外面ヨコナデ。葺疏媛、 冨（1磁蓉度の 良好 内外面こもζ莞黄色。 欝子37
埋土⊥髪 R鑛　38△ 内面ヨコナテ。肩部以Fケスソ。 が捻む

Po323 SI7］ 〉醗ζ 刻蕎 器高　］35△ 外函餌部～中位麹いヨコハケ◇以下斜方向ハケ。 畜（2該程凌の 蝕］ 離塙ともにぶ債 外菌スス廿ぶ 霧子茎3

堰」．．鴻 最大径25G▽ 内面后部指抑さえ。以下右ゐ向ケズ戊。 砂㌶含む／ 費色。

P（β24 SI71 師緩 直口晶 器高　46△ 外藤」縦1いヨコハケ。 密（1践程度の 艮灯 1勺外面こも燈鉱 外藤ス川遠。 諺子42

愛止嶺 裁大櫨口＞z 内面肩部指揮さえ。以下左方る］ケズ1ノ。 砂産倉む

Po32§ SI71 弥生上登 鼓形器台 妻謬　44△ 外面筒部ミカキ。別台鮪ヨコナテ。 箋ξご程度の 良好 円タ面ともにふい貞 タ固弓色塗彩、 舞予36

駕⊥L瀦 底径至46ダ 内面筒部ケズリ。下ネヨコナテぐ 砂麺合む〕 澄色、

Po326 SIア1 弥生．L器 高杯 器高　45△ 内外藏ともナデ。借部面取玩 密ぽ滋馨農の 良好 内タ函とも爵毎。 夕塙！雨面赤色冷 欝穆1
埋土L層 砂紗sぴ 彩。

Po32ア SI了2 弥生土器 箋 口径133＞く 外恒口綾部3条］z行謬文c嚢部タテハケ。肩部刺突 密（3斑程度の 良好 酎閤ともiこぶい凌 タ醸ススイ践。 霧子51

埋L上層 器轟152△ 文。以下タテミガキ， 珍含む］ 黄色。

最大田詞｝ン 内扇口ぽ部ヨコナテ。頴諸ミガキ。資部以下⊥方向ケ
ズリ。

Po328 SI72 弥生」器 琵 日径　］40X 外面日該部4条干行諺文。蒙部ナ九薦部詞突文。 宿ぽ鱗程度の 良好 夕懸にぶい縫色。 タ国スス｛冷。 厨子48
埋土」亘 器緒　59△ β蛭淘該魏ナテ。箪部ミカキ。眉部左方向ケズリ、 碗捻む） 内画韻色。

Po329 S夏72 弥生⊥器 翌 日径140x 賄摘ともヨコアデ。 密（2口」灯の 則］ 内外面とも浅黄穫 内夕樋赤色塗紘 霧子46

PI納 器高　22△ 砂紅含む］ 色。

Po330 SI72 弥白頴 直日姦 器高　10G△ 外面嚢部タテハケ。厨部ミガキ◇ 密｛1～2澱大 良好 内外醸ともにふい｛芙 タ蠣内面蓼部赤色 法子52
漫土」葱 内面頴部指押さえ。肩部左別司ケスリc の砂粒含む） 黄燈色。 冷彩。

P（毒31 SI72 蘇生．L器 馨部 器高　32△ タ国4条以v凹綾 畜 良好 酎厄とも｛鑛鮎 外箇赤色塗彩。 籔子47
恒土L層 内欝ミガ主

Po332 SI72 L葡器 杯 器高　23△ 外面アテ， 審 艮好 内夕麟こも1螢起 タ櫛赤色惚紘 厨子50
堤上⊥層 底督　70）ζ 内面ケズリ後アテ。

Po333 SI？2 弥生⊥2琴 底部 饗高　28△ 外面唇部タテミガキ。底部ナテ。 冨（1田程度の 良好 夕面にぶい黄援乞、 タ国ススイ惰。 饗子49
攻⊥上梱 底径　4詠 内顛上加司ケズリ。 砂粒含む） 内1簸灰色。

P（脳 SI了3 弦生上器 箋 日径］78× 外衝日猪部8条干行沈隷。諮部ヨコナテ。 畜 良好 酎厨ごもにぶい飼 タ懸スス《楊。 薮本87
埋土中 2撃高　38△ 内灘］縁部ヨコナデ。屈曲部以下左万病ケズリ。 橿色。

PO335 SI73 弥生上器 琵 日径160X 外面臼縁部4条］z行ん竃頚部ヨコァデ。 宙 艮好 内外面ともにぶい員 タ顯スス｛精。 緋・84
埋⊥上層 器高　33△ 内面〔塚昂ヨコナテ。櫨ll部以下左方向ケスリ。 燈色。

1）0336 S夏73 弥窪土器 箋 日径　15GX 外面ヨコナデ、 密 良好 内タ緬とも貞燈～灰 タ瀬ススW蕎 竣木85
埋」刈 器高　40△ 内面口該藻ヨコナデさ屈団部以下左方向ケズ㌔ 黄詞色。

P（β37 S問 弥生土器 彩 ロ径　124W タ鰯日藷部蓬灸干行庇諺。頴部ヨコァテ。 憲 良好 内外面ともiこぶい浅 タ懸スス汀着。 緩本額

P納 器為　35△ 内面講豪部ヨコナデ。屈鎗部以下左方向ケスリ． 員色。

Po338 SI73 奪生克器 翌 口径　132＞ζ タ塙ヨコナテ。 畜 良好 内タ塙ともiこぶいぼ タ樋東幾 亥不路
埋主甲 器高　36△ 内面臼該部ヨコナデ。屈自｛固以下右方向ケスリG 貞登色。

Po339 SI74 弥生」器 賓 日径17］ 外面〔i縁部1G条の乎徹之謬。絹部，麦杁文。以下ナデ。 雀 良好 内タ懸とがこぶい黄 夕瀬スス打扇。 竣木69
昆土．し易 §縞王04△ 内百口縁部ヨコナデ。屈曲部以下左方向ケズ：パ 浸色。

Po謎o SI74 弥生土器 翌 日径2G　2玄 外面日縫部9条工行沈紗後ナテ箒頚部ヨコナデ。 畜 麟∫ 内タ函ともにぶい多 タ樋ススイ了苔。 鋤・61
埋土中 2諺　50△ 内衝ヨコァテ。 餐色、

Pψ鵬 SI74 弥生．L器 逐 ロ径236X 外颪摩麹66条下行㌦線。嚢部ヨコナデ夢 富 良好 泣領ともにぶい黄 外菌ススイ搭。 鋤こ65
埋ゴー中 器高　46△ 内面灘縁部ヨコナテ。屈由部以下左方向ケズリ。 澄～灰芦褐色。

PO閲2 SI74 弥生土器 逐 日径156× タ恒口弩諭多条化しだF行沈線一部ナデ泊し。蓼部ヨ 富｛2蟹以下の 良好 内タ面ともにぶ漬 陸治外面ススイ丁 綾緬o
超土中 簿高　§0△ 　、　　〔

Rアフ＾ 醗捻む1 ↓登色、 着、

P（ぷ3 S正74 ％、生輻器 彩 ロ径　166ン 外面干行洗線後アデ。頭部ヨコナデ。 害（］ぽ以下の 良好 劫瀬ともにぶい黄 該不66
埋土．蜴 器高　34△ 内而雛昧部ヨコナデ。盟曲部以下左方向ケスリ。 砂桂含む／ 穫包

P（ぷ4 SI74 尚、生土器 餐 口径　100X 外灘ヨコナテ。 蜜 良好 内タ這ともこぶ横 内外麹とも赤色塗 熟本68
埋土虚 器高　35△ 内面口該部ヨコァテ。肩部以下ケスリ。 餐色 彩。

P〔β45 SI74 弥生土器 閤部 外爾沈線1漂こ貝殻膨豪による刻突文。 音 良好 内夕極ともにぶい讃 綾不67
堤土中 内面ケズリ、 色。

Po346 SI74 弥亙土器 騨ム
ｼず口 器高　58△ 内タ繭ともハケ目後ナテ。 宿 良好 内外面とも戊哀痘 的タ醸赤色塗彩。 綾不63

旭土⊥屑 底部径126〆 皇
Po347 SI75 弥生」，器 皇 日径　164又 外面〔i縁部蚕騒の大きな波状文。麺冨ヨコナテ。 密 良好 灘順こぷこぶい燈 タ団ト部及び内藤口 漬水75

胆L」層 器高　100△ 内面口縁諸～頚部ヨコナデ。以下左方向ケズリ。 色。 縁己赫乞塗彩。

Po348 S工75 弥生上器 曇 日径148メ 外爾日縁部乱れた芋行，麟夕後一部ナデ池し。眉部＾暫予 密 良好 外面題ヲ艶。 内薗攣誌 清紅弓
堤．し場 器高　83△ 沈蒙波杁文， 内面縫怠

内面日縁部～頚部横方郷ミカキ。眉部左方向ケズ1ノ。

P（ぷ9 SI75 弥止上器 箋 口径262〆 タ極日該部多条化した了行洗諺。頚部アテ。 密 良好 内外面とも療褐包 夕瀬二次的1こヌ踏。 x詠69
埋上履 器高　50△ ㈲口露縁部ヨコナデ。居曲都以下左ノ元向ケズリ、 内面スス廿蕎

P（β5G S正？5 難鑑⊥器 亘 口径150X 外面口縁都9灸平行沈纂霧部ヨコナテ◇肩部貝殻腹 完 良好 離這とがこぶ・漬 霧溺楓堅斑． 箔水85
児L上鰻 器高113△ 該による廟突文。以下斜方向ハケ目。 燈包。

内面口蓉部～頚部ヨコナテ。肩部左方向ケズリ。

PO35］ S夏75 露生土器 盤 日径　］54ノ、 夕恒演緕部3条凹隷。頚部タテミガ吉、 畜 蝕7 酎厄とも覆色。 ，毒水8G

埋土ヒ層 器高　］23△ 内面口縁部ヨコナデ。頚藻ケズリ伝ナテ。以下ケズ1パ

Po352 SI？5 弥虻⊥器 丘 ロ径2G　6X 外面日縁謡多灸化した干行沈怠頴部ヨコァデ。 密 良好 内タ檀ともにぶい黄 内外諺色熔彩。 ］鯨67
饗土上冤 器高　75△ 内函臼該部ヨコナデ．頸部左方向ケズリ。 燈色。

Po3田 S正75 弥生⊥器 遂 日径238X 外鰍ま日綾部9条以上の一ε行庇線後、下揚ヨコナデ泊 釜 良好 内外面ともにぶい貞 松本63
坦⊥由 器高　7］△ し。頚部ヨコナテ。 霞色，

笠見第3邊跡出土土製品観察表（］0）
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笠見第3遺跡出ゴニ土製品観察表

遺物香琴 遺藩地9
w位名 箆攣

智　劾ぎば　　　医 ～去窟ロ｝ 丁　法　｛　の　苧　徴 計　　上 焼成 色　　謬 楊　　考 緯猪香号

Po3ぶ SI75

叝繩
副．L器 逐 口径208ン

崧宦@65△
外函口該部多灸化した浮了沈霧。頚己アテ。

燒ﾊナテ。

富 良好 内タ宙にもにぶい羨
ｻ艶、

タ樋化珪ぶ 冶栢8

Po355 SI75

�ﾛ上揚
新註器 護 扉壬22θ＼く

?_　58△
外面口縁部9条干Z了己診。眉諸ミガキ．

熾S日忌部滋方向ミ万キ。鳳4i慈以下左方向ケズち
蟹 艮好 内夕懸とも捲色。 ］縁87

Po356 SI75 り＆」五 姦 器藏　34△ タ繍轟整不舅，
v欝蒙部ヨコケズリc穿孔はいずれも内面→外菌。

畜 良如 内夕栖ともにふい糞

ﾖ色、

内タ峯薗灘ヒ顔著。 訟斑3

PO357 SI？5

@土．磁
玄生土器 蘂 日径　］56．・

Q縞　45△
外口口芸部多条化したく宿L譲。頚部ナテ◎

燔I口蓉部ヨコナテc屈由部以下左ヌ前ケスち

亮 良好 内外面ζも注員霞
F。

夕隔スス廿蕎 漬水64

Po35S SI75

冝v中
弥見u蠕 箋 口径　］53↓イ

寘a@56△
外面にロペ部に7釜以上の丁行，』線後、衙霧をヨコァ

f1日し。馨部～ヨ部ヨニナテ◇内i鰍ま閤蔀ヨコケズ
閨A頴部～臼絃部ヨコナテ、

畜 良好 内タ塙どぷこぶい黄
｢色。

外醜こスス廿る。 訟縄±

Po359 SI75

Z函
障生よ器 箋 日径280×

峵{　86△
外励ま16条以上の予行IL綾後、．ヒ嵩をヨコァテ冶し。

z部～屑謡ヨコナテ後、影部．ご録こ1G条以⊥の波杁文．

燒ﾊは閤鴛～頚部下呂まヨコケズリ、頭紅む参かっ口
Y部ヨコァテ。

嘉 良好 内薗｛鑓ヲ拒。

O鰍壌色。

内外醸こ：情あり。 法蒋o

P（惑60 SI75 箔生上巴 彩 日径196、く

淸ﾑ1］7△
タ纐はロ該部に7条以上のア行己該後、ト堤をヨコァ
f泊し。腸部ヨコハケ後、頚昂までヨコナテ。

笛 良好 齢頭とかこぶい鼓
~～パ雛．

齢遠にスス1靖∨ 訟AS2

P◎36］ s王75

?y上琴〉

ぴ窪上器 甕 日径　156×

�ﾈ　118△
ｻ太径200x

外面日芯記多条化した筆行沈舞。繕部浪状文　乱れた
ｱ行，宏線、

燒ﾊ鷲縁部ヨコァテ。縁鐡品以下右方向ケズ］ノ。

密 滋／ 酎画ζぷこぶ橿 タ閲ス川掩。 荷栢6

Po362 SI？5

?y⊥縁

剃一土器 逐 口径］go／
峵~　］06△

外恒灘縁部7条干行沈線。扇灘鋒杁工只による詞突文◇
燒ﾊ［］縁部ヨコァデ、居田1部以ド左方向ケズパ

密 蝕w 紗雨ともにぶい黄
ﾝ色、

タ醸ス環靖。 ‘瀦83

Po363 SI75

搶縺ﾛ溺
弥生v器 甕 仁ほ　170×

寘a@37△
ク鰯仁檬部9条干行（え蒜頚部ナテ円形鷲し。
熹沍精助買?Rナテ。屈曲部以下ケズリ

冨 良好 内外藤とも覆色。 酎ト面赤色塗ゑ ぎ姦水82

Po364 s三75

P穣

弥㌣上器 褻 口径16⑪X
崧M　38△

外1苗は臼濠部U条以上のマ行↓L綾後、爾蟻をヨコナテ

曹ｵ．頴部ヨコナデ。内箇は逼部下㌔ヨコケズリ、頴

wL半から臼縁邸ヨコナテ。

密 艮好 内夕面と題囹色。 内タ蟻ともスス廿

h
松本67

Po365 SI？5 弥u．器 皇 日径］58※

寘a@46△
タ幅i日縁部に8条以上の子行ん線乞、⊥惑部をヨコナ
f泊し。談部ヨコナデ。内函ぽ図部ヨコケズリ、頚部ヨコミガキ、口弩部ヨコナテc

審 良好 内外面とも浅黄鐙
F。

酎面iこ竪斑あ把
O画こる絶。化組
�h肴。

松本65

Po366 SI75

酷y上層
弥生」器 蜜 臼径　170，き

墲ﾚ　33△
外面臼該部多条化しだ夢行溶綾。類部アデ。

燒ﾊ露縁部ヨコナデ。鹿蜜部以下左方向ケズ1お

亮 艮好 内外面とも逗黄榎
F。

目謬部外面スス］∫
f。

漬水66

Po36フ SI75

P溺

弥生土誇 箋 口径232λノ

寘a@74△
外面は口綬部に6条の干行穆。腐部～頚部はヨコナ
f。髭部L裟には右」がウのキザミ臼．内面は騨部～
o部下｝一ヨコケズゾ頚部上ヂから麟ξ部ヨコァ乞

畜 滋」 内タ演ともにぶい黄
武F，

内外面ともスス分

ｭ
松本68

Po368 SI7§

搏y上層
勇在土器 箋 日径205＞～

岦ﾞ　詞△
外譲碩‡詩釘灸P行己線。頚部ヨコナデ葺

燒ﾊ日縁品ヨコナデ夢屈譲爵以下左方向ケズリ。
やや報｛1～2

国蛯ﾌ砂登含
ｪ

良好 ｝⑰福とも黄蓬鉱 漬水閲

P（β69 SI75

?y腐
弥生土器 箋 口径　］48X

崧宦@70△
外面雛該都4条凹教。肩部タテハケ。以下ヨコハケ。
燒ﾊ羅緕部ヨコナデ。屈曲部以下ケズリ後ヨコハケ。

密 良好 醇随とも濠色。 タ塙スス少瀦情。 漬水68

Po37G SI？5

_土⊥層

勇在已器 箋 日径256×
寘a@53△

外図壕㍉部9条干行漉線。頚部ナテc
燗｡驚縁論裟万同ミガキ。屈固㍉以下左方何ケズ1ん

宕 良9 内夕領ζも綬観 冶水65

P（β？1 SI75

?y上閤
弥生工器 褒 口径］86六

寘a@臼△
タ瀬鎖縁部多条化した’ト行ゴ』ぷ。畑部ナテ。

燒ﾊ口該部ヨコナテ。屈麟部以下左方向ケズリ。

蜜 顕］ 内外面ともにぶい銭
ｺ色，

口縁部外1翁スス｛」

?B
Y詠57

Po3？2 SI75 弥生上器 餐 日径158×
寘a@47△

外統ま日縁都こ16条の下行λ霧。頚都ヨコアテ，

燒ﾊは頚頴下事ヨコケズリ、頚部上上～日録部ヨコア
f亀

やや宙 やや

ｯ好
内外面とがこぶ畷
ｫ色。

外刷こEξ竈とスス付

?B

松本88

Po373 SI75

пﾛ上層
弥生⊥器 餐 日径226X

寘a@61△
外面口霧都子行沈謬。如部ナテ。
w勺面日該部ヨコナデ。屈曲ぷ以一礒三ノ荊ケズリ、

密 良好 内タ掴とも袴蛭 清水59

Po374 S《75 協生⊥器 滋 鵠…166y
寘a@61△

多師は日該部6条以上の］三行漉蒙後、L搭をヨコナデ
曹ｵ。頚部～賜部ヨコァテ。内｛面ま羅部ヨコケズリ。

�買?Rヘラミガキ。日該部ヨコナデ。

密 艮好 内面燈毎。

O面明褐色。

内外面スス1援。

^逗赤彩あり、
訟本72

Po375 SI？5

D土⊥騒

弥ξL土器 箋 日径　180x
距w　54△

外薗臼該蔀多条化した干行駕該。

燒ﾊ臼縁部核方向ミ刀ギ。屈田部以下右方向ケズリ〉

畜 爽好 内夕摘とも浅黄覆
F。

夕塙スス｛城、 漬水63

Po376 SI75 弥丘L器 箋 口径　193×

寘a@50△
外斑ま日縁部iこ9灸以まこの‘F行洗怠影部～頚部ヨコ

iデ、

熾?匀藷sヨコァテ。頚部以下ケズぶ

やや桓 やや

s良
内灘こぶい黄捻舷
^櫛男黄宿仁．

内面とく1こ目化鯵
ｭ鳥整不｛毒。

桧桑76

Po377 SI75

?y⊥層

弥乏L土器 箋 日径　182～（

寘a@45△
外面口該部5灸干行沈譲。頴部ナテ。

燗｡臼縁部ヨコナテ。

蜜 良好 タ極赤褐色。

燒ﾊ員億色。

碕水70

Po378 SI7§

?y．L扇

弥生上器 小…賎i ロ径　］16タ

岦禔@75△
外藤口綾部3灸乍行洗隷。眉蓄タテミカそ。

煖ﾛ日縁部ヨコァテ。屈曲部以下左方向ケズリ後ナ
f。一諮旨押さえ。

宅 良好 タ甑にぶい謬色。

燗蛯ｱふい刻艶、

タ面スス｛掻。 漬承73

Po3？9 SI75

?y上層
弥生と器 甕 日径　］88X

寘a@114△
外面口縁部波杁文後上下ナデ冶し。肩部¶二行療泉　波

�ｶ。

燒ﾊ臼縁部ヨコフーテ。屈曲部以下右方向ケズリc

畜 良蟹 内夕凪とぷこぶ逼
汾F、

外面スス多晶｛掻。 f渉89

Po380 SI75 嫁生．L器 甕 口琵　1？2ン、

寘a@70△
外面はど1縁部に鴛条の波杁文｛灸、向揚をヨコナデ冶

ｵ。灘部～㊧部ヨコァデ。内面は頸鴛下牛ヨコケス
閨Aゑ部⊥半～口縁謡ヨコナデ後、ヘラミガキ。

窟 良好 内タ塙iとぷこぶい黄

ｨ～駆色．

夕価スス｛揚。内面F萎ぐ斑あり。

訟本8］

Po38王 SI75 弥生上器 望 日径　145

寘a@88△
外百は口縁部に8～10上の波ぴ文Z亥、同爵部をヨコナ

e。下捲口整に工具使用。頚部～騰部ヨコアデ、瞬部
qぶ織ま2段の羨杁文、

やや畜 やや

ﾇ好
内面浅蓑澄も、

^瀬頁穏～望鵜鶴

内夕函スス｛掻。 松本92

Po382 SI75

пﾛ」溺

弥生土器 褻 口径］6ぱ
寘a@45△

外面［］琴部細かい汲杁文f受⊥下アデ泊し。褒部ヨコナ

e◇

燒ﾊ口謬部ヨコナテ。屈3麟以下ケズリ、

畜 良好 タ揃1こぶい黄綴色。

熾Sにぶい鐙翫

タ緬スス］憶。 ↓鯨84

Po383 S夏75 弥生L器 箋 日径125
f薦219
鼬a　28
?l田78

外藤は口琴謡に5条以上の下行洗繹後、中央付近を弦
ｭヨコナデ㊦し。底部～鐸部罫輻タテハケ。閤部上霧

ﾌ指擦さえを申央～上惑のヨコヘラミカキが一部泊
氏B詣押えの上方に8条以Lの波状文看鏡部ヨコナデ。

煖ﾛは扇部下上底部寄りをタテケズリ、頚部下十まで
?Rケズリ。蓼部⊥ネ～口綾部をヨコナテ。

密 艮好 内外面ともにぶい芦
武F。

齢領ススイ“。 松本91

Po384 SI75

пv」溺
弥生土器 餐 日径172X

寘a@47△
外百口縁部波杁文後上嵩ナテ泊し。頚部ナテ。

o擁拍縁部ヨコナデ。屈菌ば以Fケズリ。
やや譲（1～2

F大の砂粒含
ﾞ）

良好 酎画iとも掲灰絃 タ悩スス倍ぎ。 惰水8］

笠見第3遣跡出土土製品観察表（1刊
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遺物番号
遺楢・地区

ｱ位名 穫頚 器慈 法星ζcm） 手　法　上　の　彩　徴 飴　　土 焼成 色　　謬 信　　考 実涙猪醤号

Po385 SI75 弥生土器 逐 日径20．0※

寘a@5．4△
外面は口縁部に10条以上の波」メこ文後、菌損をヨコナデ

ﾁし、頚部ヨコナデ、
熾cは蒙部下半ヨコケズリc上半～臼縁部ヨコナデ◇

密 良好 内夕瀬ともにぶい黄

普`黒褐色。

夕顯スス付姦 松本85

P（β86 SI75

?y」二尋

日考；生土器 甕 購径18．2ξii

寘a@6．2△

外面臼ヨ部多翻ヒした平行沈譲。．因三ナデ消し。

燗｡鷲ス部ヨコナデc屈印部以下左方向ケズリ。

密 良好 内タ瀬ともにぶい黄
盗竅B

外面スス付蒼。 滋水62

Po387 SI75 弥生土器 箋 日径　18．G※

寘a@5．G△

外面は全体iこヨコナデ。内面は頚部下半ヨコケズリ、

o部上半～口裟部ヨコナ苦

やや密 やや

ﾇ好
泣瀬iともにぶい黄
?`黒色。

外欝スス付着。内外松本路

ﾊ恩踵む、　　1
Po388 SI75 土師器？ 箋 日径　17．ぷ

崧?@8．］△

抄逗ともヨコナデ。 密 良好 ｛樋明黄ネ絶。タ瀬

ﾉぶい黄§絶。

内外醗こ看色の化鍵

y塗布
松本69

Po389 SIア5

?y上鯵

弥生土器 箋 日径19．繰
寘a@5．6△

外翻赫向ミガキ。
燒ﾊ口署当ミガキ。屈藏部以下左方向ケズ1ぶ

密 良好 内外面ともiこぶい黄

ｨ～灰黄簿怠

タ懸スス付着。 清水56

Po390 SI75

?y中

爵；生土器 箋 日径　15．4※

寘a@4．G△
外簡は日縁部下措と頚部を一連のヨコナデ。内扇はヨ
Rナデ後、ヘラミガキ、

密 蝕子 内面簿灰パこぶい黄
ｴ色。

^函褐灰色。

松本ア9

PO391 SI75

?y中

弥生土器 箋 日径　18．7※

ﾜ縞　5．1△

外廊ま日該部に6条以上の平行沈線後、全俸をヨコナ
f消し。

熏Pは影部～頴部下半ヨコケズリ、頚諸上半～日縁部
?Rナデ。

密 良好 内灘こぶい黄惑包

O灘鱗褐観
離塙スス付姦 松本75

Po392 SI75 諮；生土器 望 口径　16．8※

寘a@5．0△

内外面とも艮化頚著、謬整不関。 やや縫 やや

s良
内タ鰯ともにぶい黄
ｨ色。

内外灘こスス付蕎 松本83

Po393 SI75 弥生土器 彩 器高　］1，9△

ﾅ大径23、§

外喬ま眉部ナナメハケ後、頴部寄りをヨコナデ。緩部
辮唐ﾉは6～9条の灘］こ文。

燒ﾊは鯛部ヨコケズリ、頚部ヨコナデ。

やや密 やや

ﾇ好
内タ這ともにぶい黄
I艶，

内外砲こスス付私

[摘iこ赤褐色司斑
y塗布。

松本9

Po3鰻 SI75

?y上藝
弥生土器 箋羅部 器高　6．2△ 外面肩部渋状文・平行沈線後一部タテミガキ治

燒ﾊ肩溺ケズリ、

密 良好 内タ瀬とも蔭赤褐
F。

外爾スス付蕎 清水90

Po395 SI75 弥生土器 底部 2縞　5．7
鼬a　3．9

外面タテハケ。底部外面ヘラケズリ。内面タテケズ）お 宏 良好 内外函とも1こぶい黄
ﾔ｛互。

内タ瀬スス付着。外

ﾕ黒斑あ鵜

松本旬

Po396 SI75

?y中
弥生土器 登底部 器高　4．1△

鼬a　7．6※
外面はタテヘラミガキ。底部外面はナデc
燗蛯ﾜタテケズリ。

密 良好 内タ醸ともiこぶい黄

武F。

外面に黒斑あ参。 松本66

Po397 SI75

?y中
弥生土器 茎 器高　4、4△

鼬a　4．3※

外面タテハケ後、ヘラミガキ。底部外面ナデ。

且¥タテケズリ。

密 良好 内夕函とも1こぶい黄

ｸ顧
松本78

Po398 SI75

?y上層

弥生土器 底部 器高　2．5△

鼬a　6．4※

夕極麟部タテミガキ。褒部ナデ。

燗｡ケズ鬼
密 良好 外商艶。

煢窒ｱぶい謬絶。

タ極沫色塗彩。 清水？9

Po399 SI75

?y上壕

弥生土器 縛部 器高　3、4△

鼬a　9．8※

外面ヨコナデ。

燗｡底藷Sミ　ガキo　鐸部ヨコナデ蚕

密 蝕《 内外面とぷこぶい黄
D色。

漬水78

P（メGO SI75

ю�繿

弥生土器 輿部 器高　2．7△

鼬a　7．9

タ緬ヨコナデ。

燒ﾊ底都ケズリ後ナデ。郵部ヨコナデ。

密 蝕壬 外陣こぶ暢鉱
燻?謳F。

清水7？

P（泣G1 SI？5 弥生土器 器台

繿苺

日径三3、7※

寘a@5．4△

外1葡は口縁灘こ4条の平行隷。頚部ヨコナデ。

燒ﾊは口縁部から蒙部ヨコナデ後、頴部ヘラミガキ。

箸 良好 内外面にぶい黄桓
F。

内外灘こ｝話釧織
y塗布。

松本73

Po4G2 SI75 日姓土器 箋 器姦　4．7△ 外面は［茸裟部に3条以上の平行沈慈後、中央付近をヨ

Rナデ消し、頴部ヨコナデ。

燒ﾊヨコナデ。

蜜 蝕董 内タ頂とも浅黄餐
F。

外砲こ黒斑あり。内
[塙風化進む、

松本89

Po403 SI？5

?yウ
弥生土器 器台 器藏　8．3△

ﾚ呈］3．7※
外面は筒部から繕部タテヘラミガキ、鐸謡8条の平行
ｾ漂後、ナデ。

燒ﾊは筒部シボリ目、紘紗～鐸都まヨコケズリ。

密 良好 旬這とも明褐～1こ

ﾔい茜艶。
外面に赤彩あ把 松本74

P（淫（キ1 SI75

?y上層

弥生土器 鼓形器台 2縞　6＆△
鼬a　12．0※

外面筒部貝殻顔該による羽状文。舞台部多灸化した平

s沈畿
煢T上台部～筒部ヨコナデ。霧台部ケズ1ち揚部ナデ。

密 良好 憎厨ともにぶい燈
F。

外面・内函．始部赤
F塗彩。

ぷ・水88

P（〉委05 SI75

?y上頴

勇；生土器 鼓形器台 器高　4，1△

P薪i15，6※

外面ヨコナデ．

燒ﾊケズリ．蟻部ナデ、

密 良好 内タ瀬ともにぶし或

P鉋、

外面赤色塗彩。 翻ミ溺

P（※路 SI75 弥生土器 蓋 仁1径　13．7

寘a@6，2
ﾅ径　6。8

外面iま全体にヨコナデ後、つまみ蓄摺面を指押さえ◇

熨?ﾍ上半ヨコナデ後、全体を不定ナデ。日縁揚部を
yくヘラケズリ。

密 良好 内外面とも浅黄～iこ

ﾔい黄色。

内タ緬に黒斑あ］戊。 松本87

Pぴ10ア SI75 訪；生こヒ器 小壷 器高　4，2△

ﾅ大衙2．3※

外面は摺部中央の突帯をはさんで上下にスタンプ文◇

煢窒ﾍヨコケズリ後ナデ、

やや紐 やや

s良

内欝i翼黄宿色、

^塙浅捲治。

内タ懸鼠化i蒙著。 松本94

P㎡08 SI77

?y中
弥生土器 箋 口径　14．5※

Q訂寡　2．3△
外溺昂蒙部瘡凹縁
煖ﾛ口忌晶ヨコナデ。屈閲部以下右方向ケズリ。

密（］～2鰻大
ﾌ砂登含む〕

良好 内タ瀬ともiこぶい黄

巨F、

タ極スス付蕎 山本ひ93

Po409 SI77

?y中

弥生養二器 著 口径　王了、2※

寘a@4．1△
外面自該1部8条平行沈線。頚部ナデ。

燒ﾊ臼縁部ヨコナデ◇屈団部以下左方向ケズ）元。

密（1鰯以下の
ｻ稜含む）

鯨子 内外藤ともにぶい澄
F。

タ塙スス1掻。 莚1奉ひ95

P（舟0 S工77

o11内

弥生土器 箋 踊…］1．0※

峵{　2．9△

外函臼該部9灸三｝三行1檬。

燻恪P該部ヨコナデ。

蜜（三泣大の砂
ｱ含む！

良好 内外醸とも淡黄皇 窪1本ひ96

P（泣］1 SIア7

逑y中
弥生土器 箋 ロ径15．0※

寘a@1．7△

内タ麟ともヨコナデ。 密｛1己以下の
ｻ登含む）

良好 内タ函ともi頑色。 タ極黒抵 麟ζひ97

P（刈2 SI77

?y擁］

弥生土器 詞部 器高　5．3△
黶o壬乏4．8※

外面篇部ヨコナデ。1雛殼総条平行沈隷。
燒ﾊ鋳曲ケズリ。溺絹部ヨコナデ。

密｛2訟以下の
ｻ粒含も〕

良好 防頓とも萱鶴 山本ひ94

Po4］3 SI79

?c
弥生土器 箋 口径鍾．5※

崧?4．G△
鼬a　5．4

外面口該部平行沈縫後ナデ消し。蒙部～底部ヨコナデ

繝~ガキ。底面ナデ。

燒ﾊ口縁部～蒙鐸ヨコナデ。肩部～ケズリ◇胴部～底
買Pズ瞬受ナデ、

宕（砂麓含む） 良好 内夕塙とも黄縫色。 外面、内駈霞部赤
F塗彩。

蒙木58

Po幻4 S抽
?y上壕

弥生土器 壷日縁部 こ隆16．0※

寘a@6．5△
外面口縁部に平行沈線後一部ナデ消しQ
燒ﾊ口縁部ヨコナデ、頚部ヨコミガキ、以下ケズ1㍉

密｛2斑以下の
ﾁξ多く含む）

良好 外醗燈法
燒ﾊ緋登～黄灰色

U体く1四

P（沮5 SI79

?y上騒

土師器 壼目縁～裟 日径19．o※

寘a@ア．2△

外面ヨコナデ

燒ﾊ灘縁～頚晶ヨコナデ、以下ケズリc
密｛2泣以下の
ｻ粒多く含む）

良好 内タ瀬磯登包 内灘こ頴部成彩聾の

Vボリ屋見られる

山本く125

Po416 SI79

ｰ面
弥生土器 箋 こほ2］．0※

寘bR3．5△
鼬a　5．5

外面口’F稲5～6条の平行沈線後ナデ溝し。頚部ヨコ
iデ。肩部刻み目文。窟品～摘部ナデ、顔部～底面タ

eミガキ。
燒ﾊ日該部～頚部ヨコナデ。肩部以下ケズ’〕。

密（1聰大の砂

ﾖ含む1
やや 功懸とも黄燈鋲 タ領赤色塗彩。タ瀬

?Uスス付着。

P部～底面黒斑付
?B

綾木59

Po417 SI79

¥土上層

摺；生土器 小型菱 口径　13．4

寘a@15．1

外衡日該節こ箆畜気昧の暫了沈線、頚部ヨコナデ、眉
蝿ﾈ下密なミガキ後「ノ］字状文。

煢駐匀潤`頴部ヨコナデ、以下ケズリ。

密⑩，5コ以下

ﾌ砂粒少し含
ﾞ）

良好 外灘こぶい黄得色
煢窒ﾉぶい黄機色。

外面扉蒙⑫部．ヒ
ｼ、内醐㌶下半～
齒盾ｱスス付着。

｛1捧く129

P（刈8 SI79

?y上冒

弥生土器 小型箋 日径　］1．8

q高13．8
タ這口該部に平行沈緩
ｨ部iこ貝殻顔縁による「ノ」字状文◇

燗蜒R緩～頚部ヨコナデ、以下ケズリ後部分的に指頭
�T整。

密（1陵以下の

ｻ粒多く含翻

良好 内外1醸こぶい黄縫
F。

タ演

Xス⑰詣
11蔭く124

笠見第3遺跡出土土製品観察表（］2）
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遣物香宕
遣情姫ξ
ｦ位名 穏箏 器穆 ↓去登c部 ξ　法　上　の　箸　徹 も　　L 焼庇 色　　鳥 綾　　考 実湧者香号

P㎡19 SI79 弥生L器 箋口該 口径228× 外函日該藩C行漉蓉施文後ナテ泊し。口部に貝殻緩経 密弓惚以下の 艮好 外飾こふい負灰色。 夕瀬ス川磁。 山本く1］6

埋．L壌 ～腐部 器高　93△ によう「ノ」才杁丸 砂江少し含む／ 内繭叢灰色。

内藏口該部ヨコァテ、蓼部ヨコミガキ、以下ケズリ。

P（杜20 SI79 弥生躍 餐　購る 田…至38 外蘭ぎ蓑部にア行沈隷、眉部にヂ・㌧引き注線文、臆部 密ほロ以下の 良好 1勺瀬∫畷艶。 外欝スス廿ぶ 山本く更26

埋」⊥層 ～麟z 器詞　95△ 租いミガキ。 砂驚多く含むノ

内齎口縁部ヨコァテ、頭部ヨコミガキ、以下ケズ：パ

P（え21 SI79 ⊇経⊥器 茎　磯惑 雛径　182v 外面日該鍛ご「行止謬後一部ナテ泊し、眉部ヨコナ 畜パ瓢以下の 艮如 内外面焉色。 外面スス｛備。 山ムく122

珠欝 ～」瀦 器高　1G了△ テ、以下タテハケζやや唐或気味〕、 砂縫多く含む）

内箇日縁～頴部ヨコナテ、以下ケズ弘

Po422 SI79 弥生よ器 甕日多亥 田…180タ、 外面U縁～肩部ヨコナデ、喬部ヨコミカキc 密｛2綴以下の 良好 外部こふい赤褐色。 ｛］捧く1］8

埋土上揚 ～辱蒜 器蔑11＆△ 内面日浸～頚部ヨコミガ壬、以下ケスリ。 砂記多く含む） 内面這色、

P（壮23 SIア9 弥見」罷 箋日綾 日径142人 外面臼競ぷこ干行詫謬、 蜜（臆以下の 良好 外面黄灰色。 タ極スス｛揺。 山本く121

埋川謬 ～頚部 器高　37△ 内面白縁～頴孫ヨコァテ、以下ケス㍉ 撰洛く合ぴ 内函明提色。

P（蕗24 SI79 鐙土器 斑陸絃 1コ径　］46x 夕恒ナデ、 畜パ匂以下の 蝕ξ 内外喬こぶ・横燈～ タ画少湯のスス｛す 山本く］23

埋上上摺 ～屑蔀 器高　67△ 内蕩口弩～頚部ヨコナテ、以下ケスリ． 砂窒・多く含む／ 負灰色。 著、

P（遵25 SI79 弦鉱L器 逐 臨…懲3 外薗ぽ語己に干行ん蘂、后部に貝殻腹謬による「ノ］ 宙弓認以下の 良好 内外割援色． 外面ススf悩。 山本く］王9

埋⊥ヒ湯 ぴ誕 器高　53△ 亨杁文， 砂詫多く含む）

内扇口壕部ヨコァテ、頚謡ミカキ状のナデ、以下ケズ
l。

Po426 SI？9 弥ぴ上器 灘援i 底径128× タ糠葬雲隷ごト行夜熟 蜜（2ロ以下の 良好 内タ瀬図麟艶。 夕領惑鋲昧の赤色 山本く］27
樫L」．饗 裟部 器高　64△ 内懸替部ケズリ後～藷雛いミガそ 砂を多く含お 塗彩。髭納匡額に

塁砲ケズリ。 スス骨ぶ

P〈）427 S正80 弥刻．器 蓑 ぼ壬　］52× 外面ぽ舗1に閲紘 宕パ斑以下の 良好 内タ同芦亮伝 伊頴o
埋土⊥緕 礁湿 器高　30△ 内衝口暴部ヨコアデ、頚部ナテ、以下ハケ目。 碗移く含ぴ

P〔ぱ28 SI80 括生」一器 箋 目径1695 外面［］縁部に予行沈穆、頴部斜方向ハケ、以下タテハ 窟11斑以下の 良好 外部こぶい刻話。 外藏斜砲にスス 自曝83

疋ほ脅 民径　70X ケ、その後頚部から密なタテミカキ、肩部にパ突文。 砂荻少し含蓼 1禰涙侵色． 寧斑。

器蕩3G　95 内爵日縁部ヨコナテ、図部ヨコミカキ、詞借．七Lケズ
リ後タテミガキ、下方ケズ弓後埠いアテ。

P（込29 SI8G 弥見土器 菱　口繰 磁チ160x 外面臼絃～肩部ヨコナデ、腸都ハケ目。 密12澱以下の 良好 内夕栢滋詮。 内外薩鰺議気味。 1壕？7

埋上上易 ～耳瀦 器高125△ 内面口隷部ヨコナテ、頚～肩部ハケ後アデ、以下ケス 砂紅多く含む）
弓後ナテ。

P（∪3G SI8G 弥生．L器 琵仁曝 日径］52× 外面賑緕吝6にユ∫ミによる弦めのヨコナデ、藩部斜方何 吉（2斑以下の 良好 内外翻こぶい燈色、 夕緬肩部にスス　［茎ヲ 伊壼80

埋ヨ囹 ～》蕎 器高］3］△ ハケ自後ヨコナテ、以下タテミ刀キ◇ 砂縫多く含む） 斑。内而冒部に詣頭
内面日該～籏部ヨコナデ、以下ケズリ後ナテ。 圧浪。

P（漣31 SI80 弥生⊥器 彩ロ縁 ロ径208X 外面日該部に2条の凹纏、頚部ヨコァテ⊃ 密（1鵜以下の 灘∫ 内タ瀬1こぶい霞伝 内タ緬底或気陳、 ｛醇8王

埋L場 ～頴部 器高　臼△ 内百日昧㍉ヨコナテ、頴部ケス1川家ナデ。 醗紗し含む1

P（タ432 SI80 」胸二土器 彩離豪 口径　139ン、 外面口頚品に工異による蜴いヨコナデ、頴部ヨコナ 憲｛2頴以下の 艮好 内タ閲灰黄擢色， 伊悉74

埋L」疑 ～癒部 器高　荏9△ デ、以下タテハケ後ナテ。 砂登多く含が
内面臼縁論ヨコアテ、該部ヨコハケ後ナテ。

P（必33 SI8G 弥皇土器 箋口該 酪…15Gx 外面口録部に子行品綬。訂部ミガキご 賓は箆以下の 良好 内外翻こぶい鼓澄 タ面日縁下這、頷郎 イ癒71
畑土し昌 ～薦己 2稿515△ 内面口搭部ヨコナテ、嚢部欝なミカ⇒、以下ケズ1ぶ 媛沙し含む） 色。 ～薦部に里斑。

P醸34 SI§0 弥生．L器 翌灘昧 日径　］38× タ鱗口縁劔ごε行ユ隷。 害q磁以下の 良好 内外雨嬢蓬色。 外面ぴ蒙部スス廿 1癖78
埋己．璋 ～辱掃 器高　33△ 内田欝該部ヨコナデ、頚部以下ケズリ。 碗〉少し含む） 着、

Po435 SI80 膓姓士器 底ξc 底径　78 外百ナテ。 密（3斑以下の 良好 内外蛎ミ燈色、 タ極スス　竪斑、 伊壼76

M」密 器高　45△ i栢ケス1巌アテ。 続移く含か
Po436 SI80 弥生土器 底部 底径　70ラく 外面タテミ刀キ、底都ナテ。 石ぼ口以下の 上渕 外面擁託。内面灰 タ陣傲影のスス　響 伊葬75

塩L上禄 器高　52△ 内面ケズリ後ナテ。 砂粒多く含む） 黄包． 斑。

P（沽37 SI8G 弥生土器 影部 P箒　5］5△ 外藤ヨコミガ吉c溺弦部剖突による毒1杁文c 害パ斑以下の 良好 外面赤褐色。 9惨82

理L隠 1樋iケズリ後ナテ。 砂戎少し含む、 内薗灰黄色。

Po438 s夏8G ⊥王 長径　37 輻控ね整形、 密 蝕f 浅擁絶． ふくえ83

埋止」繕 短径　345
穴径　G7

P（レ439 SI87 弦鱈器 箋 1三径　15gx 外蓄日該部3灸干行ん線、頴晶ナテs 亮｛已以下の 良灯 酎面とぷこぶい蓑 夕纐ス刈滅。 芝日161

別ヒ該 器尚　35△ 内函日該部ヨコナテ◇屈団部以下左⊥ゐ泊ケス1㌧ 砂粒含む！ 掻色。

P〔μ40 SI88 弥生士器 逐 臼径　152x タL匝日浸部3条筆ZT沈塚。泡音タテミカキ、 畜はざ馨度の 蝕イ 防函とぷこぶい浅 康譜外苗スス廿 芝田60
迎上⊥層 器畜　45△ 内藤田縁部ヨコナデ。屈漣苓以下左上力屑ケズリ。 砂粒含む｝ 数宿色。 顧

P（沽41 SI88 勇胤上器 琵 口径　128〆 外面臼蒙部4灸｝－Zテ沈綜コ以下ナテ。 密パぴ以下の 蝕： 内タ面ともにふいぶ 芝田58

珂．L上餐 器符　23△ 内面口冷部ヨコァテ。羅iき］部以下左方阿ケズリ◇ 瞬z含蓼 搭色，

P砲2 SI88 首工」器 箋 n径　］9弓× 外面日綜部2灸［繋ぶ以下ヨコァテ〉 宕｛1ぽ以下の やや 内外簡ともi．ぷい黄 芝田59

埋エ上饗 器高　27△ 内藺日縁都ヨコナデ。屑滋ぷ以下ケス1パ 砂粒含む） 不良 痘舷
P（）勾3 SI82 妨、生．L器 翌 日径主60× 外百日縞鰯7灸千行沈謬。頚部ヨコナテ。肩が列突文。 嘉泌粒含む｝ 艮好 内タ瀬とも］艶。 陸ξ7蓬

壇し上溺 3認　79△ 内面口縁誌～頴毯ヨコナテ、篇都以下ケズリ、

P〔刈44 SI82 蘇生L器 箋 器高　66△ 外面口詩畜↓行↓ん謬◇頚捕ヨコナテ。籏部タテハケ。 畜1ト3頴大 良好 内夕衙とも稜｛ち 儲簑75

埠」⊥縁 内面臼録部ヨコァテ㌔夢部ヘラケズパ羨ナテ。房部以 の瞬捻む）
　　々噬Pス碗

Po445 SI83 弥生土器 逐 日径　161x 外面欝綜％4条丁行漉※。菜部ヨコナテ◇肩部タテハ 音日～3滋人 蝕亨 タ河桓も。 麟纏
埋上⊥穏 器高　47△ ケ。 の砂粒含む｝ 内廊こぶい拶包。

内面口該部～頚部ヨコナテ．目溺以下左力向ケズ㌧

Po446 SI83 弥生主器 蓑 口径王66X 外殉口該部7条平行iL鳶議ぼヨコナテ。灯ば川突又． 畜パロ大の砂 良好 内タ汕といこぶい員 序鋒92

埋L履 器高585△ 内面［i縁部～逼轟ヨコアデ。苗部以ドケス1㌔ 紘含む｝ 考艶。

P（灘7 SI83 弥曳上器 亮 口径　］60シ 外則コ縁溺4灸予行沈詩緩ナテ泊し。錘認ヨコナテ。 苗r』大の砂 良好 タ函鼓麓色， タ糠スス自ぶ 儲細
理ぶ一層 再高　79△ 内面日濠部～頚部ヨコナテ。萄部以予左ノヅ向ケズリ、 粒含む） 内面藻色。

P〔遵48 SI83 弦生土器 蔓 臼径　160× 外函口杖部12灸］一行克線。頴部ヨコ♪テ． 窟ぺ抱人の砂 蝕1 タ汕妓鐙色。 タ面スス1情。 1勾條88

埋u層 器高　79△ 内面臼縁部～頚部ヨコァテ訴」部以下左方何のケズ1パ 粒含む、 内麟麺。

P（ぷ9 SI83 弥生上器 翌 商そ152＞、 タ泡ぱ謡砕灸干行元綾c頭部ヨコァテ。 宮（』大の砂 良好 タ情貰澄色． 外面亦色～を彩 南馨82

埋L．圏 2縞　33△ 内面ヨコァテ、 爵含む、 内面亮包

P（＞450 SI83 弥生土器 底記 器蕩　45△ 外面縢疏タテハケ。凪命ヨコハケこ 密ほ～3こ入 良ガ タロ浅麸艶。 麟夕83

埋上」剤 底径　50X 内面⊥方向ケス％ 扉残含む｝ 内灘こぶい黄縫色。

P泊51 S夏83 弥白器 壷 最人奪田76x 外面川部濁をきスタンプ又、％部以下竹懐文、5条の 密（1～2渓ノこ 良好 内タ順とも己貰鐙 タ懸赤色塗彩 南鋒％

SK44 器高　36 拘玩線。 の砂祉含むS ∪
内欝ミカキ、

Po4§2 S品 弥蕉⊥器 箋 口径　］78＼、 外百日謬部4条下行己線◇頴部ヨコァテ。 嘉～瞬拾む） 良好 内外面ともぷ登色。 タ塙スス1旛。 肖鮒o
理士 器高　48△ 内函日該召～頴誌ヨコナテ。肩部μ下ケスリ。

P（ぷ3 SI86 粥土器 逐 口径　165× 外函口多斐鐵λ蓼後ナディ日し、頭都べ互部ヨコァテ。 宕⑭毬含む） 良好 外郁こ⑳い褐色、 捻滋93

器高　48△ 内顔白該部ミガキ、国部鉱下左ゐ向のケズリ 内磁灘艶。
P（蹟雛 SIS6 蜘．－L器 底部 器笛　3］△ 外藏タテミカ土。底都アテく 為（1は以ドの 良如 内タ懸こもにぶt張 内面ススイぴ。 南炊89

狂土⊥層 底径　66人 内面上力何ケズ／． 動起含む 藁色。
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣物書号
逐薄地区

?ﾁ
蓼頚 器穏 法顔倒 丁　法　L　の　芦　篇 嘉　　ま 焼琉 色　　“ ｛蔦　　考 実溺者香号

Po455 SI86

рﾞ

弥皇」．器 甕 口径　92×

Q縞585△
外面口縁部に嘉歯文、薦部以下ヘラミガキ。

燒ﾊ口絃灘ミカキ、頴部以下左方白のケズ≡戊後ヘラミ

Jキ

密ほこ大の砂
ｱ含む，

良豪ぎ タ塙iこぶい劉色。

熹泱ｾ褐底
麟烈

P（忌56 SIS9

ｩL麟
協生土§三 喜 ロ径　164㌔く

Q縞　63△
外面露X爵§条干行洗織91部アテ◇
p爾口該部ヨコナテ◇麗田部以下左ノ∫肉ケズリ。

石パ臼程度の
ｻ粒含む）

良好 内外面ともにぶい藁

p艶。
タ衙スス！拶パ纐
Pヒ組項す。

芝臼i63

P（μ57 SI89

ｫ上由

弥生」器 箋 日径　180）i、

寘a@49△
外灘コ該話3条衰凹謬◎繕都ヨコナテ。
熾S目繋部ヨコナテ。類簸部以下左力φ1ケズリ。

畜（2巳以下の

ｮ捻む）
艮好 内外簡ともにぶい黄
y色。

タ栖スス廿紀 幻脳

P（μ5S SI89

ﾁ」一中

弥且工器 逐 田多　］23

寘a@38△
外面8灸玉行‘£諺。頴記以下タテハケ。

煬ﾙ口縁議ヨニァテ脅屈白部以下左ノ∫向ケズリ．

蜜〔］斑程度の

u捻む）

良好 内外璽ともにぶい呉
?F．

タ厄赤色塗紘 芝田62

P（痴9 SI89

пﾛ上層

粥一上2苧 器台 器蕩　83△ 夕衙5条芭諺、
r樋ケス㌧

審ほ凶鍍の
i姶む｝

蝕1 r勺外面とがこぶい黄

`包
タ画赤色塗彩。 芝田65

P（＞46◎ SI99

xL⊥霧
紘ξL士器 曇 日径　145×

寘bP蓬2△
搗蛹a208∂（

↓瀬口縁部3条凹統ξ辞似下タテハァ◇
燒ﾊ口咳部以乍ナテ、

密｛主驚程度の
ｻ粒含む）

良好 内タ画ともiこぶい赤

?F．

芝田70

R疏1 SI99

A走ゆ

弦生土器 壷 口径　163×

寘a@40△
外爾口該加3条銭翠◇頴忌タテハケ。

燒ﾊ口諺蕊ヨコナテ。頚部ヨコハケ。
富q弦移度の
ﾝ織含む、

至趨 内外面とも浅鳶覆

z
芝田67

P（ぱ62 SI99

ﾛ土中
《経L器 小褒芭 欝径　108）《（

寘a@35△
タt面欝察鴛3条凹霧頚部タテハケ後ん繰。

煢茶?Rァデ、

蜜；1斑馨度の

v捻む／
良好 内タ涌とも言包。 タ掩赤色塗彩。 芝田68

P（》163 SI99

嘯ﾜ中
張生土器 壼 口餐　108シ

嶸p　3G△
外面口章部3条｝行顔。嚢部タテハケ。
熹气Aテ、

亮 良好 内タロζも餐色。 タ腐赤色塗彩。 漬水13

P（｝蝦 SI90

ｰ匡i

弥生土器 髪 口径　王9G

鼬a　92
尞ﾒ3］4

外街日絃部に〉轡子応線、肩ぷこ只綬〕舞引こよる刻み目

ｶ。頸部鐸ぶ力土
燒ﾊ口縁～頚部ヨコナデ後ミカキ、以ドケズリ後ナテ

畜つ烏以下の
ｻ粒少し多く含
ﾞ）

帥 内外面浅ξ竣～灰鴛
F。

内タ遍スス　攣斑 翼郷田

P（漣65 SI90

W面
弥生土器 褒 羅径　三77

齊`　47×
寘bQ66

外藤口舞部に泊丁己線、肩織こ只鼓腹察こよる「ノ」8了状の亥‖み日文o　ヌ∪謡＿L若ヨコナデ後ヨコ　ミ　カキ、　以

ｺタテハケ後タテミガキ。

燒ﾊ日縁～頴部ヨコナデ後ヨコミガキ、以下ケズお

密パ磁以下の
ｰ妙し多く含
ﾞ戊

良好 内外面笈霞色。 内外面スス膠蓬。 1⊥体く95

P（錘66 SI90

ｰ面

弥丘」．2え 菱 田…196ぷ

ｩ径225X
寘bQ68△

外面ロ縁灘ご梯る克諺後ナデ冶し、笏部ヨコナテ、以

ｺタテハケ後タテミカび、扉部に刻突文◇

煌ﾈ日綜部ヨコナデ、謬部ヨコミ刀当、以下ケズリ後
舶ｪ醐こナテ。

密12斑以下の
ﾙ沙し多く含
ﾞ｝

良好 内夕領灰負渇毎。 外面スス全魯郎こ廿

ｼ内面肩鍬こ指頭
ｳ誤。

由本く鱗

P（禄67 SI90

L面
弥止土器 甕口蒙部 口径182×

崧?@王79△

外面E］諺部に干行沈譲後アテ砦眉部iこ貝蔑腹浸による

盾ﾝ目文◇日穀～蓑部ヨコァテ、以下タテミカキ。

熹沒匀潤`強部ヨコナテ後諮韻ミカキ、以下ケズリ後

iデ。統踏蔓醗袈。

蜜｛2惚以下の

p沙し多く含
ﾞ｝

艮好 内外函灘絶， 内外面スス里斑 臭田52

P由68 S㈹
ｰ面

弥生ヒ器 箋麟弍～眉都 日径　］66×

寘a@97△
黷ｿ…　52

外懸日該錨こ干行沈謀後下半一部アデ由し、眉部に貝
v駿き※によるFノづ字払の刻み目文臼該部ヨコアデ、

ﾈ下アデ後ミガキ
燒ﾊ口縁蕊ヨコァテ、頴部ヨコミカキ、以下ケズ）戊後

iテ

畜「2認以下の
t撤少し含む／

良好 旬簸灰黄色。 タ頂スス｛措。 且時く91

P（鵡9 SIgG

�｡
弥生」器 甕　日濠～頚都 日径　152≒

寘a@31△
タ悩ヨコァテ。

燒ﾊ日舞部ヨコナデ、鐸諸ケズリ後ナデ。
畜日磁以Fの
i妙し含お

良則 内外面閉葺叡 やや蓬鎮気瞭 山本く93

P〔藻70 SI91

?y⊥層
弦生土器 亮 口径　136x

寘a@42△
外面日縁部F行漉織
燒ﾊ日繋部ミガ毛箇曲部ケスリc

宕 良好 情塙こもiこぶい黄
ﾛ色。

夕懸ススイ錆。 清水1

P（忌71 SI91

搆ﾈ主同
弥£ば器 甕 器高　38△ 外面疏識予行庇豫

熾cミカキ。

蜜 良好 内外面ともξ鎗。 ，縁3

P（邊？2 SI91

搶縺ﾛ濱
土師器 菱 日径］76X

寘a@53△
外面日縁部ヨコナデ。后部斗行i定譲、

燒ﾊ口該部ヨコナテ。肩路ケズリ。

密 良好 内タ瀬とも浅箇授
焉B

内外藤「畷。 漬水2

P（砕73 SI92

咩y⊥溺

勇止上器 珍 日径　172〆
Q之高　38△

外面口縁部4条干行綾文。頴部ナデ。

燒ﾊ口綬部ヨコナ亮肩話ケズ1㌔

笥 鯨f 内夕画こも賠赤褐
F。

タ簸スス｛腐。 1渉5

P（ぱ4 SI92

剌繪F

弥止土器 関部 器亮　97△
鼬a　56シ

外面霧部タテミカキ。底部ナテ。

葛﨑荿Jケズリ。

富 蝕∫ 内外面とも｝こぶ・畷

F。

タ逗ス刈搭。 清水4

P（忌75 SI94

逍U〕
弥生上器 箋 目径　14Gぷ

寘a@24△
夕鰯康謬4条凹経
燒ﾊナテ。

畜 良好 酎掴とも淡蚕色。 ξ肖水6

P（〉溺 SI95

L面
ぴ彦」器 彩 日径164

鼬a　42
寘bQ60

外面日縁部iごP行沈蘂、肩蕊に翼殻腹該による押引き

溷A文、肩部ヨコナテ後ヨコミガキ、閥部タテミガキ。

燒ﾊ口縁部ヨコナテ、頴部ヨコミガキ、以下ケズリ伝
iテ。

密（2廷以下の

q抄し含塾
良好 内外函醗赤蓉絶， タ繭ススイ蟻。 1謬73

P（漣77 SI95

[顧

弥生」．器 箋 日径2G　6シ

寘a@137△
外錘にぽ紗13条芋］狛£線c宿警）貝殻鯵惑こよる麟突

ｶ。以ドミガ毛
燒ﾊ口慈部ヨコナテ。屈i由部以下禎方向ケズリ，

やや兇｛2認以
ｺの砂粒含むノ

やや

s艮
内タ噸とも浅黄毯
F。

外面スス廿着。 芝田防

P磁78 SI95

?y上層

弥足と器 珍E隊～肩部 口径156ン
寘a@42△

外面口苦部に干行己竣後上干一部ナテ沽し。

燒ﾊ口察部ヨコナテ、譲部ヨコミカキ、以下ケズリ後
iテ。

畜（2箆以下の

髀ｴし含む〕
良好 内タ領灰授色。 夕懸および内葱口縁

sこスス1騰。

障寿71

P（錘79 SI95

ｰ面
弥生ま器 箋　磁煮～繕部 商蚤　］52ぺ

寘a@拉△
外面口縁部iこ一F行，ん譲、肩部に刻み目文。

燒ﾊ纂｜該部ヨコナテ、頸部ナテ、以下ケズリ。
蜜⑫認以下の
ｻ粒少し含む）

艮好 外麟弛．
P勺面檬色。

タ摘スス1情。 南鋒67

P（忌80 SI95

ｰ面
弥彊，器 箋臼緩～筒部

函…235X
ｫ縞　59△

外面臼該韻ごF行広謬後下十一部ナテ消し。

�增n縁都ヨコナテ、頴部ナデ、以下ケズリ。
富｛3江以下の
ｻ館多く含む）

良好 内外面艶。 タ閲スス］丁為 飾菜72

P（蹟81 SI95

迪ﾈ下層

弥生」恩 亮震縁～屑部 日径　］G5＞ぐ

寘a@38△
外面臼該部に磨滅気昧の乎行f麟蓼。

燒ﾊ口縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ．
蜜q随以下の
ｻ粒少し含む｝

良好 内夕瀬灰黄色。 外面スス付萢。 南綾69

P（＞182 SI95

ｰ面
弥生土器 毒縞～療 底径　47

寘a@127△
タ魎タテミカキ。

燒ﾊタテケズ失
蜜（2庄以下の
ｻ紘少し含む｝

良好 外扉頚焉色。
燒ﾊ黄蚕色。

外面スス討着。内面

齬wこ指頭圧狼
南辞68

P（漣83 SI97

э繪ｺ層

弥生土器 臼縁～肩 口琵124
崧宦@80△

外百口縁部ヨコナテ、蒙部タテハケ、以下ナデ、その

繿S｛勘に富なミガキ。

煢ﾂ日綜部ヨコァデ、頚部ヨコハケ、以下ケズリ、そ
ﾌ後日縁～頚部にかけてミガキ。

密泊己以下の

ﾘ抄し含む
良好 内外欝膓褐～巳赫繕
F。

内外面赤色塗彩。内
^樋部分助こスス甲舞および内菌こ剥

?ｪ見られ、酸砕し
ｽ後斑ナたと観察さ
黷

井上27

P（酋田 SI97　　弥生⊥器
^上上穏

口惇～頴 口径三6G＞！

寘a@54△
外面ヨコナテ後頴部下トよりタテハケc

燒ﾊ臼該部ヨコナテ、頴部ケズリ後ヨコハケ。
密｛1灘以下の

b妙し含釦
良好 内夕瀬iにぶい黄擾

z
外翫こ少量のスス廿

ｼ
井上25

P（踊85 SI97

э縺v逼
勇＆上器 9鐸該～頚部 賑径］36×

ﾈ縞　80△
外面白媛灘こ波荻文、頴部．とふヨコミカキ下半タテミ

Jそ。

燒ﾊ〔酵ξ～頴部ミカキ、以下ケズリ。

蜜12頴以下の
ｮ抄し含む〉

蝕《 内外肺こぶい黄惹
F。

外面赤色顔多。内外

ﾊ部分的にスス　里
ﾁおよび内面に剥綾
ｪ見られ、破砕した
繼�Aたと観登され

井上29

P（蹟86 SI97

?y上舅
弥生土器 甕日蒙～蒙部 日径］70

寘a@23△
外面日縁灘こマ行洗縫。

燒ﾊ口翼部ヨコァデ、錘紗ケスリ。
蜜11磁以下の
ﾙ沙し含む）

蝕『 内外灘き燈色。 内外面部分1ぷこス
X　里斑。

井．と28

笠見第3遺跡出土土製品観察表（14）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

必物番自
遣縫地区

蝌H
zき頚 器疹 、三、亙｛戯 手　法　上　の　特　徴 崇　　｛． 幾成 色　　蓑 縷　　考 実膓猪昏号

Po487 SI97

潤DL渇

拾是一ヒ器 箋　ζ憶～；縮 日径2ぐ6×

岦ﾞ270△
外斑ポ弍藩に箆描き品謬、肩孫こ揮引き己線文、吊轟

?Rァテ、以縁｝方向ハケが部分的に見ら九、その灸

ﾝ部上rヨコミガキ下㌔タテミガキ◇
燒ﾊ臼該～績部ヨコフーデ後ヨコミカキ、以下ケスリ後

iテ。

蜜！2己拶下の
ｻu少し含む）

良好 内タ簸項核包。 内タ垣iスス　箏斑。 坦30

P（踵88 SI97

O函
弥民器 閤～烏品 底径　7G

ﾚ高206△
外函タテハケ後ミガ毛
熾cケスリ後ナテ，

畜12嚇以下の
ｶ沙し含む｝

良好 情幅にぶい捻色。 内外続紛紘こスス
C痛．

丹上24

Po489 s夏gs

?v中
斑i」器 箋 口径　172．、

寘a@38△
外百に1絃部4条十行己絞又。蕗纈アテ◇

燒ﾊ舞蒙部ナデ。隠鐡部以下右方向ケスリ．

ぷ 良ム∫ 内外面とぷこぶ横
r艶，

夕極スス｛ぴ。 漬水7

P（沽§0 SI98

k江中

勇、生L器 箋 口径］88や
ﾌ塙　58△

タ栖i口縁部丁行滋乳頭溺アデ。
熾c汽緩部ヨコ乎デみ∫髭左方向ケズリ、

籏 良好 外蘭頴縫色。

燉ﾙ蟻包。
タ顧ス刈臓． 瘡水11

P｛〉雲91 SI98

пDむ中

弦鷲土2・ 肇 日径160．
﨑y　52△

灘領ともヨコナテ。 冨 壌r i対噛とも香色、 鋲、9

P（μ92 SI98

ы買R
弥u．器 箋 口径　166）．

Q縞　42△

内タ這ともヨコアテ。 審 顕 内嫌1とも穫色。 享紡く10

P（灘3 SI98

ｺ抽
弥生土器 蔑魯

ｾぷ
日径174X
寘a@55△

外助瞬諭に魏呉
燻ﾝ搭蒙部ナデ、以下ハケ後部分麟こミガキc

冨13が以ずの
p沙し含む｝

良好 内タ衙にぶい穆色。 酎衙蕊㌶しい。 芝田3G

？（μ堺 SΣ98

沐ｩ中
治⊥器 面｛
ﾌ湿
器高1G2△ タ厨タテハケ伝ヨコァデ。驚ぷこi竺懲文。

熹X箇．L仁ケズ弓後ナデ、汐∫／却用

ぷ～2ご以下の

ｮ沙し含む1

良好 齢情戚擾｛張 外筒爵践名しい。 芝i王］3］

P㎡95 SI］G1

�k隔
弥生．L器 箋 口径　16Gノ

牛a@52△

外魏づ綜％に多条化した牽行逸移。頚部ナテ之

燗蛯ﾕ轟ハケ目，1灘ぽ以丁左ノ濁ケズリ。

亨 良好 内タ磁とも凌ぷ芸

ﾓ
外面スス針ぶ 直脇ま

P（必路 S王1◎王

?L下翌

「羅上ξき 窺 日校　u⑪〉、

ﾌ諭　19△
外面日該部3条凹濠。肩昂タテハケ。
熾窒Pコ該部ヨコナデ。陥部緒いタテハケ．

捻 良好 旬垣ともにぶ犠
p施。

外面ススイ情。 百瀦36

Po497 SI1θユ

虫m下響

弦生ぴ呈 乞頚皇 田呈　7茎ン

崧秩n16ン
酎蜉ﾏ55＼
ﾁ手　4sン

タ白鵠部3灸凹薄後円形透かし鼻膓品ミガキ〉底硲ア

e。

燉ﾙ溺ヨコナデ。刻部指禅さえ。弐撤ハケ㌫底お

Pパ㌧

憲瞬冷む， 抽《 緻埴とも宏色。 轟水39

Po498 SI10］

ﾍ⊥下饗

粥一上答 高w 2謡　60△ 夕羅iミカキ。
瑯U栢底還ナデc筒部ケズ1㌧

偏 壌∫ ｝勺外藏ともほ員綴
F。

外函、董柄励・色ぎe

ﾊ。

｛溺、38

Po］99 SI101

浮ﾎ舅
蘇生L岩 餅塙部 器ぷ］　76△ 外面タテミガぼ

燒ﾊ！ボ1ノ目。

畜 朗 内タ摘乙も淡貞輪
～音太37

Po500 SIIG5

�

弥生上器 逐 日径195，く

t謡　60△

外面は1蕃多部iこ］4条の予行沈謬。頚部ヨコアテ、

熕}は蒙部下干ヨコケズ］ノ、頚詔．しF～隣ま部ヨコナ

e後、ヨコヘラミカ苦

畜 長好 内蘇こぶい拶
^領iこふい録鱗色。

外顧こスパ寸ぶ 衣6］

Poso1 SHO5

h乱
蘇止」答 琵 1酩を150く

C高　35△

外醸ぱ5条のW行熟頚部ヨコァテ後、ヨコミカそ。

燻ﾁ語治イ斗ヨコヘラミ刀キ、頴％」上、日巷部ヨ
Rァテ伝、ヨコヘラミガキ。

憲 良好 内雨緩壱色。

^砲にぶい捻ピ

外灘こスス付着。 表閲

Po5（｝2 SI107 弥生土若 室 臨…ユ80x
寘a@38△

外苗はi〔縁部に1灸のにぶし、灘蓼、頚鴛ヨコァデ。

煬福ﾍ頚翁下｝一ヨコケズ1メ、頚部上いE磯部ヨコア

e。

笛 良好 内タ揃ともにぶい黄外郵こススW鳶。
F。

去59

Po503　SI1〔）9 弥生．L器 衰 溺き］62×

寘a@go△

外痩i固コ該灘こ3条の凹謬。頴部ヨコナデ、逐ぴ践ヵ

^テハケ後、穆部ナァメハケ。
燒?ﾍ餌謁ヨコケスリ、頚部ヨコハケ、「コ縁部ヨコナ

f。

竈u～2瓢の右

p忌治む。戊

蝕］ 1州面とも浅遺｛色。 ケ掴にλス自鵜 表51

碧05閲 SI］閲 弥生L蕃 箋 口径］了5〆

寘a@43△
外苗は日該ぷこ6灸のパ瀞。頚部ヨコアデ。内商ま
z部ト山ヨコケスリ、頚部］．半～1：1該部ヨコナテ。

蜜s石矢砂粒
ｽく含む〕

頬 内外藤とも浅員鐙z
内外線こ疹経色◇の
o雛．L残る。

み…珪

Po505 SIIG9 弦生仁器 珍 贈ま］56×
嵓ｩ　姻△

外繍は1ぐ該部に3条の凹謬。唱部」※ナァメハケ、頴

㏍?Rナテ伝、屑都L蘂にもLがウのキザミ目。内面
ｼ頚箔下阜ヨコケズリ、葺品｝ト～日縁部ヨコナテ・

憲鯵粒含む1 良好 内夕領島にぶい員
~包．

タ瀬にス勾緒、 表53

Po5田 S頚刃 話生上器 箋 口径］06x
寘a@55△

外面は1コ該命に」灸の凹霧。鋳部ヨコアデパ瀦；L義

ﾉぱ右」かりの≦ずミ日◎
煬福ﾍ蕩爵下↓噌コケズリ、蓼勘L十～口顯議ヨコナ

e。

蜜 良好 内麟こぶい擬絶。

^溺浅克艶。

タ摘殼化籔著、斎整

s陽欝。

云55

Po論7 S1109 蘇足辻器 珍 呂経　］6／＼く

寘a@21△

外白は｝コ綾観コ間云のi亘緩。 密⑳葭多く含
ﾞ｝

膓酒 内外涌と㍉文黄縫
F。

酊遁とも鐵化霧
`閤整不鯵。

衣52

Po50S S加9 勇在上器
愈　「麟～頚部 臨…］OG＞‘

寘戟@5］△
外苗況めのHTゐ線。ミカキ。
燒ﾊ「1碧～議部宅輻ミガキ、以下ハケ日。

蜜～王〔ぢ下の

q珍く合む）

良好 醇｝函が範◇ 浮塙痴色塗彩、 祖157

Po瓢 SI109

ｰ面
弥生」器 畜杯

t都
器高　65△
ﾁチ302へ・

外菌ぽ剖岩部に9灸の凹謬、茗部ヨコケズリ後、タテ
~カキ。裾部と鐸掻部の境を藪くヨコナテノケ◇

熬浮ﾜ禄部ヨコケス弓、騒認部寄｝）をヨコァテ伝、部

ｪ的にヨコミカ膓。

宅 艮好 F妙部とも｛艶， 内外底こ1嚇褐観
ﾊヒ撮亘為。

表56

Po510 SHG9 弥畿上器 脅替 器防　68△
虫ﾘ　］14

外百は借謡9答川こ4条の～え線を二段、その1翻こ三角

`透かしを囚がこ穿孔。陶捲部1こS条の丁行譲沈譲。

琺Cは筒部タテナデ、裾がヨコケスリ、掴揚祁寄1）ヨ

Rァテ㌔

％ 凶7 r勺外醸ともi艶。 外灘こ称彩あ｝鳥 衣紡

Po51］ S套（刃 疏戊讐 桓 口径　85×

寘a@60△
�l径パx

外翻類碧部笥1）をヨコハケ。内廊まケズリ後、ヨコ

iテ。

畜～］～3麟の石

ы№ﾞ1

良9 控瀬とも浅強葺～
d謁色。

劔9

Po512 Sm2
ｰ百

耕一鴇 珍 田径　］go

寘bP96△
外司績部以丁タテおよび斜方肉ハケ後、日誤～肖部ヨ

Rアデ、膠部下幸タテミカそ。
煌ﾈ口該部ヨコナテ、笥部ヨコミカキ、以Fケズ戊後

ｬ搭ヨコナテμ下ナテ、

富・2鱗以下の

u沙し多く含
ﾞ！

艮w 内外蕗蕨謁～D◎
F。

灘緬全｛轍にスス
ｨよ騨ヲ斑。内蛎ス

V指頭狂狽

小窪問

Po5］3 Sll玉2

W⊥～砲蓑
弥生L器 箋　「磁～習謎 口筏　］83＞イ

岺ﾛ］14△

外面頚～閤部タテハケ後口裟～陥部までヨコナデ。

煬羽�c部ヨコァデ、頚部ケズリ後部分織こハケを絃
ｵ指ナテ、」汀ケスリ。

畜｛1ロ以ドの

ｮ沙し多く含
ﾞ

良嫁 外灘こぶ賜謁色。
燻ｧ周姦色．

タ磁～内薗頭部まて

註F督多。タ衙康蒙
買[還竃綿スス｛！

ｭ

ノi・窪激

Po514 SI混
?ﾊ

弦、生ゴ器 惑　日綾～謬1部 ｛コ径278＞《

嵂|　・i5△

外面日弓部に凹譲。頚部タテハケ後上ヒヨコナテe

煢�?Rナデ．

富｛2ぱ以下の

ﾙ沙し多く含
ﾞ｝

ぷ］ 夕匿疏ご拒。

煢譁ｹ色．
防ト面スス里鑑 小i抽2

PO5］5 SIII2

]上中
蘇u語

箋口幾～肩部 U径　］32へく

Z1　抽△
外函r橡溺F行止隷。9i部ヨコァテ、以ドタテハケ。

T函iぽ部ヨコナデ、頴部以丁ケスリ・

亮～］繊以下の

ﾒ沙し含○
良好 内外酎欄｛し。 小山93

Po516 SΣ］14

~」

弥生土器 箋　羅該～‖纈 斑ま　13王〉、

寘a@58△

外｛即3該品こ了行iえ譲、肩部に員殻扇碧による刻み馨

ｶ。

燒ﾊ日該部ヨコナテ、頭蓄ナテ、以下ケスリ白

畜｛2密以下の
ｻ鑓少し含む／

図1 蹴函黄1天包 スス1∫庖 小目110G

PO5］7 S工1王4

RL
難見」一器 葺　口縁～5部 仁姪］75〆

寘a@46△
外函「至績恒こL行沈線後一部ナテ泊し。

熹汾ｼミ部ヨコナデ、仁1該下｛二～譲姦組いヨコミ刀

L、以下ケスリ。

畜｛1鱗以ドの

ｪ沙し含むノ

艮ピ 内夕函にふい鐙も。 小脇02

PG518 SI期
?v．

弥生と器 諮鷲該～謡部 斑≠　134ジ外面ヨコァテ後ヨコミガキ。
寘a@　56△内面ケス弓後日毅部ヨコミガキ治

密d江以下の
ｻ弦多く含む／

」覇 内外1荻黄も。 鱗i日詞嫡翻こ
ｭ麗の痴飴琴多契。

小［雛01

笠見第3邊跡出土土製晶観察表（15）
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笠見第3遺跡日弍土土製品観察表

遣物番号
遺搭弛区・

､轍名 彊頚 器窟 法3（勧 手　法　上　の　特　徴 胎　土 毒誠 色　　藷 簿　　考 実灘者香号

PO5］9 S夏］14 弥生土器 底部 底径　4．5 外爾タテミガキ。 密（2鰯以下の 良好 外面黒掲色。 外翻スス・黒斑、 小由王（鶏

埋土 器蒙；2．55△ 内菌ケズリ、 艀抄し含む｝ 内面灘§起

Po520 S担4 弥生土器 把手 器高　3．9△ 4面中2灘こ竹管状工具で刺突丸 密（1珍以下の 良好 粕塙にぶ↓話。 小U磁肖
鑑ヒ 蕗さ　LO 砂粒少し含む〕

Po521 S夏］15 弥生土器 蓑口縁 日径　1輔※ 外面日縁品こ波状文。 密（2斑以下の 良好 タ這明嵩色。 タ塙スス・罵抵 小［雛G7

埋土中 ～肩部 器畠　5．5△ 内面日縁部ヨコナデ後下半～頴部ミガキ、以下ケズ＄パ 瞬沙し含む） 内郵蒙燈色、

Po522 SI］15 弥生土器 墓 口径17．1※ 外面日縁部に平行沈縷後ナデ、 密（2髄以下の 良好 内タ緬灰黄鶴 柑衙スス・黒斑 小II］王05

埋：£ 欝諭 器高　3る△ 購面ヨコナデ。 砂粒少し含む〕

Po523 SI］15 弥生土器 甕日縁 口径　12．7※ タ隔ぱ蒙饅こ平行沈線。 密｛］田以下の 良好 内外麟赫褐色。 外薗～内面疏．部ま 杣11（矯

埋土中 ～肩部 器高　4．1△ 内面日縁部ヨコナデ後下半～頚部ミガキ、以下ケズリ。 砂包少し含む） で赤包塗彩

Po§24 SI］15 弥生土器 小型箋 腐径　10．§※ 外面口縁部ヨコナデ。篇部に貝殻腹縁による刻み目文e 密（2斑以下の 良好 旬懸灰黄橿色。 タ衙スス付着。 小［UlO8

埋土 磁蒙～腸 器高　S、4△ W醸口握部ナデ、以下ケズリ。 砂粒少し含む）

Po525 S頚5 弥生土器 釜 器高　6，5△ タ樋ナデ。 密日感以下の 良好 タ這灘艶。 外面指頭圧痕。 ノ1噛1朋

翼土中 把手 内面ケズリ。 砂粒少し含む） 内面灰白色。

Po526 Sm5 土製品 土玉 直径　2，2 均姿のとれた球私表面ミガキにより平清。 密 良好 表面黒謁色。 芝織eo
埋土 竈さ　9 内面にぶい赤謁色。

Po527 S磁8 弥生土器 底部 器高　4，5△ 外面はヨコナデ後、タテヘラミガキ。内爾はタテケズ 密 良好 内夕麟ともiこぶい黄 外藤こ黒蓑あ克 のざき66
埋土中 劇至　6．2※ 1お 縫～灰包

Po528 S盤18 弦生土器 鐸部 器高　2．3△ 外醸は詞部iこ4条の平行親霧部はヨコヘラミガキ。 蜜 良好 離国措色 外灘こ赤彩あり。 のざき67
床硲 顧釜13、3※ 内苗はヨコケズリ。鐸揚部寄りを円周ナデc

Po52§ S夏］王9 弥生土器 壷 日径　13．G※ 外面は口縁部に3条の三P行譲後、右上がりの密なキザ 密 良好 内外面とも8話。 外面スス付義 のざき79
理土 器高　6．G△ ミ日。灘部～頴宮ハケ、渓部上半ヨコナデ後、該部中

央1こ3～4条㊧腐。
瀬自は影部ヨコケズリ。頴部～日縁部ヨコナデ、

Po530 S磁9 弥生こ躍 逐 日径16．6※ 外函はぽ灘に13条の平行沈線後、下爵寄㍉をヨコナ 密 良好 内タ纐iともにぶい緩 内蔀こ黒斑あ鵜 のざき77
埋土 器高　4．7△ デ。頚部ヨコナデ。 色。

内灘±繕部ヨコケズリ。頸部～日縁部ヨコナデ、

Po53］ Sm9 弥生土器 護 臼径16．2※ 外濁は6条の平行顔。頴部ヨコナデパ馨部ヨコケズリ。 密 良好 1泊顯iと叡こぶい燈 外籔ススタ惨． のざき76
埋土 器高　3．7△ 内面須部～麟こ％ヨコナデ。 色。

Po532 S燃9 弥生土器 小型壷 目径1G．8※ 外函は7条の平行繰。葺部ヨコナデ。頴轟iこは直径4 密 良好 内外藻とも桓色 のざき78
箆土 器高　23△ 蕗の穿孔あ｝〕。

内菌ヨコナデ、

Po533 SI1］9 弥生土器 餐 臼径　且o※ 外函はヨコナデ後、層部上揚をヘラ状工具で左上がり 密 良好 内面にぶい授色 外面スス｛楊。 のざき80
埋土 器高　5．5△ のキザミ欝。 タ懸黄褐舷

内面は麟部ヨコケズリρ濱部～欝経部ぼコナデ後、ヨ
コヘラミガキ。

Po534 Sll圭9 弥生土器 箋 雛径　16．7※ 外面は臼縁部に平行沈線麹文後、12条以上の波状文。 密 蝕子 内外函ともにぶい黄 表％

器蕩　ぷ△ 鎖部ヨコナデ。 緩法
内面は頚部下半ヨコケズリ、頚部上半、口該部ヨコナ
f。

Po535 SI119 弥生土器 底部 器高　7．3△ 外面はタテヘラミガキ。底部外欝はハケ。 密 良好 内廓こぶい橿色。 夕極スス｛踏、 のざき81
埋土 底径　6．8※ 疏iはハケ後ナデ。 外面明るい糧色。

Po536 SIU9 弥生土器 底部 2謡　3．3△ タ樽iはタテハケ後、ヨコナデ。底部外面はケズリ。 密獺砂粒含む〕 蝕ξ 内外酸も黒灰色。 外翻こ黒斑あり。 のざき田
埋土 底径　6．0※ 内面はタテケズ1パ

Po537 SI119 弥生土器 底部 器高　2．1△ 外匝iはヨコナデe底部外面もナデ仕上iデ。 密 良好 内菌灰褐色。 外顧こ黒斑あ弘 のざき？4

埋土 離…　6．⑪※ 内面はナナメケズリ。 外灘こぶい｝艶。

Po538 SI119 弥生土器 器台 口径20．ア※ 外商鎗縁品こ2段の波状文。受部ヨコヘラミガキ。 密 良好 内外面とも黄燈色 酎極iとも赤彩あ 表85
2縞　7．5△ 内簡はヨコナデ。 i）。

Po539 SI玉19 弥生土器
．型…ユ、食オ煽

口径15．6※ 外面1ま白縁部に6条の平行顔。頚部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも綴色、 のざき82
埋土 §縞　3．1△ 内函1まヨコナデ後、立上がり基部をヘラミガキ。

Po託0 SI王19 弥生土器 撃鰯 器高　3．9△ タ懸は馨部ヨコナデ。灘韻6条以上の平zテ沈隷。 密圏砂杖多く やや 内タ瀬とも淡澄色。 外面赤彩あり。 のざき83
埋土 底径15．5※ 内薗は稼部上半をヨコケズリ，下半をヨコナデ。 含む） 不良

Po閲1 SI玉19 弥生土器 把手 断面、爵丸長方形。民化の為、謬整不明。 密 やや 内夕衙とも橿鉱 表面に赤彩あり。 のざき75
埋土 良好

Po542 SI］20 弥生土器 箋 日径15．4※ 夕蟻iは口該部下揚縁をッマミナデ診鎖部ヨコナデ。穎 蜜 蝕｝ 内面燈～黒褐色。 夕懸スス付着。 のぎき71
埋土 器高　ア3△ 部タテハケ後、ヨコナデ◇摺部上謬に「く」字状のキ 外翻こぶい楕～黒褐

ザミ冒。 色。

内面は膳尚～頚部下半ケズリ。頚部上半～臼碧部ヨコ
ナデ。

PG閲3 SI120 弥生：と器 箋 日儀　15．G※ 外面は3条の朗纏。顔部ヨコナデ。 密 良好 断領とも黒季誕。 外面スス付着、 のざき68
埋土 器務　5．4△ 内函は鯵部ヨコケズ1戊、頴部強いナデツケ、日縁部ヨ

コナデ。

Po製4 SI12G 弥生土器 器台 器高　6．5△ 外簡は筒部タテハケ後、該i部に4条の凹隷。裾部下緩 密 良好 内外配も赤褐色 夕懸赤彩あり。 のざき70
埋土 底径　9．8※ を強いツマミナデ。

内面は匙面をなすヨコケズリ、

Po斑5 Su2G 弥生土器 器台 器高　4．6△ 外面ぱ筒部タテハケ後、緒部に5条の凹隷。裾部下章 密簿粒わずか 良好 内タ国とも燈色。 外面赤彩あ鵜 のざき69
埋土 底径　］0．2※ を強いツマミナデ。 ；こ含む）

内面は匙面をなすヨコケズリ，

PO閲6 SI12G 弥生土器 把手 把手部は直径1．3～L5頂の楕円形。外面ナデ。 密獺砂税多く 良好 内醗袈絶。 タ緬スス｛蕗 のざき72
埋土 内面はケズリ。 含む） タ穎燈褐～赤褐鶴

Po泣7 SI123 弥生土器 器台 日径　］6．0※ 外面は日’蒙部iこ16条以上の平行沈隷後、下鯵寄りをヨ 密 良好 内夕塙ともにぶい黄 鵬蒙藻箆文工：ξは輻 表69
器高　3．7△ コナデ泡し。頚部ヨコナデ。 橿色。 L2田以上。下揚か

内面はヨコナデ、 ら上憲へ障計回相こ
認文。

Po548 SI123 弥生上器 嚢鰯 器高　4．4△ 外面はタテヘラミガキ． 密 良好 内外面ともにぶい黄 表鋸
底径　3．6※ 内面はタテケズリ。底部外蘭は不定ナデ。 ｝麺。

Po549 S夏125 弥生土器 菱 澱径　14．4※ 外面口緩部3条凹線。篇。ρ毅いタテハケ。 密 良好 内外面とも灰黄色。 ぴ識タ緬スス付 百村85
遥土中 器高　3．7△ 内齎ヨコナデ。 着。

PO550 SI］25 弥生土器 麟6 器高　3．5△ 外面顔諮タテミガキ。底部ナデ。 密 良好 内夕纐とも灰黄色。 函す86
埋土中 施…　7．2※ 内面ヒ方向ケズリ。

Po55］ SI支29 弥臆土器 琵 口径　16．8※ 外面は日縁部iこ4条の平行纏竈頚部～鯵部ヨコナデ。 密（砂粒含む） 蝕チ 1効樋とも暗灰黄 外商こスス付蕎 山本141

器高　4．3△ 内面ま騰部ヨコケズリ。褻部～ぱ縁部ヨコナデ。 色。

Po552 SH29 弥生土器 餐 口径　17，0※ 外面は臼穀部17条以上の平行沈芸》嚢部ヨコナデ。 密（麟給む） 良好 内タ衙とも掻色。 lu本1釣

器高　4，4△ 内面は頴部ヨコヘラミガキ、口縁部ヨコナデ奪

笠見第3遣跡出土土製品観察表（16）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物香号 遣情弛区
w輻名 遜頚 器毬 法ぶ｛㎜） 手　法　上　　の　特　徴 賭　　土 力誠 色　　講 備　　考 実諺惰香号

Po553 SI］29 弥生土器 箋 日径　162※

寘a@6．2△
外面はロシ部平行沈線後、中央と下揚寄りをヨコナデ

ﾁし。前者は酸瓢部内衝、後者は頚諮上半と対応した
bマミナデ。内面は厨部ケズリ以外ヨコナデ。

密（い2一の
ｻ粒を含む）

良好 内夕悩ともにぶい黄
倹F。

山本156

Po554 SI129 弥生土器 契 日径　　※
寘a@4．1△

外面は日該部，こ8条以上の波状文後、上揚寄1｝をヨコ

iデ消し。頚部ヨコナガ
燒ﾊは閣部～ぷ諭ヨコケズリ；日シ祁ヨコナデ。

密 良好 内翻韻謁色。外面
ｩ緬色，

外面こスス付着。 山本王48

Po555 SI］29 土麟器 箋 口径　19．2※

嵂D　4．6△
外1蔀ま日ぷ部頂昌をツマミナデ。それ以外はヨコナ
f。内薗はヨコナデ。

密 良好 内夕瀬とも仁色。 山本］43

Po556　SI129 弥生土器 菱 日径　12、2※

妺ﾗ　8．2△
タ極は日該部に6灸以．ヒの平行沈緩後、下蓑寄りをヨ

Rナデ消し　蒙部ヨコナデ　麟部上蟻を栓状工具で右
繧ｪりの別突。その下に江状文。

密（1～3懸の
ｻ粒含む｝

食好 内タ蕗iとも鍔赤褐 外蔀こスス付ふ 山本147

Po557 SI129 弥生土器 鳳裾 底径　8．0※

寘a@4，5△
外鰍ま底部寄りをタテヘラミガキ◇

瑯aまタテケズリ。

密（4この環、

Q～3口の砂鯨
ﾜむ）

良好 冑面赤褐色。タ函に

ﾔい黄邊色。

タ樹に赤彩あり。 i体三45

Po558 SI］29 日∫生土器 星綴 麟…　7．8※

﨑ﾌ　3．7△
外面は底部寄りをタテヘラミガキ。

熬ｦまナデ。

密 良好 内藤鐸黄蓉絶。タ纐

ﾉぶい黄色。

山本］46

PO559 SI129 弥生土器 底部 鼠径　6．〇三；こ

寘a@3．5△
外藤は底部寄りをタテハケ◇

煢謔ﾜナデ。
密（い2変石
〟E砂登を含
ﾞ）

良好 内外面とも1旧蚕褐
F、

山本144

PG5閲 SI129 弥生土器 器台 仁1径　16．G※

﨑驍P3　3．9△

外面はロ濠溺に11条のミ｛Z行沈隷後、巾央付近をヨコナ

f。頚部タテハケ。

燒|まヨコヘラミガキ。

密｛1己程度の

ｻ粒含3ノ

良好 内ク瀬とも赤褐色。 内外灘こ赤彩あり。 山本149

Po561 SI129 弥生土器 亘 日蔭26β※
?l9．1△

外魏捻体にヨコナデ。

熄ﾕは摺部ヨコケズリ。頚部下半ヨコヘラミガキ。顔
拍續ｼ～口点市ヨコナデ。B唇部ナデ。

密⑪～2怪の
ｻぶを多鴛に含
ﾞ1

良好 内外面とも閣黄褐
F、

1梼155

Po562 SI129 二戚器 毯 日径　8．0※

寘a@3．7△
外画ま全体をヨコナデ。天上部をヘラミガキ。

熬浮ﾜ天井部を指押え後、全替をヨコナデ。

密 良好 内外面とも明衰遵

ﾓ
外薗に黒斑あり。 山本］42

Po5田 SI130 土麟器 甕 日径　18．0※

寘a@16，5△
外面iま臼縁部～頚部ヨコナデ。日縁部領揚をッマミナ
f，稜はにぶい、日唇部ナデッケ。影部はタテハケ後ヨコハケ仕上げ。

燒ﾊは扇部…］コケズ1㌧頭部下半指押え後、ヨコナ
f。頂部上半～口縁部ヨコナデ。

密（1～2ぷ石
p・砂粒を含
ﾞ〕

良好 内外面ともにぶい黄

F
外節こスス付着。 山本158

Po5與 SI13G

?y
弥生土器 逐 日径2G．6※

崧ｩ　5．2△
外而は臼縁部4条の凹謬　藝晶ヨコナデ。 密（］～2＆石

p・砂粒を含
ﾞ）

良好 内ク櫛とも橿色、 外藤こス刈惰。 山本く1姐

Po565 S夏］30

?y
弥生土器 護 口径18．G※

ｪ縞　43△
外瀦ま日そ部？条以上の平行沈稼後、口揚をヨコナデ

ﾁし。頚部ヨコナデ。
燒ﾊ；ま詞部ヨコケズリ。蒙部～日縁部ヨコナデ。

蜜 良好 内外函とも明黄恕
F、

111本く］39

Po566 SI130 土s蛮器 亮 口径　］・1、2※

墲Pき　6、7△

外面はヨコナデ。日縁部同揚をッマミナデ。屑部上半

ﾉ8条以上の暫就謬
煢謔ﾜ顔部上半ヨコケズ1㌧頚部～日縁部ヨコナデ。

密 良好 内タ摘ともにぶい黄
浮?b

夕衙にスス付着。 山本く］38

Po567 SI］32 弥生土器 箋 日径　12．o※

寘a@4．6△
外面は欝謬⊃に語広の凹謬。隠部日コナデ後タテハ
繻z部ヨコナデ内i醸ま閤部指押え後ヨコナデ。護部～［算部ヨコナデ。

密 良好 内夕極とも渓黄澄
F。

表79

Po5田 SI132 弥生土器 箋 欝径　17．4※照高29．6△

?ｵ大径24，1

外面は口縁部3条の凹謬。爾部上半ナナメハケ後、下
ｼをタテヘラミガキ。摺部上揚～頸泊ヨコナデ。
燒ﾊは濁部下半タテケズリ、上半～頚部下半ヨコケズ1パ頚部，ヒ半から口其部ヨコナデ絃

密 良好 内タ極ともにぶ畷～灰髭砲。 内タ函スス付着。 のざき田

Po569 SI132

ｰ面
弥生土器 箋 口仁］8．o※

嵓氈@10、5△
外函日ぷ部4条凹鵜頴部ミガキ。肩部以下ぴ方向ハ

P民
燒ﾊ臼ゑ部ヨコナデ。屈爵i部以下横方向ケズリ。

密 良好 内外面ともにぶい黄
ﾗ色、

外面スス付麸 西村87

Po570 SI132

ｰ面
覧生土器 護 日径15．7

寘an8．0△
b大櫨9．6

タ極は日縁部上鰻と下暢をそれぞれツマミナデ。賜部

續ｼをタテハケ、下半をタテヘラミガキ。頚部ヨコナ
f。

燒ﾊは購部ヨコケズリ。腸部上半から口濠部ヨコナデ
縺A閤市上半を軽くタテハケ、

密閻砂ぶ含む） 良好 内面明餅淀。　外
ﾊ穫から明灘絶。

夕懸と口援部内灘こ
Xス｛競1、

小抽4

Po571 SI132 弦生土器 甕 口径19．0※

寘a@8，5△
外簡は日ご部にぶい1条の凹諺。腐部ナナメハケ、頴
買?Rナデ。

熄ﾕは飼部から頴部下半ヨコケズリ。頚部上半～Ei縁
買?Rナデ。

密 顛《 内タ国とも話褐色。 夕随スス付着 表76

Po572 SI132 弥生土器 壼 欝毯　17．G※

寘a@6、5△
外i苗は口縁部に4条の凹義べ頴部～票部ヨコナデ後、

ﾖ部を部分郎こ軽くヘラナデ。

燒ﾊは溺昂から頴部下半ヨコケズリ、頚部上半～日㌢
買?Rナデ後、頚部上揚をヨコハケ。

密 蝕子 内タ面ともにぶい黄

?F。

外面腸部．と壕こぶい

｢色の｛斑土塗布。

表77

Po573 Sll32 弥生土器 箋 日径　］4．8※

?ﾈ　32△
外薗は日絃部iこ3条の凹線。頚部タテハケ後、上娼を

?Rナデ、

熾cはヨコナデ。日縁部付馳近に2条の凹隷、

密 良好 1緬浅黄綴色。　外
汾ﾔ燈色。

夕懸に赤彩あい 表81

Po5㍗ SII32 弥生土器 逐 口径　14．⑪※

奣e5．9△
外薗は口縁部にぶい2条の凹壕パ日叩上援タテハケ
縺A頸部弦めのヨコナデツケ己

密（醗±含む） 良好 内1藪黄色。　夕画

ﾉぶい褐～浅蓑霞
F。

タ衙にスス付着。 表82

Po575 SI132 弥生土器 琵 口径12．4※

增k‘　53△
外面は仁1縁部に4条の凹隷。緩部タテハケ、頚部ヨコ

iデ。

燒ﾊは溺部ヨコケズリ、蒙部～日該％ヨコナデ◇

密 良好 内タ極ともにぶい餐

@
外｛醸こスス付着。 表78

Po576 SI132

o6内
弥生土器 底部 器高　5．7△

鼬a　7．G※

外薗図部タテミガキ◇城者ナデ。

燒ﾊ二方向ケズ虫

密 良好 内タ掴ともにぶい黄
汾F。

タ悩スス付着、 蹴ナ88

Po577 SI132

?y中
弥生土器 瑳部 暑謡　3．5△

鼬a　6，5※

夕領∂はタテヘラミガキ。内面はタテケズリ。底部不定

iデ奪

密 良好 内タ衙ともにぶい澄

F
外縮こスス付親 表83

Po578 SII33

э

弥生土器 亘 灘径　18．6※

寘a@5ぼ△
外面は購縁部｝こ王8条前後の平行沈隷後、ヨコナデ消

ｵ。頸部は強いヨコナデツケ◇
煢窒奄ﾜ頴部ケズリ。項品上半をヨコヘラミガキ。口揚

狽�?Rナデ。

密　　　　　良好 鋤緬とも赤細色。 内外鰍こ赤彩とスス

^姦
松本109

Po579 S夏］33

?y
弥生土器 箋 口餐　15。8※

寘a@3、7△
外面1ま日縁勺に1］灸の平行沈緩。

焉o蔀まヨコナデ。

密 良好 内タ踊とも1月赤褐
F、

内外蔀こ赤彩とスス

o措。

松本107

Po580 SI］33

?y
粥三土器 褻 聞塁　玉2．6※

寘a@5．9△
外爾は目縁部に5条の平行沈線 やや密 やや

ﾇ好
内タ樋とも浅黄色 外面著しく同佐 訟本1似

笠見第3邊跡出土土製品観察表（17）
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笠見第3遺跡出ニヒ土三茎2品観察表

遺霧番弓
遺馨地区
M｛銘 薮類 巷哀 法因繍 丁　法　上　の　特　徴 慈　　」． 幾戊 色　　ぷ 鋳　　老 又溺喜香号

Po58玉 S雛33 髭、刻ぶ 甕 口径132X 外面は口縁部に6条の］乙行線◇謬箭ナデ。 笥 鐵1 ｛樽栖こ砧麹鶴 内外飽こ赤彩あゾ 松剤05
鍵i 警茅高　33△ 内1這は髪轟ヨコケス戊。嚢部～日該部はヨコァテ。

Po582 SI］33 上雛2
呂、

器高　56△ 内タ▲恒ζも民化顕著。外5iはヨコヘラミガ吉。 ゼ 艮好 内面ぢ1φ褐』　外 タト郎こ赤彩あり∨ 松ぷ玉o

樫L涼菌 最大径王66× 内藤二羅部下Lをタテケズリ。 碗、萄色、

Po謝 S正］33 詐己Lる 芦議 器盾　26△ 外而はば部廿逐を税いヘラミガキこ 害 良好 1邪懸とぷこぶい菜 タト鹿詠彩とス霜す 松ム更（稻

理⊥ 底径　5GX 内賑は匙百をなすようなケズリ。 蘇琶、 着。

Po灘 SI］33 弦遵丈器 毒 団壬　92、く 内タ臓ζもヨコナテ。 讐 良好 内外鍼ともぶネ弛， 内外蔀こ赤彩，外百 松本1酪

埋む 器高　5⑪△ にスス｛蕗。

Po5S5 SHぷ 弥生土翠 箋 日琵　19⑪メ 鉢面は臼該亮ゴに5灸の部了九謬。頚畠～虜捕ヨコナテ， やや宕 やや 内夕緬とも閣託。 嫡］スス至煽。 松本］17

埋⊥ 養謡　イ7△ 内廊ま詞部ヨコケズ‡パ藝部～目芯彩ヨコナテ． 蝕∫

Po586 SI13三 粥工謬 餐 rl径　］55・、 外面1訂ぷ短《に4条の］行謬灸、ヨコフ『テて義分的に 笥 蝕f 内タ閲とぷこぶい黄 顯・102

婆L 器高　36△ ナテ伯丁、頚部～閤部はヨニナテこ 鐙恕
内面⊆図ちヨコケズリ。緩羅～日絃部はヨコァテ、

PO5S7 Sll34 粥パ器 諮 日径　17？／ 外面は日塚部3条の門謬後、ヨコァテ｛ξ。し。⊇品ケス 畜 良好 内タ塙こもにぶい養 外褒スス揺｜， 訟ム101

理ま 器高　64△ 戊後、ヨコアテ。絹部ヨコアテ。 餐乞。

内商ま駒藩ヨコケズ戊後、ヨコナテ。頚％～iコ亥部ヨ
コナテ◇

Po5総 S囎4 粥パ器 彰 雛綬129x 外画ま口縁部に4灸の下行該。頚拓以下絃ヨコナデ。 畜 良筒 内外紅もにぶ漬 外藪≡弩筋｛1。 ぼム1eo

堤］ 累縞　30△ 内欝は顔昂～嚢部下」ヨコァズリ。該暗ξ」∵ξ一から雛蒙 ↓登舷

寸ヨコナデ。

Po589 SI懲 粥．瞬 箋 し後　］6が タ掴ぱロペ部に5灸の丁行線。1コ該嵩品　頴ぽヨコナ 富 良好 内外面こぷこぶい鼓 外河スス仔着、 松本97

力」 器窪　39△ テΩ 麗｝色。

内頭は辱部ヨコケスリ。頴部～口該議はヨコナデ．

PO5旬 SI134 ガ謬 小裁擁茎 2諺　60△ タも頭ヨコナテ。鎌ヒの為、、斑i不助 やや麹 やや 扉i灘』。　外頭 憎癩に｝堰あざ｝。 松卒鵬
理ま 亘今 抵絃　26 内蒲は底部円周アテ，胸がま指棚1え後、ヨコケズリ。 不良 ，韻｝艶。

Po591 S工］34
」　⇒」舗志

径　　16 手ρね整彰 冨 良妊 方酉色。 薮本113

蓼パユ

Po592 SI135 ξ抱二L器
己

懸蚤　108） 外面欝綜都ナテき頭部ヨコミカキ。 箸 艮好 内外藪｛韻∪ 講水但

埋抽 器高　4G△ 内面難該部ヨコナデ。頭部指押さえ、

Po593 S工138 弥u器 蓑 ロ径170× 外面は仁1普ξSに1］条の］弓テ沈諺。図％ヨコナデぐ 顔ヌ◎5～2ば 不良 1栂蠣とも弱黄褐 タ厨ススイ滅。内外 llバ164
床面 2縞　53△ 内面は頴嵩下「ヨコケズ1鳥嚢部L芦～臼隷部ヨコナ の麟絃多く含 色。 函とも駁化。

デc む〕

Po591 SI］38 勇、生」器 翌 口径　133〆 外面は日縁部に6条の＾箸行‘え縛。頴部～閤部ナテ。 やや畜｛05～ 王斑 内前援～iこぶい貞潟 外疏こスス！l姦 芝田83

理」 器蕩　51△ 内面蒙口浸部～誇ぷナデ．それ以下はケス《」。 3烏廃拶く含 包，外面蕊～玖黄褐
むミ 色。

Po595 SI］38 弥とと」器 彩 日径　168× タ顯は「磁鰍こ6条以」一の干そ丁己隷姦、虹場認をヨコ 畜（05～1院 顔《 内麟1語9、　夕衙 タ油スス］惰レ 山射63

器高　15△ ナテ泊し◇諮部ヨコァテ。 の砂箋を含む） 褐｛色、

内恒iま頴部下十ヨコケスリ．ぶるい｛～「］縁部ヨコナ

e。

Po59δ SI］38 荻LL題 琵 日径　138／ 外面は口該部2条の1兇瞬後、ヨコァディ白しζ錘鋒～賜 蜜（1～3陸の 鯨丁 ∫効瀬とも｜掻包。 外面ススwぶ。 ｛呈体162

2縞　73△ 部上「ヨコナテ。鐸部しrに右上が’1の刻突後、屍部 砂粒を含む｝
丁ξiこタテヘラミ刀キ。

内1パま拷部～頴部パ1ヨコケスリ。頚㌔』ゴから£滋
部ヨコアテ。

Po597 S夏至38 彊」器 衙罫 ロ径248さ 外面臼衰部をヨコヘラミナキ後、ヨコナデ。H・部ヨコ 箆 艮好 1勺タ這ともξ舅赤褐 1鱗認こ閣姪拒。 灘本王65

床面 器高］40△ ナテ。筒部ヨコヘラミカキ後、タテナデぐ 色、 のイ織土刻兵

筒部径12 内蚕杯部ヘラミカそ。杯諸甲央は枯土円諺允教部で罰
緩広鍛謂拐アテ。

Po598 SII39 弥生寸器 桑 難狢　⊥76）ぺ 外薗U縁部駕灸下行沈碧。頚品ヨコァテ◇肩部との境 畜 良好 内タ麟とぷこぶい寮 外羅ヒ滋」， 抱材83

埋か｛」 器湾　7G△ 当一行λ謬 蓬鉱
内蒲口該搭～鍾蕊ヨコァテ。る㌶ケスぶ

Po599 SI］39 る、曳ぶ萎 古 「酩チ152＞、 外再i口稼詔9条ア行《ん線。頚部閲隷文． 冨 兵鋪 1寸タ閲とも桓包。 油『82

垣」中 器r毒　6G△ 内面アテ、

P（荊oo SIユ39 汽r土器 翌 口径　］60＞ 外頒雛該部「行止隷筏～部アデd≒し。蒙轟ミカそ。 蜜 良如 綱隔とも浅ぷ登 函『76

埋刻］ ～議　48△ 内簡口該諸ヨコナテ。屈i品）以ドケズ〕後ミカキ。 恕
P（｝601 SI139 ぴ、己躍茅 逐 ｛］径　王88X 外面日縁羅TZ了漉綬殻アテ沽し。忽部ヨコナデ。 富 麟 内外函とも燈色。 亘紺75

饗上中 器論　§3△ 内胸口緩部ヨコナデ。腐曲誌以下ケスリ後ミカキ。

Po602 SI139 弥生上器 箋 日径］］8シ タト面1」縁笥9条｝行沈纏う頴部ナテ。 蜜 良好 内外百とも‘頚セ。 外百スス｛搭、 餅r74
簿」功 1 絃蔦」　54△ 内藤彫蒙品ヨコアテ。閉白部指鐸さえ廷ミガキ．以下

1 左ノ荊ケス1㌔

P（醐 SI139 力生」．器 逐 ▲丁径180× 外爾1コ綾部け丁ん謬後∫ま杁文。頑首アデ， 富 良タξ 酎湿ともにぶい黄 タ逗1スス汀姦 西ぎf80

埋L中 謬、ハ　42△ 内面日蒙部ヨコァデ。屈譲部以下右力何ケズ1㌔ 謬包。

Po6磯 S夏玉39 弥生丘3 甕 ム径　152シ 外函に1該部下行，え謹後一姦アテ1呂し。象轟ヨコナテ。 畜 良師 外錘燈色、 タ煽赤色藩多． 西枯78

舞」甲 紗∫　・］2△ 醗多禦し2箇所。 内衙黄1話、

内穣刀縁汚ヨニナテ。屈曲昂以下ノζノ∫向ケスリ。

P（1605 SI］39 弥弓」．き《： 箕 1コ径223．《 外翻コ縁藩3菱∫行線文〉騎溶］条の波杁文。馴ヒ著 蜜 良ガ 内タ面こも↓戊こ黄色。 酋村79

埋国 2縞　55△ しい。

『川薗臼緩部ナテ。周疏ケズリ。

Po6（矯 SI王39 粥一i一袈 詞部 岩高　5／△ 外嚢驚部タテミガ轟。以下アテ。 富 艮巧 将塙とも謬｛ふ 函TS1
迎」山 残径　138X パ顔ケズリ、

Po60？ SI139 弥4工鷺 底部 器高　25△ 外面昌品タテミガキ．氏轟ナテ◇ 笥 艮好 タ面謁灰色． タ瀬スス｛ぬ。 餅『77

壊上膨 抵径　56ぺ 内函ケズリ。 1栢灰鎖褐色。

Po608 Sll39 冷川器 f頭］燦 手ぷo整形。指膓涯瑛あ弓、 畜 艮好 ぷ艶。 タ懸化粧与 聞す84

畑上午

P（）609 SI14G 弥足工器 箋 日経　玉45＞’ タ瀬日該部11灸干行沈蓉後アテ冶す、頚櫛以下ヨコナ 畜3惚以予の 艮好 タ隔浅負1菱∪ 向鷲102
堤」． 器嵩　§5△ テ内討口縁部ヨコァテの後ヘラミガキ、羅品謡以下左 参含む） 内爾灰色．

ノユ向のケスリ

Po610 S工］租 務遵」．2『 逐 口経弦9シ 外「司コ該認干行辻幾後波杁文を施す。ロ唇部ヨコァ 葛パ～2脚以 良好 内タ畷とも戊黄燈 夕画スス付着。 F藩103
恩ゴ 晶為505△ テ、頚部ヨコナテ。 下の砂紘合む｝ 色、

内硫コ該部ケズ‡］後ヨコ語めゐ相のミヵキ、碧謡以下

左方向のケス広

Po6］1 SI140 s雛⊥器 斑 口径］66．く 外函口綜部6灸の「行己菜、藷部ケズリ径ヨコナテ。 ε砂茎捻む〕 艮好 無恢芦爵色、 1謬］θ］

埋寸． 器高　55△ 内口臼唇部アテ、雛絃部有ノ」向のケスη後ヨコミガ i冠賎ぷ登色、

キ、頴部以下友万向のケスリ。

P（姐2 SI140 1超器 底部 器商　36△ 外自ヨコァテ、抵面ミカキ。 畜｛王認以下の 良好 外溺荻黄舷 外刀底轟までススカ 1雛iloo

垣⊥ 底部径55X 抽鮪方向のケス戊。 硲捻む］ 内灘ε員包 着。

笠見第3遺跡出土土製晶観察表（18）
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

蜘翻灘雷区

Po613　　SI1」／

　　　　規．中

1）0614　　　SIM1

　　　　堤寸ノ｝イ

Po6］5　　S臼幻
　　　　握」．中

Po616　　　S］11］

　　　　建iメ）

Po6］7　　　SI141

　　　　斑却
P〔6］S　　　SU41

　　　　燈まメ1

Pぴ6欝　　　SU毅

　　　　党1中

Po620　　　SI144

　　　　卑L中

P（兎21　　S騒・兵

　　　　床面

1＞o｛｝22　　　SI144

Po623　　　SI艮恩

　　　　容上巾

P（泊24　　　SIU窒

　　　　媛L巾

P〔婚25　　　SI144

　　　　堅圭．準

Po626　　　SI三44

　　　　壕上中

Po627　　　S夏144

Po628　　　Sll冬£

　　　　鐸お｛…

PG629　　S難ぷ

　　　　坦u」

P（∋30　SI以
　　　　埋上∫±‘

P品31　　S臼45

1妻汐　器恒

豫生土器金

斑ユ器箋

弦生メ叢s箋

弥生i窒逐

姑生工器箋

弥生｛二穎裳蔀壺

弥惑土器儀裸杯

剃パ器蜜

灘、生」一器　登

弥生昔ξ甕

冶生v器登

弥牛上器箋

粥．」毘箋

為生土惑小刃甕

弥亙上器ノ罫箋

誤：』、嫡r誌1認三曇、1織詩㌶≠・慧21鳥・・㌃鐵考欝

器高64△ P灘1纏露㌶醤ξ浮難謬

認諮翼1嶽霧膓奪瀦蒜嘉識・碗鰍良タ遣組糠S郷畷あシ戊浪細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山苓く1囹。剛X景蒜・紘噺、織…ヨ苛鞠繊を良糟ぽ季灘嫁弓緩疏

i㌶1灘辮欝懲磁亀熈図2麺と　量霞魏翻1｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii］本ひ159，、，3蒜氣嚇ぶ・・財テ縫・・織岬・麟遙嫡ス礁

雛馴繍 焉B6、、噸紺・愉デ．辮山句斑
弥生土器底部

網上器上三

％、見L塁亮

Po632　　SI14？　　　弥生ナ器蜜

　　　　庫向直L

P（）6β3　　　SI］47

ぼ顧L曳し

1｝06謎　　　SI147

　　　　底面

PG｛箔5　　　SI14？

　　　　∫領

Po636　　　S正147

　　　　舞、面

Po63？　　　SI／4？

Po臼8　　s難49

　　　　愛上ヰ

Po639　　　SR」9

　　　　坪コノ

P（遍40 S姐9
浮．L中

S脳9
P6内

SI1］9

荘］メ耳

タ紘土器蜜

9紅瑠屑部

弥鷺」爵鶴部

弥生土器　肘鑓

芯録L笛声杯

弥u器受

弥u鯖姿

蒜生躍逐

Po組

Po642

P（泊茎3　　　SII51

　　　　斑1中

P◎6W　　　SI151

　　　　嚢」∵お

難ll灘輔lil㌫難1諜；欝1㌶；

藻鎌難羅難舅縦竺菖撫き…藤
竃1講羅霧㌫灘纏：騨醐涜斑・　　頬2警1とも鍾猪

暴麟li癬蠕㌔、⌒、蹴⌒綱幽外面ゐ誕
筈碧iiX，、賭、。・ナ・・、銚罐肚曝・　　、、。

難径｝il鳥雫欝誤㌶曇雛誌㌍；㌫　　　　　　　　亙

　　　　、，。識・テ漁紺テ・　　説▲誌弾好瓢とも｝こぷ

竃i辮議苔㍉緬ガ　　　§鈴む）・・慧逗紘愉

短径　37

諭議麟麟藷券懇杣刷耀）蝕ナ輌⌒

1［1卒ひ157

薩体ひぷ

亨瀦98

言髭畑7

イ詠艶

且怜ひ1泣

良目部面と糊麹～ [課20芦顯杣121
　　　　　　　　　　　冷讃す。渓在後冷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本ひ］55

密嘘肝・良棚タ鰍・にぶ・・貞胸畷調菌ススUI本鴎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漬水旬

　　　　　　り。

露111・纏幣宍齋謡熱ζ豊縛難欝ラ・蜜

弥生上器琵

搬舗形治甑・2嚇緯蕗5澱・・猪藤鶴こか1樽テ糖
　　　　上今部

弥生麟三箋

ぷノ誓｛，讐　藍

　　　　　　ケ昆

露・瓢凝翻籔兇璽以響㌶‡㌶゜　畜

撫総纏㌶：・瑚ケ或
鷲竃講讐爲；竺アち　　；

編i麟占器；≒嚇、卿・テ・・．・
晋姦　51△内箇ヨコナテ後ハケメ。

隠i；ム嶽瓢蝋雲享：勧・・ズ・・

鱗i嬬麟錫繍霧ご；㌻，，i

　　　　　　　ケズリ。

鱈lis懸鰐熟覇㌣繍ぬ
　舌筒　　5sムガキ奪
　　　　　　　1ヌ前舞ミフごキ⊆

露1i訟舞韻魏鰭留宍馨き努翌蒜㍍醐拍

　　　　　　　向ケスリぐ

鱈蹴綴謬舗、瓢たデ㍍・誹
　　　　　　　ズ）ね

　　　　　　　　笠見第3遺跡出土土製品 欝擦表（19）

見」．1部

麟醐配混漬　　　　豹57
　　色．

麟麗叉艦ぶ瞳題㌘認瀦駆厨演
蝕］内外簸こもにぶい黄外菌スス骸為　　漬ぷ02

　　斑三。

麟酬面とも灰醜．酪駆ス｛丁ぶ赫］躯

麟撰殿もにぶ遠離面スス儲・赫珊
　　桧包
箆好1醇福とも羨債綴1勺外｛蚕と協色と彩培子58

　　色。

良好内外灘とも灰羨掲
　　色。

良好内外函とも拶包◇

艮釘1抽峯藏ともにぶい霞外qスス｛統わ

　　包

良好内外面ともiこぶい負外爵スス七在

　　授色。
良日内y↓函ともにぶい芦内タト面赤色冷ぎプ

　　霞色。

艮好 �x愚馳。着．師・醗。

鋤酪勲ぷぶ壕銅スス1賑
　　　焉｛5、

ふくた1ω

ふくた135

ふくた］36

ふくた147

ふくた137

口縁郊外懸スス曾西舞92

酷｝93
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

麟勢番号
遣毯地区
W種名 該頚 器鯵 法㌘〆 手　法　⊥　の　特　徴 紅　　L 如識 色　　路 搭　　考 実‘賭香号

P（溺5 SI］51 蘇生土器 姦つ　日 口径　118≧・、 外面口該随にコ行洗線。以下ナテ。 宅く1麗砂麺少 麟1 タ極赤褐色。 夕衙～内面口縁部ま 厨予60
ス～頴部 器蕩　49△ 内面口縁～頚部アデ、以下ケズリ◇ し多く含む｝ 内爾にぶい緩色。 で赤趣音彩あ戎

Po臼6 SII51 弥生」．器 餐　隣菜 口経206× 外而ヨコナデ． 宮（5訟砂桓少 蝕］ 内タ栢緩絶。 外苗日競鍬こ沈該あ 魏嶽5
P4 ～頚部 き縞　魂△ 内藤臼該～頚部ヨコァテ、以下ケスリ。 し含む） ぎ，。

Pα餌7 SI］5］ 弥亙L器 箋ロ緩 口径　114＞、 外随ぱ都こ干行虎場 密パ該移変少 麟 内外面こぶい赤蚕 外面～内函羅詩；に 蒙子59
P7 部 器畠　34△ 内藏口該部ヨコナテ伝ミガキ、以トケズリ し多く含蛎 包 庁色迄彩。蒙部こ円

形鍔Lあり、

P（648 SI］5］ 弥生．L器 箋ぽ蒙 口径　114x タ汕アテ、 密！］こ砂鍾少 麟 附｝鰍こぶい赤褐 内外面赤色塗彩あ 1憾ひ198
～聾部 器高　3？△ 内面口縁部ヨコァデ後ミカキ、以下ケスノ。 し多く含む） 色。 り、夕函頴部にスス

イぬ。

P砲9 S夏］5至 弥生L器 疑P 底径　62・く 外面タテミガキ後下ぷヨコミガキジ 宮～2認砂税少 良好 卵塙にぶい黄燈 夕塙ξ至1斑あ矛｝ 芝田146

器高　45△ 樋1ケズリ後ナ芦 し多く含む） 色。

P〔藩50 SI151 弥生上器 鼓彩器台 口径206ゾ、 夕栢海経部多条化した干抗L線。一謡ナテ冶し。上台 箸 良好 内外面ζも鐙鉱 鋸f95
類上申 e縞　66△ 鍬鰯アデ。

内箇丁寧なナテ。

P（渇51 SI］5主 弥生土器 鼓形器台 口径　］9鋲 外面口該者干行∪熟上台部底玲ナデ。 畠 艮好 内外面とも超掲舷 外函赤色次彩。 西材製

鱗．ウ 器高　50△ 内面口縁謬部ナテ。下⊥ミガ毛

P〔652 SI152 弥廷．L器 髪 E羅182X 外面は風化着しく、麟整不明。内函1該揺ケズリ。日 畜 やや 内外百ともにぶい頑 タ情スス廿蕎 念詠玉o王

理土 器高163△ 状尚はヨコナテ、 不良 翌絶。

最大径226X

Pφ53 SI152 弥生．L器 慈 日径］72ぷ 外飾ま日該織こ干行ん頴義文後、下捲寄りを一部スリ 蜜｛1～2滋砂 やや 柑緬ともにぶい葵 タ懸鳶化蓼宕。 綾村oo
臓瀬直上 器拘100△ 冶す。 孝捻む） 不良 簑色。

湘自ま腸部ヨコケズリ、5部～灘縁部をヨコァデ、ま
た頸識ごまヘラミガえを加える。

P（6諸 SI152 弥生土器 畜　　口 口径］66x 外簡［頂訟こ不規則な沈隷。頴部アテ後祖いミガキ薯 蜜は江隣抄 鼓∫ 1内夕樋灰員色。 小岨35
縁～頴部 器高　61△ し含む）

P（655 SI］52 弥生上器 妥 日径　］32ノ、 外面口語尚に一F行岳線、頚部に貝殻腹琴剖こよる刻み目 富パ頑授少 良好 挿極鷹艶。 外面口霧部先謬こ里 小目1137

ロ縁部 器高　50△ 文。頚藻ナテ。 し含む； 斑あり。

内面日綾部ヨコナデ後ミ刀キ、以下ケズリ夢

Pφ56 SI152 弥生⊥器 望 日径124X 外面ヨコナテ、 畜（2聡砂鷲少 良好 外頂灰霧色 タ懸隣妾部こ1腐あ 11体ひ199

ぴ轍 器高　スG△ 内薗睡鰻部ヨコナテ、以下ケスリ後ナデ。 し含む） 内磁蓑橿鶴 りc

P（浴57 SI152 弥生こL器 甕 日径］50× 外面は臼縁部に‘←行沈線疹文後、下絹寄りを一部ナデ 密 艮好 齢懸とも浅黄色。 内外函とぷこ赤彩あ 談木99
器高　5］△ 泊す。ジ鰯ヨコナデ． りU

内欝は日該部周辺をヨコナテ。頸部iまヨコケスリ。

P頃58 S《］52 ろ牡⊥器 受部 口径　125ア 外面［］縁誌に］二行品響あ・）。 密（玉磁砂競少 良好 タ函灰褐色。 小山136

ξ謡　35△ 内面ヨコナテ後ミガ毛 し含む） 衙苗灰黄色。

P（659 SI152 蕗生⊥器 高務・ 口径　］94× 外i鰍ま汗轟iこ凌杁文を二段に旛文。その罰をス）ハ毒 宕！い3礁砂 やや 内タ懸こも浅負鉱 タ厄iこ赤診あ尖 翻く102
埋上 器高　79△ す。内外衡とも恩｛ヒ蓼姦渓整不度 紘含む。戊 不良

P（660 S随3 弥生上器 菱 日径18GX 外面は日蒙部に4条の凹隷、頚部ヨコアデ。頚部下嘉 蜜（］⊂大の石 艮好 内タ塙ζも浅黄色。 ｝莞陶11

2縞　28△ ｝こ’ま貼廿突帯伝、キサミ§。 英をわずかに含
内函ヨコナテ、 む

P（661 SII53 弥生土器 甕 日径215x 外欝は麟菜部隼央｛『透に諺広の凹諺、譲部ヨコナち 蜜（逗大の石 良好 内タ瀬にぶい黄桓 ；雛i108

器筒　23△ 内簡ヨコナテ、 英を多く含翻 色、

Po662 S夏］53 弥4⊥器 望 日径　17］X 外函は口結部に4条の凹謬、頚昂ヨコァテ。内面ヨコ 畜｛］頴大の石 艮好 内外函とも浅良鐙 緋李1（薄

器畠　25△ ナテ。 芙をわすかに含
ﾞノ

包

P〔斑 S夏鵬53 弥生上器 刹部 器高　42△ 外面iま霧部ヨコミガキ、詞藻輻薦を円周ナテ、裟該部 憲ほ～2泡大 良好 内外面とも浅黄毎 外画こ赤彩あ鵜 南閉王0

底径122＞（ に4条の凹響、 の石英多く含
内面はヨコケズリ。詞部下揚を円周ナテ。 む～

Po6臼 SI函 弥生土器 箋　日該 欝径　1？⇔、 タ随1臼緕叔ごレ行沈碧、肩部に栢引き1麟紋あり。冨 密（3瓢以下の 良好 内タ樋浅溺絶。 タ抽口該と8謡iこス 脊⊥153
床濁 ～麟部 器高　］15△ 部厚議気味だがミガキ見られる◇ 醗移く合鋤 ス付ぶ

内面日舞～頚部ヨコナテ、以下ケスリc

P（海65 SI閲 弥生⊥器 葺 臼径220タ 外面日縁～蚕部ヨコナデ、一部錘部にミガキ見られ 叢（3鎧以下の 良好 夕閲蛎謁色。 雛嶽㌶部にスス廿 井上］52

座土中 口綜～眉 器蕩　69△ る、以下タテハケ。 砂粒多く含む） 内南｛鉋。 3．，

部 内面臼該～頚部ヨコナテ、以下ケズ1九

Po666 SI均 弥生土器 珍 日餐　170夕（ 外駈屏部5灸一p行品 審 良好 酎樋ともにぶ鴻 山本く193
埋上中 器湾　33△ 内面ヨコァテ、 ｝論。

Po667 SI函 弥生土器 菱　　口 臼径　156〆 外面口緕部に下行沈碧。鏡部ヨコナデ、以軍ミガキ呑 畜（2Ω以下の 良好 内タ願1こぶい黄後 タ塙スス｛丁宏 井L150
理土中 該～閤部 器高　85△ 内面口該部ヨコァテ、頚部ヨコミガキ、以下ケズ〕ん 移粒多く含む） 色。

Po668 SI麟 日姓土器 珍 ロ径王67え（ 夕面口縁蓄3条宿了親以下アデ。 窟 良嫁 内外面ともにふい黄 外瀬スス費塾 ふくた1胡
埋土中 器緒　36△ 内面麟ミ部ヨコァテ島屈田部以下プf方向ケズリ。 駕も。

Po669 S正1漠 弥生L器 鼓形器台 臼径］88＞ 外面多灸化しだ子行沈嫁後と嵩部ナデ冶し。 畜 良絃 内タ逗とも浅藁燈 1弥函赤色ま彩。 山本く堰
麗掴］ 上台部 器高　43△ 内面ミガキ。 色、

PG670 SI函 弥きL土器 器台 器高　49△ 外漸㌶部凹繰。翻台部ミカキc該部下Z《紗 富 良好 初緬こも橿色． 内外面赤色き彩、 且体く］95

壊鴻 内面ケスリ後ア汽

Po67］ SIぽ 弥生．L器 小鉢 口る…］14 外面ヨコナデ後中位にミ刀キ、下半ハケ昆 畜（2ピ以下の 良好 タ通浅黄積色。 戊｝上151

床面 底径　35 内面ケズ］戊後底部廿近アテc 砂妾多く念む） 内鰍登c
き縞　60

Po672 SI155 弥庄土2睾 廷 日径］38× 外面罵緑部2条広譲。頚部タテハケ羨2灸沈隷、 畜 良好 内外面とも醗奏褐 i」体く］9了

埋土中 器治　5］△ 内爾江聾丈部ヨコナデc頚部ヨコハケ。 底
Po673 SI155 弥生．L器 亘 口径　鵬30X 外面口詩部5条召テ線。 密 良好 内外図ともiこぶい叢 山本く鴻

戊画 器高　46△ 内面口碧楊部ヨコナデ。夢部ミガ象． 褐色
P〔薄孜 SI156 弥包」器 籔部 底径　78X 外函ハケ製アテ、底面アテ診内面ケズリ◇ 密 良好 内タ恒ζも黄燈色。 底部内練こ指頭圧痕 ふくた圭38

埋上 器高　8△ 残る

P（）675 Sll56 弥生⊥器 底部 底径　45X 外薗タテハケ。 畠 蝕＋ 内面員｛ら外砲こぶ 外面底部一識こ赤色 ふくた］39
浬む 器高　29△ 内函ハケメ． いぷ艶旨 冷彩

Po676 SI156 土師器 高講魂部 施…169シ タ領罰部ナテ後ミカキ。 密 良好 1巷外面とも黄↓話。 1瀕指蓼圧痕残る。 ノ］曲132

埋土 器高　95△ 内面アテ、

P（薄77 sr157 弥生．L器 褻 践髪122㌻く 外灘」蒙部鐵化名しく罵整不明、蓼部以下ハケメ¢ 畜 やや 内薗蘇絶。タ瀬鈍 党上］87

埋土 器晶　3G△ 内面日昔部ヨコナテ、頚部以丁ケスリ、 良好 い藁包

P（）678 SI157 首生⊥器 琵 口縁u8× 外百日壕品6条の丁行㌦諺、頚部以下ケズリぐ 笥 願」 内面員穫色。タ矯支 茸L188
蓮⊥ 《縞　38△ 内面目茨部アテ後ミカキ、鎮銘以下ケス戊。 多燈色

P頃？9 SI157 弥且土器 高杯鐸部 底径148X 外薗ミカキ伝ナテ、窟部5条の凹線趨す◇ 畜 麟 内外爾とも授乞。 すかし孔あ弘 井上186

埋上 器畠　60△ 内欝ヘラケズリ、

Pσ鑓0 SI158 5絃L器 鳶 El径280＞、 外面は口該部に9条の芋行，L兵金ヨ部ヨコナテ。 畜 良好 内タ極と転こふい欝 1効醸1に赤彩あり。 西劔21
薄上 2塙　68△ 内面は口縁部ヨコナデ、頚部表面㍉綾、 観

笠見第3遺跡出土土製品観察表（20）
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三笠三見第3遣跡と呂土土製品簿～察表

遺拘番号
遣惨地区
X｛詔

套　類 器種 法豪1斑 手　己　⊥　の　特　徴 飴　　．1 焼ぎx 色　　烏 扇　　考 笑斜名呑審

Po681 Sll58 弥壁土器 逐 口径2］8ぶ タ爆liま日該部に］9灸の「Zコん譲。頚部ヨコァテ。内欝 義 良好 内タ的とも福包 臼濠紗砲にスス1『 面∫］24

埋土 器轟　59△ 慧ヨコナデ。 眉、

Po682 SI158 縦L土器 逐 日経202＞：（ 外面は自縁さ6に10灸以⊥の］三行iえ線後、甲央廿近をヨ 宮 良好 ζ彌〉こぶい㌶艶， 内外餓こ明赤季8色の 蕩相22
逗ナ 器高　5G△ コナデ冶し。頴部ヨコァテ。 タ匡朔赤褐包。 化耗土麟三。

内1毒に蓼部下牛ヨコケズリ、謬部⊥：一～口縁部ヨコア

fc

Po田3 SI三58 弥生土器 逐 日径　166＞、 外画ま口縁部に5条以上の午Z了坑蒙後、ヨコナテ冶 畜 長好 ｝勺タ摘こもにぶい黄 口縁部夕頂iこススU 漏相〕9

已⊥ 器斎　42△ し。その綴の沈纏が2灸残るc頚部ヨコァテ。 橿色。 熟
内翻ま頚部下才ヨコケズリ、頚部士半～口該部ヨコナ

e。

P醐
SI158 弥生土器 亮 磁呈］62＼ 外面は口緩部に鎗条以土の下そ了沈裟後、薄溺をヨコナ 畠 艮好 ｝勺タ鱒ともにふ・黄 ロ昧部外商こスス付 酋社三23

漫上 器姦　・茎3△ テ泊し。頚部ヨコナデ、 ●色。 享r。

内面；X日≧蒙部ヨコ　ミ　ガそ⇔

Po685 SI］58 縦ユ器 亮 口径1s　8≧ 内外翫もヨコナち 審 良好 憎衙とも1艶。 日稼部外画こスス／∫ 河ナ］25

坦ま 器高　4槍 碕、

Po686 SI158 弥生土器 新擁 器高　47△ 外面はヨコナテ 釜 灘］ 内タ摘ともにぶ攣 鱗｝］26

内面は擦部度をタテケスリ、閤部を円呼アテ呑 超色。

P（687 SII58 吉生む器 小型珍 口径　88＞、 外爾は日き轟～閤部ピドヨコァテ、霧彰下キ不走方向 岳 良好 内外欝こぷこぶい黄 屑命外癬こスス昔 醗ナ120
旅菌直上 器高　72△ のケズ1㍉頚蹄に貝殻受該によるキザミロ、 燈色。 ぶ

1頷頚ま霧品不定方向のケスリ、頚部一江］該議ヨコナテ。

Po688 SI159 弥生土器 ＆ 日該　168× 外面口該部8灸のア行礼壕、頭部L阜ナデ、下ヤタテ やや苫 やや 柑隔ζも蓬乞． 1］体ひ192

器藏　87△ ハケ、中央iこ1灸の凹綾滋す＞1知甜ヨ涙部ナデ。 ぷ］

Po689 Sll59 弥生土器 珍 日縁　158x 外面口該部17灸の萎結記L双文、頚部以下ナテ。内面口 密 良好 内タ醸ともにぶ横 i膝ひ1田
蔑⊥ 器高　48△ 殺顛ヨコナデ後下十ヨコミガキ、頚部以下ケズリ 荒色

Po690 SI］§9 弥ぴ．L器 箋呂壕 日在　162メ タ随搭蒙譲こ干行1ん繰、 窟／4忽碗沙 顛了 内タ摘擁話。 芝狂］147

～蓼部 き琴高　49△ 1勺面日緩部ヨコナテ後ミ刀キ、頚部ケズ】戊後ミカキ、 し合む
以下ケズリ。

P（69］ SI159 勇生土器 褒 臼※　王96× 外面口該部工只によるナテ、頴譲以下ナテ。 欝 艮好 内面こぶい鋪登鋲 山苓ひ王95

担生 器高　4△ 内面口慧部ナテ後ミガそ、頴部以下ケスリ、 外面灰苗宿色、

Po692 S臼59 弥生土器 箋 ぽ蒙164X 外面日蓉部3条の凹惑文、頚部貼甘突書後劔突文。 畜 艮好 旬摘ともにふい員 タ衙から湘頚縁部 ll捧ひ19］
Pア埋⊥ 翠高　32△ 内面口只部ヨコナデ、頴部ヨコァテ後ナナメ方向ハケ。 鐙色。 に赤彩あ琴。

Po693 SI159 蘇生土器 小皇高杯 酩…222ンξ 外面口縁絡ヨコフーテ、頚諮以下工兵によるナテ後ミカ 密 良好 内タ衙ともにぶい或 山本ひ1袈

埋⇒ 讐高　32△ キ6 色。

内面口該部ナテ後頴部にかけてミカ声。

Po69］ S工159 な亀土器 謝不 日経222X 外面風化義しく謬整不南。 富 やや 齢随とも，鑓登 内外藤こ赤彩あ1）． 麟・ひ王93

埋⊥ 器高　32△ 内面ナテ、 滅丁 色。

Po695 SI］59 瑚⊥器 餐 麟）2］7ム 外面濡姦タテハケ後ヨコナテ、閤緬上一←アァメ方向の 客 良好 内タ塙とも浅鰭登 鱒瀬ともスス｛∫ 山卒ひ］97

P2G埋L ハケ、下Fタテハケ後タテミカキ。 色、 庖
内醸ケズ㌧

P（刃96 Sn60 弥亙土器 甕 隣径　三33．＜ 外面口縁部2灸の凹謬文、麗部ヨコァテ、以下ハケメ 蜜！2漂統ξの 艮駕 1勺外面こも霧皇 外離ヲ斑情。内面 小由］33
P12埋｝ 器高　76△ 後貝殻鯵縁｛こよる麟突文。 ●含む） 赤彩。

内面日該部ヨコナデ。頚鴛以Fケス1ノ。

Po697 SI］60 弥生上器 餐 口径15㌶ 外面日該部3条のコニ行沈線。頴認以下ヨコナテ． 審｛2麟程度の 良好 内タ這こも溺釦格 小山134

P2鯉見 器高　39㎝ 内面日謬部ヨコァデ、頴部以下ケス）お 腔含む） 毎
P（泊98 Sll63 弥生毘 圭 繊径玉96シ 外面口綾錨3条の凹線捲す。頚部以下艮化著しく、鳶 やや冨 艮好 ξ繊懸ともにぶい録 ふくたU1

器筒　62△ 整不尻 ｝豆色。

内面日縁部剥裟のため渓整不明、頴部以下ケスノ。

Po699 SI163 弥＆上器 箋 日径　1］賦 外面日該部ヨコナテ、頚部以下ハケメ後ナテこ 雀 艮如 哨靖とぷこぶい楊 外面百部こススカ ふくた140
器高　79△ 内南自該部ヨコナテ後ミガキ、頚部以下ケズ：パ 長 義

PO？00 SII63 弥生上器 底羨｝ 底径　4鵬× タ衙タテハケ。 笥｛2窪菩度の 艮好 外面にぶい葺鉱内 外面赤彩、｝1…斑廿 ふくた142

器高劔5△ 内面ケズリ。 聲☆む） 砲こふい鴛鉱 着。

Po701 SI164 弥曳土器 箋 口径　］70x 外面日縁部12条の丁行ん線後スリ泊し．篇部ヨコハケ。 宕・2臓程度隊 良好 内外面とも，こぶい苗 外面ロ該部竪斑η 芝田144
床面直上 著縞　98△ 内薗口竣召ヨコァテ、頚講以ドケスリ。 合靭 覆色。 為

Po702 SI］｛U 弥生．L器 磁 日径　146× 外面目綾部］1条のく行庇線、頚部以下…］コナテ。 符 艮好 内タ礪とぷこふ．逗 芝田42
煙土 器姦　4］△ 内面臼綜部ヨコナデ、頭部以下ケスリ、 責色、

Po7G3 SH64 琴姓．L器 裟 臼径14］ジ 外両〔彩弍頴2条のV行沈新受ナデめし。頚都以下ヨコ 嘉（G5ロ程度 良好 内外白とぷ支黄慧 外面U該㌶スス廿 芝田143
坦£ 器窃　41△ ナテ。 ぴ撤含か も． 在

内面日縁部ヨコァテ、蓼部以下ケズEノ。

Po7（雇 SI166 弥生こL器 彩 日径　1gox 外函口縁部改杁文後上下2箇所アテ冶し。肩諮多条化 密 艮好 内タ懸とも〉遠鶴 適垣69
埋こL中 器搭155 したf受杁文。以下ナテ、

内面尿諦ヨコナテ。

PG7G5 SH66 弥生土器 逐 口径226＼く 外面口蒙部懲条斗行凌親以下ナテ、 瘤 良好 内外面とぷこぶい黄 〉面スス1嫌。 西垣74

壕土中 欝高　］54△ 内面撰曇藩ヨコナテ。屈曲あ以下績方向ケズ弘 澄c、

Po706 SI］66 弥生躍 箋 日径257x 外厨日該薄13灸干行㌦謬。司部ヨコハケ。 密（1～2麟人 滋丁 内タ瀬ともにふい縫 虚劉G7
埋上中 ヨ塙　95△ 内爵日誇部ヨコァテム頚部驚麟部以丁右方向ケズリ。 の砂㊨㌻む／ も、

Po707 SI］66 弥止L謡 甕 田r204x 外面日該部改杁文。頴部ヨコナデ。 笥 良好 内タ福こも羨負橿 外面勇、色塗彩． 山・Cく］99

壕土中 2縞　73△ 内葱口鷺部ヨコミガキ、頚部屈睡1部以下左方岡ケズリ。 色。

Po708 SI166 弥生む器 箋 凶黍　］92× 外面康譜波杁文． 密（］～2江火 艮好 内タ魎とも苅登色 日味く198
埋土中 器筒　50△ 内面〔1縁部から頚部屈菌部ヨコミカキ。 の砂穀含む｝

Po709 SI166 弥5建 珍 口径153X 外欝日縁部ヨコナテ。后部タテハケ， 畜 良好 内タ蟻とも音色。 夕醸ススfば・。 身」一ぷ

埋」メ戊 器畜　ア3△ 内面日縁部ヨコナテ。踊由部以下右み向ケズ戊。

Po710 SI］66 弥生⊥器 甕 日径25G＞、 夕逗ヨコナデ、 宙／1斑以下の 艮好 欝品とも還怠 f壕92
埋国 器高　43△ 内面口縁部ヨコナテ。据曲部以下右戊∫白ケスリ。 顕捻か

Po7］1 S正166 琴笠L器 造 ロ径　］§9）／ 外百口縁部多灸化した一F行沈諺　ぷ部以下ヨコナテ。 畜12聯以⑰ 顛｜ 内外面とも羨貞燈 内而【窮斑、 1癒囚
埋止中 器高　84△ 琴引薪日弓部～頚部ヨコナデ。頭硲下チハケ9。房部右 砂泣含む） 色、

方1砂ズリ。

Po712 SI166 1紘土器 占 日径　150× 外面渥該藻多灸化したΨ行己線後上下2鋳所アテ冶 富（1司この馨 艮好 内タ眉とも｛蹟澄 擁蓑1G5
埋．L中 器高　78△ し。議部以下ヨコナ乳 含む） 鶴

内面日琴部から蕗部ヨコナテ。后部以ド左方向ケスリる

Po？］3 sH66 弥生土器 琵 巨径2］6＼ 外面日縁昂10上ヨ行洗親 磁 やや 内タ画こも，こぶ畷 外田スス1搭、 百撫70

埋L巾 器畠　43△ 内衝口縁部ヨコナテ。頚部屈曲部以下ケスリ、 不良 ｝艶．

Po714 SI166 弥生む器 箋 郷径　152人 外面目緕がヨコナテ。構部貝殻穣さ※による押し引き波 畜 良好 酎塙とも見ぷ褐 井上185

埋上攣 き塙　68△ 薯紋。 飯
内面口縁部ミカキ。勾轟以下ケズリ後ナテ◎
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i笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物香号
遺情弛区・

?G名 穏類 器題 法鷺繍 手　法　上　の　特　徴 狛　土 焼成 色　　謂 欝　　考 実灘者番号

Po715 SI166

ﾁ時
弥生土器 餐 臼径　15．1

寘a@5，］△

外面ヨコナデ、

燒ﾊ日縁部ヨコナデ。履曲部以下左方向ケズリ。

やや穣［1磁大

ﾌ砂泣多髪に含
ﾞ〕

良好 内夕瀬とも浅黄燈
F。

伊蒙93

Po716 SI166

�F中

弥生土器 琵 口径　10，8※

寘a@5．2△

外面口縁部ヨコナデc中央部にPI形透かし。肩部波状
ｶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　◇内爾口尋部ヨコナデ。肩謡以下右方向ケスリ。

密（2び以下の
ｻ数を含む）

良好 1邪函とも｝こぶい黄

武F。

タ懸赤色塗彩。内面

ﾙ部黒斑。

ふくた］詔

Po717 SI166

?y中

弥生士器 詞杯

r封

器高　4．2△

氏c10，5

外面騒化のため詞整不甥、ナデか、

燒ﾊ底部ケズリ。鐸敵ヒ半ケズリ、揚鰯亘iいヨコナデ。

筒ほ醐以下の
q治む）

良好 外面糧色。

燒ﾊ浅黄鐙色。

拶楊91

Po718 SI166

пn津

弥生土器 蔚不 器蕩　13．0△

K径16．4※

外面杯底部ミガキ。欝部タテミガキかβ譲部風化のた

ﾟ謬整不度ナデか。
煢ﾓ杯底部ミガキ☆縷部ケズ1ぷ溺部ヨコナデ。

やや頸／2鐡以
ｺの砂登含む1

良妊 内タ噸とも浅黄縫
F。

外面、杯織極赤色
h彩、

｛嫁95

Po719 SI1（汚

?yr｝1

弥生土器 麟F 器高　8．8△

鼬a　18，4※

外函筒部ミガキ。蟹部波状文。

燒ﾊ裾部ケズリ。霧部ナデ◇

やや毅（2綴以
ｴの砂載含む｝

良好 内夕衙とも黄鐙包 外菌化亮土。 自壕96

Po？20 SI1防

?y中

弥生土器 高杯

U部
器高　3、9△

ﾚま12．5※

タ懸摺整不明。ナデか。円形透かし2｛謬蕗

aiケズリ。

密（2翻以下の
ｻ競を含む）

良好 内タ懸とも桓色。 ふくた145

PO了21 SI166

?y中

強生土器 畜w；

尓

器高　4．6△ 外函タテミガキ。中位に沈毅。 密（2陸以下の
ｻ粒含む）

良好 iこぶい黄撹色。 ふくたぷ

Po722 SI166

?y中

弥生土器 鼓形器台

繿苺

口径20．7※

寘bP0、6△

外葡口縁部多条化した平行沈隷。筒灘こかけてタテミ

Kキ。

燒ﾊ口縁部ミガキ。筒部ケズリ。

密（い2頴大
ﾌ砂粒含む）

良好 防摘とも赤褐色。 内タ揃赤倒ミ彩。 語呈1（遍

Po723 Sll防

пv坤

弥生土器 鉢 口径　18．0※

寘a@9．2△

外商コ該部ヨコナデ。俸部羅いハケ目書

燗蛹精助買?Rナデc屈薗部以下ケズリ。

密 やや

s良
酎摘ともにぶい黄

附z
酉垣73

Po724 Sll66 弥生土器 把手付箋 口径28．3
寘bQ4．4△

タ懸口該部に平行沈譲、以下ミガキ後ナデ。把手は直

a2．5㈱ほどの枯土紐状のものを俸部iこ差込みナデ図

ﾗ内面ロ菜藻ヨコナデ後ミガキ、以下ケズリ後ナデ

密ぱ滋砂桂少
ｵ含む）

蝕チ 内タ極淡檬色。 南顯（x

Po725 SI166

?y午

弥生土器 鐸杯逐 日径18．2
ﾅ大径21，2※

寘bQ4．3※
鼬a　］4．8

外葡隣縁部多条化した波状文。肩溶～最大径付近3段
ﾉ亙る波状文。中段のものは押し引き波状文。以下ヨ

Rナデ。

燒ﾊ口縁部ヨコナデ。肩部以下左方向ケズリ。閣底部

w押さえ。潤蓄ヨコナデ。

やや狙（2惚以
ｺの砂義多璽に
ﾜむ）

良好 防極とぷこぶい澄
F。

タ懸及び内面口該吊

ﾔ色塗彩。タ国愚
ｻ。

ふくた13王

Po726 SI随
?y中

弥生土器 餐 口径　15．0※

寘a@ぐ．2△

タト匡麓日X蒙部2灸沈謬c　以　｜ごヨコナデo

燒ﾊ日縁部ヨコナデ。頚部以下ケズリ。

密 良好 内外面とも鐙㌫ 西垣72

Po727 SI168

?y中

弥生］二器 器台 仁1径　18，4※

寘a@4．5△

外面日該部波状文会筒部にか1ナてナデ壽

燒ﾊナデ。

蜜 やや

s良
内夕瀬ともにぶい黄
ｭ色。

旬衙赤色塗彩。 西籔1

Po728 S工169

ｰ面直上

弥生土器 菱 口径　13，8※

寘bP2．7△
�蛹a21．8

外面は日縁部に4条の凹謀。頚部ヨコナデ’腐部上半
?Rハケ後、嚢部下半～麟部上揚をナナメハケ。内面
ﾍ摩減し、不明蓉。繕部上半に指押さえ痕あ氷葺部～び禰ヨコナデ。

密 良好 内面淡黄色。外藏に

ﾔい黄燈色。

山本く200

Po729 SI］69 弥生土器 甕 口径　16．4※

孖ｭ　9．5△

外簿は日諺部に4条の凹隷。頴部ヨコナデ後、薦部上
ｼ～頚部タテハケ。内面は顔部下半ヨコハケ後、顔部
續ｼ～蓼部下謬をタテハケ。讃部上半～日縁部ヨコナ

f。

密 良好 内翻こぶい黄搭舷
^極浅黄掻色。

日縁纈緬i籾部外
苑ﾏこ黒斑あり。

井ね89

Po730 SI］70 弥生こヒ器 蜜 日径　17．8

峵{30．8

外函口碧～々議上半ヨコナデ◇頸部下半に貝殻腹姦に

謔骰盾ﾝ§文。以下ミガキ。
P相緬コ縁～頚部ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ。

密（已砂粒少
ｵ奮む）

蝕1 内〉願黄縫色。 防掴磨滋気味。 ふくた13G

Po73］ SI］アo

?y下層

鑓三土器 甕 口径18．G
ﾅ大径27．5※

ﾈ縞26．6△

外鐵口縁部5条平行沈隷。1目当貝殻腹縁iこよる刺突

ｶ、以下タテハケ。
燒ﾊ顕縁部ヨコナデ。頭部以下友方向ケズ弓。

密 良好 酎閲とぷこぶい黄
n色。

タ醸スス付蕎 綾木157

Po732 SI170

?y下層

弥生土器 菱 随…23．2※

Q踏13．5△

外爾口録i綴5条平行沈緩。肩部貝殻腹該による刺突

ｶ。以下ミガ気
熾c旧縁部ミガキ。頚部以下左方向ケズリ。

密 良好 ∫勺タ函とも浅黄痘～

ﾉぶい宅登色。

内夕面黒斑。 譲本155

Po733 SI］7G

?y下層

弥生土器 甕 口径19．6
寘vQ6．o△

外面口縁部16条平行沈線。頚部ナデ。編部貝殻腹縁｛こ

謔髢|突文。以下ミガキ
燒ﾊ臼該部ヨコナデ。頚品ヨコミガキ。万部以下左方
?Pズリ。

密〔2認以下の

u給む）
良好 内タ湿ともにぶい黄

ｸ～糧色。

タ揃化社土。 山本ひ188

PO？34 S苗0 弥生土器 琵 日径1？．o

寘a@］2．4△

ﾅ大径23．1

タ願1ま日縁紅G条以上の平行1尤経頴部～羅部上揚タ
eハケ後、米竈状の刻突を二段援文。麗部中央ヨコミ

Kキ。

燻ｧは霧部～頚部下半ヨコケズリc頸部上半～臼鎮部

?Rミガキ、ただし蜜裁のため不戸膓も

宕 良好 州戚とも鱗黄褐
F。

ケ国・ぽ緒内灘こ
ﾔ彩あ氷タ畷にス
X付着。

山本く188

Po735 SI17G

ь蛛D下蕎

弥生土器 螢 iコ径　9．3※

寘a@主o．6△

外面仁i縁部ナデ。頚部タテミガキ。

燒ﾊ日霧綴ヨコナデ。頴部以下左方向ケズリ。

密 良好 内タ醸とも浅黄色。 詞部外函二次胞こ被
M。

緩木］§6

Po736 SI1？G

?y下層

弥生土器 壼 器高　8．2※ 外藤日縁部波状文，下謬部スタンプ文。蒙部タテミガ

L。突帯刻み底
ﾕ海揚部以下ミガキ、

密 良好 内外面ともにぶい黄
ﾆ色。

夕瀬化糠蘂 綾木1識

Po737 SB1 弥鑑土器 逐 瓢径　15．磁

寘a@1G．3△
ﾅ大径19．4※

外面口縁部3条平行隷文。頴部ナデ。穏部以下タテハ
P後ミガキ。

密（1紘以下の
ｻ粒含む）

良好 内タ国ともにぶい黄
F。

タ醸スス｛臓。 山本く75

Po？38 SB］ 弥生土器 箋 口径15．0※

寘a@9，3△

外師コ縁部ヨコナデ。々品ヘラ状工具による刻突文。

ﾈ下ミガキ。
熄ﾕ口言蓄ヨコナデ。屈曲部以下左方向ケズリ。

密12忽以下の
ﾙ捻む）

良好 防塙とも浅黄色。 膓溺極スス付塾 山本く74

Po？39 SBl

o1内

弥生土器 箋 口径　12，4※

寘a@3，0△
夕塙日該部2鯉i熟
燒ﾊ仁］縁部ヨコナデ診屈曲部以下ケズリ。

密G～2挺大
ﾌ砂粒含む）

良好 内タ逗iともにぶい浅

ｩ綬色。

山本ひ66

Po740 SBl

o1内

弥生土器 翌 臼径　14．4※

寘a@3．2△

タ樋日芝祁5条軒ラ沈隷。
煢T仁］該部ヨコナデ。屈薗部以下左方向ケズリ。

密（2灘以下の
ｻ粒含む）

蝕チ 内タ懸ともにぶい黄
o色。

タ櫛スス付着。 山本ひ65

Po741 SBユ

o2内

弥生土器 底部 器高　3，0△
鼬a　6．2ミ蓑

外薗タテミガキ。

燒ﾊ上方向ケズリ。

密（2惚以下の
ｻ粒含む）

良征 内タ瀬ともにぶい黄
?F。

山本ひ70

Po742 S脳 弥生土器 琵 口径　］4．o※

寘a@8．5△

タ醸但縁部3条三る行線文。頴部ナデ、

熹汾m］諺部ヨコナデ。如部右方1句ケズ1㌧以下．ヒ方向

Pズリ◎

密（2品以下の

ﾙ鎗む）

良好 内ク懸ともにぶい黄
武F。

外齎スス｛儲。 山本ひ履

Po743 SB4

o2内

弥生土器 箋 口径　12．0※

寘a@2．6△

外函口該部3条平行譲文。須部ナデ。
煢駐匀助買?Rナデ。頚部以下ケズ1ん

密 良好 内タ瀬とも澄色。 山本く73

Po744 S頚

o納
弥生土器 甕 口径　16．0※

ｩ縞　3．3△

外面類縁部平行沈譲後一部ナデ消し。

煢T日縁部ヨコナデ。

密（1～2磁大
ﾌ硫捻む）

良好 内タ醸ともにぶい黄

武F。

タ塙スス付着。 由本く72

Po？45 S雛
o姻

弥生土器 底部 器高　4、8△

鼬a　5、o※

外面タテミガキ。

燒ﾊ上方向ケズリ。
蜜（ト2踏大
ﾌ砂鍾含む）

良好 内タ懸ともにぶい浅
ｩ色。

内外而スス／惰。外

ﾊ黒斑。

山本ひ？3

笠見第3遺跡出土土製品観察表（22）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物香．号
遺縫・地区・

寤ﾊ名 毯頚 器鍾 法量減 手　法　上　の　特　徴 胎　土 焼底 色　　議 僅　　考 実灘靖号

Po746 SB5 弥生土器 甕 日径　12、0※ 外面日縁部3条凹刻、 蜜（逗以下の 蝕壬 内タ瀬ともにぶい黄 山本ひ68

P5内 器高　ユ．5△ 内函口縁部ヨコナデ。 砂粒含む） 縫色。

Po747 SB5 麩；生土器 彩 日径　］4＆※ 外面幾謬部平行沈譲後一部ナデ消し。 密ほ斑以下の 良好 剤懸ともにぶい黄 1」体ひ67

P殖 器高　4．o△ ζ稲i日縁部ミガキ。屈曲部以下左方向ケズリ肇 砂‡捻む） 燈色。

Po748 SB5 弥生土器 底部 器高　2．6△ タ塙タテミガぷ 密（1磁以下の 良好 外蔀こぶい謹登色 山本ひ69

P5内 底径　5，G※ 内面上方向ケズリ， 砂粒含靭 内爾褐灰包

Po749 SBI7 弥生土器 肇 器高　33△ 外面口縁部波状文後ド蟻ナデ消し。 密 やや 蹴樋とも褐灰包 敦本12
P6内 所薗ヨコナデ。 不良

Po7部 SB21 弥生土器 箋 口径26．3※ 外面日縁部4～5条平行線。頴部ヨコナデ、 やや羅（』以 良好 内外面とも浅黄餐～ 外面スス｛寸姦 牧本1G
埋土中 器高　4．7△ 内面雛警蟻部ヨコナデ。下謬羅いヨコハケ6屈紺部以 下の瞬亘多く含 断色。

下右方向ケズリ。 む〕

Po751 SB21 弥生土器 彩 口径　12．繰 外面口縁部2灸凹隷。肩部以下ヨコナデ。～部平行叩 やや梱（2騒以 良好 外函亥稜～桓色。 タ隔スス付蕎 牧本］］

埋土中 器高　7．2 き痕か。 下の砂粒多く含 ｝極黄燈色。

汲大街5．3※ 内面獄縁部～肩部ヨコナデ。肩部一部指頭圧痕。以下 む）

上方向ケズパ

Po752 SK］ 弥生土器 小型壷 日径　9．4 外面臼諺部に3条の凹線気昧の平行i定隷後タテに刻み 密｛2惚以下の 良好 タ国赤褐色。 夕瀬赤色塗彩。 芝田35
底函 濠径　4．2 を入れ、円彩浮文を貼り付iナ、竹管状のもので滋文、頴 砂粒少し含む） 内面にぶい浅鑓登

器高18．2 部タテハケ後3条の凹線、屑部タテハケ、鰯部ミガキ。 ㌫
内面日縁部ヨコナデ、頴部ナデ、以下ていねいなケズ
梶B

Po753 SK1 弥生土器 閤部 醐…30、0※ 外面タテハケ後閤部［書】位にヨコハケc 密（1滋以下の 良好 酎瀬にぶい↓艶。 外衝屈田1翻広下に黒 芝田34
底爾 器高］5．1△ 内面編部上半ヨコ及び斜方向ハケ、下半ケズリ。 砂粒少し含む〕 斑見られる

Po7弱 S田 弥生土器 底部 底径　6．7※ 外藏斜方向ハケ後ナデ、一部タテミガキ見られる。 密｛1湿以下の 良好 内外藤こぶい浅黄福 外画鰯付近に黒斑 芝田32
底面 器高　5、4△ 内面ケズリ後ヨコタテのハケ目c 砂蓑少し含む） 色。

Po755 SK1 弥生土器 畠杯 器高　5．9△ 外爾タテハケ後粗いミガキ、筒部に8条の平行沈該。 密（2滋以下の 良好 外癬こぶい赤褐色。 外面磨減気味の赤色 芝田33
埋土」層 杯～筒部 内函杯部ハケ後ナデ、筒部ケズリ後ナデ。 砂粒少し含む） 内蔀こぶい｝話。 塗彩見られる。

Po756 SK3 弥生土器 口縁～体 口径　］5．4※ 外穣目縁｝こ浅い平行沈熟、藻部ヨコナデ、以下タテハ 密（1頴以下の 良好 外鰍こぶい浅※綴 外面全鰯張ススお 西付8
床面直ヒ 部 器高］］．仏 ケ。 醗竣く含む） 色。 よぴ黒抵

内面口縁～頚部ヨコナデ、以下ケズリ後詣頭圧謁整。 内灘こぶい鋲登

Po757 SK3 弥生主器 麟蒙～体 日径17，6※ 外面口縁部に浅い平行沈譲、頚部ヨコナデ、以下タテ 密（2翻以下の 蝕董 〉緬iこぶい灘艶。 内面黒斑。 籔村11

部 器高　8．5△ ハケ◇ 砂粒多く含む） 内翻こぶい謁鉱
内面仁］縁～溝部ヨコナデ後組いミガキ、以下ケズリ。

Po758 SK3 弥生土器 口該～肩 囎…20．2※ 外面日縁部に浅い弓Z行沈藷。 密｛1斑以下の 良好 夕樋にぶい黄燈色。 タ踊口隷下鵜こスス 西討9
埋土上舅 部 器畜　5．1△ i柘蚕臼縁～葺部ヨコナデ、以下ケズ1お 砂粒多く含む） 内面黄穫色。 1搭。

Po759 SK3 弥生土器 ロ縁部 口径16．6※ タ醸ヨコナデ。 密ζ］田以下の 良好 夕衙籏褐色。 外面自縁上該～内面 西討至G

器高　3．7△ 内面〔｛縁～嚢部ヨコナデ後ミガキ。 砂亙多く含む） 部頂灰色。 ススおよび黒斑。

Po760 SK3 弥生土器 底部 底径　5．G※ 夕薗ミガキ。 密（1陵砂粒多 良好 夕沌i灰黄掲色、 夕逗体部～底鍬こか 西村7
器高　5、三△ 内面ケズリ。 く含翻 内爾ピぶい黄桓～褐 ；ナてスス付着。

灰色。

Po761 SK4 弥生土器 口縁～俸 口径　］5．5※ 外面田縁～肩部ヨコナデ、以下タテハケ。 密（］ロ以下の やや 内外画こぶい黄褐～ 内タ懸ススおよび黒 鱈組5
床面 部 器高　7．6△ 内面欝該～鎖部ヨコナデ、以下タテハケ。 砂粒少し含む） 不良 ヲ競。 斑。外画舗気味。

Po762 SK4 弥生土器 口縁～肩 驚径　蟻2※ 外面口慧部iこ凹隷気味の平行沈藻。 密（1熔以下の やや 内夕鰯浅黄穫色， 西村13
中層 部 暑縞　3，G△ 内面日縁～頚部ヨコナデ、以下ヨコハケ。 砂粒多く含む） 不良

Po？63 S期 弥生土器 ぽ蒙～肩 口径13．8※ 外面日縁認こ浅い平行沈線。 密（2頚以下の 良好 外翻こぶい黄燈色． 西討14

上嚢 部 器畜　3．3△ 内面灘縁～頸部ヨコナデ、以下ケズリ。 砂粒少し含む） 内醗麺。

Po764 SK4 弥生土器 口縁～体 日径12．8※ 外面日緩部ヨコナデ、頚部「ノ」字状文¢ 密（1己以下の 良好 内外面にぶい黄褐 西轍2
部 器高　52△ 内面口縁部ヨコナデ、以下ケズリ。 砂粒多く含む） 色。

Po765 SK5 弥生土器 灘穫 臼径13，0※ 外匝隠ヌ～嚢部ヨコナデ、俸部上半タテハケ下半ミガ 密（』以下の 良好 タ面浅黄燈色 外面輸スス付蕎 西村16
埋土上溺 器高17．2△ キ。 嚇抄し含む／ 内館こぶい黄褐色。

内面日該～肩部ヨコナデ、体部．と半タテハケ下半ケズ

り、顔部内外面ヨコナデ。

Po766 SK9 弥生土器 蓑 日径2王．8※ 外面磁譜に平行沈線。 密（1⑨以下の 不良 内外面浅黄燈舷 内疏議著しい。 餅『17
埋土．隠｝ 日縁部 器高　5．4△ 内面ヨコナデ。 砂税多く含む）

Po767 SK9 弥生土器 箋 日径　18．0※ 外面口縁部に摩滅気昧の平行沈線。 密（2緻以下の 良好 外顕こぶい黄桓～灰 夕厄黒獲。 西組8
埋土上層 口濠部 器畜　4．2△ 内面日縁部ヨコナデ後ミガキ、頚部ケズリ。 砂粒多く含む） 黄褐色．

内面艶，

Po768 SK9 弥生土器 高杯 器高　5．1△ 夕鰯口縁部に平行沈諺、以下ミガキ。 密（1簗以下の 良好 内夕礪援色。 内タ摘iこ徴這の赤色 簡す19

埋土上層 杯部 内面ミガキ。 砂粒多く含む） 塗彩か。

PO769 SK13 弥生土器 箋 口径　］4．o※ 外面ヨコナデ。 密（2翻以下の 良好 内撒随燈色。 外面麿滋著しい。 西村2G

P納 ロ縁部 器高　3，8△ 内面口該～頴部ヨコナデ、以下ケズリ。 砂粒多く含む）

Po77⑪ SK13 弥生コニ器 壷　日縁 日径　1ア．6※ 外面口縁部に深めの平行沈隷。 密（2鰻以下の 良好 タ瀬恢藏絶， 薩村21

～顔部 器縞　3．込 内面口縁部ヨコナデ、頴部ケズ弓後租いミガキc 砂粒多く含○ 内面灰羅絶。

Po771 SK14 弥生土器 壷口縁 器高　4．4△ 外面日縁部乎行沈隷後上位はナデ消し． 密は鱗以下の 良好 内外而燈色。 西村24

～頸部 内面臼縁部ヨコナデ。 砂‡抄し含む）

Po7？2 SK14 弥生土器 甕　日舞 日径　］3．4※ 外面Ei縁部に浅い平行沈線、 蜜ほ認以下の 良好 タ緬焉色。 藝村23

～頴部 器高　2．2△ 内面口録～頴部ヨコナデ、以下ケズリ。 砂超多く含む！ 内面灰灘絶。

Po773 SK］4 弥生二と器 箋　臼 露径11．G※ 外面日縁部に浅い平行沈線。 密｛2肱以下の 良好 内外鰍こぶい黄橿 頭村22

緩～頚翁 器高　3．G△ 内箇日謬～頸部ヨコナデ、以下ケズリ。 砂粒多く含む） 鶴
Po774 S幻4 弥生土器 壼？ 器高　4．3△ 外函密なミガキ後綱部張り出し部に貝殻腹諺による羽 密（1臨以下の 良好 内夕緬にぶい黄籏 外藤黒建 酸『25

頴部 状文。 砂粒少し含翻 色。

内1藤眉部上半ケズリ後ミガキ下半ケズリ。

Po775 SK17 弥生土器 壼　口縁 日径］3．7※ 外面賑縁部にやや深めの平行沈隷、頴部ハケ後凹繰状 密（1紘以下の 良好 内タ領浅黄色。 西村29
埋土上覆 ～頴部 器高　4。6△ の平行沈縁 砂粒少し含む｝

内面［］経～頚部ヨコナデ、以下ケズリ。

Po776 S幻7 弥生土器 護　口縁 口径　17．4※ 外面口該部にやや深い判了沈顔、頚部ヨコナデ、以下 密（1顔以下の 良好 外面にぶい黄燈色。 西村30

～偏部 器高　7．5△ タテハケ。 砂粒少し含む） 内面にぶい黄灰色。

内面臼縁～頴部ヨコナデ、以下粗いハケ目。

Po777 SK17 弥生土器 蓑　口 口径　16．0※ 外面日縁部に平行沈線、頚部ヨコナデ、以下タテハ 密（』以下の 良好 夕面iこぶい灘麺。 夕樋頚部以籟こスス 西村28
埋土」溺 縁～肩部 器高　6β△ ケ。 砂粒多く含む〉 内面桧色。 イ惰。

内面［3縁～頴部ヨコナデ、以下ヨコタテのハケ目◇

Po778 SKI7 弥生土器 器台 底径12．G※ 外面筒部～裾上惑まで密なミガキ、筒部と霧部に凹線 密（2鋤以下の 良好 外翻こぶい赤褐色。 裾上揚まで赤色塗 西村3］

鐸部 器筒　14．G△ が見られ、筒部に羽状文、裾部に鋸歯文あり。裾下措 砂粒多く含む／ 内面にぶい掲色。 彩。

はヨコナデ、

内面筒部上半シボリ§見られ、下半祖いハケ自、裾部
ヨコナデ。

Po779 SK17 弥生土器 底部 底径　5．o 外藏ミガキ。 密（2㈱以下の やや 外廊こぶい黄掲色 内外面磨滅著しい。 西村26
埋土上層 暑縞　6．o△ 内簡ケズリ、底1こ指頭圧痕見られる． 砂粒多く含む） 不良 内面褐灰色。 内面底鰍こスス付

蕎タ囚劔鱒iこ黒褒

笠見第3遺跡出土土製品観察表（23）
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笠見第3〕豊跡出土土製品観察表

遺物番；
遺蕗三頭

V銘
修頚 君惑 己蓼ば 手　β、し　の　特　徴 胎　土 焼敏 色　　謬 閤　　考 実溺者香号

Po7》G Sk玉； 弥彗土若 鶴s 蟻径　60 外面ナテ笈タテミ刀そ。 蜜ン1礁以下の 良好 外面番～にぶい黄煮 内面羅ジのスス1∫ 醗力7
理．L這 暑錆　27△ 内函タテヨコのケス1へ庭に指頭圧4艮見ら九る。 砂税少し含む） 色。 姦外面凪鰍こ巴

内泡にぶい項桓舷 斑。

Po781 SK20 ％川器 克　叶綜 躍歪136、⊇、 外藏口縁部に］行沈衰後ぐノ」字状文、頸部ヨコァテ、 畜（1は以下の 艮好 内タ福澄包， 凶材32

～頚部 望高　45△ 以下タテハタ。 砂粒多く含が
内苗ヨコナテ、

PG782 SK20 獺⊥器 塗　陸s 日径　／92x 外懸口該認iごL行洗謬、蒙部ヨコナテ、以Fタテハケ。 審（2蘂以下の 良好 P汐厨にぶい灰黄霧 夕麟徴量のスス毘 西討33
～肩部 器高　62△ 溝面口綾～該部ヨコナテ、以下ケズリ。 砂壁多く含む 色， 斑．

竺口も多い）

Po783 SK2G 弥生士器 逐　仁縁 囹釜　172＞ タ極康ま爺に丁行克謬。 宮（逗以下の 知了 内外翻こぶい黄霧 al客ひ76

～鋳部 習高　24△ 内面口緩～該部ヨコナテ、以下ケスリぐ 砂塁多く含む 色。

Po7図 S疑2G 弓姓1器 爵 器蕩　57△ タ瀬タテハケ後蓑部に不定聞閤の沈移。 畜／2鵜以下の 良好 内外臨こぶい蓑鐙 山本ひ？5

頴部 内衝ヨコハ乞 砂翌少し含む〕 色、

Po765 SK25 首⊇．答 菜 聞壬220＞ノ 外癒こi該ぷこやや哀めの詞コ沈鶏、書部ヨコァテぐ ぷ（1蹴以下o 良好 タ塙｝媛褐色。 面『31

日綜～頚 ～塙　δ1△ 内ぷ日戻蕊ヨコナテ、頴昴ヨコミガキ、以下ケズ｝〕。 砂粒少し含翻 内面艶。

Po786 SK　26　上 弥生」器 箋 口径］61X 外河蚕家灘ごる行元霧 密⑪㏄以下の 良好 酎衙里鶏色。 演丁37

禄後窪i面1 仁i縁蓄 器高　33△ 内面口琴部ヨコナデ、頚協ヨコミカキ、以下ケスリ。 廃移く含む）

Po787 SK　26 ゑ弥生］累 翌 器高　1GO△ 外面口蓉部｛こ］行1ん蓼、頚部ヨコァデ、以下ミガキ。 畜／2灘以下の 良好 鱒摘1こぶい黄鐙 タ鰯砦歳芦しい◎ 西舟2
纐核蹴i］ n該部 内宿口綜～須部ヨコァテ、以下ケス主 廃拶く含が 色。

Po788 SK　26　｛一 鎚．上景 箋 口餐2・18〆 外面口該部iこ浅い丁行洗綾。 富ほ認以下の 良妊 外陶こぶい赤田～霞 外面髪或気味の赤色 衙丁36

藩藁曳劔 麟曇部 器高　50△ 内藤縁部ヨコァテ、 砂絃多く含む） 色、 会彩見られる、

内面こぶい橿色。

Po789 SK　26　ヒ 日姓L器 亮 踏…114＞ 外面口該諸iこΨ行昆“、蒙品ヨコナテ、∪下タテミ刃 宿ξ已以下の 良好 内恒蔀こぶい黄竃 外面上揚こスス｛丁 西甘41
皆｝多出底 口緩部 器高　43△ キ。 が抄し含む」 色。 着，

内面口綜～頚部ヨコナテ、以下ケスリ。

Po790 SK　26　上 弦生⊥器 ㌶部 磁壬　118x 外函ヨコアデ、揚部に干行淀謬、 釜／2斑以ドの 良好 タ閲iこぶい負編恕 外麟浸著しいが、 西桐G

瀦綴商 器縞　3G△ 内面裾部アスノ、謬部ヨコナテ。 砂鐘多く含蜘 内面階赤馨絶。 綴蒸鍼右塗彩見ら
れる。

Po？91 SK26 弥生土器 仮部 底後　60 外函タテハケ、 畜｛2磁以下の イ浪 タ鱗にぶ演淫～赤 外面微蓑のスス付 蕩村39

器為　120△ 内葱ケスリ． 砂竪多く含鋤 措色， 誌内面巨惑顧し
内灘こぶい黄灰色。 い。

Po792 SK26 弥生土器 底島 底径　68× 夕麟ミガペ 冨！1灘以Pの 良好 外蔵芙負澄色、 内外滋寧斑，内面1岩 西汀35

2縞　43△ 内箇ケズリ。 瑛諺く含む） 内踊こぶい藁餐色。 滅気味。

Po793 SK37 弥生ま器 姦　ぼ 口1ま三80〕（ 外面頚部祖いハケ目、苗叙こ「ノ、字杁文。 宏（逗以下の 艮蜂 内外灘こぶい員穏 内外1薩議気味。 月⊥105

裟～ぼ部 器高　80△ 内函日緕～頴部錘パパケ目後口絃部ヨコナテ、以下ケ 砂趣多く含劃 色。

スリ。

Po79」 SK37 弥ノLL器 箋口稼 田き　］76）く 外面口恕部て只「編07訟∫によるヨコァデ、眉部タ 密｛2驚以下の 良好 鑓外函にぶい黄技 外翻蒙曇のススf∫ 井⊥迭
～眉蓄 器高　55△ テハケ． 砂芒多く含か 舷 ぷ

1　0

Po795 SK37 ‖矯．」器 箋　　目 仁1径　152× 外薗購該部に寸行広鴻、頴部からタテミガ⇒c 憲｛2磁以下の 艮好 内外面曳負｝艶。 内面謡にスス　里 井上108

絃弓繍 器錆　45△ 内面ヨコァデ象逼部まで秒いミカキ、以下ケスリ。 醗捗く含む） 斑。

Poア％ SK37 弟己｛工器 慈ぽξ 田壬130X 外面灘弩部に7行止該、稔部タテハケ。 蜜認膓以下の 良好 タ磁，簸痘色。 〕｝．uo7

～肩謡 器畜　45△ 内面日該～頚部ヨコナデ後ミガ志、以下ゲス1ノぐ 砂紘少し含ぴ 内面にぶい妬烹鶴

Po797 SK37 ぷ．」器 蓑　1コ蒙 日径　鵬48× 外面磨或気昧の下行庇頴、蓼部ヨコァテ後ミカそc 畜ほ紘以下の 艮好 「勺外統こぶい縫色、 拒L］］o

～頚品 翌高　28△ 内匝灘湖下ケスリ、 砂粒少し合ぴ

Po798 SK37 ξ姓ぽ 珍日霧 磁多151） 外灘コ縁部一ζ行ん碧、頚品ヨコナテ、以トタテハケ乏 笛（2蕊以下の 艮好 内タ瀬灰黄ネ艶． 頚部以下少ε｝のスス 井且（路

～肩蔀 9轟　53△ 、ミ刃そ◇ 顕沙し合む、 ｛措。

内向日繋～頴部ヨコァテ、以下ケス／。

Po799 S品7 蒜註L器 珍　口該 川ま　鵬68）く 外面仁1該聞に」一行広鰺後～部アテ捕し、蓼部からミカ 習ぽ忍以下の 遼了 内タ隔澄銭 廻，1〔旧

～蓼講 器高　40△ キ。 ξ垣少し含む，

内灘獄縁～護部幼いハケ鐸後ヨコァテ、以下ケス｜㌔

Po80G SK55 弥生］．器 褻 口径220× 外面口蒜部4灸ア行庇蓼、蓼部ヨコナテ、眉蕊こ刺突 畜｛1訟以下の 良好 内外面とも明まミ闇 内面里斑掻。 1箒97
埋」， 2縞　　　△ 文麹す。 廃捻む） 色。

内面口霧部ヨコナテ、目剖部ノτ方向のケスヲお

P（ぷ）1 SK55 勇、見」，器 茎 日径　］33Y 外面2条の十行謬文、葺郊ヨコナテ、肩部以下タテハ 密1逗以トの 良好 外面にぶい黄色。 内外面響頴憶。 崩怒§9

舞］ 器高1085△ ケ会 憂嫌含む） 内面霧灰料毎
内面ヨコ方何のナデ、鏡部以丁左方向のケスリ。

Po9）2 SK55 弦二1器 高ξ禰ぷ 器高　39△ 外面タテミ刀キ、1条の呂縁又あ］ぶ鴛認下蟻よりiこ 畜ぽ脇以下の 良好 旬揃とも顛絶。 ｝謬98

埋」 底灘…79× 竹答文による剤突文麹す。 綻と含む〕

内面左方向のケズリ。

Po部 SK56 弦．．L嶺 彩　雛タ 陛ξ130＞ 外簡仁］縁～頭昂ヨコナテ、以ドタテハケ。 富ξ2江以下の 蝕∫ 外蔵諸灰包、 タ抽1スス1『ぶ 井」二1況

～罵昂 器高　85△ 内面仁舞≧～頚部ヨコァテ、以下ケス戊。 砂粒多く含む） 師iにぶい鑓絶．

P（ぷ1 SK57 玄生L器 る n径　147・（ 外何は仁1縁蕊こ1条の凹線。9部～腐詰）タテハケ後、 密 良射 内外菌ともζ簸色。 ノ織1鵬7

2縞　52△ ヨコナテ。
内面はE］碧部｛こ1条の沈縛．彩部」蠕亮をヨコハケ。頸

都～日音認ヨコナテ。

Po舗5 SK57 弥’£ぱ 箋 口径250＞ノ 外菌は驚縁部5条の穣語頚部｝こ右上がりのキサミ目 密 良好 内外函とも揚色。 外面1こススイ掻。 ノ1・由114

器高　39△ 後、ヨコナテ。
内面ヨコァテ。

P喘 S｝、57 爵＆土器 琵 臼径　192＞ 外面は口綜轟3条の回譲。褐轟タテハケ後、ぷ部ヨコ 笛溺硲移く 良好 内外1錘とも浅黄色。 外翻こスス燈r。 小山13
器高　75△ ナテ。 含む）

内而頴部アァメハケ後、頚命～ロパ謡ヨコァテ。

Po807 SK57 弥生」翠 彩 U径　184）1（ 外面は日該部ま条の千行線。錘部ヨコアテ。閤部綴化 畜圏砂境多く 良好 内鰍賠もにぶ畷 柄衙に戊鋸§色の 小戯12
器笛　13§△ 鐸義。屑部下｝ヨコハケか。 含刮 色。 イ罐む新1。

最ノミ径263〆 内鶴ま顔品Lし　下予ともナナメハケ〉穣議上十から
臼縁部ヨコナテ

Po旬s SK57 弥生躍え 良部 器高　69△ 外面はヘラミ刀キ後、ナテ。内鐵タテケズお 害 艮灯 内函にぶい蓑燈もp 外蔀コ斑あ1ぶ ・抽1］8

底径　69＞、 外臨こぶい瀦貌。

Poso9 SK57 弥生uこ 器台 器畠　5］△ 外頗ぱ裾疏こ9灸の凹綾。｝さ部下揚の突帯をノマミナ 富 艮好 内外囑とも明奏褐 夕癩に赤彩あり。 小山1］5

磁ξ190X テ。 色。

内丙ぱ筒部タテヘラケスリ。橘部ヨコヘラケスリ。詞
部ヨコナテ、

P（惑10 SK5？ 爵」答
↓・ 内外藏ζもヨコナテ，外癩頭部に2条の突帯を貼付。 宮 良好 醇情と㍉こぶい姦 外翻こ赤彩あ1）“ 小山116

鷺色。

Po8ユユ SK58 弥豆ゴ器 二 1コ径　162＞ 外箇灘ぺ部ヨコァデ。頚冶タテハケ。駕部｛乙行己謬。 密（2斑以下の 良好 内外面とも‘韻履 窪怜ひ］37

埋iヰ 器高　98△ 内鋪日菩あ～頚冷ヨコナテ。眉部左力向ケズリ。 砂粒含む’ 色、

笠見第3遺跡出土土製品観察表（24）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣勃香零
違誇地区
�走ｼ 穏類

妻こ髭 法慰脚 手　～ゑ　⊥　の　皆　籔 胎　　1． 磯成 色　　謬 ｛詩　　考 知緒香号

Po8］2 SK58 弥生七器 壼 日径150入 タ函日緩部多条化した一F行皮碧。嚢部ヨニナテ。 畜～2口以下の 良好 内外面ともiこぶい黄 山本ひ140

竣ま午 2縞　58△ 内織口該議ヨコナテ。頚部指押さ繭受アデ》眉部左方 砂粒含む 縫蛭
向ケズ鬼

Po813 SK58 弥生土器 膓 き縞　92△ 外筒日請謡宇行広譲。頚部タテハケ。肩部干行沈線。 密r2斑以下の 艮栂 齢纐こもにぶい畜 閤部内面恵斑 り峰ひ136

理土中 内面口誇部アデ、頴部楢方向ミガキ。訂部左万向ケズ

梶B

移莚含む） ｝艶。

Po8玉4 SK58 絃止」、器 菱 口径　195・’ 外欝日綾部多灸化しだ拝行沈蒙。5ぷ善［れた押し引き 畜（］驚以下の 却1 内外灘こぶい‘韻燈 西打？3

埋土田 器高　142△ ヨア行～L謬。以下ハケ昆 醗捻む〕 色。

内面口蒙部ヨコナテぐ篇議雀方向ケス）ね

P（刷5 SK58 弥生⊥器 大星甕 日径236x 外而日縁部多条化した干行よ該。9化著しい。 蜜’2に以ざの 蝕∫ 内外面ともにぶい黄 西討72

埋土甲 器高］］§△ 内面日緩部ヨコヂデ。［葡酷ζ以下ケス1；後アテ。 砂‡給む1 縫色。

Po816 SK58 弥差LL器 箋 日径　156ノ 外面臼該部8条F行克葬。眉部押し引き荻杁文以下ミ 審（2綴以下の 良好 内外衝こぶい黄鐙 タ衙ススイ靖。 醗「7］

埋土甲 器畠　98△ カキ。 砂縫含む） 色、

ノゑ

Po8］7 SK58 弥生土器 姦 醜…18G＞ 外面口蔭論9灸］行麟泉。頚都ヨコナテ。 箔｛1親以下の 戊好 醇畷ともにぶい藁 夕塙スス廿右 山みひ迫］

埋土中 器葛　51△ 内面日緩部～頚部ヨコァデ。質部左方向ケズリ。 瞬捻む1 考鉋。

Po818 SK58 弥生克器 逐 口径］8⑪× タ塙口該部濠汰文二段に競し、一部ナデ泊し。 密ぱば以下の 良好 外蔀こぶ、横荏色。 タ領スス｛『姦 山本ひ151

垣⊥中 器高　49△ 内箇日舞部慈方相ミカキ。左方向ケスお 砂麓含む｝

Po819 SK58

ﾀ上中

弥生玄誤 箋 ロ餐　］76．く

寘戟@59△
タ悩日縁紅1灸｝zテ洗寡籏部ヨコァテ。
燒ﾊ仁践部縫ノ∫向ミガそ。筒部右方阿ケズリ。

密（い2怠大
ﾌ移江合むヌ

蝕ナ 酎塙とも§絶。 タ緬スス甘か内藪

ﾒ蒜1栂。

山本ひ］47

P（溝20 SK部 蘇生上器 ヌく整葺 口後24δ＼ 外欝日琴鍛壕P行止熟頴部ナデ。雇部平行誌貌 義パ～2頴人 良ぱ 泣衙とも億～にぶ 夕嬢ゴ西諭以下スス 山本ひ蕗6

現土中 器高　99△ 内面覧接x部ヨコナデ。頚部ミガキ。㍉部左方向ケズ戊。 の碗治む） い黄縫在 付る．

PGs2］ SK58 瓢上器 逐 江i径170〆 外画臼縫轟1G灸F行己謬。ヨ部ヨコァテG 搭｛2織以下の 艮顛 内夕極とも棲～、こぶ 外面ススイ掻。 山ムひ／42

運土甲 器高　59△ 内面E］謬謬部ヨコァテ、以ド嶺方向ミガキ。頚部ヨコ 砂粒含む！ い黄澄蛭
アテ。ξ］部左方向ケズリ。

Po822 SK58 弥艮L器 箋 日径214x 外苗日縁部12条平行沈謬。謬部ヨコナテ 畜　2邸以下の 良好 タ絡浅黄色。 タ遍ススイ瀦。獣i Uばひ149

箆抽 欝葺　58△ 内漢日縁部犠方向ミガキ。屈国部以下援力向ケスリ。 砂社含む〕 内面灰白～黄灰色。 ぽ詰鐸蓬、

Po823 SK58 弥生廷； 甕 踊…］46＞（ 外面日藷部11灸斗行沈線。頴部ヨコナテe 笥（2㏄以下の 良好 タト廊こぶい黄燈色。 夕ロスス情1。 山本ひ！43

埋胡・ 器高　寸9△ 内面口該謬部ヨコァテ、以下楊方向ミカキ¢頴部以下 麟泣む） 内面灰羨蝕

ケス1パ

Po824 SK58 弥生上器 炎 欝径　190X 外面日詫韻5条平‘了沈綾遁部ナデ。 密｛2認以下の 蝕予 円外面と㍉莞黄蜜 山本ひ閲

響L古 器高　61△ 内面仁］挟撰☆ヨコァテc以F機方向ミカ轟。筒部左方 醗鎗む） 鉱
向ケズリ、

PG825 SK58 弥生」叢 縁P 器畠　76△ タ函タテミカキ、 籔＼1己以下の 良好 外灘こぶ横藏色。 タ摘スス］措。 山・緯／39

煙土中 縛奎　50× 1禰葺．L剤司ケスピ 砂翻合む～ 的面灰黄｛互、

Po826 SK58

э纈

弥≧L⊥器 閤ち 器高　70△

鼬a　4朕
外面薦部タテミガキ。奴部アテξ

燒ﾊ⊥方向ケズノ、

畜，2斑以下の
ｻ粒含む）

良灯 タ懸にぶい頚艶。
燒ﾊ‘賭色。

外面ススf撮。内衝ばヨ斑、

山本ひ138

Po827 SK田 勇、生土器 小蜴聾 田径　11G× 内外面とも灘瀦しい。外箇ぽ菜峯謡1灸窪｝親 やや祖（地大 不良 タ這にぶい緩色。 山本ひ］・茎5

理ま中 器高　40△ の砂義含む） 内爾超色。

Po828 SK58 弥生土器 蓑 ロ径　］74）／ 外面［芸諸；3条凹譲9象部ヨコナテ。 倍（］斑以下の 艮好 内夕懸ともピぶい黄 鶴こひ148

埋土中 暑鏑　3⑪△ 内面日繋部ヨコァテ。以下ケズリ乏ナテ。 砂粒含む 縫色

Po829 SK58 肖、生爵呈 高杯 器高　33△ 外菌仁］縁部干行沈線パ籟民部ナテ。 畜は～2鰯ノミ 良好 外厄韻色。 夕面痴色孝彩。 11藩ひ醐

屋L中 ）福 内蒲日該部ヨコァデ。杯ば部ミガキぐ の碗捻む） 衙茄淡員乞

Po830 SK61 弥生上器 彩 日径167 外藩日壕部多条化した王行法諺。頚部横方国ミ刀キ。 畜（1～2斑ミ 良好 擁摘とも籏登～赤 外懸スス付着。1頑 伊蔭60
鬼面 器高282 貿部薮状文。一部後ミガキ。腸轟ハケ目後ミガキこ の砂縫含む｝ 褐色。 寧況。

最大径216 内面口該部績方向ミガそ。筒部ケズリ後ミガぱ。

底径　47

Po83］ S総］ 弥生．し澄 室 き塙　82△ 外葡欝㍍s多灸化した百テん謬。一部アデ冶し。頚部 密／2斑以下の 蝕《 タ極韻澄～菱漣。 且捧ひ129

底面 ヨコナテ。 砂税含お 内面浅羨燈色

｜旬扇羅該都ヨコナテ。鋳部ハケ目。

Po832 SK61 弥生止器 琵 口径］541、 夕爾多条化した弓行己鶏後下｛一部一部ナテ，日し。頴部 畜、2こ以下の 良則 酎極iこもにぶい薮 タ煽スス｛丁着。 山本ひ126

鵜辺 器碕　55△ ナテ。籍部ミガキ， 砂粒含む’ 揚～ぼ色。

内面仁］縁部ヨコアデ。頚品彦方向ミガキ。以下左方向

ケス1ち

Po833 SK61 弥生．塙 箋 口径　王94× 外面口豫部鍵条丁行～え線， 畜 艮好 権緬とも：こぶい京 タ塙ススイ韻。 西w89

底面 器高　33△ 内面ろコうデ。 穫些

P醜 SK6］

ﾗ互

㌶、生土器 琵 日径162X
?a@60△

外面口縁轟ヨコナデ。鎖顕蓑方向ミガキ◇

燒ﾊロペ囹核方向ミ刀そc屈自部以下右方向ケズ㌦
完泊認以下の
ｻ粒含む）

良好 タ塙灰黄色。

P知団こぶい鼓色。

タ顧スス｛「ぶ 山苓ひ］27

Pσ835 SK61

?y下蜴
朝蕊L器 箋 日径　160X

寘a@44△
外面日綾齢干行泌線後ミガキ。頚部ヨコァテ。

燒ﾊ〔狂譜ぷ方向ミガキc頴部以下右あ向ケスリ。
密／2ロ以下の

ﾘ捻む｝

蝕士 外鰍こふい穆色
ﾉ灘こぶい黄燈色。

薩捧ひ128

Po836 SK6］ 弥生」選 鼓形器台 目径186＞こ 外面口綾部9条Ψ行沈⑫◇⊥台底部以下ミガキ。 苫 蝕了 内外面ともにぶい苗 内外面’1…蓬、 西村9ま

底面 器高　5G△ 内面ヨコナテ、 惑包。

P（惑37 SK61 弥生土器 珍 き鵠　85 功樋ミカキ。 富 艮好 内外面とも書色。 残描部スス1蟻。 西杜go

底衝 底径128・、

Po838 SK6］ 訪、生土議 注日土器 外面ナテ。 蜜 艮好 内外函とも浅黄色 外励、色塗紘 山本ひ123

閤辺 内面ン率閣残る、

P（£39 SK62 ～姓i一器 逐 口径22，2＼〉 外麟日該部3灸凹衰。頴部rデ〉肩部瓠いヨコハケ。 畜（1綴以下の 良好 内タ瀬ともにぶ畷 タ衙スス｛掻。 山本ひ132

坦」一．L層 器音　53△ 内面口該部ヨコナデ。屈曲部以下左方何ケスリ。 砂紘含む） 色、

PGぷ0 SK62 弦生上器 箋 昂塁　140く 外面口状部4灸凹隷。葺部以下ヨコナテ。 完（1ロ以下の 良好 内夕師iともにぶい貞 日該話タ緬スス廿 麟・ひ顕

理⊥⊥層 2縞　47△ 『殖蚕口絃部ヨコナテ。5部組いハケ目。以丁左方向ケ 燐冷む戊 鐙蕎 ふ
ズリジ

Po斑 SK62 撃在上器 髪 日径　H6）’ 外面［］核部3条凹曽。肩部タテハケ後袴杁℃妻ミによる 密（］磁以『ドの 良好 内外薗ともにぶい黄 外面スス1摘。 山不ひ13］

現上噸 器筒　75△ 麟突文。 碗捻む1 痘色。

内面口縁き逗コナテ。屈ll｛i部以下左方向ケスぶ

Po昂2 SK62 刊、生」器 1鰯・ 器高　55△ 外函畑かいタテハケ¢抵部ナテ。 為12ロ以下の 艮辱 タ悟にぶい｝距c 外面スス廿克 1」渉ひ133

茸上．躍 底径　7Gx 内面L方向ケスリ， 醗捻む） 内醗涙色。

Pos13 SK62 弥生上器 灘恒又 ご福　105△ 夕塙タテハケ後ミガ毛 審（2瓢以ドの 良好 内夕田にぶい黄欝 裾謬部砦畷。 目口ひ135

別．下層 ｛ま蜜 底径］22 内苗蟹部．L方回ケズ］ノ。鐸奇上Fケズパ麦ナテc裾部 砂粒含む） 色
ミカそ．

PG別4 SK65 弥生土器 晶 ロ径245＼ 外函は口幾部に4条の凹綜がめくる。譲部以下はハケ 桑 良好 内藤　にふい桝登 外面こ寧斑あり。 議木95

器畠293△ 爵整後、頚部と蒙部を回する4条の践謬を滋文。 包。　タ遍にぶい

駁大径308△ 内山は腸部タテハケ。頚部～日縁をヨコハケ馨 黄欝～灰黄包

P（商5 SK65 張生上る 翌 日径　2］o 外日iは口づ部に4灸の凹謬がめくる。鏡部～霧部タテ 密 やや にぶい黄穫已 全仏に刻ぱ為 翻こ曳

器蕩187△ ハケ後、逼部に5条の雛線を施文。 小真

内面は葺都をヨコハケ後、三箇所iこ強めのナデノケ。

；謡タテハケ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（25）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣物香号
遣諺・泡区・

蝟ﾁ
稜類 器鍾 法量！cロ） 手　法　上　の　特　綴 賭　　土 毒誠 色　　謬 欝　　考 実諺落香号

Po麟6 SK65 弥生ヨニ器 ㊧ 日径22．0》きξ

寘a@7、2△

外蔀ま臼縁部に3条の凹線がめぐる。頴部口該寄川ま
?Rナデ、それ以下は墨化の為、謬諮不響L
燒ﾊはヨコハケ後、口縁寄を｝をヨコナデ。

密 良好 内外配もにぶい黄
n色。

タ掴は穣土贈佑†
ﾊで～部剥慈ごく
墲ｸか｝こ赤彩残る、

綾木93

Po幼7 SKδ5 弥生土器 逐 日径　］8．4※

寘a@16．仏
ﾅ大径25，0※

外簡は口縁部に3条の凹隷c頸部ヨコナデ。影部は議
k磁…付近までハケ後、ナデ。それ以下はヘラミガキ。

燒ﾊは影部下半ケズリ後ナデ。麟部上半彦｛行ハケ　項

舶t近～露縁部ヨコナデ。穆部上半に外面ハケ詞整に

v抵する指揮えあ鵜

密 蝕子
内外面とぷこぶい梧～黄縫色。

タ纐駕スス付姦 綾本go

？砲8 SK65 弥生土器 甕 仁1径　15．8※

寘a@］6．］△

ﾅ大径2G．8※

外廓紅〕該部に4条の凹線がめぐる。蓼部ヨコナデ。

荿煤Dヒ半～閤部最大径付近タテハケ。それ以下はヘラ
~ガキ。｝祈蔀ま渓部下半～簸大｛封寸近をケズリ。屑藻

ﾍ大径～上半をタテハケ。頚部付近～鋤縁部ヨコナ
fcまた顔部上半には内面謂整前の指揮えが残るc

密 爽好 ；敏漬ともにぶい黄

｢観
タ漬にスス1嶺。 譲本89

Po激9 SK65 弥生土器 餐 日径　15．6※

寘a@7．4△

夕遜はぱユ蹄に5条の兜檬後、右」ガりの刻突、円形
uｶ貼付。摺部ハケ後、績部ヨコナデ。顔部に貝殻腹
盾ﾌ刺突。

燒ﾊは爵部タテハケ。腸部上半～刀縁部にヨコハケと
O］コナデ。頚部は特に強くナデツケ◇

翁 良好 帥摘とも灰黄褐～
oこぶい黄鐙色。

外薗こスス臼着、 唆イ9］

P翻 SK65埋土 弥生土器 小逐 酪…　8．7※

寘an3．4
B大径13．0※

ﾌ縫　3．9

外面は田縁部iこ3条の凹譲。購部ハケ後、殻大径以下

�wラミガキ。綴部以上はヨコナデ畿上げ。

燒ﾊは底部円周ナデツケバ藷部はナデあるいはヨコハ
P後、底部寄｝）～骸部籔大経までをケズリ。諮部以上
�iデ。また頚部付近｛こは指鐸えあ7戊。

密 良好 内タ極とも1こぶい黄

?F。

タ樋全侍に赤彩塗
{爵隷こはスス付
ｭ内醜纈や綴部
c大径付迎こ1ま焼焦

ｭ残る。

該本97

Po85］ SK65 蒜生土器 菱 器高245△
c大径29．6※

外面ハケ後、顔部下率をヘラミガキ。頴蕊イ寸近はヨコ

iデ。

燒ﾊは閤部下半をケズ｜㌔それ以上をハケ。

密｛o．5ぷ砂軽
ﾜむ）

蝕董 内タ溺とぷこ浅黄～

D黄色。

外喬こ擦状の縫緋テ

ｦあり。

該木98

P（苗52 SK65 弥担二器 箋 器高34．5△
�蜚ﾁ8．6※

鼬a　6．8※

外函ハケ後、底部～弱部景大径までをヘラミガキ◇蒙

ｷ逝iまヨコナデ。
燒Cま底部～顔部最×｛封お匡までをケズリ。それ以上

�nケ。

密 良好 内外面とぷこぶい黄

ﾃ～》漬鉱
タ鰯にススf臓。内

ﾊ底緋ぱにも焼焦

ｭあ氷

綾木部

PG853 SK65 弥生土器 琵 底径　5．脳

寘a@92△
外面1まヘラミガキ。内面はケズリ後、底部円周をナデ

cケる。

密 良好 内外面とも灰黄パこ
ﾔい黄燈色。

外蕨こ黒斑およびス

X儀き、

蒙木92

P〔｝8斑 SK65 弥生土器 謝寸壼 礪…15．5※

熏bR8。1
ﾅ大径23．6

鼬a三4．繰

外薗はど］縁部iこ3条の平行譲。頴部タテハケ・ヨコナ

f後、捧状工具による12～14状の平行沈線。裟麟と閣
狽ﾌ境に一条の突帯。隠部タテ・ヨコハケ後、上半を
?Rナデ治筒部タテハケ後タテヘラミガキ。中央に10

�ﾌ平行沈縫、裾部寄り7箇所に内1瀦こ貧通しない三
p形の削りこみ。裾部ヨコナデ後、6条の平行沈藷c

ﾙ謡3条の平行隷。
ﾙ内面1ま全侍ハケ。鐸内簡ヨコケズリ、瀦部湯縁円周

iデ。シポ欄あり、

密 良妊 内夕鰯とも黄燈色。 夕樋と∫礪臼縁部ピ

ﾔ彩あ1）。旬瀬に
Xス付着。

綾木77

P（田55 SK祖 弥生土器 閣撫頚
X

日径　10．9楽

Q謁玉9、o
鼬a　8．2※
ﾅ大径19．2※

外薗はど1＞謡に1条の沈線、径ス斑の透かし穴を2霧
厓E。対向するであろう、膓部上半ヨコミガキ、下半

^テミガキ。詞部申央に径5陸の透かし穴を放射状に
U箇所穿孔。裾部4条の凹隷。蒙底面円周ナデc
w部内爾は蔭灘蒙蕎ヨコナデ主体、指揮さえありc初鰯内懲まヨコケズぶ

密 良奏予 内外面とも楊色。 潟部外翻こスス付
?B

漬水9乏

P（鰯 SK88 弥生土器 箋口縁～蕗裟 口径23，8※

寘a@6．5△

外面r］諺～頚部ヨコナデ、以下タテハケ。

燒ﾊ口9～類部ヨコナデ、以下ケズリ、
密13麟以下の
ｻ粒多く含む）

蝕董 内タ随i黄燈色。 井上］58

Po857 SK88 弥生土器 琵口該～骸部 日径　11．8※

ｫ謡　6．o△

外面麟剥こ霧滅気味の沈謬、肩部ヨコナデ、以下タテ

nケ◇

燒ﾊ日縁～嚢部ヨコナデ、以下ケズリ。

密（1磁以下の
ｻ粒多く含む）

良好 内外面黄蔭色。 外函」鍛こ患斑。 井上］59

Po858 SK88 朝注土製

i
土玉 蕊径　1．7

Q頴　L8
手提ね後ナデ。 蜜｛已以下の

ｻ鍾少し含む｝

顛ξ 外薗黄穫色。 重綴．79 井上160

Po859 SK玉00 弥生土器 葺口該～畜部 口径1U※
寘a@5．o△

外面口該～葺部ヨコナデ、以下タテハケ、

燒ﾊ口縁～葺部ヨコナデ、以下ハケ後粗いミガキ。
密｛1磁嚇抄
ｵ含む）

良好 内外面淡黄色、
夕悩日S灘こ凹頚あ］）スス付蕎

山本く192

P（溺0 SK］19 弥生土器 箋口縁部 日径　16．8※

寘a@3．o△
内タ懸ヨコナデ 密（1認砂き妙

ｵ含む）

良好 内外面灰黄色、 タ這ロ縁疏こ凹隷気

｡の平行沈線あi）

焜^衙スス付蕎

lli本ひ至9◎

PoS61 SK119 弥生土器 箋 臼径］§．7※

寘bQ3．0△
ﾅ大径30，0※

外面は賑縁部に3条の鰻線。屑部上半タテハケ。頚部

¥付突帯後、キザミ昼屑部下半は摩注内面は腸部
ｺ半タテケズリ、檬部上半指押さえ後、ヨコハケ。藪
秤ｺ半ヨコハケ。頚部上半～口緩部ヨコナデ。

密（い／．5磁
蛯ﾌ砂粒含む）

蝕董 内タ極とも浅黄蜜
F。

タ悩とぽ子部内顕こ

ﾔ彩あり、

言音水92

Po錨2 SK］2S 弥生土器 壼 口姪20．o
寘bS4．9△
ﾅ大径3王．5※

外癬ま日縁部上面6条の裁状文。葺部14条の沈譲後、

ｻの中央に剥突文、下嵩6条の波状文。刺突文麓文部
ﾍ予め沈馨を箆文しない。羅部上半6条の平行沈隷と
g状文◇爵聾は外衝涯§ヨから頴部ナデ、腐部上半ミ
Kキ・ハケ目。胴部下半タテミガキc

燒ﾊ腐部下半タテケズリ、部分的にヨコハケ⊆上半タ

eハケ。窮部上幾～頚部指押さえ後ヨコナデ。頚部上

ｼはヨコナデツケ。

密 良好 内面にぶい考艶。

O面iこぶい黄痘色、

口縁議上蔵外函、

o（沈繕紋｝部・
荿拍續ｻ悩に赤彩
?｢緩部上半の放
W撚に垂下する赤彩

ﾍ7箇著

溝水93

Po863 SK128 弥生土器 壷 口径］8．8※

寘bP3，7△
外面は日縁部に4条の凹謬。頚部タテハケ後、12条の
ｾ線。沈線下漏iこ刺突文、豹1／3のみで全周しない。

z部下揚から飼部ナナメハケ。
燒ﾊは疹滅のため不明態。図部上半ナナメハケQ

やや密 良好 内外面とも浅黄～桓

F。

山本ひ］89

P〈醐 SK］28

?ﾓ
弥生土器 溺部 器高　］1．8△

鼬a　8．G

外滋詞部タテミガキ。底部ナデ。

燒ﾊ絹部上方向ケズリ、底部指押さえ。

蜜（］翻以下の

ﾙ捻む）
良好 薄頂ともにぶい黄
D色。

山本ひ］87

Po865 鰯埋土上層 弥生土器 壼 臼径　14．8※

寘a@7．3△
外面臼該部4条乎行沈濠。頚㍉タテハケ後3条の凹線
[す。

燒ﾊ口縁部ヨコナデぱ頴部ナデ。

密（5踏｝鍍の
ｻ窒捻む〕

良好 内外衝とも黄震色。 井上43

Po866 鰯漫土上層 弥生土器 逐 口径　12．6※

寘a@7．8△

外面Ci縁部4条平行沈隷，頚部ヨコナデ。霧議灘突
ｶ，肩部～詞部ミガキ。
燒ﾊ口霧部ヨコナデ。吊弓以下ケズリ◇

密ぽ変緩度の
u捻む）

顔｝ 内衝タ懸ともにぶい
�ｩ橿色。

夕隔赤彩。夕醸肩部

ﾉスス付ず

井．已9

P（溺了 鰯埋土上壌 弥生土器 箋 口径19．磁
寘a@4．8△

外面日縁部6条平行沈線。肩部以下タテハケ。

燒ﾊ日縁部ヨコナデ。頚部ヨコミガキ。溝部以下ケズ
梶B

密（砂粒含む） 良好 外面霞色。

煢謔ｱぶい灘艶。

タ耐、内面鵬蒙部～

z部赤色途彩。

井上44

Po8銘 皿埋土上層 弥生土器 葺 日径　］7．0※

寘a@5．2△
外面〔］繰部1条の凹豫顧部以下タテハケ。
燒ﾊ日該部ヨコナデ。肩部以下ケズリ後ナデ。

密［§墜程度の
ｻ粒含む）

良好 内面夕樋とも浅黄縫
F。

夕瀬口縁部スス付
?B

井上諾
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笠見第3i貴跡出土土製品観察…表i

雀播零 誤諺
4　罫手了　　、

y怠～c蘂 手　広　⊥　の　誇　徴 記　　」． 焼成　　色　　謬 箋　　考 実ぷ緒翻

Po869 田理土巾 豫生上器 箋 灘径　76＼

寘a@80△
葵面［］該部ナテ藁口部～眉部ミカキ。霧部～底部タテ

nケ。

燒ﾊ臼緩㌶ヨコナテ。肖部以下ケズリ。鳳爾に指頭圧
T残る。

畜，5鱗程痩の

ﾙ捻が
良好 1猶タ塙とも浅黄燈

z
日浸部に溺Lパ極
P縁縦、色冷彩、飼

買Xパ憤。

其．L46

Po870 説狸上⊥麟 弥亙L器 鰍授i 戟径　154）シ

ﾈ縞257△
外簡麗頴タテハケ、溺部§灸の綬るL該。

囂X藷部ケスリ。詞部以ドケズリ後ヨコハケ。

蜜｛5堤程曳の
恁ｼ含む〕

良首 内外亘ζもにぶい黄
武F、

内夕纐とも赤彩。 片⊥48

P◎871 SS5

пﾛ⊥謬
弥生上器 遜日綾～肩部 口径196×

嵓ｩ　65△
タ塙康菜部麿戌気昧の下行洗響、鎖部ヨコナテ、以下

^テハケ後アテ。

熄�m1ぽ～籔蕩アテ、以下ケズリ。

畜｛2滋以内の
ｻ穣多く含む）

良好 旬醸にふ蟻黄燈
F。

内面肩誤こ指頭圧
煤B

のざき2

Po872 SS5

?y上溺
弥㌧土器 葺麟翻 日径uo＼〉

寘a@29△
外面口縁灘こ凹竣気昧の］行洗隷、蒙部タテハケぐ
燒ﾊ口弩部ヨコァデ、田部ヨコミガキ、以下ケズリ。

宕ζ垣以内の
ｻ鏡少し含む〕

良周 1勺タ瀬灰穫色 外面麟ま部下謬こス

X汀巌
のざき］

Po873 ぷ組瞬 弥生土器 箋 磁ξ176w
ﾈ措　27△

タ閲麟粥4条～操。
燒ﾊ日窪部ヨコナテ。弱ii｝1部以ギ左力向ケスリ。

畜｛1磁以下の
ｻ翌含む）

良好 泣瀬とぷこぶい黄

ﾖ鶴
夕懸スス｛摘。 緩ぷ2

P《）874 SS6

Q⊥中
搬」器 蓑 器高　3G△ 外蘇1素纈事行誌線。

熹沍箞ｻ謡ヨコナデ。屈菌部以トケズリc
畜〔已以下の
ｻ数含む／

艮好 柑懸とも緩色、 タ繍スス官着。 竣木53

Po8？5 SS7
D土上該弓

ξ考生⊥器 蜜 日佳　］67＼

`高　73△
タ樋麟菜謡5条干行線文。以下ナデ。肩部刻突文
燒ﾊ口X部ヨコアテ◎屈曲部以下左上力向ケスリ。

ぷf2滋以Fの
ｭ拾むノ

良好 内ク懸iともにぶい黄

?竅B

外箇ススイ情。 芝田77

Po876 SS？

冝ﾋ詩
弥生土器 直日必 日径　87x

寘a@43△
タ腕口該議3条凹線。以下アデ。
煢Tアデ。

蜜12懸以Fの
?b含む、

艮好 情懸とも鶏灰舷 内外面ともみ色塗
ﾊ。

芝田了8

PoS77 ss7

пDL⊥響
勇在v器 底部 器高　49△

鼬a　69
外面タテハ仁底部アテ、
p栢⊥方向ケズリ。

密〔2灘以下の
?ﾃ含む）

良好 外面にぶい藁艶、
琲d灰色。

タ掴恒斑。 芝田75

Po878 SS7

пﾛ上繍

ぴ足二L器 氏部 器苔　34△
d…　28

外面屠部タテミガキ。底部ナデ。

熹｡ケズリ後ナデ。
畜；1経程度の

ﾓ姶む）
麟ナ 内外函ともiこぶい黄

草F。

タ懸ススイ情。 芝田万

Po8ア9 蹴翌上上層 弥旦上器
餐　口該～岸拙 日答］goシ
﨑x　75△

外面［麟灘こ麿滅気腺の千行沈線、蒙諮ヨコナテ、以

ｺタテハケ。

熄ﾕじi惑～頭部ヨコナデ、以下ケスリ◇

審｛3斑以内の
ﾙ±多く含む）

蝕『 ｛勺タ遍にぶい黄燈
F。

井．L147

P憾80 ss8

q上上貿
弥生土器 箋ロ詩～盲昂 口径　148ジ

崧?@6G△
外筒日該謡こ強いヨコナテ、頚部ヨコァデ、以下タテ

nケ。

燗?D該～蒙部ヨコァデ缶頚～絹預」二十不這方向ナ
f、以下ケズリ、頚部以下指頭圧講整あ1）。

砧（2滋以内の

q沙し含釣
蝕ナ 外函卵艶、
i1にぶい黄籏乞。

内外面隣㍊に響
ﾁ、

井，且46

P（溝8］ 謡畑ユ」穏 弥生土器 逐　ロ縁～顔部 碗…170＞、

~舗　？1△
外面日誤～蒙部ヨコァテ、以下タテからヨコのミガキ診

燒ﾊ口藷部ヨコナデ、以下ケズリ。

畜（］紘以内の
ｻ絃少し含む）

良好 外疏こぶいオ蕊色。

燒ﾊ堤話。
旬摘蓬鍼嫡、だが
ﾔ色診％

井．L148

Po882 隅樫と中 弦生瑠 箋　　ロ
処皷o部

日径　16｛x

寘a@32△
外面搭灘額該気味の千行沈線、蓼部以Fタテハケc
燻｢ヨコナデ伝頚部ミガキ、以下ケズリ◇

密｛1惚以内の
ｻ鏡含む）

蝕丁 内外麟こぶい羨斎
F。

内外面スス廿着、 鉢且41

Po路3 SS8

?y中
弥生上器 逐臼錯～爵部 口径　80こノ

寘a@50△
外面臼冷識こ磨凌気瞭の干行止線、諮議ヨコナデ、以

ｺハケ乱
燗｡口恕～頚部ヨコナデ、以下ケズリ．

畜！三塔以内の

i妙し含む）
良好 内外1郵こぶい黄逡 戊ぽ149

Po飽4 SS8

逑y．懸
弥生土羅 滋月部～詞部下

ｼ

彩径230x
寘bQ05△

外面肩議タテヨコのハケ目後直譲夢、の刻み目文、窃部
^テミガキぐ　　　恥

燒ﾊケスI／。

搭12田以内の
ｻ駿多く含鋤

やや

s艮
内外縮こぶい芦蕎
F。

外面…纏珀面塗滋
?ｵい。

井ゑ王45

Po885 SS9

э縺D履

訪、生上器 ± 口｛釜194×

寘bQ85△
ﾛ大径300＼

外面日馨部5条一F行謬文。衰部タテハ九泊部刻突
ｶ。閤部中位タテハケ。下半ミカキ◇

燒ﾊ臼緩部ヨコナデ。錘部一篇箭右力向ケズリ、F「
封綷?Pズリ、

畜（2謬以下の
ｻ紅含む／

良好 内外顔とも浅黄べこ

ﾔい項｛乏

腸品タ瀬寧愁 綾木50

P（氾86 SS9

?y上溺
蕗生土器 嘉 日径150ぶ

崧?52△
t大径22］ジ

外固日縁部干行線文。頷部アテ後5条沈頴。后部貝殻
?ﾝこよる糞炊文。

煢苧ﾙ遣部～頴部アテ。肩部以下ケス戊。

審 蝕］ 離樹とも1こぶい蓑
D色、

外薩スス廿着。 緩ぷ9

Po887 SS9

熄縺v層

勇、生上器 主 口径134ン
尞､　78△

外面Ω綜部2条凹蒙。頚部ヨコナデ。肩部タテミガキ。
燒ﾊ臼縁田ヨコァテ。頚部以下右方向ケズリ。

密（1忽以下の良好
ｻ発含むべ

∂嚇簡こもにぶい黄

ｾ色。

夕這スス廿姦 該承34

P（惑S8 SS9

ьm上層
弥生上器 壷 日径　］74X

尞ﾒ　57△
外而雛霧部2灸凹線後3条洗線文。頚部タテハケ後興

｣購による押羅文。
燒ﾊヨコナテ，

審 艮好 控塙とも浅黄鉱 該本36

Po889 SS9

р磨v溺
弥λば器 箋 日径艮9X

寘a@30△
外百郷縁藻3条田犠頚溜ナテ◇
熾｢1ヨコナテ、

冨 良好 内外藤とも浅黄擾
F◇

タ厄スス1情。 綾木35

Po890 SS9

A甕⊥這

弥生土器 主 田…200）、

峵{　42△
外間コ縁部5条干行嫁文。頴部アテ，

煌ﾈ口該部ミガキ。眉部ケズリ、

密 良好 タ緬灰褐色。

燒ﾊ鴛色、

鋤・43

Po891 SS9

пgヒ．垣

弥生⊥器 塗 日径｝34
妺焉@77△

外面口該部3灸子行隷文c嚢部ヨコナテ。肩部タテハ

贒燻｢ぽ締～頚部ヨコナテ。躍輸ヘラ壮、工具：こよる

Q条‘え顔文。響部以下左方向ケス1ん

蟹 卵了 内外錘とも緩色。 外面スス廿萄 綾木42

Po892 SS9

э繽繽K
弥生L器

品　口縁～頚部 口径　170〆

寘a@52△
外面臼該綜こ不行沈隷後波拶、文、頸部に沈謬

燒ﾊヨコァテ後ミガキ。
畠酩斑以内の
ｪ妙し多く含
ﾞ）

良好 内外面赤褐～燈色。 醗諦内外蛎砲塗
ﾊ。頚品こ装鋒的な
ﾔ色塗彩。

山本く1GO

Po893 SS9

ｨ⊥」舗
弥生上緩

姦　ロ絃～頴部

日径146x
寘a@75△

外面日綜部く行己線後波杁文、蓼都こ己譲。

燒ﾊ欝螂ヨコナテ、頴部ケズリ後アテ、一部部分的
ﾉミカキ。

畜／］羅以内の

u妙し多く含
ﾞ｝

良可 内外画桑羅絶、 山本く］四

PoS鱗 SS9

ﾌ】上」溺

弥生⊥器 箋 口径　王53X
妺焉@］49△

ﾅ焔…駁OX

外面口該部2灸←行碧又。頚部ナテ。肩部警状工只に
謔骭雌ﾋ文。以下ナデ。

熹ﾁコ緑部ヨコナ硫磯部～甲位左方向ケズリc以下
ﾛ方向ケズリ。

密11膨程度の
ｻ粒含む）

良郁 内外灘ともにぶい浅
�｢色。

外函スス｛摘， 綾木29

Po89§ SS9

掾v上舅
弥生土器 彰 日径191

寘bR4了ア
搆褐a374
C径　8王

外面隣詩ほ条一所了淀諺。頚部ナテ。眉部貝殻駿惑こ

謔骼h突文。彩部ミガキ。氏部ナデ。

燒ﾊE］該部ヨコァテ◇頚部祖いハケ臼。図鍬L方向ケ

Xリ◇

畜｛1～3逐大
ﾌ砂粒含が

良好 タ面提色、

燒P云藁燈も、

タ糠赤色塗彩。 β｝頴済

Po896 SS9

o土L層

鈎、生⊥器 箋 口径］86×

寘a@39△
タ塙酪豪紅条凹蘂。
燒ﾊ郷縁部ヨコァテ。屈曲己以下右方向ケズリ。

畜｛］ご以下の

ﾑ捻む）
良好 内外旬ともにぶい蓑

諮F。

該木33

Pos97 SS9

崧y上層
弥生上妥 菱 u径　王44＞

�ﾑ　3嶋
夕師ζ麟部4灸F行線文。頚譲ナテ。
燒ﾊ口慧部ヨコナデ。屈灘部以γ左方向ケス1ち

富 艮好 旬塙ともにぶい綬
F。

内タ面赤色塗彩。 頴・3s

Po898 SS9

?y⊥謡
蘇生」器 餐 日｛呈158×

寘a@34△
夕閲口該部該平行沈線。
燻｢日該部ヨコナテ。屈曲轟以下ケスリ。

密〔』以下の
ｻ戎含む）

良好 内外譲とも灰黄褐
F、

外ロスス1措． 綾本3］

Po899 SS9

пﾛ腐
彊L土器 甕 口径134べ

寘a@74△
外面日誌嵩午行ん霧。窮部ヨコハケ後ナテ。

燒ﾊ日該部ヨコァテ。屈曲論以下ケズリ、

審 良好 タ擁荻員褐志

燻ﾁこぶい鋸登鉱
タ緬スス｛1蕎タ懸

濠ﾓ
綾刷1

Po900 ss9

пﾛ上屠
弥仁ヒ器 翌 日径三86×

寘a@83△
外面口縁部ヨコナデ。肩部タテハケ後ナテ。中位以下
^テミガキ。

燒ﾊ口舞部ヨコナテ。繕部以下ケスリ。

畜（逗程度の
ｻ義合む）

蝕亨 内タ恒とも浅黄包 内外目詠色塗彩。 薪こ32

Po90］ SS9

逑y．賜
蘇生土器 ノ］還葺 器高lo　5△

q蝟C48
鼬a　57x

外図頸㌶1条己隷◇2対の穿孔2箇所以上。層部タテ～ぐ｝ハケ。巌部ミガキ、

ﾁ溺部左方向ケズリ，

蜜 函∫ 内外面ともにぶい員

�F。

外颪痴色塗彩。 競不57

笠見第3遣跡出土土製品観察表（27）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号
遺情地区
w位名 鯵蒙 器藷 法影“ 手　法　上　の　粁　徴 品　　土 燈成 色　　爵 怪　　考 実㌶斎号

Po902 ss9 弥生⊥器 小型箋 日径136X 外面ミガち 蜜パ国程農の 良好 内タ衙とも涜藁澄 齢砲赤色夕彩。 頴く30

埋土上屑 器高　59△ 内面口絃部臼該部ミガキ。以下左方向ケズリ、 砂登含む｝ 包。

Po9田 SS9 弥生土器 底部 器高　64△ 外簡耀溺タテハケ。底部ナデ。 審 長好 ∫槽掴ともiこぶい藁 鋤・37

埋⊥上層 顧壬　パx 内灘上方r］ケズ㍉ 燈色。

Po9倶 SS9 弥生上器 直臼必 日径114x 内タ這ともヨコナテ。 冨 刻∫ 内外面と灘絶。 内タ懸赤色塗彩。 竣ね5
遵土⊥層 器高　52△ 内面肩部以ドケズリ。

Po9｛〕5 SS9 弥生上器 鉢 口径　12⑪X 外面日塚汚ヨコナテ。仏部ミガキc 妻 良好 内外面とも浅員江 内タ摘φ、勧を彩。 該本47

埋土上層 器高　4］△ 内衝ミガ当。 色。

Po9田 SS9 弥生⊥器 2治 郷径　13？）ン 外面口綾忌3灸子行線文。筒部タテハケ。底部2条干 密｛1怒以下の 蝕〉 内タ鰯とぷこぶい叢 劫瀬赤色ξ彩。 毅承48

壌」鵬層 器高　142 惰紋、 砂粒含む） 穏色。

底径1］レ（ 内面⊥台部ケスリ後ナテ、筒部ナテ。下台部ケズ1ぷ

Pogo7 SS9 弥生ヨ器 緩台 酪…裳4x 外面口綾部4条予行諺文。上台底部ミガち 箸 良好 内外函とも鐙色。 内外面とも痴色塗 鋤こ｛6

埋土⊥穏 器高　33△ 内面ミガキ。 彩、

Po908 SS9 弥生土器 鉢 臼径248＞、 離緬ともアデ、 密 良射 内外灘ともξ艶。 綾不μ

埋」．上層 3謡　69△
Po909 SS9 弥生．L器 賜部 器高　85△ 外面上ギ部ミガキ。中位2条刻み目鰭リイ恒ナ突葡。 密｛］斑以下の 良好 内外面とも1こぶい芦 外蕎…斑。 緩木5］

埋⊥．と鷲 縫大径352× 内面タテハケ， 醗給む・ 超色。

Po9］o SS1］ 琴姓土著2 琵ぽ忌 日径］50ノ、 外適外筒口綜部1こF行え稼後下トナテ泊し、嚢部ヨコ 畜ほ籔朗初 良好 内タ瀬紺艶、 井．ヒ102

埋u習 ～研部 器高　57△ ナデ後毅いミガ柔、肩部タテハケ後列白状の刈突文。 麟抄し含む）
内面口該部ヨコナデ、諺部ヨコミガキ、以下ケズリ。

Po9更1 SS1］ 弥生L器 逐口縁 日径］70x 外面舞蒙灘こ干行沈碧後上てナテ泊し、頴部ヨコナデ。 蜜（1斑以内の 艮好 内外醸こぶい浅貞惑 タ顯ス川搭。 井上10］

埋上上層 ～揚部 藷鏑　55△ 内薗外面に曝亥部ヨコァテ、蓼習ミガキ　f瀦5訟戊、以 砂鐘少し含獅 毎
下ケス1ノ、

Po9］2 SS1］ 弥生」器 迂　口 口径122ジ 外面日経～頚部ヨコフーデ、以下タテハケ◇ 密イ］ぱ以内の 良好 内外面艶。 外面日縁隷こ日謬気 井⊥1鱒

埋土履 録～肩部 器高　45△ 内面日該～頚部ヨコナテ、以下ケズリ． 砂税少し合翻 味の彩テ～癖あり

Po913 A区 蓉生上器 玄 口径　188 外面難茨部ヨコフ『テ、外面頚部に貝殻駿謬による2列 畜12蕊以内の 鎌了 外舗提包。 ｛効塙スス　’妻］迷 l！捧く157

土器留り 底径　7G の「ノ］字杁文、熟～肩部タテミカキ、顔部ヒ上斜方 砂粒少し含む） 内面灰謁色。 内函頚部蒲認こ指

器高524 向ハケ後貌いミカキ、下乍タテミガキ。 頭圧痕密1こ見られ
内懲ぴ該～蒙弓ヨコナデ、以下ケズリ． る。

Po9撚 A区 弥戊．L器 法　口涙 磁ξ288＞ノ 外面日該～頚部ヒ手ヨコナテ、下干タテハケ、 密～1瓢］姻の 良好 内外面撰絶。 外口こ酵韻こ凹線あ 山本く133
上器溜］） ～蒙部 器高　59△ 内面こi該部ヨコナテ、謬部上半ヨコハケ下仁タテハケ◇ 碗抄し多く含 り

む） 内夕師以ス　1ミ彊

Po915 A区 弥生土器 喜　ぽ蒙 日径207 外面日謬部　頚蕎に巴1紗、顔部～溺部タテハケ後口部 密（2灘以内の 良好 外諏菊亮～灰揚輻。 旬懸スス　里斑。 山ムく135
L器腐り ～購部ヒ 器詩4」⑪ぶ ヨコハケ，底部W近タテミガキ。 砂冠多く含む） 内旙～1絶。 ①

一ド 底径　78× 内衝口該～頚部ヨコハケ後日縁部ヨコナデ、肩部以下
ケズ1ノ。

Po9］6 A区 弥≧Lヒ器 箋　日該 日径　玉88） 外箇日縁部に風化気碇の凹蒼あり、談部に貼1『け突帯 蜜ほ図以ちの 艮ぜ 内外醗羅色。 該部剖慈 1鯵く136
．L器溜り ～；緒 器高128△ を打ち、工具による刻み目。 砂稜少し多く含

内丙日該～頴部ヨコナデ、以下タテハれ む）

Po917 A区 鈎、生土器 餐　仁渓 碗…168× 外面臼該部に磨☆義しいがLZテん線、頚諮以下タテハ 密パ磁以内の 良好 内タ塙灰白色。 夕面｝ξ…斑。 且ばく13］

上器溜り ～虜部 器嵩　60△ ケ後紐いアテ． 砂登少し含む｝

内面口寂部アテ、埠藻以下ハケ。

Pogl8 A区 弥生上器 底藷 顧壬　69 外面タテミ刀キ。 害泊滋以内の 艮好 i勺外衝灰黄色， 外還底跡こまでス 山卒く132
士器治戊 器高　46△ 内面ケス｜戸麦底面のみ工貝による祖いナデあり， 砂鞍少し多く含

ﾞ〕

ス　響斑

Po9］9 へ区 弥生土器 脚杯畜 ‖識2］G＞、 外面特方国ハケ後削部下Lタテミカキ、外丙溺部甲猿 密／1憶以内の 蝕∫ 内タ願灰逼～遺栓 内タ瀬スス　経；臨 山・Cく137

土器溜§） 器高157△ iこ2列の刻突ス、麟部に凹謬。 廃妙し含む｝ 色。

内簡魯部ハケ、底部に指夢圧狼、詞部ヨコナテ。

Po920 A区 粥全器 箋 日径B8 外而は「1縁論に1灸の凹線・屠部i十をタテハケ、詞 箔 懸〔 内夕衙明羨褐～拶 外縮こススf撚． ノ］噛123

P726 器高139△ 部下もをタテヘラミカキ後、蒙部をヨコナデ∬」コァ。 色．

最大緻78 内百は閤部上〉をナァメハケ、翌部下半をヨコハケ
後、緩藻下｛一をタテケズリ。頚部上中から汀該論ヨコ

アデ。

Po92］ C区 弥田，器 邊 口径2］8X 外面ど｜綜部3灸］二行洗憩。頚部ヨコァデ。 密｛砂鍾含む） 良好 内タ面とも｝月黄習 目砕く部

P74 器高　62△ 内薗日縁部ヨコナデ。頚部以下ケズリ， 色．

Po922 C区 弥生上器 箋 賄…194＞～ タ函ヨコナテ、 審｛］滋以下の 艮好 内外面とも参葺色。 窪捧く67

P329 2縞　32△ 内因［］縁部ヨコァテ。諮部以下ケズリ、 鱗捻む）

Po923 C区 弥生土器 箋 田径　］76ン 外面欝パ部2条凹譲文。肩論タテハケ。 窟｛王忽以下の 艮好 内外百こも明員昌 日縁部外鋪スス｛『 山卒く69

P駁5 器高　47△ 内面日霧部ヨコナデ診曽部以下羅し・タテハケ。 麟之含む） 色。 藤
Po924 C区 弥生⊥器 惑 臼径〕70× 外面∩縁昂3条平行克諺。頚昂ヨコナテ， 密⑥慈含む） 良好 内外己1とも浅き色。 ll惨く66

P28］ 器高　36△ 醸箪］該部ヨコナデ。頚箭以下ケズリ。

Po925 A区 弥生工器 箋 欝径　］50ン 外面臼蓉昂ヨコナテ芯肩部タテハケ。 密／砂粒含ぴ 良好 内タ瀬ともにぶい員 山るひ］2］

P72納 器蕩　46△ 内欝口綬部ヨコナテc嚢部ケズll後ナテぐ肩部右方向 霞包
ケズリ、

Po926 A区 弥生土器 箋 口径139 外面ぽs部平行㌦謬。資部貝殻腹該による轡し引き泣 密｛2斑以了の 良好 離栢iとも1こぶい芦 外面スス付着。 且捧ひ122

P了］G内 器高　63△ 状文。 砂粒合む｝ 〉艶．

内面口緩蕊～頚部ミガ㌣。篇部友方向ケスリ。

Po927 C区 尚＆土器 4 日経　14G× タ〉面口該部9条干行ん碧さ蓼部ナテc 畜砂蓮念ぴ 良好 内外面とも｛韻色。 葺鋤衙スス｛情。 目捧く臼
P379 器筒　39△ 内簡露謬ヨコナデ。

Po928 C区 軟生土器 登 n径　192X 外面［］該誘13条平行iえ玖。眉部タテハケ◇ 飴｛砂紘含むノ 良好 内外面ζもiこぶい負 目捧く60

P］go 器高　58△ 内面日冷幾部ヨコナテ。屈曲都ミガキ。以下左方向ケ 糧色。

スリ◇

PG929 C区P540 粥一」一器 器台 器高　39△ 外面は据部下幾に6条の沈穎（凹碧9㌧ 富 良好 内タ厨とも董麺、 内外面とも赤彩あ 藤垣36

底径　］10X 内面ヨコケスリ。 り。

Po930 SI3 む師器 褒　ロ 日径］6⑪x 外面日茨～繕部ヨコァテ、以下ハケ。 宮ほ鱗以下の 良好 内外1郵こぶい黄穆 外面溝蕊こスス灘 茸．L68

床面 経～絹部 器高247△ 内面日妾～領部ヨコフーデ、肩部に指頭圧狼。以下ケス 砂鑓少し含翻 鶴 斑。

下÷ りc

Po93乏 S夏3 上締器 琵　ぽ菜 口径　uo＞／ 外面口羅～口部ヨコナテ、以下外百ハケ目。 畜｛2搭以下の 良好 内外灘こぶい浅貞室 外距目部スス脅蕎 井L65
埋上中 ～崩部v 詩高　105△ 内藤日球部級いヨコミガ露、頸～肩部に指頭脇ぶ以 ζ炭多く含む｝ 色。

事 下ケズリ。

Po932 SI3 土師器 箋 日径］38シ タ極恒コナデ、 密ご2磁以丁の 良好 内外面とも浅鑓㌔ 滋末2

已L中 器高　56△ 内面口該部～頚部ヨコナテ。総都以下ケズ1ノ、 砂泣多く含む／ にぶい燈鉱

Po933 SI3 土師器 箋 醜…158X 内外爾ともヨコナテ。 畜（1騒以下の 良好 内外藤とぷこぶい黄 内面スス｛措。 該ム3

週上中 器蔑　38△ 勝移く含む／ 窺色。

Po931 SI3 土師器 箋康ま 臼径164＞ 内タ極ヨコナテ、 密（1磁以Fの 良好 内外面浅黄惹色。 井㈱
迂史｝］ ～頚部 器寂　39△ 砂惹多く合○

Po935 SI3 土師器 甕　店る U径156X 内外面ヨコナテ， 密（1惚大の砂 ぷf 内タ隔にぶい員癬 戊貼50

埋u】 ～頚部 器高　38△ 縫多く含む） 色、

笠見第3遺跡出土土製晶観察表（28）
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

麟旙号
遺矯地区
ｿ位名 修須 器穏 i云頴臓） 手　法　⊥　の　特　｛致 胎　　⊥ 焼磯 色　　彩 鋳　　考 実詞者香号

Po936 S王3 土師器 甕口縁 口径　］30）〆 外盲ヨコァテ。 蜜（2滋以下の 災好 内タ品鑛援法 井⊥58

拉⊥口 ～頴部 器高　32△ 内療目嫁部ミガキ、 砂鞍少し含む）

Po937 S夏3 ヒ箇器 義　臣る 日径］64＞、 外面濤ぢ部ヨコナテ、以下ヨコハケ後蓼部タテミカキ。 密口国以下の 良好 タ国7艶。 内面頚織こ整形の指 井上6G

壌上ぼ） 硝部 器高106△ 内灘日縁～頴謡ヨコナテ、以下ケズ弓。 麟抄し含む） 擁i《簸鷺色、 蓼圧痕見ら麓る。

Po938 S工3 土麟器 翌日緕 臼径　166x 内外面ヨコナデ。 畜日ロ以下の 良如 内夕騒姦鐙色。 タ随スス｛磁。 兵上閲

認⊥中 ～ζ描 器高　52△ 1垣頴部以下ケズ㌧ 砂登少し含む｝

Po939 SI3 ．L縮5 給不 ロ径224）：、 外面ヨコアデ後ハケ、 密ぽ鱗以下の 良好 内タ懸縫包． 力上6？

埋⊥由 萎碕 器蔑　7s△ 内面ヨコァデ後ヨコミガ在 砂競少し含む、

Po但0 SI3 土師器 高蘇 日径18G 酎悩ハケ目。 蜜／2ロ以下の 艮好 内外匝綴色 やや唐濠気底 井⊥63

坦．牌 杯部 器高　59△ 街抄し含む〕

Po鰍 SI3 上師器 富杯 底径　86× 夕栢ハケ後祖いミカ鳥 密（2滋以γの 良好 内外懲こぶ・畷色。 やや底歎昧。 〕仕59

埋上中 勢謬 器畜　80△ 内面筒部ンホリ据部裟いハケ日。 醗抄し含む｝

Po製2 SI3 獅器 高杯 底径田G 外面箇部ケスリ後梧いハケ、ヨコナテ、需部ナテ。 畜はロ以下の 艮好 内タ領斑艶． 夷．L64

埋土中 嘩部 器高　63△ 内面筒％ノボリ、霧部養いハケ目後蘂部アテ◇ 麟抄し含む）

Po朗3 SI3 ⊥師器 高杯 良径　9⑪パ 外面ハケ［］後簸いミカキ。 密⑫惚以γの 蝕《 内外藩にぶい姦橿 舞上55

旦L上層 図部 器高　57△ 内面箔議ノボリ後ミ刀キ、裾論ナデと魏いハケ目。 砂泣少し含鋤 色。

Po鰻4 SI3 u藤 蔑 日径　181＞ 愉醸ナデ。 吉i1難以下の 良好 1勺外面にふい桓色。 内外薗やや磨歳気 芽．L69

坦主甲 器高　45△ 砂粒少し含む） 昧〕

Po製5 SI3 土鱗琴 小亘ぴ底 口径　71 内タト面口謬～眉部ヨコナテ、以下ハケ目後仏部ミカキ。 笥｛2訟以下の 良好 防随にふ喰覆 外麟痴．と亡、内面 井上62
床面 主 器高　67 ξ麺底都こ指頭斑↓。 砂粒少し含○ 匂 底劔ニスス行着。

Po946 SI9 上葡器 箋　日縁 口径180メ 外葡ロペ～頚箭ヨコァテ、以下ハケ臨 宅パ箆大の砂 良好 酎蠣明登包、 西垣23

埋£⊥謬 ～ゼぷ 器高］06△ 内蒲日湯～逼部ヨコナテ、以rケスリ。 謹少し含む）

PO9］7 SI9 ⊥舗‡ 箋口縁 日径　Mox 内タ懸ヨコナテ 密（2図人の砂 麟 紺緬黄薦色。 西垣21

児土中 ～肩部 器高　64△ 粒少し含到

Po製8 SI9 ｛師器 甕購祭 口｛茎　u8× 内タ醸ヨコナテ 蜜／2鱗大の砂 良好 内外面こぶい黄燈 西坦22

尋む甲 部 §縞　35△ 竃抄し含むノ 色、

Po製9 SI9 上師器 甕 日径260X 内夕塙ヨコァテ 符1］新ミの砂 蝕《 樽緬浅鋸簸。 灘亘24

轡上ヒ層 口該部 器轟　5］△ 蓑少し含む♪

Po95G SI27 u旙 売 器高］go△ 外薗哀人径部分ヨコハケ後羽杁文．以下タテハケ。 畜 蝕了 内外蔚とも拶～琉謁 功面二∠、的な鞍 のざき41

瓜慈 叢大径222）㌧ 内簿藷都～中泣搭ゐ何ケズリ。以下⊥方向ケスリー 色。 診。

Po951 SI27 土師器 琵 日径16GX 外面口緩部ヨコナデ。flぷ祖いタテハケ後ヨコ～斜方 密 良好 外面スス↑掻。 のざき印

泳函 器蕩　］62△ 向ハケ。 巴．

最人径2］6x 内面繊縁部ヨコナデ。肩部右方自ケズリ。以下上方向

　さPス1ぶ

Po952 SI27 臓器 餐 口径　］2撚 外面鑓縁部ヨコナテ◇肩部姐いヨコハケ。以下タテハ 富｛2国以下の 良好 内タ衙とも良糧色。 鵜部タ極スス｛抱。 のざき39

床苗］ 器高］54△ ケ。 砂粒含蓼
最大〔呈186× ド癒臼該都ヨコナデ。眉轟以下ケスリ。

Po953 SI2ア 上弱器 高杯 器高　76△ 外面鐵化のため潟整不関。 憲 朗丁 内外百ともば燈色。 のざき・｛2

琢面 底琵105 内藏筒部ン司・り昆慈部捻持さえ弦ハケ民

Po9漠 Sm 上師器 高杯 臼径　180ノ（ 外面杯部ナテ寒翼部アデ万・c 畜’這以下の 良好 内タ洞とも麓包。 冶水4G

劉」二経 §縞　141 内譲杯診］寧なナデ、劔部ノボ〕用。霧隷ナテ。 砂粒含む）

民径　　100

Po955 SI11 u隠 高杯 自径178× 外簡杯忽上Ψナ汽下一汐テハケ己篇部ケズリョ裡部 畜（1ご以下の 郎1 i勺夕纐とも鰻色。 麿水4］

督よ．L易 器高121 アテ． 砂蓮含む）

底仔　97 内恒杯部杯日経部ナテ。底部ミカ〉。情菌ノホリ昆
綴麟押さえ後ハケ昆

Po9部 Sm ユ師器 ぴト 器蕩　96△ 外一口替底部タテハケぐ筒絹タテハケ筏止線。繕部アデ。 蜜／1ロ以下の 良好 内外函とも壷∪ 沽旅2
埋土上層 底径　98※ 内i頭拳話アデか。饗部ナテ。 砂粒含む〕

Po957 SI］］ 須已器 ξ砲 口驚U6ン 外面日転ナテ。底ふ1／2回転ヶズ：ね 畜 やや 酵緬とも灰色。 清水43

埋u葱 きζ高　49△ 内面鱒転ナテ、 不良

杯諮砲40．く

Po958 S磁 話コ器 蜜 日径　160A 夕汕仁障部7灸ぎ行〕ん線． 窟 艮好 内外面ともにぶい象 購ま部タ厄スス廿 濤水46

埋土埠 器高　3δ△ 内面ミカそ。屈薗部鉱下ケズ1；。 ネ鷲蛭 姦
Po959 SIU 弥生Ωき 繧 口径］34× タ懸じ縁品誓「行沈⊇後一部アテ｛㍍し。簸諸2ヌ」の円彩 霧 良好 内タ摘とも｛遁掻 タ塙赤色を彩。 冶灘8

P1内 器高　34△ 穿止
包，

内爾日謬部ヨコナテ。屈由部以予左万向ケス〕㌧

PO9鎗 SI］1 弥己上器 褒 日径／78戊 外面日謬部7条平行fん霧ぐ 密 艮好 ξ月外面とも蓑餐九 消編5

埋L上響 器高　38△ 内面ヨコナテ。霧固お以下左方隅ケスリ。

Po96］ SI11 蘇生土器 逐 口幾　96人 外錘3条凹譲。肩部ナテ。 亮 艮目 内タ摘とも浅黄色、 清水4？

埋土．瑠 器溺　29△ 内箇日該部ヨコァテ、唐部ケズリ。

Po962 SI翼 勇、見£器 ほ部 器纐　31△ 内タ這とも義整不膨 密 艮好 内タ緬とぷこぶい黄 内タ衙スス｛措。 清水斜

Pllち 底径　58× 綴色。

Po963 SI］2 土‘繕 婁　自殺 口径166ぶ 内タ梱ヨコナテ． 蜜り江以下の 良好 内夕衙戊菜痘包 防懸麿庭気∪ 多絃3

埋土⊥” ～頚部 器高　70△ 砂滝多く含む｝

Po9街 Sll2 ⊥師器 箋ロ該 日径354）・、 内タ懸ヨコナテ、 蜜ご王ロ以筆の 良好 内タ橘淡黄桓色， 口縁部先鵜担面あ 井上21

塵土」蕩 蕊 器高　65△ 砂粒少し含む） り

Po部5 SI12 土議器 甕 日径　152× 外面El絃～頴部ヨコァテ、以下底部までタテハケ後肩 富（2ロ以下の ぱ∫ 1効極にぶい浅叢宿 タ纐赤色塗彩尭もタト
且レドく32

埋⊥L層 器高258 部ヨコアデ奴ゼ行止揚ぺ診部中位ヨコハケ。
燒ﾊ日該部ヨコナテ、頸部アデ、以下ケスリ後工只に

砂縫少し合む～ ∪ 翻蓉部底細こス
X、日縁部眉敵こ

よるナデ． EI±斑。樋砥聞『，丘

指頭ぴξ、

Po966 S工12 」師呂 登口綾 口径　］58X 外面仁弦蓑部ヨコナテ。閣部ハケ目ば 密磯砂含む｝ 良好 内タ師とも鷺色、 タ摘馴ヒ謬ぴスス 井L19
埋」．．湯 ～目部 器高］3G△ 内面口縁部ヨコナデ。W部以下ケスリ蔓 1情。

PO967 SI］2 土師器 箋　ぴヌ 日径　186W 内外面ヨコナテ、内面嚢部以下タテハケ。 笥（1己以下の 艮好 内外面浅哀桓色。 臼苔銑嵩認干坦面あ 茸上］2

埋土」頂 ～熟る 器商　54△ 砂粒少し含む） i）。

Po968 SI］2 瞬器 箋口該 1コ径　166．： タ瀬ヨコナデ、厄灘こ磨或気昧のハケ屡。 富｛1〔凶下の 良好 内タ畷灰畜鶴 井w6
埋土上餐 ～硫碁 嵩蕩　54△ 内函口該～9部ヨコナテ、以下ケズリ◇ 砂粒少し含む）

Po969 SII2 u隠 蜜　口縁 口径］42入 外面日該～拶部ヨコナテ、以ドハケ自。 富ぺ口以下の 良好 内外灘男き乏桓色． 茸上9

饗土．鰯 ～崩部 器高　72△ 内面鷲縁～頚部ヨコナデ、以下ケス］ぶ 醗妙し含む）

Po970 SI12 ⊥師器 葺口誇 口径　156）（ 外面日綜～頚部ヨコナデ、以下麿減気味のタテハケ。 畜（2鰹以下の 蝕ナ 内外掘鑛鐙色。 内夕願仏部磨ぼ気昧 井．L］

埋⊥L層 ～后部 器高　75△ 内面臼鷺～頭部ヨコナテ、以下ケズリ。 砂紘多く含か

Po971 SI］2　P1 上師器 甕　ぽ⊇ 目径　137ン タト薗口縁～芸i部ヨコァテ、以ドヨコ及ひ斜方向ハケQ 蜜｛1ロ以下の 艮好 内夕順にぶい灰黄 内蜘鰭戚完しい。 山本く3

～宗部 と縞　難9△ 内面日該昂ヨコナデ、頴部アテ、以下ケズ戊後アデ◇ 炉妙し含む戊 色
Po972 SI12 u頭器 菱康蒙 ロ径　154▽ 外面口琴部ヨコァテ、頴部以下タテハケ、その後頚部 偏（2線以下の 良口 内夕漬鐙色、 内面日籟部一瑞の突 ［体く7

碧ぶ．層 ～唱部⊥ 器高　go△ ～簡Sヨコナテ以下ヨコハケ、紗分的にタテハケ。 碗抄し含む／ 出をつくりだア弘・い

㌢ 内面日綾部ヨコァテ、頚部フ・デ、以下ケズリ後ナデ。 ヨコナテ呑

笠見第3遺跡出土土製晶観察表（29）
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笠見第3遣跡出土二1二製贔観箋苔表

遺物香号
遺核竣区・

ﾓ銘
鍾類 器種 法蚤（㎝｝ 手　法　上　の　特　籔 胎　　土 焼成 色　　詞 簿　　考 実灘者番号

Po973 SI12 土師器 箋ロ霧 日径14．8ミ※ 外薗日縁～頚部ヨコナデ、肩部タテハケ後上方ヨコナ 密｛］鋤以下の 良好 内外1鱒懸色。 山本く5
填土上層 ～肩誘 器高　5．9△ デ、下方ヨコハケ、 醗妙し含む）

『知酸］縁部ヨコナデ、蒙部ナデ、以下ケズリ。

Po974 SI］2　P5 土康臣 蓑口該 日径鉱4※ 外薩江］霧～頚部ヨコナデ、肩部斜方向ハケ。 密d斑以下の 顛チ 内外灘艶。 タ悩磨滋気味。 山本く］0

～寿猫 器高　7．5△ 内面口該部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ⊆ 磯抄し含翻
PO975 SI12 土続曇 箋　日縁 臼径　14．6※ 内タ摘ヨコナデ。 密（2嚥以下の 良好 内夕厨浅黄燈色 齢緬瘍減著しい。 井上鍾

埋土上騒 ～肩部 器高　姑△ 内醗鰯以下ケズ転 砂粒少し含む）

Po976 SI］2 土回器 慈口霧 品…14．8※ 外函ヨコナデ、 密｛1蹴以下の 良好 内タ桟恢黄色。 外面ロ縁部に黒蓬。 井上8
埋土上層 ～肩部 曇縞　5．5△ 湾面口縁～頚部ヨコナデ、以下ケズリ、 麟抄し含む）

Po977 SI］2 土麟器 箋筏弍 口径　16．G※ 外面ロジ～頚部ヨコナデ、以下ハケ目。 密（1膓以下の 良好 内外頑こぶい浅黄橿 夕懸ジ該気臨 11体く13

埋土上餐 ～肩部 器高　4．2△ 内面口橡部ヨコナデ、頴部ナデ、以下ケズリ¢ 砂3妙し含む） 鉱
Po978 SI12 土節器 逐麟部 頴径　］9，4 タ磁ハケ民 密（2斑以下の 良好 劫樋鐙色。 外面ススイ寸務 井上18

埋土上層 ～底部 器高］3．5△ 内面ケズ1川刻箋部指難E翰整。 砂超多く含が

Po979 SI12 ゴニ師器 高杯 日径　］8．o 外面杯部タテハケ後」こ半ヨコナデーざ半かすかなタテミ 密〔1斑以下の 良蜂 r勺タ極浅黄ネ艶。 夕磁一部黒斑。 d体く］
埋土上摺 底径11．憾 ガキ、詞部タテハケ後ナデ。 砂紘少し含む）

器高1L6 内面杯部ハケ冒後ミガキ、詞筒話ケズ］〕後ナデ、裾部
ハケ琵

PO980 S三玉2 土筒器 高杯 日径　15．6※ タ頂ヨコナデ後ミガ蘂 密（己以下の 良好 外爾緩］艶。 夕極スス付着。 井上2

埋土湯 杯部 器高　4，G△ 内薗口謬部ヨコナデ、以下羅いミガキ。 砂粒多く含む） 朗鰍黄鉱
Po981 S簸2 土蘭器 低顯不 磁蚤　7．4 外面杯部ナデ、詞部タテハケ後蟻部ナデ。 密（］槻以下の 良好 防緬にぶい浅黄燈 内面麿濠著しい。 1王体く30

埋：亡」二閤 鐸部 器高　2．8△ 内面藷整不1残 鱗妙し含む） 色。

Po982 SI］2 土随器 低詞杯 底径　5．6※ 内外面ナデ。 密（1頴以下の 良好 F似面浅黄燈色。 井．と5

埋土ヒ唱 馨部 器高　2、8△ 砂粒少し含む）

Po983 SI12 土師器 高杯 底径］1．2※ 外藤ナデ。 密（2怠以下の 蝕董 内タ魎暗燈包 内タ瀬所色塗彩。 山本く27

埋土上層 鐸得部 器高　2．6△ 内爾1いハケ民 砂粒少し含釣

PG984 SI12 土師器 器台 口径　18．2※ 内タ願ナデ。 密（1こ以下の 良好 内外薗浅黄檬色。 内藤麿滅気瞭。 山本く29

埋土上摺 杯部 器高　4．9△ 砂税少し含む）

Po985 SI12 土師器 三｝旦ム

薯�
底｛壬15．2※ 内外面タテハケ、馨部ナデ。 密（濾以下の 良好 内タ緬渓黄穫色。 内タ栖藩濠著しい。 山本く28

埋土．と層 髪鰯 器高　4．1△ 砂粒少し含む）

Po986 SI］2 土日器 小型丸底 日径　9，8※ 外面ナデ。 密 やや 内ク衙とも浅題登 緩木22

埋土．膠 壼 器高　7，9△ 内面日縁部～頚部ナデ。屑部ケズリ。内外衝とも綴化 不良 色。

綾大経10．21i‘ 著しい。

PO987 SI三2 弥曳：羅 壷　日縁 口径　19．4※ 外面欝縁～頚部ヨコナデ後譲部ハケ目。 密ほ灘以下の 良好 効函浅黄澄色。 溝灘鳶絃気眠 荊二］5

埋土上騒 ～顔部 器高　6、9△ 内面ヨコナデ。 砂秘少し含む）

Po988 SII2 弥生こと器 壼　口縁 日径10．8※ 外面口ふ蓄1こ深めの平行沈線、頚るに凹線めぐる◇ 密（3湿以下の 良好 内外面明桓色。 井上23

埋土上層 ～肩部 器高　7．3△ 内面口縁～讃部ヨコナデ、以下ケズリ、 砂慈多く含む）

Po989 SI12 弥生土器 登　隣縁 日径　19．0※ 外面日縁蓄平行沈顔後一部ナデ消し。 密（逗以下の 良好 内タ塙浅黄覆色。 井上7
埋土上層 ～頚部 器高　5．5△ 内面口縁～頚部ヨコナデ、以下ケズリ書 廃抄し含む）

Po990 SI12 土師器 箋日縁 雛径　14．磁 タ極ヨコナデ。 密／］図以下の 良好 1弩外藏灰褐色。 夕樋スス付着。内外 山本く6
埋土上摺 ～眉部 器高　6ぷ△ 内爾口該部ヨコナデ、蒙都ナデ、以下ケズリ後ナデ。 瞬妙し含む） 灘鍼気磯

Po991 SI13 土閻器 甕 口径15，G※ 外欝日縁部ヨコナデ。騎部タテハケc以下斜方向ハケ 密 良好 内夕掴ともiこぶい黄 綾木24

埋土．堰 器高12。4△ 昆 讃色。

内面日該部ヨコナデ。肩部ケズリ後ナデ。中位左方向
ケズリ。

Po992 SI］3 土節器 褻 口径　］3．6※ 外面舞ユ部～頚部ヨコナデ。以下綴い斜方向ハケ目c 密 良好 内外面ともにぶい黄 外面スス付着。 綾木14

埋土上層 器高　7．6△ 内面口亥部ヨコナデ。頸部ハケ目。薦部以下右方向ケ 福色。

ズリc

Po993 SI13 土師器 蓑 賑径　1L3※ 外面口縁部～肩部ヨコナデ。以下ヨコハケc 密 良好 内外灘とも淡黄色。 葵木］

埋土上頴 器蕩　9．7△ 内面口受部ヨコナデ。肩部以下ケズリ。

PG9展 SI13 二雛事器 箋 器高123△ 外面覆部ヨコハケ後榛状工具1こよる刻突文3箇所。以 密 良好 外画こぶい黄揚色。 内藤黒斑。 該木25

埋土上冠 下組斜方向ハケ昆 内面灰包
内薗薦部ナデ、中位以下右方向ケズリ、

Po99δ SI13 土師器 直欝蚤 器高　9．8△ 外函筒部粗いタテハケ。以下斜方向ハケ日。 密 良好 内外藤とも縫色。 タ樋下半スス付籏。 綾木27

埋土上層 最大径16．o※ 内面肩藻ケズ1も底都指押さえ。

Po996 SU3 土師器 高杯 口径　］7．7 タ擁汐テハケ後ナデ、 密 良好 内外面とも猿色。 緩木9
P6内 器高　5．7△ 内簡蘂後楕方向ミガキ。

Po997 Sll3 土師器 高杯 器高　5．2△ 夕面刷ヒのため詞整不i男。 密 良好 醗鰯とも燈皇 緩木］8

埋土上易 詞部 底径　9．5※ 内面筒部シポリ目。裾部ハケ蟹后

Po998 SI13 土師器 高杯 器高　8，3△ 外面筒部タテハケ。穫部ナデ。 密 良好 内外面とも浅黄授 夕随赤色塗彩。 綾木21

埋土上層 詞部 底径　9，5※ 内面筒部シポリ自c裾部ハケ目。 包
Po999 Sll3 土麟器 高杯 器高　？．6△ 外而杯底部タテハケ。接合部沈蘂。固部面取り後ナ 密 良好 内外面とも超色。 綾水1了

埋土．蜴 翰部 底径　8．2※ デ。蟹部ナデ。

内面杯底部ナデ。筒部シポリ目巴裾部ナデG

Po1000 SI13 土諦器 碗 口径］2．2※ 夕纐ヨコナデ。 密 良好 功極とも援色。 綾木1G

P6内 蓑諺　4．4 内面獲縁部ヨコナデ。底部ナデ。

Po10G1 SI13 土師器 筒 日径　12．0※ 内タ悩ともヨコナデ。 密 良好 紺画ともにぶい黄 緩水11

堤土上塚 器姦　3．4 橿色

Po］oo2 SI13 須恵器 季稗 器高　2．9△ 内外面とも暴化のため謬整不明。 密 不良 内タ瀬ともオリーブ 緩木26

埋土上層 η絶。

Po1GO3 SI13 須恵器 箋 日径42．6※ 外面目転ナデ。突帯下1こ波状文。 密 良好 灰外面とも灰色。 綾本28

埋土上層 器高　3．G△ 内薗回転ナデ。

Po1〔姐 SI15 土舗器 彩 口径王7．8※ 外面白諺部ヨコナデ。肩部波状文。 密 やや 防瀬とも明黄褐 言詠55
床面 器高］3．7△ ［勺面風化のため謬整不腰 不良 色。

Po10G5 SI15 土爵器 甕 口後　至6．5※ 外面舞孝さ宿ヨコナデ毒肩部ヨコハケ後劇突文。 密 やや 内タ商とも明黄褐 タ函スス能㌧ 清水53

床面 器高］4．3△ 内面日縁部ヨコナデゥ肩部以下右方向ケズリ。 不良 色。

Poloo6 SI15 土師器 蔓 日径　18．§※ 外面口縁部ヨコナデ。肩部ヨコハケ◇ 密 やや 内タ樹ともにぶい鐙 清水田

床面 器高　12．4△ 内面口該部ヨコナデ。肩部右方向ケズリ。 不良 色。

Po1007 SI15 土敵器 箋口該 日径18．0※ 外面口縁～頚部ヨコナデ、以下ハケ目。 密（1懲以下の 良好 内外面灘艶、 井上57

～后部 器高　7．3△ 内面口縁～頚部ヨコナデ、以下ケズリ。 嚇抄し含む）

Po］（鴻 SI15 土節器 箋 日径　15．6※ 外面ヨコナデ。 密 良好 内タ畷ともにぶい黄 日鷺部スス付蒼。 1縁52
床面 器高　5．8△ 内面日縁部ヨコナデ。溝部右方向ケズリ。 燈色。

Po1〔瀞 SI15 弥生土器 底部 器高　5．2△ 外面詞部タテミガキ。垣i部ナテ㌔ 密 良好 外函にぶい褐色。 清水49

埋土中 底径　§．8※ 内面上方向ケズリ。 内翻こぶい黄燈色、

Po1010 SI15 ニヒ目器 高杯 口径　］9．0※ 外面ミガキ。 密 良好 内タ簸とも橿色。 清水51

埋土中 器高　5．4△ 内藏ナデ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（30）
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笠見第3遣目亦出二1二土製品観察表

遺物番写
遺縫抱区

t顯
蓼　㍉ 器畜 法頴砿 手　法　ま　の　特　欲 騒　　」 焼洩 包　　轟 幾　　考 駕｜1猪蒼写

Po期1 SH5 」．師器 糞鱗杯 底琵　66
ﾈ縞　35△

外雨1いハケ底
剳箔燒ﾊハケEic鐸品ナテ。

亮i1斑以初
ｮ1少し含む｝

良好 内外面斎複色。 1桝毒該届しい。 れ56

Po1012 SI］6

搏y
u路

滋　幾該～見講

口径U5
寘bP57△

外灘コ該～謬㍉ヨコナデ、肩部ヨコハケ、以下ヨコ

黒茁ｯハケ。

烽U旧壕箔ヨコァテ、錘舗ナテ、以Fケズリ後ア亮

畜（2疹以下の
ｻぶ少し含む）

良好 内外孫鑛｝絶。 外｛遜㌶にスス　寧

ﾁ。藤輸紗こ擁｛
ﾙミ。

刻三11

Po1013 S狙6
h養［」．寧

⊥6幡 蜜L曝部 田径150、く

岦刀@36△
内夕函ヨコナデ， 畠ほ訟以下の

ｻ粒少し含む）

良好 刃緬にふい浅蓑誉 奨田s

Po鐙14 S董16

ｨ乱凶
弥生上器 蕩w
G綿
口径る6×
寘a@50△

外百ヨコナテ後、ドLにタテ　ヨコのハケ後ミガキ。

燒ﾊヨコァテ後LCヨコミガキ、底綴挺タテミガニ◇

畜（］麟以下の

ｰ⑳し含む）

麟丁 ｝効恨縫乞、 タ函彩渋気曝 図甜

PO1015 SI16

�嵩y中

弥生土器 高杯

t部
臼径　ほ8iく

寘a@4§△
外面紐いタテハケ後ヨコナデな

燻ｧナテ

畜（1約以下の
ｻ麗少し含む戊

滋丁 内堀1醗絶。 内タ極麿蔑気昧。 笑田12

Po1016 SI16

пﾛ上層

蕗生〉 麟略

t部
器高　33△ 外面ナテ後議分的にミガキ見られる。

燒ﾊ刻蒙のため藷整爪明芦だがナデ9

冨／2ぽ以下の
ｻ岩少し含む〕

蝕］ 外灘こぶい毒褐色。

煢?^黄霞包。

外嗣、色㌘彩。内外

ﾁ護該著しい。
麹田3

Po1θ17 S夏16

�帥G中

土師器 高書

剣

器笛　65△
瘡a　93＼

タ瀬ケス川麦ナテ、

燒ﾊ狛鑓ン忘り§◇裾品ハケ目。

富 艮さ丁 内タ瀬とも袷起 竣イ、20

Po1G］8 SI16

рk上髪

日姓｛器 箋口茨～諮部 田蚤　140＞

寘ﾏ　36△

タ瀬i口縁部に干打沈謬後一暮；ナテ宿し。

燒ﾊヨコァデ。

憲パ麟以予の
ｪ妙し含む）

艮好 内外厄こぶ畷色． 麹II　6

Po10］9 SI17

oδ内

」筒器 菱 口経　鵬スG’く

寘a@］55△
ｻ人径210X

タ垣田舞部ヨコナテ。磁藩ガ、」一具による※1突文2毯

|以下ヨコハケ。
燒ﾊ搭蟻ヨコ計テ。頚部以下ケズリ。

霧 不艮 断領と㍉ぴべこ
ﾔい糞色。

磨部夕瀬スス1援。 破人23

Po］02G SI17

菇ﾉ
之師器 叉 田径　］50タノ

尞潤@49△
外面ヨコナテ。

燒ﾊE惨るヨコナテ芸頚部以下ケズリ。

密 堺f 内タ塙とも、こぶい桑

H包
該木16

Po1⑪2］ Sll7

沛o菌
上藤器 箋 口径136る

寘a@33△
内タ瀬ともヨコナテ。 審 艮好 外藤こぶい蓬色。

�Pにぶ・蟻蛋舷

綾・相5

Po］022 SI18

A匠］

土帥器 壼　俄蒙～」㌶ 繊径　16⑪×

寘a@185△

外面仁1縁品ヨコナテ、鍾謡防同ハケ後ヨコナテ、訂～》蕎岨ヨコハケ、以下ぷ・参↓ノ南ハケ。

燒ﾊ日蓉～頚部ヨコナテ、以ドケズ戊後頴いアテぐ

密｛3蛭以丁の
ﾚ粒少し含む）

汲f タ醸漠黄縫色。
熾S澄色。

内衝霞～聯5に指頭
ｳ痕、内面肩～霧蓬
Xス　詞斑。

伊糾4

Po1023 SI］8

RL」溺
L師器 蓑　日
ﾉ～‘謡

田㌘　166x
Q縞］34△

タ緬醗鰯轟にト坦面を持ち凹緩ヌ、る。離《溺ヨコナ
e、頴～薦部ナデ、以下ヨコハケ筏ミガキ◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才

燒ﾊ口縁部ヨコナデ、頚～口部アテ、以ドケスl／。

若山繍以下の
X燈少し含む｝

良好 困タ塙にぶパ艶。 内翻鳶部指頭圧痕 伊麟6

Po］024 S夏18　P13
DL響
撚麟 亮　　口

刀`閤部

ｯ
ロ径］60×
嵓ﾋ　］29△

外田日該部L只iこよる弦いヨコァデc篇部ヨコナデ、
ﾈ下…ヨコハケ後租い斜方向ハケ。

熾c泊縁部ヨコアテ、頚～鍔轟ナテ、何部に指頭圧

`以下ケズ兎

蜜｛3江以下の
ｻ泣少し含む）

艮灯 外琉こぶい函痘観
烽P藪嫉蓬色。

タ面口霧眉部、内
ﾊロ縁部にススW
ｶ

伊蒸47

Po］025 SI18

пo壌
上師器 甕　iコ弓～鐸部 日径　］47x

寘bP47△
外口日該細ヨコァデ、簡部タテハケ後ヨコナテ、肩部

ﾉ麹劉聾霧南。骸諮こも部分胞こ見られる。扇部ヒ
kヨコハケ下寿留方向ハケ後一部ナデ泊しc
燻ｧ日該～肩部ヨコァデ、以下プズリ。

密｛3ロ以丁の
ｻ粒少し含翻

蝕士 培遍灰黄色、 夕摘騰鍬ニスス　肇

ﾁ。

伊ぷ3

Po1026 SI18

рk閲
土締器 口径　16G＼叉

Q塙　97△

外面口X～頸部ヨコナデ、以rヨコハケ後綴い針ゐ溺

iテ。
燗ｪ日縁部ヨコナテ、鍾～肩部アテ、以下ケズリ。

宮｛4ロ以下の
ｻ粒少し含む）

良好 憎騨難艶。 内面窮籏こ指51圧

｡
↑纏・45

Po1θ27 SI］8

э縺ﾛ閤
遜器 翌口該～馨蕎L

v

rl径149’
寘a@99△

外慈ヨコナテ後栢部以ドヨコハケ。

燒ﾊ日縁部ヨコナデ、頴部ナテ、以トケズリ。

富～1雛以下の
ｻ登少し含む｝

長好 酎瞼ぷズ拒。 内柚而み以屑こス

X　［畷及碗ぷに
w頭励転

伊該29

Po1G28 SII8

咩y上饗

上鰯‡ 箋　隣惑～麟雛． 日径　141x

ﾌ縞985△
外百日該部ヨコナテ、以ドタテハケ後ヨコハケ。

煢秩Iコ縁部ヨコナデ、頚㍉ナテ、以下ケズオ戊後ナデ。

蜜｛2ロ以トの
ｻ粒少し含む／

蝕多 防這にぶい浅員揚
焉B

タ磁スス｛旛。内面
迯u引こ指頭騒ミ。

伊剖G

Po1029 SI王8

冝Q埠
L師器 党口※～％

煤D引一

臼径138入
崧?10△

部自躍霧部に丁姪護を苔ち凹該。ロ緩部ヨコナデ、

z部以下爵方向及びヨコハケ。
燒ﾊ口蒸～夢部ヨコナデ、以下ケスリ

憲｛3訟以下の

ﾘ沙し含む！
敗1 1勺外藏にぶい苗燈
F．

内面る部に指釦「

ｭ。雑1スス1臓c
f鴻12

Po］030 SI18

r工L摺
ui硲

翌　籏菜～£瀦上 ［1径　玉27：ぺ

寘u　80△

外薗日該～崩部ヨコナテ、烏部に竃濠気味の｝一行誓。

ﾈ下ハケ自後やや緩いナデ。
燒ﾊ麟㍊ヨコナテ、頚～届吊ナデ、以下ケズリ。

冨日斑以ドの
ｻ粒少し含む｝

艮好 内タ衙にぶい｛艶。 伊彩2｛

Po103］ SI18

轣DLL饗

．L肺器 琵1喉～磁餐 口餐　149X
酔黶@71△

外面口縁部ヨコナデ、頚部以下タテハケ稼ナデう肩部

oこ直稼杁の刻み臼文．

燒ﾊ日忌部ヨコナデ、以下ケズリ。

密｛3江域下の
ｻ粒少し含む）

良周 内タト銅源包。 1遮27

Po1032 Sll8

э縺v甥

上師器 義　　口

Y～眉部
n径　錘5き

妺ﾓ　57△
殉頭コナテ。
煢ﾓ口縁～頴惑ヨコァテ、以下ケズリ籏ナテ∋

畜日ぱ以下の
ｻ税少し含む）

剖］ タ泊浅爽登も、

m旬談ξ難。

タ獺し縁籏こジ職。 伊綾26

Po1033 SI18c区
р

エき磯 箋 口径　124×

寘a@32△
内タ掴ともヨコアデ． 冨 良郁 内タ国ともにぶい芦

諛l
1雛簡ススf腐。 ふくた16

Po1（麟 SI］8

пﾛ上鯵

土師器 箋醸綿久

ｹ

器高267△ 外面日縁部ヨコナデ、仏部．ピLハケ後組いミガキ、下
鴻nれ
燒ﾊU綜部ヨコフ＾テ、以Yケスリ。

畜｛2斑以ドの

d抄し含む｝
やや
Cく艮

内外面溺、鶏色， 仏糾・繊こスス　ξ・コ

ﾁ。外面巨，義著し
｢、やや儒んでいる、

伊顔］

Po1035 SI18

c6内

⊥聞器 箋頴～
}部
膓羅241x
寘a@128△

外譲謬～眉部⊥樗↓力向ハケ後ξ撤ヨコァテ屑部ヨコ

nケ及びミガキ，

燒ﾊ蓼ばアデ、以下ケスみ。

亮（2滋以下の
ﾚ産少し含む｝

艮好 内タ磁にぶい負糧
F、

タ衙屑部上以ス什
ﾔ夢編指頭圧痕。

伊参48

PO1036 SI］8

э繽繿w

士劾器 小型丸底

c
器高　57△ 外面仏蚤L十ヨコナテ、下｝ハケ緩ナテ。

聡酎ﾌ蓄L十ヨコナテ、YLケズ1力麦アテ。
密は膓似下の
ｻ薮少し含が

蝕f 内外面限艶、 内1麟i刻L担 伊駿32

Po1037 SI18

�v．⊥冤

．壌器 桔 獄径　Moン、

寘a@41△
外面ハケ昆
燒ﾊアテ。

畜｛逗以下の
ﾒ拶く含む｝

艮数r 内外距こふ1漬叢
F、

内外函馨㍊しい 1ナ挺25

Po1（口8 SI］8

o三鵠

」師器 高杯 口径169×
鼬a　96
嚶撃P33

外醗価ハケ後1コ該～甲位ヨコナデ。驚部タテハケ後
?Rフ・デ、据部ハケ後アテ。

�ﾊ杯溺ナテ。筒部ンボリ、裾あ譲1いハケぐ

畜〔1認以下の

ｻ麓少し含○

良好 内タ函明鐙色。 離櫛磨融しい 伊麹1

PolO39 SI18

ﾁ一」堀
踊番 畜杯

t部
賂…］80＞
墲ﾕ　55△

外何タテハケ後白縁～仏爵｝中泣までヨコナテ、

熕ﾟ嶽波旬杁麟文あ㍉、ヨコナテ後箭なヨコミガキ。

畜／2虚以丁の

ｪ沙し含か
艮好 1勝麟置色。 内外面み勧全診。ス

X　川涯

伊蒸30

Po1（μG SI王8

пﾛ瞬

⊥師器 高杯

ﾖ藻

日径　196∋・、

德ｾ　55△

外面タテハケ後1コ該～中位まてヨコナデ。

燒ﾊ蜜なミガキ。

密ほ図以下の
ｻ粒少し含む｝

蝕］ 内タ蠣鐙色。 ｛疹39

Po］（肖1 SII8

Y面
ま顛饗 高杯

ﾏ閲
n径228）〉

寘a@55△
外面ヨコハケ後屈曲部L乎に羅い替方間ハケ。回ll懸

ﾉ一条の凹親
燒ﾊヨコハケ後タテ　ヨコのミカキc

箸（3己以下の

｡沙し含む弄

艮好 醇岡橿ピ。 ｛鴻49

Po1（H2 SI18

囀�k⊥碧

上師器 揺下

M茎

底径　至26×・

寘a@62△

外面借部タテハケ後ヨコァデー部ヨコミガキ、蕊部ナ

e。

燻ｧ筒部ノオ・り後祖いナテ、裾部ハケ。

笥パ鰻以下の
ｻ粒少し含むノ

良u 内タL函蔀艶。 タ衙やや磨涜気味、 歪鴻35

Po］（迫3 S夏18

э繽繿w
茸織 高杯

蝠
底径　96
寘a@77△

外面タテハケ後驚部ヨコナデ、婁部ナテ、

燒ﾊ笥部ノ六り、裾品轍いハケ後嵩部ナテ。

宕（1簾以下の
ｻ縫少し含むノ

良好 内外距こぶい赤穏
F。

内面9ぷこ指頭圧
B。外薗唐宏。

伊診33

Polo鎮 SI18

ｻ」，上滋

」舗； 灘不

ﾟ部
閲き　98＞、

Tξ　73△

外面筒顛タテハケ後タテミガキ、鴛Wハケ後アテ。
熨阨`部ノボ葦綾ナデ、裾轟梱いハケ目後叢部アテ。

篭（2鱗以下の
ｻ粒少し含む）

良好 外鑓縫も、

烽P識澄伝

やや1書威気味　　　伊弦3茎

笠見第3遺跡出土土製品観察表（31）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣物番号
遣捲地区
w泣名

穏　蓼 器憂 法量（c凶〕 手　法　上　の　蓉　後 飴　　」． 焼成 色　　亘 箋　　考 竺5猪番号

Po］腿5 SI18 土節器 高杯 底絃　§6 外面筒部ヨコナデ後一蒲タテミカキ、援部ナテ。 宕（1磁以下の 良好 内タ樋漠糞鐙舷 内タ瀬匿或著しい。 伊藤36

璋土中 魏部 器高　64△ 内函筒部〆不戊後アデ、繧部ハケ自。 砂粒少し含む〕

Po1倶6 SI19 上鰯器 琵 臼径16ぱ 外衝灘縁部ヨコナデ、頴部以下タテハケ、その後肩藻 亮◎識以下の 良好 内タ鰯蔀艶。 外翻㍊下ぶスス｛∫ 小山2
床面 蓑謡219△ ヨコナテ以下ヨコハケ。 砂粒少し含魏 為

内面日蒙部ヨコナデ、頚部ナテ、以下ケズ戊後縫いナ

e。

Po迎7 Sll9 土師器 大型逐 日径250X 外面ヨコナデ。肩部に一C行沈線。 憲（1綴以下の 良好 内外誕醗色。 外面鳥域著しい。 小山8
埋土上騒 日該～肩 器高　97△ 内欝日該窃ヨコァテ、頚部アテ、以下ヨコハケ。 砂粒少し含む）

Po1（μ8 Sll9 ．L師器 大型餐 欝径27e× 外函日蘇～謬部ヨコァテ、肩部タテハケ後ヨコナテ。 畜（2翻以下の 良好 内外藤鎖縫色。 小al　7

埋土⊥騒 口縁～鰐 器高　85△ 内面［聡蒜）ヨコナテ、夢部ナデ、以下ケズリ後ナテ。 砂穏少し含む〕

Po1（μ9 SI19 土師器 箋 日径139X 外面1コ縁部ヨコナテ、頚部以下ヨコハケ後不完方向の 蜜（2斑以下の 良好 内外酩こぶ☆飼燈 外面頚部と膣部にス 小山3
床面 器高122△ 粗いナテ。 砂続少し含む） 庄 ス廿蕎

内面口碧部ヨコァデ、類部ナテ、以下ケズ≡ノ緩アデ。

Po1050 SI19 上師器 箋 ロ径　15Gx 外箇口該部ヨコアデ、謬部以γタテハケ後5～麟部ヨ 密（』以下の 良麩 内外蛎漬色。 外面［鞭。 ノ1・1鑓

埋上L裟 器筒　1G　8△ コナテ以下ヨコハケ。 ¢織少し含む）

内面臼該部ヨコナテ、頸邸ナテ、以下ケス’戊後ナテ。

Po1051 SI19 上師器 亥日該 口径149 タ極ヨコナテ。外面肩部に干行，え線 冨ぽ蹴以下の 良口 内タ鰯灰黄白色， 小山互

埋上⊥層 ～栢部 器高　55△ 内面欝綜部ヨコァテ、頚謡ナデ、以下ケスリ 鱗抄し含む）

Po1G52 SI19 土師器 箋　日綾 口径148＞ノ 外而口杖～9部ヨコァデ、描部ヨコハケ。 密｛］鱗以下の 良好 旬掴硲艶。 内面蒙部iこ饗衰。 小山6
床面 ～肩部 器高　64△ 内面口緕～頚溺ヨコナテ、以下ケズリ後アデc 砂粒少し含勢

PGIG53 Sll9 土賄二 護ぽ蒙 口径154ぷ 外面口絃～頴部ヨコナテ、肩詔アテ後‘L行広⊇。 富イ］巳以下の 良好 内外商こぶい灰員宿 内外藤菩歳気詠。 小山10

埋士上冒 ～肩部 器高　58△ 内面日羨～錘部ヨコナデ、以下ケズリ． 碗妙し含む） 色。

Po105Z SI19 上師器 褒灘雰 廟…148，（ 外田ヨコナテ。 富（2滋以下の 薗 内タ函《簸燈底 外簡少曇のスス忙 小窪113

貼床中 ～肩部 器高　46△ 内面口9部ヨコナテ、以トケズリ後ナデ、 砂粒少し含か 着。

PolO55 SI19 ま師器 舞部 底径玉13× 外簡筒部タテハケ後ナテ、裾部ナテび 密ξ］懸以下の 艮好 内外縮こぶい黄誉 3方向に円彩の透か 小山18

埋上上層 器高　67△ 内薗筒部ケズリ後アテ、裡部ヨコハケ、揚部ナテ蔓 砂粒少し含か 色。 し穴あり。

PolO56 Sll9 」踊器 欝の筒部 器高　56△ 外面タテハケ後一部アテ、 畜（1認以下の 良好 旬面浅蜘澄色。 3方向に円形の追か 小由17

埋⊃⊥層 内面ケズリ後ナデ。 麟妙し含む戊 し穴あ｛）。

Po1057 SI19 上師器 小型丸底 器高　53△ 外面κ酵ま部タテハケ後ヨコミガキ、凝部ヨコからタテ 審（1惚以下の 良好 内外鰍こぶい燈色。 外面風化気味。 小山15

理上」層 鉢9 のミガキ◇ 砂粒少し含む，

内面口縁部タテからヨコのハケ蟹、閤部ミガキ後ナテ庸

PolO58 SI21 上師器 壼 日径　188♂、 外面日縁部ヨコァテ、頚部以下タテハケ後肩～屑部中 密（1搭以下の 良好 内夕福にぶい黄澄 タ瀬スス｛情。内外 伊彦22

床面 器高310△ 位ヨコハケ。 が諺く含む） 色。 面砦減気昧

内面日謬部ヨコナテ、鏡部ナテ、以下ケスリ後羅部下
半誼いナデと指頭庄浪見ら九る。

Po1G59 SI21 ⊥踏器 卓 臼径267x 内タ栢已コナテ 窟｛1斑以下の 良好 内タ樋浅灘艶。 内外百磨滅者い㌧ ｛ヲ挺6

埋土」溺 日縁部 器嵩　6G△ 砂粒少し含む）

Po10㈹ SI21 土師器 護日縁 器路　72△ 外面頚～肩部ヨコナテ、以下ヨコハケ後一部ナテ◇眉 冨（玉陵以ドの 良好 討這赤褐色、 伊爵21

堤L⊥層 ～賜部 都こ按扶文めぐる。 砂9多く含む）

内藏頚部ナデ、以下ケズリ、

Po1（矯1 S夏21 土師器 箋　　口 口径16G× 外面口該部下揚に］条の凹線。 密｛2陵以下の 良好 内外副こぶい次鐙 伊糾
床面 綜～奪ぷ 暑鵠　49△ 内面口該部ヨコァテ、頸部アテ、以下ケスリ。 砂史少し含む戊 色。

Po］（汚2 S夏2］ 土師器 蓑口縁 口径　142X タ極ヨコァテ。 冨（］芯以下の 艮好 内タ衙浅黄叢色 内函日綾部下謬の突 伊藤5

埋上」層 ～療部 器高　46△ 内面口縁部ヨコナテ、頚部ナデ、以下ケズリ 移辻少し含む） 出をつくりだす強い
ヨコナデ。

Po］063 SI2］ 土師器 箋 磁歪175x 夕塙ヨコナデ。 蜜（1綾以下の 良好 防緬にぶい浅黄澄 タ函スス｛掻。 伊麹3
理⊥上習 ぴ都 器高　13△ 内爾口緕部ヨコナテ、頴部フ＾テ、以下ケスリ 砂泣少し含勧 ∪

PO］0留 SI21 弥生⊥器 琵隣菜 口径　193× タ関日縁部に：ト行洗線後ナデ冶しQ 品〔05珍以下 良好 タ国緩色。 伊灘6
浬L．L図 ～肩部 器高　46△ 内面口寂部ヨコナデ、頴部ヨコミガキ、以Fケズ’ち の紗粒多く含

ﾞ〕

内面｜戊ミ轡色

Polo65 S正2］ 弓抵．土器 餐　隣菱 溺…185ン 外百Ei転部干行漉綾後一部ナデ冶し◇ 密（2自以下の 良好 内外面灰黄色。 伊顔4
埋土上層 ～騒部 器高　48△ 内商仁1縁部ヨコァテ、頴部ヨコミガキ、以下ケズリ。 廃抄し含む｝

Po］0錨 SI2］ 弥生土器 褻庄当 日径玉77≧（ 外面日縁部に］行iえ線⊃譲部ヨコァテ、以下ナテ後タ 畜リロ以下の 鋤7 外藪炎憲㌫ 外面頴部に徴籔の赤 σ壕11

埋土上層 ～頴都 器高　46△ テハケ。 醗沙し含むノ 内面澄民 色塗務訪れる。内
内濁日縁部租いハケ後ナデ、頚部ヨコミガキ、以下タ 外磨滅暑しべ
テハケ。

Po1G67 SI21 弥乞上器 箋　雛 日径　圭60，＜ 外面日慈詔こ子行洗援。 審〔2隠以下の 良好 内タ這灰黄色。 外面上滋こ毯量のス 伊壼8

斑鵬層 謬～溝㍉ 器高　47△ 内薗口禄部ヨコァテ、鎮部ナデ、以下ケズ）ノ。 抄粒多く含む） スイ苗，

PolO68 SI21 弥u，器 箋日衰 日径　145X 夕樋日該部にくび榑 密（1斑以下の 飲∫ 内外面搭色。 タ領下揚こ少きのス ｛蒸9
堤．L上層 ～頴部 2糖　33△ 内面日蒜部ヨコナデ、鏡部ナテ、以下ケス】ぷ 麟沙し含が ス廿記

Po1〔矯9 SI21 弥翻器 箋　Ω縁 日径　］7§シ 外面臼綾部に芋行沈隷後アテ泊し、肩部に列己］杁の刻 密｛］醗以筆の 則 タ面灰季誕、 1ラ惨］9

埋ユ⊥層 ～葦螂 器高　44△ 炎文めぐる。 砂粒多く含が 内面鰯魏。
内面口録部ヨコナテ、頴部ナテ、以Fケスリ、

Po1G70 SI21 弥生土部 彩口稼 日径　151∨ 外面ζ」綜部に斗行洗霧後一部ナデ泊し。 密ぐ05惚以下 蝕子 内夕面｛支頁控鉱 伊頴7

且貼層 ～頚部 器蕩　49△ 内面幾縁～蒙部ヨコァデ後祖いヨコミガキ、以下ケス
り。 び戊

Po1071 SI21 弥生上器 箋　田縁 羅径　142ン 外面口謬部干行沈綜後一部アテ拍し。 富（1認以下の 良好 内夕衙勇灰色。 タ面頚韻こ少鯵のス 自｝頴5

ぱ土．領 ～肩部 器蕩　4G△ 内面口該～頚部ヨコナデ後ヨコミガキ、以下ケズ1㌔ 砂泣多く含む） ス1境．

Po玉072 SI21 弥生」農 餐臼兵 日径1」8× タ樋日稼謡こγ恒ん経 蜜ぱ国以下の 良好 内外面｛鑛種色。 伊頴0
理上」珍 部 器高　18△ 内苗アテ。 碗ひし含鋤

Po1073 SI21 弥生土器 嵐部 底径　59＞、 外面タテ　　ヨコのハケ目◇ 密（1m以下の 良好 内外品こぶい黄獲 内外薗胤貌しい。 伊藤7
埋土上溺 2縞　63△ 内面ケズリ。 勝②く含が 饒

Po］074 S夏2］ 土購望 高芥 口径　192〆 離樋杯登タテハケ。 畜⑪ロ以下の 良好 内外簡浅員覆包 麟裡部こ円形透かし 伊藻23

鰯⊥層 器高　117△ 賓外面情部タテハケ後穏いアデ、内何ケズリ後ナテ。 砂粒多く含む｝ 見ら九る。内外藤吾
鷺者しい、

Po1075 SI2］ 土師器 高汗 踊…220シ ｝栢癩iハケ法 霧（2隠以ドの 良套ナ 麟領（鑓捲已。 内外餓長義しい。 1騰20
床面 杯部 器高　64△ 瞬紗し含劃

Po1076 SI2］ 七縮呈 低蜜杯 日径　190 外函杯部タテハケ後口緩部行近ヨコナデ、その後全外 嘉（1匿以下の 姑ξ 内夕塙にぶい哀色。 ｛壕2
P2 器高　58△ 的にタテミガキ、脚接合部タテミカそ、以下ナテぐ 砂粒少し含む）

内面杯部ハケ後ミカキ、内面淘部ハケ後ナテ。

PG1077 SI2］ u肇器 低郭杯 日径玉75メ 外面杯銃ハケ後口縁部と底部廿近、こヨコナデ、翻部ヨ 窟パ庭以下の 良好 内外翻こぶい黄そヨ 拶挺ま

巴土上圏 底径845 　　一Rアアc 砂竈少し含む〕 色。

器高725 内面杯己ハケ後アデ、落部ハケ後アテ。
Po1078 SI2］ 土師器 小型高魯 日径　99〆 外箇ケズリ後密なミガキ。 蜜（ご以下の 艮好 内タ函明擾も、 伊姦3

埋土」層 彩妻始 器高　45△ 内面杯部アテ後不定方阿のミガキ、鐸部アテ。 賑抄し含む）

笠見第3遺跡出土土製品観察表（32）
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笠見第3ま宣跡出土土製品観察表

遺物香号
遣清・地区・

V位名 桓類 器種 法㌧：（ぴ 手　法　上　の　特　徴 飴　　土 焼成 色　　頂 蒲　　考 殼惜香号

PGIO79 SI21 弥生上器 器台 口径　18．0※ 外面口言部iこ軒テ沈隷。頚部タテハケ後祖いミガキ。 密（1泣以『ドの 良好 外面艶。 β曝］2

蓬土上層 汀轟 器高　5．5△ 内面ケズ1綴ミガ毛 砂絃少し含む） 内面淡黄鷺色。

Po／㈱ SI2］ 弥生土器 捲台 底径　1u※ 外垂渓部ナデ、タ磁竣言ρに平行沈線治 ㊧｛2罵以下の 良好 棚極違色。 外灘奮鑓しい。 奨田？

漫こi二中 詞部 器i⇒　2．9△ 内南抱部ケズリ、揚部ヨコナデ。 鱗文多く含む1

Po鵬081 SI2］ 土節器？ 秘の筒部 器高　6，2△ 外藤筒部上方タテハケ後タテミガキ、下方タテハケ、 欝（0．5頴以下 良好 1効頂浅頚覆色。 伊刻8
埋土上爵 内灘上方ケズリ後ナデ、γ方ケズリ。 の砂ぶ多く含

ﾞ）

Po1082 SI21 土王 長径　1．7 手窪ね整形。 密 良好 にぶ綴色。 ふくた85

味面 短径　1．62

Po1083 SI22 土6隠 菱 口径　16ぺ※ タ恒iヨコ方向のナデ、 密紗二含む） 良好 タ這灘絶。 内タ懸スス付蕎 南綴］

堤土中 器陶　・茎．4△ 内面口受部ヨコナデ、屈曲部以下ケズリ。 内面浅黄糧色。

Po10図 SI22 土留塁 桑 日径　14．0※ 相頴コナデ。 密1］江大の砂 朗壬 内外面とぷこぶい蕊 夕瀬ス川摘。 南濠5
埋土上亭 器高4．45△ 内面ヨコナデ。 粒含も） 色。

Po］OS5 S辺2 土s董器 箋 田径］3．8※ 内外面ともヨコ方向のナデ。 密｛1ロ以下の 良好 内外菌ともにぶい黄 蔭紺G
埋土麟藷 器高　3．6△ 砂．＿含む〕 置色。

Po10額 SI22 土縮； 餐 日餐14．0※ 外面ヨコ方向のナデ内面こ 密（1ぷ大の砂 良好 内タ面ともiこぶい黄 南條6
箆土上障 器高525△ 日縁部ヨコ方向のナデ哨曲部以下ケズリ之 戴含む） ｝艶、

Polo8了 SI22 土舗器 逐 蹄…17．4※ 内外面ともヨコ方向のナデ◇ 密は慾以下の 良好 内タ函とも1こぶい黄 タ醸スス欝着。 薗鯵8
埋土中 器高　3．2△ 砂，論む） ｛此、

Po鵬8 SI22 土郎器 箋 ロ｛蚤　］G、7※ 内外錘ともヨコカ向のナデ。 密（］C大の砂 良好 内夕面とも蚕艶。 タ瀬スス付基 南鋒7
埋土上忽 器高　4，1△ ぶ含む）

Po1089 SI22 土師器 逐 日径　　※ 外爾肩部上半ヨコナデ、肩鱗下半以下ハケ民 密（2～3法大 良好 内外面ともにぶい黄 タ懸閤部以下スス付 麟莱2
埋土中 器高23．3△ 内爾ヨコ方向のケズ1ち の礫含む） 綴色。 誇化縫土月］いる、

Po］090 SI22 土師器 箋 器高　7．3△ 外薩ぷ都～肩部ヨコナデ、扇部以下ヨコナナメ方向の 密（］捻以下の 良好 帥懸とぷこぶい黄 外函スス付苦 南組3
埋土上饗 ハケ昆 砂粒含む） ｝話。

内面頴部ヨコナデ、頚部下ケズリ

Po1091 SI22 ：糠器 鵜討； El径17．6※ 内タト面と二も三］コ方向のナデ。 密（砂流含む） やや 外面淡黄色。 南綴2
埋土上鶏 器高　4．4△ 不良 内面舶色、

Po1092 SI22 弥生土器 高杯 日径　］7．G※ 外面左方向のケズ’〕後ナデ。 密（砂流含も） 良好 内夕塙とも黄籔色。 外面赤彩、 南雛
P4 器蕩　4．3△ 内面ヨコ・タテ方向のミガキ。

PolO93 SI22 土師器 麹 日径10．8※ 外旬P茨部ケズリ後ヨコナデ、肩部～瓜部までケズリ。 密（1～2磁以 良好 内外面ともiこぶい黄 内外面とも赤彩。 南細4
埋土上層 器高　3．9△ 内薗口ま部ナデ、賜部以下ハケ目。 下の砂じ含む1 蓑色。

底部径ア．9

Po10摺 SI22 弥生土器 蔑 難径1L7※ 外面ヨコナデ、底部ケズリ後ハケ翻。 密（逗以下の 良好 酎極とも橿色。 夕塙赤彩。 商蔭3
埋土巾 器高　u△ 内面ナデ。 瞬捻む）

底彩　8．4）：1

Po］095 SI22 須意器 淫 器高　3．4△ 外面肩部頁状文、塚部の上下に凹口を施し凸部を表 密（1陸以下の 良好 内夕極ともポ青灰 南猿9
埋土上該 す。以下ナデ。 砂粒含む） 色

内面ナデ。

Po1（溺 SI25 土師器 護　疎易 口径14．6※ 外面ヨコナデ 密！1閲以下の 良好 離塙にぶい灰黄擬 口縁部下揚の突出を 南條39
埋土．と脅 ～縦部 器高　5．6△ 内而口霧～頚ばヨコナデ、薦講ケズリ。 砂登少し含む 色。 つく拳だす蔽⑭ナ

デ強め。

Po1097 SI25 土師器 蜜ロ該 日径　13．9※ 外面ヨコナデ。 密（］滋以下の 良好 内夕懸提色。 外面スス付亨 藩擬51

埋土上溺 ～肩部 器戸｝　5、込 内薗口縁～蒙部ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ◇ 撰移く含む｝

Po1098 S夏25 土師器 箋　ぽ蔓 ロ径故g※ 外面目探部下方に1条の沈や 密（1翻以下の 良好 陪緬灰蓑法 外面日；鱗部少曇のス 南壕43

埋」凶 ～話㌔ 器高　3、7△ 内タ麟ヨコナデ， 瞬沙しば記 ス、内1醸こ＿疏、

Po］（拍9 SI25 二雛華器 箋臼総 踊…15．0※ 内外爾ヨコナデ。 密（］ぶ以下の 良好 1敏醸減灰登色。 外函口暴部iこスス付 南き拠

埋土上綴 ～議、m 経嵩　4．5△ 砂：妙し含む） 親
Po1］00 SI25 土師器 髪　口縁 臼径　14．9※ 外薗ヨコナデ。 密（1顯以下の 良好 内外面灰白色、 内外薗馨こ騰しい。 麟簑5？

埋土上層 ～日謡 2縞　δ．o△ 内面口晋部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ後ナデ。 所沙し含む〕

Pol1G］ SI25 二蹄器 逐 日径　］2．8※ 回塙ヨコナデ。 密（1＿以下の 良好 内外藤κ黄捻色、 日寝部下該の突出を 南緩37

埋土上溺 口’ ｲ部 器高　3．5△ 燐抄し含む） つくりだす内面のナ
デ強め。

Po口⑪2 SI25 土締器 護 臼径　12．6※ 内タ懸ヨコナデ。 密（1閣以下の 良好 内タ塙にぶい浅黄燈 田縁部下頴の突出を 南絡36

理土上層 日縁部 器高　3ほ△ 砂鏡少し含勢 怠 つくりだす内面のナ
デ強め。

Po1103 SI25 土‘歳 箋 日径　1輔※ 外面口該部先爵に平坦面をつくり］条の沈線、 密（1ロ以下の 良好 内タ埴灰捨色。 外衝スス廿溺． 由顯5
検出面 日計灘 器高　3．・｛△ 内面ヨコナデ。 砂ピ少し含○

PollO4 SI25 土鋪器 箋口縁 日径　］3．7※ 外面日縁～眉葡ヨコナデ、揚部ヨコハケ。 密｛1熔以下の 良好 内外商こぶい江黄握 南蔭47

埋土上層 ～縁諭 器高　6ゴム 内藤口ぱ部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ後ナデ。 砂粒少し含む｝ 色。

Po］105 S亙25 土師器 茎　日蒙 賑径　］4．81：｛ 外面臼ほ部下方に］条の沈繰。頴部ヨコナデ、以下ナ 密（］咳以下の 良好 離櫛黄鐙色。 南鋒52

埋土」ダ ～尼部 器為　6．7△ デ◇ 砂泣多く含む）

内面日C部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ後ナデ。

P磁（焔 SI25 土蘭器 髪 臼径　15．6※ 内タ蠣ヨコナデ。 蜜（2鯉以下の 良好 内外面艶。 南繰42

埋土上層 口‡う 器高　3．9△ 砂ぶ少し含む〕

Po1107 SI25 土師器 箋頚～ 腸蚤2銀1：《 外面タテハケ後詞部ヨコナデ、顔部中位ヨコハケ。 密（2江以下の 良好 タ醸灰燈色。 外面限部スス付着。 ㍍蔭64

埋土上攣 絹部 器汽13．4△ 内面嚢部ナデ、以下ケズリ後ナデ。 砂き抄し含む〕 内面ξ絶。

Po1108 SI25 土師器 箋 器商1L王△ タ麟日縁～葺午ナデ、以下ヨコおよび斜方向ハケ。 密（1隠以下の 良好 内外露浅蚕擾色、 タ瀬iスス・叉斑。内 菌條65

埋ゴニ中 蒋部 内面日縁～嚢節ハケ目、以下指ナデ。 砂粒少し含む） 面指頭圧痕密にあ
驕B

Po］109 SI25 土師器 高杯吻 日径11．25※ タ瀬柘滅気味だがナデ後タテヨコのミガキ豊 密（1滋以下の 良好 内外葎恢黄色 内タ師iζ載著しい。 南條閲

翌土中 状）杯部 器為　5．0△ 1禰iナデ後ミガキ。 砂粒多く含蟄

PG田G SI25 荘麟？ r喝杯 器高　4、6△ 外薗タテハケ後部分的にヨコミガキ。 密↓已以下の 良好 内外藤にぶい↓艶。 内タ羅蔭浅著しい、 崖撫氾

埋土上層 罵部 内薗シポ1〕後ナデ。 砂税多く含む）

Po］11玉 SI25 土師器 高杯 底径　9．5※ 外面杯部タテハケ後ヨコナデ、灘筒部上半ハケ後ヨコ 密｛1滋以下の 良好 内タ麟鐙色。 内函裾鍬二苔瀕圧 南編2
捻踊； 器楡　9．5△ ミガキ、下半ナデ後ヨコミガキ、裾部ナデ。 砂文多く含む 痕。内外函磨浸気

内面杯部ナデ、筒部シポリ後ナデ、霧部ハケ。 味。

P磁12 SI25 土師器 鼓彩器台 杯部径］7．5 外欝ナデ、 密（1膓以下の 剖チ 内タ衙灰白色 内節ぎ破蘇。 南編6
理土上堀 ～王17．G 内灘杯部タテハケ後ナデ、篇部ケズリ後ナデ、同謬部 砂粒少し含む1

2縞10．35 ナデ。

Pom3 S工25 土師器 鼓形2治 澱径　］7．4※ 外面臼該～羅繭部までタテハケ後ヨコナデ、以下ナデ。 密（1某以下の 良好 内夕隔灰黄橿色。 内外面詰講しい。 宿鋒6］

埋土」溺 上台部 器高6，］5△ 内面ナデ後ミガキ。 砂粒多く含む）

Pol114 S夏25 弥生土器 小i獲 口径113※ 外面欝’ま部～鏡部ヨコミガキ、以下タテハケ、 密（1滋以下の 蝕董 外翻閤色。 外函工具痕、スス付 南衡9
埋土上同 綜」　6．0△ 内面口．蒙部ナデ、頚拓以下ケズリ後ナデ。 砂仁多く含む1 内翻議提色。 着。

Pom5 SI29 土師器 甕 仁縫］4．6※ 齢碩ヨコナデ、 密（1羅以下の 良好 内外爾にぶい黄縫 のざきB

埋土中 ロ縁ぱ 器高　4．］△ 鱗妙し含む） 色。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（33）
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逝蓼蓄号
遣修旭区

o己
稲影｛ 器種 法騨ば 丁　β、　ヒ　の　若　綴 給　　L 幾嬢 色　　爵 揚　　考 実餓搭弓

Po］1］6 SI29 上師器 餐　口該 日径］・16y 外面O縁蜀品｛こ予選藏をつく《）］条の凹謬。 審⑫品以下の 良好 内外灘こぶい｛騒縫 外函綴疑のスス竹 のざきロ
壌土．壌 ～眉熱 器高　47△ 内旬ヨコナテ。 砂税少し含靭 舷 着、

Po王117 SI29 上筒器 当 2縞　78△ 外面頴～罰部タテハケ後拶％ヨコナテ、〃下ヨコ　斜 富ほ忽以ずの 良好 外1娠白鉱 外醗菖緋…憩内匂 のざき27
検出面 戻頴時 方阿ハケ、 砂粒少し含む） 内衙こぶい1鍵づ 肩部指顔壌。

内渥ケズパ麦ナデ、

Pom8 SI29 u歳 甕嚢部 器曳　89△ タ塙タテハケ後ナテ。 畜（2図以下の 良き∫ 抽汕灰燈色。 離衙塚イヒおしい。 のざき26

捜且9 ～∬離」．

ｱ
内蚕頚部フ・テ、以ドケズリ稜閤いナテ。 擁沙し含む／ 内菖指頭圧痕。

Po斑9 SI29 上司1器 愛 口径200、く 1敏鱗ヨコァテ。 畜／］踏以下の 』鞠 内タ国灰燈｛巳、 のさき31

絵出駈 離嶽 2縞　60△ 砂蓮少し含む！

Po］王2G SI29 弥生し器 箋　磁豪 日径　120＞、 外面3コァテ。 話｛1鵜以rの 良好 タ領礫抱。 外面ti］斑で のざき］8

轡」巾 ⇒描 器嵩　53△ 内面nぽ謡ナテ、以下ケスリ後ナデ。 砂粒少し含む〕 内喬韻援包
Po1］2］ SI29 上鰍ζ 高杯 ロ径　王50 外面日該轟タテハケ後ヨコナテ　ヨコミカキ、穏曲痛 客／2捻以下の 良好 内外嚇、褐∪ 内タ悩赤密彩。 のざき37

謬」上饗 手品 曽高　73△ 以下ケズリ後ナテ　ミカキ、筒溜タテハケ． 隣抄し含○
i領目ハケ鉄工呉によるアテ乏ミガシ。

Pol122 S切 L師器 高w・ 1コ餐　166）ご（ 内タト∫iナテ。 畜f2豆以乍の 蝕］ 内外図ヲ籔も、 内タ瀬葱化iこよる籍 のざき30

豚面 杯部 器訟　13△ 鱗参少し☆め 漬着しい。内外面赤
色塗彩翌乏，

Po1三23 SI29 工‖萢器 高杯 郷径　］30× 内外函ヨコァテ＆ミ労キ◇ 蜜｛ユ鱒以下の 顛了 ｝“緬磁赤i艶。 内タ～醇濠気瞬、。 のざき32

劉，v該 季郁 器高　3アム 砂籟少し合む’

P姐24 SI29 彊，⊥器 緋P ヌ鮪i80 外面タテハケ後ナテ 宿、］図以Fの 艮好 鴻懸琢鐙己。 外硝および｛砲内瀬 のざき記

埋．騨 器商　7］△ 内面ケズ戊後ナテ。 ∂残少し含勧 翫縞こ磐銭気稼の赤

色塗彩

Po1125 SI29 L碗さ 高貿・ 底径　9宴．く タ糠タテハケ筏ナデ、 畜12蹴以下の 良好 タ矯嚇謁蛭 タ函磨※気味の赤色 のざき33

丹L腐 貿品 2議　27△ 薄面ケス’パXアデ揚箔丁テ。 砂蒙少し含む｝ 抱鰍こぶい硲登長 冷彩民。

Po］126 SI29 ガ磯 籔プ 2縞　53△ ｝勺外懲タテハケ、揚部ナテご 釜／2惚以下の 艮好 1勺外ぷこぶいき遵 のざき29

坦」中 砂粒少し含む’ 色。

Po王127 SI29 多隠奢え f磁 日径　13］ 外醐コ該～羅部アテ、天井蕊該までケズリか及ぶ戸鉢 密（2繊以⑰ 滋《 防逗蟹灰観 のざき35

旅面 2間　46 蘂と天晃溺を分ける綾｛ま浅い凹鯵がめぐる， 砂紅少し含○
内薗天井部に当て只頂一部残る。以下回絶ナテ、

Po］128 SI29 須・こ器 も瀦） 搭筒Io　5△ 外函タテに丁一行タタキを入れた後ヨコノぎ向のヵそメ 嘉は斑以Fの 艮灯 酎衙灰白色。 タ悩部分ぴこ日鉄袖 のざき36

埋1一中 漠時6はカリ㌧ 擁沙し含む〉 かかる。

内藤当て」ミで揮さえた後ナデ。

PoU29 SI29 ＾Le6器 箋 仁隆144＞ 外翻溺弍部乏こ波杁文。 憲パ憩以下の 艮好 内外自浅尚違色。 夕懸竪簸 のざき28

埋u］ 日ば部 9高　・18△ 内面寸霧部ヨコナデ、類部ケスリ． ∂指少し含が

Po1三30 SI29 勇、生」器 る　1ヨ絃 目径　156× 外面n該部に巨1謬気昧の茸了｛克参、 為パ紘以下の 良好 簡面灰白色， のざき2ユ

刺ぼ貿 ～き諮～ 謬高　39△ 内懸口該～頚部ヨコァデ後頴部ヨコミガ手、以下ケス 砂裟少し含○
り後ミカ毛

Po1］31 SI29 謝ヨ器 惑 ロ餐　U］× タ衙日該顕こ階丁、ん線。 密ほ熔以下の 恒∫ 内外衙磯舷 外館鴻。 のざき22

埋L甲 日孝緒 器高　36△ 内面口該部ナデc頚蓄こミガキ見ら九る 多粒少し含む／

Po］132 SI3］ u嬬 箋 斑多　］46〆 外面口頚るヨコナ元肩部以「騒いハケ目◇ 冨q～3髭人 ぷ了 内タ瀬とぷこぶい苗 溺締塙望援。 i⊥i修・ひ62

埋｝一下自 器高　S2△ 内瀬○該轟ヨコナデ。虜認以下ケスリc の砂続含む） 鳶色。

Po王133 SI3］ 士藩・器 箋 日Z蚤　］24）こ（ 無欝ナデ治難お部ト嵩2条の洗線。 富 艮好 内嫡建もにぶい斑 ぴ粥外欝スス付 i圭バひ55
響上下絃 器蔑　46△ 内衝アテ。 套絶。 ぶ

Po］134 SI31 上節器 畜汗灯綴 Ei廷162）＜ 外面日該部ヨコァデ◇汗底部タテハケ。 籏｛い3篇大 艮灯 酎塙ζもにぶい員 〉勺堀1赤色塗彩。 山本ひ63

埋土」層 塁高　75△ 内ロミガぷ の薮蟻合む） 芸㌔了艶．

Pol135 SI31 ⊥湿ζ 杯？ 口径　三30＞ 内外簡とも斑化のため詞整イ・明。アテか． 冨 良好 内タ塙とも鳶苗痘 内醐題塗彩恕 山本ひ61

P8内 器高　36△ 包。

Po］］36 SI3］ 上罐5 タ壕ξ 日径　90X 外逐i口頴部ヨコァテぐ摺部タテハケ治 密G磁人の砂 蝕了 内外蚕とも頁援色。 タ極1赤邑迂彩。 且蔭ひ60
ぼ、函 器高119△ 内藤亡i縁灘ヨコナテ。閤謡LLケスお嵐部指鍍良担 紗含む）

綾人担30．く 残ぷ

Po1137 SI3ユ ガ路 矯1妾 口径　88／ タト面欝経部ヨコフーデ。芥底濱タテハケ。 完｛1～3惚ノく 良好 外疏韻包 タ塙赤色塗彩。 1」捧ひ64

込百 器高　109△ r禰ミガキ。 の緋冷む） 内面灰多包
最天櫨2G＼兵ノ

Po］138 SI3］ 須e器 w義 し1径］50X 外函天井部回転ケズ㌧』λド回彰ナテ。 密（い2廷人 良好 1⑰衙ともiこ灰色． 外面刃揺ヘラ。鍔 i］捧ひ甜
房遍 綾径］42＼ 内自天ナ｛％同心円又叩き，以＾ド目叉アテ。 の砂粒含む〕 剤，

器高　』8

Po1139 SI3三 須を器 夢磁 日径　145ゾ 外癒ノこ月溺回稔ケズリ。以下回転ナテ。 蜜パ～2撚大 良好 タ瀬灰～紗、色。 山Aひ57
阜1閤 稜径］13＞ 内面天月部爾’L・円文叩き。以ξ口転ナテ。 の砂粒合む） 内藏灰鉱

2縞　48
PO1弦⑪ SI3］ 須を嵩 鉢 打径　13ユ× 内タ厄とも回転ナテ 菟 良百 内タ鱈ζも灰灘色。 1酵ひ56

埋む麟弓 捲｝39△
Po田1 SI31 須三器 珍 器ぷ」 外面ギ行叩き後刀そ目． 吉 良好 内外箇ζも灰乞。 タ泌£轡・彩iかかるひ 1［捧ひ59

味面 r禰洞’L・円文叩銚

Po脳2 SI32 ヒ師器 壷 口琵21ぶ1 タト面口き蓼部～蒙冶ヨコァテ。眉部ヨコハケ芸 蟹（い2鱗人 艮好 内外前ともにぶい黄 山卒ひ26

床衛 緊畜］05△ 内爾ri謬認ヨコナテ。諮轟指押さえ後アテ。肩昂以下 の砂翌含む 糞色。

右方隣ケスゾ

Po王143 S夏32 寸締器 藁 日径　王95へ、 タ醸iヨコナテ． 蜜ごる以下の 艮好 内外面とも，韻鶴 俵妻灘隔警続 山卒ひ1

埋Lヒ謬 妻縞　89△ 内南口縁部ヨコァテ。頴汽指押さえ。灘部易下右ノブ底 砂紘含む・

ケズ1ノ。

Po］144 SI32 u藩 蜜 磁…230）ぺ 外面日誇都ヨコアデ◇肩苅タテハケこ 憲パぽ以下の 蝕 1効隔ともこぶい商 り体ひユ4

理上上萄 謬］　7G△ 内藪日蒙部ヨコァち雇姦方方哨ケス｝戊。 移社含む） 弩㌫

Po］145 SI32 弦撮一器 箋 日径　170▽ 内外而ともに風化嵩しいw 霧 やや ｝糖恨とも浅員餐 1鯵ひ18
P13内 器高　50△ イ・良 観

Po爆6 SI32 蘇生上器 琵 ロ径　135 タ逗ヨコナテ． 畜（逗以Fの 良好 内タ函ともにふい浅 タ厨ススイ措， 1］藩ひ6

広田 器高　58△ 内面口濠超ヨコナテ◎肩部以下右方1句ケズリ。 砂桓含む〕 黄桓包。

Pol］ま7 SI32 L‘ぽ 餐 仁］径　130ン 外函ぼ絃部ヨコフ＾デ〔㍉部タテハケ後ヨコハケ． ㊧は糠以下の 蝕∫ 抄懸と叡こぶい員 タ簸スス｛鰭。 り捧ひ2

P姻 器高　74△ 内苗雛該譲ヨコァデ⊃眉認以下右轟向ケズリ． 砂紅含む） 整色。

Po1148 SI32 び路 餐 口径　140＞ 外面ヨコナテ。 箆パ灘以トの 良好 内外函ともにふい菟 外面ススf摘， i膝ひ王5

響嵐⊥層 箸二鳶　42△ 内面口舞部ヨコナテ。舅藏姦以卜右方向ケズぴ 砂幾含む） 褐～藁霞色、

Po］149 SI32 協生L器 逐 1コ径　166ハ・、 外回口該部7条Ψ行沈裂〉肩品タテハケ。 密ぱ～2控人 良好 内夕極ともにぶい葵 山ムひ1］

圭駅．場 暑塙　56△ 内面口該蕗ヨコナテ。慰曲部以下右方向ケスリ、 の砂麓含む） 超毎

Po］150 SI32 が．土器 箋 口径　145八 外菌日㍍舗4条］’行ん謀 富｛1羅似〔の 艮好 内外閲ともにぶい舜 a捧ひ主7
聾」一甲 器蕩　39△ 内苗饗竃当ミガキ。箇由品以下左ゐ向ケス1ノ。 硲蛤む1 拶色。

Po1151 SI32 弥生メ．器 箋 口径三35＞ノ 外図一縁熱3条1行沈穎， 畜｛1固以下の 艮灯 憧罰と㍉こぶい黄 外面赤白乞彩。スス 山4・ひ2］
埋」，中 器高　33△ 内面日該菖ミガキ◇屈田轟以下右方向ケス：ノ。 擁L含む｝ ↓驚色， イ鯵。
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号 遺檎弛促
w位名 種頚 器種 法毅（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　講 惰　　考 実灘者香号

Po1152 SI32

?y上層
弥生土器 箋 日径　1⑪憾※

寘a@3、4△
外面日縁部3条の平行沈隷。

燒ﾊ口穀部ナデ。屈曲部以下左方向ケズリ。
密（1搭以下の
ｻ粒含む）

良好 内タ樋とも霞色。 山本ひ19

Po1153 SI32

?y上層
弥生土器 嚢 口径22．2※

寘a@3．6△
外面口謬部2条凹隷。頸部タテハケ。

燒ﾊ日録部剥髭のため謬整不明。
密（2欧以下の
ｻ粒含む／

良好 旬衙とも1こぶい黄
ｨ色。

目」本ひ8

Pol154 SI32

?y上層
弥生土器 箋 日径　16．3※

寘a@4．0△
外面口羅部平行沈隷後一部ナデ消し。

燒ﾊ口縁部ヨコナデ。屈曲部以下右方向ケズリ。
密 良好 内外面とも浅黄燈

F。
日経部外面スス付

ｼ
山本ひ9

Po1］55 SI32

?y上層

土師器 高杯杯部 ［コ径20．2※

寘a@5．4△
外面ヨコハケ。日縁部指頭圧痕あり。

燒ﾊタテミガキ。
密く1鯉以下の
ｻ粒含む）

良好 酎礪ともにぶ横
ｨ色。

山本ひ3

Pol156 SI32

?y上層

土締器 高杯杯部 日径2G．5※

寘a@3，9△
外1蹴かい横方向ミガキ。

熾cミガキ。

密 蛭多 タ醸にぶい黄橿毎
燒ﾊ浅黄色。

且1本ひ10

Po1三57 SI32

?y中
弥生土器 高杯杯部 口径ユ5．0※

寘a@3．G△
内外面ともにミガキ。 密 良好 内外面とも浅黄着

F。

内外薗赤色塗彩。 山本ひ20

Po1158 SI32

泓X
土師器 杯 日径　16．］※

寘a@4、1△
噺臨ともナデ。 密（1～2惚大

ﾌ砂粒含む）

良好 内夕函とも浅黄桧
F。

外爾赤色塗彩。 山本ひ4

Po1］59 SI32

?y上層
弥生土器 高杯杯部 口径24．4※

寘a@5．5△
外面口縁部10条の平行沈線。杯底部ミガキ。

燒ﾊミガキ。
密く1～2国大
ﾌ砂粒含む）

良好 内夕懸ともにぶい黄
?F。

内夕掴赤色塗彩。 山本ひ5

Poユ160 SI32

?y上騒
土師器 鼓形器台

ﾘ治部
器高　4．9△

褐a17．6※
内外面とも風化著しい。外面ミガキが認められる套 密（］～2囚大

ﾌ砂粒含む）
やや

s良
内外面ともにぶい黄
ｨ色。

山本ひ］6

Po］三61 SI32

?y上層
弥生土器 器台 口径29．2※

寘a@5．0△
外面〔］縁部4条平行沈隷。上台底部ナデ。

燒ﾊ日縁揚部ナデ。以下ミガキ。
密（1燈以下の
ｻ粒含む）

良好 内タ懸ともにぶい黄
武F。

内タ緬赤色塗彩。 山本ひ24

Pol162 SI32

?y中
土師器 小型丸底

ﾙ
口径　7．繰

寘a@5．7△
外面ヨコナデ。

燒ﾊ口縁部ヨコナデ。胴部ケズリ後ナデ、

密 良好 帥礪とも浅黄色。 内面スス付蕎 山本ひ12

Po三163 SI32

?y上層
土師器 小型高杯

`器台
口径1LO※
寘a@2．1△

内夕鰯ともミガキ。 密 良好 内外面とも浅黄色 山本ひ13

Po1164 SI32

?y上層
土師器 低圓杯 器高　4．0△ 外面杯底部タテハケ。

燒ﾊ杯底部ミガキ。
密（1～2鯉大
ﾌ嚇捻む）

良好 内タ緬とも浅黄色。 鐸部肝多透かしあ
閨B

山本ひ22

Po］165 SI32

?y上層
土師器 低灘麟 器高　2．5△

鼬a　5．5

タ擁iヨコナデ。

燒ﾊ杯底部ミガキか。脚部ナデ。
密 良好 内外面ともにぶい黄

武F。

円形透かし。 匡1本ひ7

Po1166 SI56

?y上懸

土師器 蓑 口径］8．8※

寘an3．7△
外藤］綜部ヨコナデ。肩部以下斜方向ハケ目。

燒ﾊξ］縁部ヨコナデ。肩部以下右方向ケズリ。
密（］～2鯉大
ﾌ砂粒含む）

良好 内夕懸ともにぶい黄
武F。

タ領スス｛摘。 山本ひ39

Pol167 SI56

?y上層
須恵器 蕗 口径12、2※

寘a@4．3△
外面回転ナデ後波状文．

燒ﾊ回転ナデ。
密 良好 タ面灰黄褐色。

燒ﾊ灰色。
山本ひ40

Po1168 SI33

?y上層

土師器 箋口縁～胴部 口径］8．0※

寘an2．2△

外面口縁～頴部ヨコナデ、肩部ヨコハケ、詞部上半ヨコ・斜方向ハケ。

燒ﾊ白縁部ヨコナデ、肩部部分的にハケ状工具による
iデが見られるが全体的にケズリ。

密（2斑以下の
ｻ粒多く含む）

良女チ 内タ瀬iにぶい浅黄鐙

F。
タ緬惰部下半1こス

X・黒斑。内薗磨域
?ｵい。

芝田18

Pol169 SI33

?y上扇

土師器 小型壷 〔1径　8．6※

寘a@6，2△
外面剥緩しているが、かすかな斜方向ハケ琶見られ
驕B

燒ﾊ露称部ヨコナデ、以下指ナデ。

密（1踏以下の
ｻ粒少し含む）

良好 内外面にぶい浅黄橿
F。

タ緬一組こ赤色塗彩

ｭ、スス付着。内面
忠曙Pこ赤色塗彩、

燔Lこ結土紐接合痕

ｨよび指頭圧痕残
驕B

芝田10

Po1170 SI33

?y上層
土師器 箋ロ縁部 日径　正3，0※

寘a@3．3△

内夕懸ヨコナデ。 密（』以下の
ｻ粒少し含む）

良好 内タ目醐提色。 外面口縁鰍こスス付
?B

芝田11

Po1171 SI33

?y上屑

土師器 高杯

t部
口径ユ6．8※

寘a@4．8△
外面タテハケ後口縁～中位までヨコナデ、その後粗い
~ガキ各蔀こ見られる。

p樋潅なミガキ。

密（1醜以下の

u紗し含む）
良好 内外面赤褐色。 内外面赤色塗彩。 伊藤37

Po1172 SI33 須恵器 杯蓋 鵠…14．o※

寘a@4．8△
外面は日縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上

ｼを回転ヘラケズリ。内面は回転ナデ。
密 良好 内夕懸とも自絶。 天井部下半の回転ヨ

Rナデは彊くナデツ
Pる。

西垣32

Po1］73 SI33

?y上層

須恵器 杯身 口径1L2※
t部径13．臓

寘a@4．7△

外面ζ］縁部回転ナデ、杯部以下回転ヘラケズリ。

燒ﾊ回転ナデ。
密（1観以下の

�ｭし含む）
良好 内外衝荻鶴 ぼ議鍵こ内員する

iを持ち沈線。外面
t部以刊こ自然劾か
ｩる。

奪糠28

Po1174 SI35

?y．腸

土師器 甕翼縁～胴部 口径鵬8．0※

寘bQG，4△

外面日該～鎖部ヨコナデ、肩～胴部上半ヨコハケ下半ヨコハケ後斜方「6｝ハケ後粗いミガキ。

燒ﾊ口縁～肩部ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ。

密（2翻以下の
ｻ粒少し含む）

良好 内タ懸1列浅黄燈色。 タ懸腸部下惣こスス

t着。扉情部に指
ｪ圧痕。

芝田］3

Po1175 SI35

?y上尾
土師器 箋 口径15．7※

寘bQ3．7※
外面口縁～頚部ヨコナデ、眉部ヨコハケ、閣部上半ヨ

R・斜方向ハケ、下半タテハケ。

燒ﾊ日緩～肩部ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ

密｛1因以下の
ｻ趣多く含む）

良妊 夕樋灰黄鵜色。

燒ﾊこぶい浅黄穆
F。

タ樋漏部～底部にか

ｯてスス・黒斑。内
ﾊ肩部・底罰こ指頭
ｳ痕。

芝田21

Pol176 SI35

?y．堰

土師器 甕　日縁～肩部 口径26．6※

寘bP1．9△
外面ヨコナデ。外面肩部にハケ工具1こよる波状文。

燒ﾊ口慧部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ後ナデ。
密（2懸以下の
ｻ粒少し含む）

良好 内外鰍こぶい浅灘登
F。

芝田9

Po1177 SI35

ｰ面
土師器 高杯 口径］8．3

寘bP］．1△
杯内外面ハケ状工具によるタテ・ヨコのナデG

蝠矧O面ナデ後ヨコミガキ
�粕�宴Vボリ後ナデ。

密（2脳以下の

ｰ抄し含む）
良好 内外面灰橋色。 内タ樋纏践著しい。 芝田20

Po1178 SI35

?y壌‖

土師器 高杯

t部
口径　］8．0※

寘a@3，4△
外面ヨコナデ。

燒ﾊヨコナデ後租いタテミガキ。
密（2泡以下の
ｻ粒少し含む）

良好 内外面にぶい赤褐
F。

内夕衙赤色塗彩。 芝田14

Po］179 SI35

?y上層
土師器 高杯

r部
底径　9，6

寘a@9。ユム
外面筒部ヨコハケ後タテヨコのミガキ、裾部タテヨコ

ﾌナデ。

燒ﾊ筒部シボ1戊後ナデ、裾部租いハケ後ナデ。

密く1惚以下の
ｮ妙し含む）

良好 タ樋明提色。

燒ﾊにぶい浅黄縫
F。

夕抽および擁i一部
ﾉ赤色塗彩。

芝田19

Po1］8⑪ SI35

?y上層

土師器 高杯

ﾋ部
底径］0．3

寘a@7．7△

外面ヨコナデ。

熾c筒部シボリ後ナデ、裡部ヨコハケ後ナデ。
密ほ鰹以下の
ｻ粒少し含む）

良好 内外画こぶい浅黄澄
F。

外面黒斑。 芝田］7

Po］181 SI35

?y上層
土師器 高杯

U部
底径　8，8

寘a@7．G△
外面筒部タテハケ後ヨコナデー部にヨコミガキ見られ

驕A裾部ハケ後ナデ。

燒ﾊ筒部シボリ目あり、裾部粗いハケ。

密｛1因以下の
髢ｭし含む）

良好 内外面にぶい縫色。 内外画舗気味。 芝田15

Po1182 SI35

?y上層
土師器 直驚壼 日径　10β

寘bP5．9

外面臼縁部ヨコナデ、肩部ヨコハケ、屑部上半ヨコおよび斜方向ハケ、以下タテハケ。

燒ﾊ［蕊蒙～肩部ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ。

密（1鯉以下の

q抄し含む）
良好 タ師暗赤褐色。

燒ﾊ卵絶。
タ瀬金体から内面口

ﾖ～肩部にかけて赤

F塗彩、腐部1こス
X・黒斑。内面肩部
ﾆ底鍬：強めの指頭

ｳ痕

芝田23

Po1183 SI35

?y上層
弥生土器 灘寸箋 底径1⑪．2※

寘a@6．4△
外面タテハケ、裾部に一部ヨコハケが見られる。

燒ﾊ体部ハケ目、脚部ケズリ後麹いハケ。
密（2固以下の
ｻ粒少し含む）

蝕チ 外面にぶい赤褐色。

熄､こぶい灰黄色。
外面および箋内面底

狽ﾉ磨滅気昧の赤色

h彩

芝田］6

Pol184 SI39

?y」逼
土師器 壷　日縁～肩部

口径232※
寘bP0．8△

外面日縁部ヨコナデ、頸部以下ナデ。

燻ｧ口縁部ヨコナデ、嚢部ナデ、以下ケズリ。
密（1磁以下の
ｻ粒多く含む）

良好 内外面燈色。 小且i55

笠見第3遺跡出土土製品観察表（35）
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笠見第3」量跡出土ニヒ製品観察表

遺物番号
遺欝・地区・

o立名 種類 器種 法蚤（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　謂 億　　考 実溺者番号

Po玉185 SI39 土師器 高杯 口径］4．8※ 外面不定方向のハケ目後底部｛寸近回転ナデ。 密（1磁以下の 顛多 内外面にぶい黄鐙 外面底部郭接合訓こ 小山64
堤土上層 器高　5．0△ 内面ナデ。 砂粒少し含む） 色。 工具による刺突痕あ

り。内面底部にス
ス・黒斑。

Pol186 SI39 土師器 高杯 口径17，6※ 内タ凧ナデ。 密（1㈱以下の 良好 内タ懸淡鐙色。 内外面愚イヒによる磨 11・山65

床1肩 杯部 器高　§．2△ 砂粒少し含む） 滅著しい。内タ面赤
色塗彩痕。

Po］187 SI41 土師器 逐 日径14．繰 外面は顔部ヨコハケ後、図部上揚～頴部下揚を板状工 密 良好 内外面ともにぶい黄 タ遜にスス付着。 ふくた45
埋土上層 器高　9．9△ 具でヨコナデ、膜部上場には貝綬腹縁で右上がりのキ 鐙色。

ザミ昆
内面は屑部ヨコケズリ、顔部～日ま部ヨコナデ。

Po1188 SI4］ 土師器 琵 賑径13．2※ タ極はヨコナデ。 密 良好 内タ蠣とも浅黄燈 内外面にスス借着。 ふくた44
埋土上嚢 器畜　6．9△ 内面は骸部ヨコケズリ、頸部～口縁部ヨコナデ。内外 色。

面とも日縁揚部や立上が㍉基部のナデッケ強い。

Poll89 S観 土師器 琵 目径至8．6※ 内夕面ともヨコナデ、 密 蝕夢 内タ極iともにぶい黄 内外鰍こススF憤。 ふくた42

埋土上層 器高　4．4△ 褐～にぶい燈色。

Po1］90 SI41 土師器 箋 日径　］3．3※ 内外面・日唇部ともヨコナデ。 密（3麟以下の 良好 内タ梧1ともにぶい黄 ふくた43
埋土上層 器高　4、5△ 砂粒を含む） 燈色。

Po］19］ SI41 土師器 蓑 日径　13．6※ 内タ醸ともヨコナデ。 密（2．5図以下 良好 内夕面ともにぶい着 内夕瀬とも燈色。の ふくた41

埋土中 器高　3．1△ の砂粒を含む） 色。 化粧土を塗瓶

Po］192 SI41 弥生土器 皇 口径17．4※ 外面は日縁部に4条の凹謬。頴部～腐部ヨコナデ。 宕（2壇以下の 良好 内外面ともにぶい黄 外面にスス1措。 ふくた49
埋土上層 器高　4．6△ 内面は詞部～頚部下半ヨコケズリ、眉部上半～日縁部 嚇姶む） 褐色。

ヨコナデ。

Po1193 S国 弥生土器 甕 賑径］5，8※ 外衝は日縁部に3条の凹線。頚部～眉部ヨコナデ。 密 良好 内外1醸ともにぶい橿 ふくた47

埋土上層 器高　4．5△ 内面は屑部～頚部下半ヨコケズ1ち頴部上半～口縁部 色。

　　、　　〔〉?Rアア¢

Pol脳 SI41 弥生土器 箋 臼径14．2※ 外翻ま口縁部に4条の凹縷。藝部ヨコナデ。 密 良好 内外面とぷこぶい黄 外面にスス付着。 ふくた51

埋土中 器高　3．1△ 内面は頴部～日録部ヨコナデ。 措色。

Po］195 SI41 弥生土器 逐 日径　12．6※ 外面は口縁部に4条の凹線。頴部ヨコナデ。 密 良好 酎師iともにぶい黄 ふくた52

埋土上層 器高　2．4△ 内面は顕部下半ヨコケズリ、頴部上半～日縁部ヨコナ

f。

燈色。

Po］196 S阻 弥生土器 箋 ロ径14．0※ 外頂1は口縁部に3条の凹線。頸部ヨコナデ。 密 良好 内外面ともにぶい桧 夕師iにスス付着。 ふくた5G
埋土中 器高　3．0△ 内i餓ま頚部下半ヨコケズリ、頚部上半～日縁部ヨコナ

f。

色。

Pol197 S姐 土師器 底部 器高　？．4△ 外面はタテヘラミガキ。 密 賠多 内面暗灰黄～黄灰 夕随iスス付着、 ふくた姐
埋土上層 底径　7．7※ 内面は顔部立ち上が1）からク）タテケズリ後、底面をヨ 色。外藤こぶい黄～

コナデッケ。底部外i蔀ま部分的にヘラミガキ。 黄褐色。

Po簸98 SI41 土師器 ノ」・型嚢 隣径1］．2※ 外薗は鳥部上・下半ともタテヘラミガキ後、ヨコナデ。 密 良好 内外面ともにぶい黄 夕而赤彩あり。 ふくた鱒
埋土中 器高　4．5△ 内面ヨコナデ。 燈色。

Po1199 SI41 土師器 低溺杯 器高　3．2△ 内外面とも蔵化顕著、講整不明。 やや密（2踏以 やや 内タ瀬とも橿色。 ふくた34

埋土上騒 底径　4．0 下の砂粒を含む） 良好

Po120G SI41 土師器 小型高杯 器高　］．5△ 夕簸はヨコナデ。 密 良好 内タ緬とも燈色。 ふくた33

埋土上麟 形器台 内面は底部ナデ、立ち上がり基部ヨコヘラミガキ。

Poユ201 SI4］ 土師器 高杯 器高　6．王△ 外面は筒部上捲寄りにタテハケ残る， やや密q、5図 良好 内鰍こぶい黄鐙色 ふくた37
埋土ウ 底径　9．8 内面は筒部ヨコケズリ夢その他譲整不明。 以下の臓含む） 外面燈色。

Pol2G2 SI41 土纏器 高杯 器高　3．8△ 外面は風化の為、詞整不i詞。 紐 やや 内外i苗とも灰白色 ふくた38
埋土ξ1］ 底径11．3※ 内面は筒部ヨコケズリ、裾部ヨコナデ。 不良

Po12（B SI41 土師器 高杯 日径14．6※ 外廓まヨコナデ。 密 良好 内外面ともiこぶい燈 湾外商こ赤彩あり。 ふくた32
埋土中 器高　4．8△ 内餓まヨコヘラミガキ。 ～橿色。

Po呈2（迫 SI41 土師器 直ロ壷 日径16．2※ 外面はタテハケ後、ヨコナデ。 密 良好 内面1こぶ稔色。 内外灘こスス付着。 ふくた31

埋土上層 器高　4。1△ 内面は不定方向のハケ後、ヨコナデ。 外面にぶい黄燈色。

Po三205 SI5？ 土師器 壼 欝径21，0※ 内外面ともヨコナデ。 密（］民以下の 良好 内外面ともにぶい黄 日縁部夕面黒斑。 山本ひ49

埋土下騒 器高　4．1△ 砂粒含む） 糧色。

Po玉2G6 SI5？ 土師器 壼 器高　3．2△ 外面ヨコナデ。肩藻貝鼓腹縁による刺突文。潟部に方 密（1磁以下の 良好 内夕樋とも浅黄色 山本ひ52

埋土下層 形突帯紗府け。 砂粒含む）

内面諮部ナデ。肩部ケズリ。

Po12G7 SI57 土師器 葺 日径　12．2※ 外懸日綴網コナデ。 密（1～2踏大 良好 内外面とも明黄謁 日縁部外面黒斑。 出本ひ46

埋土下藩 器高　4．8△ 内田江1縁部ヨコナデ。溝部以下ケズリ。 の砂粒含翻 色。

Po1208 S夏57 土師器 翌 ロ径14．2※ 外面口緩部ヨコナデ。肩部タテハケ後ヨコハケ。以下 密（2翻以下の 良好 内外面とも1こぶい黄 タ罐スス付着、 山本ひ雛

埋土下層 器高16．4△ 斜方向ハケ目。間部に小豆×の刺突2個弓 砂粒含む） 鐙色。

最大径21．6※ 内面日裟部ヨコナデ。肩部指押さえ。以下右方向ケズ
梶B

Po］209 SI57 土師器 菱 臼径　14．G※ 外面日縁部ヨコナデ。肩部タテハケ後ヨコハケ。以下 密12図以下の 良好 朔樋とも浅黄色 腸部夕諏スス付着。 山本ひ53
埋土下層 器高　1］．9△ 斜方向狙いハケ目。肩部｝こ小豆大の刺突2閨。 砂粒含む〉 黒斑、

内面［3縁部ヨコナデ。肩部指押さえ。以下右方向ケズ
梶B

Po12］G SI57 土窪瀬器 蓑 日径1・茎．o※ 外面〔薦嵩ヨコナデ。肩部粗いヨコハケ。以下斜方向 密（い2図大 蝕董 内外面ともにぶい黄 絹部外i蘇ス付着。 山本ひ43
埋土一隔 器高］2．8△ ハケ自。 の砂粒含鋤 餐色。

内面口縁部ヨコナデ。肩部指押さえ。以下右方向ケズ
梶B

Po1211 SI57 土師器 翌 El径15．8※ 内夕極ともヨコナデ。 蜜（1～2図大 麟多 内夕瀬とも浅黄色。 山本ひ48

埋土下層 器高　2．］△ の砂粒含む）

Pol212 SI57 土師器 甕 隣径17．4※ 内タ衙ともナデ。 密（1閤以下の 良好 内外面ともにぶい黄 山本ひ45

埋二ぼ層 器畜　5．4△ 砂粒含む） 燈色。

Po］213 SI57 弥生土器 箋 口径15．4※ 外面隠縁部8条の平行沈謬◎ 密（1～2浸大 良好 内外面ともにぶい黄 タ醸スス付着。 山本ひ5G

埋土下層 2縞　4．5△ 内薗〔3縁部ヨコナデ。嚢部以下右方向ケズリ。 の砂粒含む） 鐙色。

Po12三4 SI57 土師器 箋 日径］6，0※ 外面ヨコナデ。 密く］翻以下の 良好 内タ懸ともにぶい黄 口縁部外i苗スス付 山本ひ47

埋土下穏 器高　2．8△ 内面口誤部細かいヨコハケ。以下ケズリ。 砂粒含む） 澄色。 着。

Po1215 SI57 土師器 高杯 器高　6．7△ タ函タテミガキ。 密 良好 内タ醸ともにぶい浅 筒鋤檀黒斑。 山本ひ51

埋土下層 筒部 内蕗ケズリ。 黄色
Po1216 SI57P納 土師器 高杯 器高　1．8△ タ緬ヨコナデ、 密（1～2磁大 良好 内タ順とも浅黄鐙 山本磯4

裾部 底径10．⑪※ 内面粗いハケ昆 の砂粒含む） 色。

Po至21？ SI58 土師器 老 口径　14．G※ 外面口緩部ヨコナデs肩部タテハケ後ヨコハケ。以下 密（2斑以下砂 良好 内外面とも浅黄提 臆部タ面スス付着。 山本ひ42
埋土下騒 器高18．5△ 斜方向ハケ目。 粒含む） 色。

浸大径18．⑪※ 内面日縁部ヨコナデ◇肩部以下右方向ケズリ◇屑部下

半部指i班痕残る。

Po12］8 SI58 土師器 鼓形器台 器高　6．4△ 外面ヨコナデ。 密 良好 内タ薗とも黄桓色。 山本ひ41

床面 内面上台部丁寧なナデ。騨台部右方向ケズリ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（36）
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遺物番号
遺構・地区・

ﾐ位名 穏類 器種 法緩（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　ヨ 鳥　　考 実溺者香号

PO1219 SI60 土師器 箋 口径2Lo※ 外面口縁部ヨコナデ。肩部波状文後貝殻腹縁による麟 密ぽ腐程度の 良好 内外面ともにぶい積 外面スス付蕎日縁 西垣58
薦頂 器高　＆4△ 突文。 砂粒含む） 色。 部タ摘黒斑。

内面日録部ヨコナデ。屑部右方向ケズリ。

Po］220 SI60 土師器 翌 臼径21．2※ 夕樋江］縁部ヨコナデ。肩部乱れた波状文。以下斜方向 密（1陸程度の 良好 内夕瀬とも置～にぶ 西垣60
埋土下層 器高　9．0△ ハケ目、 鱗給む） い赤褐色。

内面口縁部ヨコナデ。肩部右方向ケズリ。以下上方向
ケズ1ん

Po1221 SI60 ：蹄器 箋 日径　17．0※ 外面雛縁部ヨコナデ。肩部タテハケ後平行沈線。以下 密（1惚き鍍の 良好 内夕師iともにぶい燈 外面スス付着。夕懸 西垣55
埋土下層 2縞　8，8△ タテハケ、 砂粒含む） 色。 二次的に被熱。

内面口縁部ヨコナデ。以下横方向ケズ弓。

Po1222 SI6G 土師器 箋 日径　182※ 外面日縁部ヨコナデ。中央に1㊧沈線。肩部ヨコナ 蜜（1観程度の 良好 柑極とも楼色。 外面スス1櫨。 西垣49
埋土下層 器高1L4△ デ。以下ヨコハケ後斜方向ハケ目。 砂粒含む）

内葡口縁部ヨコナデ。肩部以下右方向ケズリ。

Po］223 SI60 土師器 甕 口径　三6．8※ 外面［3縁部ヨコナデ。后部二段にわたり平行沈線パ6］ 密G斑程度の 良好 酎緬ともにぶい浅 外面スス付着。 西垣57
床面 器高　9．3△ 1渕突文。 砂粒含む） 黄色。

内面目縁部ヨコナデ。肩部以下ケズリ。

Po1224 SI60 土師器 甕 蟹径20．6※ 外而日縁部ヨコナデ。箔部ヨコハケ。 密ほ磁程度の 良好 内外面ともにぶい黄 外面スス付着。 西垣姐
埋土下穏 器高　6．7△ 内面口碧部ヨコナデ、肩部ケズリ後ナデ。 砂粒含む） 鐙色。

Po1225 SI60 土師器 箋 口径　17．4※ 外面日縁部ヨコナデc肩部タテハケ後波状文。以下平 密（1鯉程度の 良好 内外面とも黄福色。 タ懸スス付蕎 西垣59
埋土下層 器高　9．0△ 行沈毅。 砂粒含む）

内面驚縁部ヨコナデ。以下嬢方向ケズリ。

Po1226 SI6⑪ 土師器 箋 ロ径］6．⑪※ 外面〔i殻部ヨコナデ。鏡部王条沈線。肩部斜方向ハケ 密（已程度の 良好 酌纈iとも浅黄色。 外面スス付蒼。 西垣部
床面 器高　7．9△ 目後波状文後平行沈隷文。 砂粒含む1

内面口縁部ヨコナデ。肩部右方向ケズリ。

PO1227 SI6G 弥生土器 壼 日径　19．G※ 外面日諸部6条平行隷文。頸部ヨコナデ。 密パ緻程度の 良好 内外面とも黄白色 西垣51
埋土下層 器高　7．6△ 内面口縁部～蒙部上半ヨコナデ。下半右方向ケズリ， 砂粒含む）

以下ハケ目。

Po1228 SI60 弥生土器 翌 口径　14．0※ タ国鵬亥部3条沈熟 蜜（1怠妄度の 良姪 内外面とも穫暮 西垣52
埋土ざ層 器高　2，9△ 内面日縁部ヨコナデ。屈曲部以下ケズリQ 砂麓含む）

Po1229 SI6G 土師器 底部 器高　3．］△ 外苗購部タテハケ。＠i部ハケ目後ナデ。 密（1翻程度の 良好 内外面ともにぶい黄 タ瀬黒斑。 西垣5G
埋土下層 底6…　3．9 内面上方向ケズリ。 砂粒含む） 稔色。

Po三230 SI60 土師器 直日壼 口径　15．2※ 外面EI縁部ヨコナデ。肩部］単位三2条の波状文を二段 密（1田程度の 良好 内タ樋とも穫～にぶ 屑部外面スス付着。 芝田79
床面 器高　18．1△ に施し引き諺き時計回葦］に乎行沈隷。婿部斜戊∫向ハケ 嚇捻む） い辮絶。

最大径25．7※ 民
内面腿習部ヨコナデ。肩部右方向ケズリ。以下上方向
ケズ｝パ

Po123］ S正60 土～藤 屑部 器高15．5△ 外面細かい斜方向ハケ目◇底部ハケ昆 密｛］躍程度の 良好 内タ醸とも鐙色。 夕面スス付着。 西垣53
床面 最大径24．2 1棚ケズ1壕ナデ。 砂粒含む）

底径　4．G※

Po三232 SI78 弥生土器 壼 日径　］9．2※ タ樹日該部5条平z了沈線。 密（1訟以下の 良好 タ衙にぶい黄燈色。 山本ひ99
埋土上図 器高　4．2△ 内薗日縁部楢方向ミガキ。頴部ヨコナデ〉 砂粒含む） 内面絶。

Po1233 SI78 弥生土器 翌 口径14．o※ 外面口縁部δ灸平行沈隷。 密（2囹以下の 良好 内外面ともにぶい灰 口該部夕国スス付 且1本ひ三〇〇

埋土中 器高　3．G△ 内面口該部ヨコナデρ屈曲部以下左方向ケズリ。 砂麓含む） 黄色。 着。

Po三234 S夏78 土師器 箋 器高　三〇．5△ 夕緬組・斜方向ハケ昼 密（2磁以下の 良好 外肺こぶ媛色。 外面スス付着。 且i本ひ98

埋土上層 最大径23，7※ 内面右方向ケズリ。 砂粒含む） 内喬こぶい黄怒色。

Po1235 SI78 須恵器 杯身 口径13、1※ 外面立ち上がりから体部中位回転ナデ。底部1／3回 密（1～2陶大 良好 内外面とも灰色。 山本ひ101
P6内 餐縞　5．G 転ケズ〕おヘラ起こし痕あり。 の砂粒含む）

杯部街5．7※ 内面回転ナデ。

Po乏236 SI78 須恵器 杯身 器高　2．9※ 内タ樋とも回転ナデ。 密G鰍大の砂 良好 内外面とも灰色。 山本ひIG2
埋土上層 粒含む）

Pol23？ SI8］ 土師器 蓑 日径　15、9※ 外面白縁部ヨコナデ。苗部ナナメハケ。閤部ヨコハケ、 密（砂粒含む） 良好 内夕揃とも黄燈色。 タ衙スス付着。 南族87
埋土上層 器高16．3△ 内面口縁部ヨコナデ。肩部指頭圧痕。扇部ケズリ

Po1238 SI81 土師器 箋 日径　三4．8※ 外爾日縁郊ヨコナデ。雇部ナナメハケ後ナデ。 密ぽ～3惚大 戯↑ 内外面とも黄褐色 内夕緬iともスス付 南縫78
埋土上層 器高　6，4△ 内面日縁部ヨコナデ。肩部ナデ。 の砂鏡含む） 着。

Po1239 SI8］ 土師器 聾 器高14．1△ 外面肩部ヨコハケ。絹部タテハケ。 密（1～3固大 良好 内タ面とも黄褐色。 内面スス付着。 南燦81
埋土上層 内面肩部指頭圧頂。囹部ケズ1ん の砂粒含む1

Po灘0 SI81 土締器 高杯 口径17．8 外面日縁部ヨコナデ。体部タテハケ後ナデる 密（砂粒含む） 良好 外面黄燈色。 南蒙86
埋土上層 器高　5．3△ 内面ヘラミガキ 内面燈色。

Po1241 SI8］ 土師器 ノ旭丸底 日径　8、2※ 外面臼㍗弓ヨコナデ、以下密なミガキ。 密（1陸以下の 良好 内外鰍こぶい灰黄 伊藤72
埋土上層 壷 器高　7、9△ 内面〔1縁部ヨコナデ、以下ケズ1〕後ナデ。 磯抄し含む〕 色。

Po12賠 S題 弥生土器 箋 臼径玉7．8※ タt面口ξ曇部平行沈譲後ナデ言肖し。　ξ嚢部ヨコナデ。　蒙部 密（砂粒含む） 良好 内外面とも浅黄燈 夕懸スス｛楊。 南辮5
埋土．と層 羅；4、8△ 以下ヨコナデ。 色。

内面日縁部～頴部ヨコナデ。肩部以下ケズ］ヌ後ハケ状

工ぷこよるナデ。

Po］243 S夏84 弥生土器 甕 日径　］7．8※ 外面ミガキ、頸部に1条の沈隷内面日縁部ナデ、頚部 密（砂粒含む） 良好 内外薩琵もにぶい黄 丙綾77
埋土上層 器高　4．8△ 以下ケズリ頴部に円形スタンプ文、 鐙色。

Pol244 SI85 土師器 餐 日径　15．2※ 外面自縁部ヨコナデ。肩部毅いヨコハケ後小豆大刺突 密（2惚以下の 良好 内夕緬ともにぶい黄 腐部タ極スス付着。 山本ひ1］7

埋土上層 器高　且4△ 文。中位以下斜方隣綴いハケ。 砂粒含む） 澄色。

最大径25．4※ 内而日縁部ヨコナデ。肩部ケズリ後指鐸さえ。以下ケ
ズリ。

Pol245 SI85 土師器 箋 口径］7A※ 外面口縁部ヨコナデ。肩部ヨコハケ。一部タテハケ。 密（2磁以下の 不良 内夕塙ともにぶい黄 タ醸スス｛惰。 1力本ひll8

埋土上層 器高10．3△ 内面口縁部ヨコナデ。肩部指押さふ以下ケズリ。 砂霞含む） 燈色。

Pol246 SI85 土師器 蓑 日径　13．6※ 内外面ともヨコナデ、 密（2面以一ドの 良好 内外1醸と叡こぶい黄 外面口縁部黒斑。 山本ひ］03

埋土．囹 器高　3．7△ 砂粒含む） 糧鉱
Po1247 SI85 土師器 箋 震径］3．0※ 外面口言事ヨコナデ。下裟部粘土貼り付け跨工具痕あ 蜜は～2閲大 良好 内タ塙と叡こぶい黄 タ衙日該部黒斑。 山本ひ105

埋土」二懸 器高　4．2△ り。 の砂粒含む） 澄色
内面ヨコナデ、

Poヱ248 SI85 土師器 琵 日径　17．6※ 内夕悩ともヨコナデ。 密（砂粒含む／ 良好 齢師iとぷこぶい黄 内面肩部黒斑。 山本ひ109
埋土呼） 器高　6．3△ 鐙色。

Po1249 SI85 土師器 箋 ロ径1L4※ 外面口該部ヨコナデ。肩部ヨコナデ後一部刺突文9鮫 密｛2産以下の 良好 タ簡縫色。内面にぶ タ瀬赤色塗彩。 山本ひ116
埋土上層 器高1］。1△ 大径付近ヨコハケ。 砂粒含む） い明欝絶。

殻大径］9．］※ 内面ロヌ部ヨコナデ。資部指押さえ。［編立以下ケズ1パ

Po1250 SI85 弥庄土器 箋 日径24．8※ 外面ヨコナデ， 密（ト2鯛大 良好 内タ面ともにぶい黄 山本ひ110
埋土中 器高　6．0△ 内面［畦蒙部上半ヨコナデ。下挙ミガキ。 の砂粒含む） 鐙色。

Po1251 SI85 弥生土器 箋 口径　1＆6※ 外面ζ］該部4条凹隷。頚部ナデ奪肩部タテハケ。 やや租（2図以 良好 内外面ともにぶい黄 口縁部外面黒斑。 山本ひ］15

埋土上層 器高　7、8△ 内面臼縁部ヨコナデ。屈曲部以下左方向ケズリ。 下の砂粒多く含
ﾞ〕

綴色。
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遺物番号
遺階地｛忌

t立名 穆頚 器種 法萱（翻 手　法　上　の　特徴 胎　土 焼成 色　　謂 僧　　考 実灘者得号

Po1252 SI85 弥生土器 褒 日径1α4※ 外面口繕部ヨコナデ。肩部ナデ後貝殻腹縁による刺突 密（2磁以下の 良好 内外面とも浅黄燈 外面スス付着。 山本ひ119

埋土上藩 器高　6．0△ 文。 砂粒含む） 色。

内面口縁部ヨコナデ。肩部以下左方向ケズリ。

Po］253 SI85 弥生土器 底部 器高　3．3△ 外面廟部タテミガキ。底部ナデ。 密（2麟以下の 良好 内外薗とも1こぶい黄 外面黒斑。 山本ひ111

埋土中 底径　5．0※ 内面上方向ケズリ。 砂粒含む） 橿色。

Po1254 SI85 土師器 小型丸底 器高　5．6△ 外面肩部穏いタテハケ。中位ヨコハケ。以下斜方向ハ 密（1～2固大 良好 タ緬燈色。 山本ひ112

埋土上層 竈 最大径8，拶 ケ昆 の砂粒含む） 内面にぶい黄鐙色。

内面貿部～中位左方向ケズリ。底部指頭圧痕。

Po1255 SI85 土師器 高杯 日径22．8※ 内外面とも風化のため調整不明。ナデか。 密（2踏以下の 良好 内外面とも浅黄授 内面黒斑。 山本ひユ田

P納 杯部 器高　7．8△ 砂鍾含む） 色。

Po1256 SI85 土師器 高杯 器高　8．2△ 外面杯接合部ハケ目。筒部タテミガキ。裾部ナデ。 密（卜2翻大 良好 内外面橿色。 1力本ひU3

埋土上層 騨部 底径］0．2※ 内面筒部シボリε］残る。裾部指押さえ後ハケ目。 の砂粒含む）

Po1257 SI85 土師器 高杯 夕随風化のため請整不眠 密（1～2浸大 良好 内外面ともにぶい黄 外面裾蟻部黒斑。 山本ひ］20

埋土上層 脚部 内懇筒部シボリ目ケズル。裡部ハケ目。 の砂粒含む） 燈色。

Po1258 S夏85 弥生土器 器台 曝径　18．⑪※ 外而口縁部6条平行沈線。杯底部タテハケ後ミガキ。 密（2図以下の 良好 内外面とも1艶。 内夕醸赤色塗彩。 山本醗G7
埋：と上霧 器高　5．3△ 内面日縁部ミガキ。 砂粒含む）

Po1259 SI100 土師器 菱 ロ径鵬L8※ 外面測縁部ヨコナデc肩部ヨコハケ。 密 良好 タ緬にぶい燈色。 タ極1スス付着。 清水26

埋土」遍 器高］0．3△ 内面瓢縁部ヨコナデc溝部右方向ケズリ。 内面縫色。

Po1260 SI10G 土師器 箋 日径］3．2※ 外面口縁部ヨコナデ。肩部ヨコハケ。 密 良好 内外面とも黄澄色。 タ領化柱土。 清水23

埋土上層 器高　7．4△ 内面日該部ヨコナデ。肩部指押さえ後ケズリ。

Pol261 SllOG 土窪灘 翌 口径14．5※ 防樋iヨコナデ。 密 良好 内外面とも明黄褐 清水24

埋土上層 器高　5．5△ 色。

Po1262 SI10G 土師器 亮 口径　］3．］※ 内タ瀬iともヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄橿色。 溝水22
埋土申 器高　3．6△

Pol263 SllOG 土師器 蓑 口径］3．G※ 夕樋ヨコナデ。 密（遮程度の 良好 内タ礪とも1こぶい黄 口縁部外面スス付 清水20
埋土中 器高　4，5△ 内面鋤縁部ヨコナデ。肩部左方向ケズリ。 砂粒含む） 燈色。 蕎

Po1264 S王10G 土師器 褒 田径　14、2※ 内タ樋ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅黄橿 夕価スス｛揚。 清水18
埋土上鳥 器高　3。8△ 色。

Po三265 SI100 土師器 箋 口径17．腸 外面日縁部ヨコナデ。溝部叩き。 密 良好 内タ礪ともにぶい黄 漬水15
床面 器高　6．7△ 内面難縁部ヨコナデ。肩部右方向ケズリ。 燈色。

Po三266 SI］00 土師器 箋 欝径　14．G※ 内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅黄橿 日縁部外面スス付 清水21
埋土中 器高　4、7△ 色。 着。

Po］267 SI100 土師器 甕 口径］4，4※ 内タ樋ともナデ。 密 良好 内外配も撹色。 清水19
埋土上層 器高　4．6△

Po1268 SI三〇〇 弥生土器 箋 目径17．6※ 外面El麗部平行沈隷後一部ナデ消し。 密（1灘程度の 良好 内外配もにぶい黄 清水17
埋土上層 器高　3．4△ 内面ナデ。 砂粒含む） 燈色。

PO］269 SI］00 弥生土器 甕 器高　2，6△ タ摘ナデ。 密 良好 内夕樋とも燈色。 清斑6
埋土上層 底径　9，2※ 内面ケズリ。

Pol270 SllOO 土師器 高杯 日径17．4※ 外面粗いタテハケ。 密 良好 内タ樋ともにぶい黄 内外面赤色塗彩。 清水30
埋土上層 器高　4，4△ 内面ヨコハケ。 糧色。

Po1271 SI］00 土師器 高杯 日径16．1※ 内外面風化のため詞整不明。 密 良好 内外面とも楊色。 清水3］

埋土上層 器高　4，5△

Po1272 SIloo 土師器 高杯 器諸　6，1△ 内タ樋とも謂整不明。 密 やや 離纐没も浅黄橿 清承33
埋土上層 底径10．0※ 不良 色。

Po1273 S夏］00 土師器 高杯 器高　7。5△ 外面認整不眠 密 やや 内タ極とも浅黄燈 清水32

埋土上層 内面筒部シボリ目。 不良 色。

Po1274 S臼00 土師器 ノi型丸底 器高　4．8△ 外面ナデ。 密 良好 内タ樋注も浅黄桓 膜部外面下半スス付 清水28
埋土上層 叢 最大径9．6※ 内面中位指押さえ。ケズリ。 色。 着。

Po1275 SI100 土師器 椀 目径13，0※ 内外面ともナデ。 密 良好 内夕緬とも楊色。 清水29
埋土上層 器高　4．9△

Po1276 SI100 須恵器 杯身 口径　12，6※ 内外面とも回転ナデ。 密 良妊 防樋とも灰色。 清水u
埋土中 器高　2．6△

Pol2？7 SI10G 須恵器 醸 器高　4．4△ 夕瀬中位沈隷下刺突文。 密 良好 外面暗灰色。 清水27
埋土中 最大街0。G※ 内面回転ナデ。 内面灰色。

Pol278 SI106 弥生土器 聾 日径14．3※ 外面は鋤緩部に11条の平行沈線。頴部ヨコナデ。 密 良好 防懸ともにぶい黄 衰62

器高　3．4△ 内面は頚部上半～臼縁部ヨコナデ、一部ヨコヘラミガ
Lc

燈色。

Pol279 SllO8 土師器 蓑 日径16．7※ 外面は鋼誤部ヨコナデ、絹部下半不定方向のハケ後、 密（1～2麟石 良好 回緬ともにぶい黄 内外磁こスス付彩。 表柘
器高22．7△ 目部上半からタテハケ。踊部上靖をヨコハケ。頚部ヨ 英・砂粒を含 燈色。 内面口縁部に黒斑あ

コナデ。 む1 り。

内面は絹部下’Ψタテケズリ、鰐部上半ヨコケズリ。頚

部～ロ縁部ヨコナデ。

［］謬部には粘土紐の痕跡あり。

Po1280 SllO8 土師器 聾 日径15，3※ 外面は口縁部ヨコナデ。屑部下半タテハケ後、上半を 密（石英・砂粒 良好 内夕栢iともにぶい掲 外面にスス付着。 表67

器高20，9△ ナナメハケ、上揚をヨコハケ。頚部ヨコナデ。 多く含む） 色。

内面は賜部下半ヨコケズリ、腐部上半指押さえ後、タ

テナデ。褻部～口縁部ヨコナデc

Po1281 SI108床面 土師器 高杯 口径20．0※ 外面は日縁部付近ヨコナデ、杯底部付近に脚部接合時 密 蝕1 内外面とも浅黄澄 内タ栖iとも風化顕 表65
器高　5．5△ のタテハケ。騨部接会面は「＊」状の凹凸が残る。 色。 著。

内薗詞整不夙

Po1282 Sll1］ 土師器 箋 日径　9．4※ 内外面ともヨコナデ。 密 良好 内夕福とも燈色 表部

器高　4．1△

Pol283 SII11 須恵器 杯蓋 ロ径13．8※ 内外面とも回転ヨコナデ。 密 良好 内面灰色。外面青灰 士〉一
ﾟoン

器高　3．3△ 色
Po1284 S田3 弥生土器 嚢　隠縁 器高　8．4△ 外面〔｛録部に平行沈線。頸部ヨコハケ後タテハケ。 密（1斑以下の 良好 内タ懸鐙色。 内面頚部に指頭圧 小出97

埋土 ～頚部 内面嚢部ヨコハケ。 顕妙し含む） 痕。

Po1285 Sm3 土師器 葺ロ縁 口径13．9 外面口縁～頚部ヨコナデ。騰部に簿描き波状文・平行 密（2鰻以下の 良好 内タ懸明屋色。 内外面スス・黒斑。 ノ］汕95

埋土 ～腐部上 器高12．2△ 譲文。肩部タテヨコのハケ、以下斜方向ハケ。 麟妙し含む）
半 内面口縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ後ナデ。

Pol2部 S膿3 土師器 餐賑縁 口径12．4 外面口縁～頚部ヨコナデ、以下斜方向ハケ後ヨコハ 密（2浸以下の 良好 内外1肺こぶい黄澄 内外面スス・黒斑。 小山96
埋土 ～腐部中 器高　8．8△ ケ◇鷹部に貝殻腹縁による「ノ」字状の刻み§文。 砺抄し含む） 色。

位 内面口縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズ1川受ナデ。

Po三28ア SI］］3 土師器 低図杯 口径］9．5※ 内外面ハケ目後ミガキ。 密（1鯉以下の 良好 内夕師黄鐙色。 杯は懇獣を呈する ノi・山98

埋土 杯部 器高　3．9△ 砂粒少し含む）

Po夏288 S磁3 土師器？ 高杯 底径　9．05 タ随iナデ。 密（1図以下の 良好 内タ師燈色。 内外磨藏気味。 ノ1汕99

埋土中 脚裾部 器高　ユ．5△ 内面娠撚ハケ後ナデ。 砂粒多く含む）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣物番号
遣梅地区・

訷ﾊ名 種須 器種 法蚤（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　誘 摺　　考 実a猪番号

Po1289 SI1至6 土師器 蓑口縁 口径］6．0※ タ価ナデ。 密（2品以下の 良好 内外面黄｝鉋。 外面スス付着。内面 小朋10
埋土 ～屑部 器高　14．3△ 内面［］縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ。 砂粒少し含む） 肩部指頭圧痕。外面

磨減著しい，

Po1290 SI116 土6曜 箋口縁 酪…17。o※ 外面頴部以下タテハケ後日縁～肩部上半ヨコナデ。 密（3斑以下の 良好 内外面灰黄鐙色。 内面頚～肩部に指頭 小旭11
埋土～床面 ～絹部 器高］1．］5△ 内面口縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ。 砂粒少し多く含 圧痕。内タ擁沙骸の

む） スス・黒斑。

Po1291 Slll7 土師器 箋 口径　16．8※ 内外面、口唇部ヨコナデ。 密 良好 内夕醸ともにぶい黄 ふくた］20

器高　4．8△ 橿色。

Po1292 Sln7 土師器 琵 最大径2？．6※ 外面は胴部ハケ後、頚部寄りをヨコナデ。榛状エ具で 密（3顕｝八下の 良好 内面にぶい翌鐙～灰 内外翻こスス付蕎 ふくた122

器高26．5△ 束綾。 砂粒を含む） 色。

内面は底部指押え。鰯部ケズリ。頚部寄｝）はヨコナデ。 タ緬ilこぶい黄澄～灰

黄褐色。

Po］293 SI117床面 土師器 高杯 口径23．6 外面は受部上半をヨコナデ、下半をヨコヘラミガキ仕 密 良好 内面浅黄色。 内タ緬に黒斑あり。 ふくた129

器高？．35△ 上げ。 夕諏浅黄燈色。

内面は全撫こナデ後、ヘラミガキ嚢：上げ。底面恩化。

Po12製 Sm7床面 土師器 高杯 日径三9．5 外面は受部タテハケ後、ヨコナデ。さらに受部下半を 密 顕｝ 内外面ともにぶい橿 外面に黒斑あり。 ふくたユ28

器高　6．2△ ヘラミガキ。 色。

内面iま受部底をタテハケ後、ヘラミガキ。口縁部まで

をヨコハケ後ヨコナデ。

Po1295 S夏117床面 土師器 高杯 自径］8．4 タ随i風化顕著。謂整不明。 密（1．5図以下 良好 内面鐙～にぶい橿 ふくた127

器高　5．三△ 内面はヨコハケ後、ヨコナデ。受部と筒部は別成形。 の砂粒を含む） 色。タ極燈～明赤褐
F。

PO1296 SI117床面 土師器 高杯 口径17．3※ 内外面ともヨコハケ後、ナデ。 宕 良好 内タ汕とも橿～にぶ 内面杯部底、風化顕 ふくたユ25

器高　5，0△ い黄橿色。 蕎
Po1297 S斑7床面 土師器 高杯 日径18．7 受部と筒紬捌成形。 やや密 やや 内夕瀬とも浅黄燈 内外面とも風化顕 ふくた］26

器高　53△ 不良 色。 著。詞整不明。

PO1298 SI1］7 土舗器 高杯 底径　8，8※ 外函は筒部タテハケ後、タテケズリの面取り。裾部ナ 密（35脇以下 良好 内外面とも明赤褐 ふくた124

撹乱土 器高　6．1△ デ。 の砂救含む） 色。

内面は裾部指押え後、ナデ。

Po］299 SI］17 土師器 高杯 底径　8．9※ 筒部内面にシボリ昆 密（3．5悶以下 蝕チ 内外面ともにぶい鐙 内外面とも風化籔 ふくた123

器高　4．5△ の砂粒含む） 色。 著。謂整不明。

Po1300 SI1］7 土師器 ノ1・型丸底 最大径14．8※ 外面は閤部ハケ。頚部付近ヨコナデ， 密（］麗以下の 良好 内外面とも鐙～明赤 夕樋スス付着。 ふくた］21

壷 器高10、0△ 内面は底部指押え。腐部指押え後、ヨコケズ1ん胴部 砂‡姶む） 褐色。

上半はヨコナデ。

Po］30］ SI121 土師器 箋灘縁 日径　］6．2※ 外面口縁～肩部ヨコナデ、以下租いハケ目。 密（1嫁以下の 良好 タ栢暗赤褐色。 夕緬磨滅気味の赤色 のざき87

埋土中 ～胴部 器高　9．s△ 内面［コ縁～嚢部ヨコナデ、以下ケズ’」。 砂ネ妙し含む） 内面灰褐～燈色。 塗彩及びススイ臓。

Po1302 Sll2ユ 土師器 翌口縁 口径14．6※ 外面口縁～頴部ヨコナデ、以下タテハケ後ヨコハケ。 密（2砲以下の 良好 内外翻こぶい燈色。 外面胴訓：スス付 のざき88
埋土中 ～聞部 器高　9、7△ 内面郷縁～頸部ヨコナデ、以下ケズリ　肩部に指頭庄 瞬沙し含む） 蕎

痕見られる。

Po1303 SI］21 土師器 甕 日径　］5．0※ 内外面ヨコナデ 密（1麟以下の 良好 内外面にぶい黄灰 ロ縁部上端こ黒斑。 のざき86

埋土中 口縁部 器高　3．5△ 砂粒少し含む） 色。

Poユ3（迫 SI121 土師器 箋 日径14．o※ 内タ師芦コナデ。 密（2斑大の砂 良好 内外面燈色。 のざき85

埋土申 口縁部 器高　4、o△ 粒少し含む〉

Po］305 SI王21 上師器 小型葺？ 2踏ユ1．9△ タ師ハケ目。 密（0．滋以下 良好 内タ面淡橿色。 タ栢iやや磨灘気味。 のざき93

埋土中 内面不定方向ケズリ、指頭圧痕多く見られる。 の砂粒少し含
ﾞ）

Po13G6 S王121 土師器 ！1・型丸底 器高　6、3△ 外面日縁～頚部ヨコナデ。外面肩部に△状の刺突文。 密｛G．5回以下 良好 内夕醸淡橿色。 外面底部にスス付 のざき94

埋土中 壷 胴部上半ヨコハケ下半タテハケ。 の砂粒少し含 着。

内面臼縁～肩部ヨコナデ、屑部ケズリ。 む）

Po1307 SI］21 土師器 小型丸底 器高　5．9△ 外面胴部上半ヨコナデ後ヨコミガキ下半ハケ目。 密（］観以下の 良好 内タ緬にぶい赤褐 外面硝部以“Wこスス のざき95

埋土中 壼 内面蒙部ナデ　以下ケズリ。 顕妙し含む） 色。 ｛捲。内面隅部以下
黒斑。

Po］308 SI12］ 土師器 高杯 口径17．0※ 内外面ナデ。内面底部にハケ目見られる。 密（1惚以下の 良好 内外面巷絶。 のざき9G

埋土中 杯部 器高　5．8△ 砂差抄し含む）

Po1309 SI］21 土師器 高杯 底径　8．2※ 外面ハケ目後ナデ。 密（0．5岡以下 良好 内外面淡黄色。 杯部との境界あたり のざき91

埋土中 廓部 器高　6ぼ△ 内面筒部にシボリ目。露部ヨコナデ。 の砂粒少し含
ﾞ）

1こ1条の沈線。

Po］310 SI12］ 土師器 高杯 底径　8．8 外面筒部タテハケ後ナデ、裾部ヨコナデ。 密（0．5鐡以下 良好 擁団着色。 のざき92

埋土中 刹部 器高　7．］△ 内面筒部にシボリ目、擢部はハケ日が見られる。 の砂粒少し含
ﾞ1

Po1311 SI121 土師器 高杯 日径1＆2※ 外面杯部ハケ目後上半のみミガキ。 密（1図以下の 良好 内外面明橿色。 のざき89

埋土申 杯部 器高　4．7△ 内面ミガキ。 砂驚妙し含む）

Po三312 SI12］ 土麺器 ノ｝・型平底 ［］径　11．G※ 外面ナデ後体部上半に密なミガキ。 密｛1臼以下の 良好 内外面にぶい黄鐙 タ樋潅部上判こ黒 のざき96

埋二沖 壼 器高　8．5△ 内面不定方向ナデ後指頭圧謬整。 砂粒少し含む） 色。 斑。

Po1313 SI］22 土師器 甕 日径26．0※ 内外面ナデ 密（1滋砂粒少 良好 内外面灰黄色。 内外而磨滅気味 井上］83

口縁部 器高　5．0△ し含む）

Po1314 Sll22 土師器 箋 口径17．4※ タ極ヨコナデ。 密（2謬砂粒少 良好 内夕面灰黄色。 内外面磨譲気味。 井と178

口碧部 器高　4．8△ 内面ヨコナデ、頚部粗いミガキ。 し含む） タ樋ススイ構。

Po1315 SI］22 弥生土器 甕口縁 日径　17．8※ タト面口縁部に櫛描き三P行沈線。 密（1腐嚇紗 良好 内外面赤褐色。 夕函～瀬爵日縁部に 非上180

～頚部 器高　5．3△ 内面郷縁部ヨコナデ後ミガキ、以下ケズリ。 し含む） 赤色塗彩あ氷内面
剥緩あり。

Po］316 SI122 弥生土器 菱口縁 口径14．8※ 外面ロ縁部｝こ押し弓1き沈顔。 密（泊砂粒少 良好 タ瀬灰褐色。 夕画黒斑あり。 井上182

～頚部 器高　3．8△ 内面口縁部ヨコナデ後ミガキ、以下ケズリ。 し含む） 内面灰黄色。

Po1317 SI］22 弥生土器 甕　日縁 口径18．媒 タ福臓縁訓こ平行沈縁 密（1麟醗紗 良好 内外面灰灘5。 外面スス付着。 井上179

～頚部 器高　5．⑪△ 内面口縁部ヨコナデ、頸部ヨコナデ後ヨコミガキ、以 し含む）

下ケズ韮お

Po］318 SI122 弥生土器 底部 底径　5．0※ タ懸タテミガキ。 密（垣砂粒少 良好 内タ樋灰褐色。 内面底部に指頭圧痕 井上］77

器高　4．3△ 内面ケズリ。 し含む） あり。

Po1319 SI］22 弥生土器 筒部 器高　3．5△ 外面ミガキ後タテハケ。 密（1磁砂粒少 良好 外面赤褐色。内面黒 タ栢沈線・赤｛渡彩 井上18］

内面ミガキか。 し含む） 褐色。 あ玩

Po］320 SI124 土師器 箋 口径正6．9※ 外面は口縁部ヨコナデ、胴部ヨコ・ナナメハケ後、下 密 良好 内面浅黄燈色。 内外1藤にスス付着。 表73

器高26．6△ 半ヨコナデ消し。底部付近タテハケ仕上げ、上半ヨコ 外面明黄橿色。

最大径27．6※ ハケ仕上げ。頴部ヨコナデ。

内面は胴部ヨコケズリ、漏部上揚指押さえ後、ヨコナ

デ。蓑部ヨコヘラミガキ。日縁部ヨコナデ。

Po］321 Sll24 土師器 箋 口径14．2※ 外面は日縁部ヨコナデ、閥部上損ナナメハケ後、頸部 密（石英・砂粒 良好 内面燈色。外函浅黄 外面にスス付着。 表72

器高　8．2△ ヨコナデ、胴部上半ヨコハケ。 含む） 糧色。

内面は腸部上半ヨコケズリ、頸部～［コ縁部ヨコナデ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（39）

一445一



笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号
遺楢・地区・

ｸ位名 種類 器種 法量（斑） 手　法　上　の　特　徴 飴　　土 焼成 色　　詞 鏡　　考 実測者番号

Pol322 SI124 土師器 高杯 日径18．3※

寘a@7．8△
外面は杯部タテハケ。杯底部～潤i基部タテハケc 密 良好 内外面とも浅黄燈

F。

内タ順とも馴ヒ顯
?A謬整不明瞭。

表74

Po1323 S夏灘 土師器 高杯 磁萎18．6
寘a@5．8△

外面は杯部タテハケ後、ヨコヘラミガキ、杯底部～鎌

﨣買^テハケ。内面ヨコヘラミガキ後、タテヘラミガ
L。

密 良好 内外面とも鐙色。 表75

Po1324 SI］24 土師器？ 高杯 器高　7．0△ 外面はタテヘラミガキ。内苗シポリ目あり◇ 密 良好 内外面とも浅黄縫
F。

内外面とも風化顕
?A謂整不明瞭。

表70

Pol325 SI］24 土師器 鉢 日径　］4．5※

寘a@6，9△
鼬a　6．1※

内外面ともヨコヘラミガキc 密 良好 内面にぶい黄震色。

O陣こぶい｝鉋。
内外面とも風化顕
?A講整不明蜜。

表71

Po1326 SI］27

?y
土6幡 翌 口径］4、7※

ﾜ縞　8．9△
外而ヨコナデ。日縁部下蟻の突該は同灘から猶むよう

ﾉナデツケる。霧肩部には7～9条の波状文。内面は
荿買?Rケズリ◎頸部～日叉部ヨコナデ。

密 蝕予 内タ極iともにぶい黄

ｺ色。

タ瀬スス付蕎 松本｛矯

Pol327 Sll27

?y
土師器 甕 日餐〕3．3※

寘a@3．7△
外面は日縁部4条の平行沈譲後、ヨコナデ消し。頭部
焜?Rナデ。内面ヨコナデ。

密 良好 内夕瀬iとも淡黄色。 松本95

Po］328 SI互27

?y
土師器 高杯 日径29．4※

寘a@5．6△
外面はナナメハケ後、親いヘラミガキ。内面ヨコハケ

縺Aヘラミガキ。

密 良好 内タ面ともにぶい黄
?F。

外面黒斑あ玩 松本98

Po］329 SI127

?y
土師器 低郵杯 器高　3，4△

鼬a　6．1※

外面はヨコハケ後、ヨコナデ。

燒ﾊは杯部ナデ後、ヘラミガキ。底部1弓周ナデc灘部

N瀬～内面へ穿孔。径4～6跳

密 良好 内苗浅灘艶。

O面にぶい鑓絶。

外面黒斑あり。 松本99

Po］330 SI128

ｰ而
土師器 箋 日径13．4

寘bQ3．1△
ﾅ大街9．8

外面は賜部ハケ。頚部～口縁部ヨコナデ。底部～頚部
ｺ半はヨコケズリ。

燒ﾊ頴部上半～口隷部はヨコナデ。

密（砂粒あり） 良好 内外面とも明黄褐
F。

内夕懐にスス付着。 山本くヌ28

Po1331 Sll28

?y
土師器 箋 欝径風4※

寘a@3。2△
内タ櫛ともヨコナデ。 密 良好 内而灰黄～にぶい

?Bタ函にぶい黄援～灰黄褐色。

タ瀬iにスス付着。 ふくた1］］

Pol332 Sll28

?y
土師器 登？ 口径13．6※

寘a@5．7△

内外面ともヨコナデ。胴部のみ内面ヨコケズリ。 密 良好 内外面ともにぶい黄

ｨ色。

ふくた110

Po1333 SI128 土師器 ｛蝸杯 口径］7．9

寘a@5．3
鼬a　5．5

外面はタテハケ後、賑縁部寄りをヨコナデ。頚部ヨコ

iデ。

燒ﾊは受部ハケ後、タテヘラミガキ。

密（1～2浸の
ｻ粒含む）

やや

ﾇ好
内外面とも浅黄燈
F。

内外面とも風化顕
?B

井上］22

Pol334 SI128

ｰ面
土師器 低脚杯 口径］5、7

寘a@7．］
鼬a　8．5

内外面とも風化する。外面は受部ハケ。頴部～裾部ヨ

Rナデ。

燒ﾊは受部ハケ、脚部ヨコナデ。

粗（3翻以下の

ｻ粒を多く含
ﾞ）

やや

s良
内面にぶい黄糧～鐙

F。外面浅黄色。か
辷ﾃ灰黄色。

タ臓に黒斑あい ふくた］17

Po1335 SI］28

ｰ面
土師器 低灘杯 口径　夏］．6

寘a@9．6
鼬a16＆

外面は受部ヨコハケ。筒部から裾部もハケ。筒部と袴i

狽ﾌ境に直径5獺の円形透かし三方に穿孔。
燒ﾊは筒部ナデ。裾部寄リヨコケズリ。裾部ヨコハケ。

やや密（0．5～

P．5斑の砂粒を

ｽく含む）

良好 内外面ともにぶい黄

普`鐙色。
内夕顯とも風化顕
?B

芝田69

Po1336 SI］28

?y
土師器 低騨杯 日径1］．6※

寘a@3．9△

外面は上半を密なヨコハケ。下半をヨコナデ白

燒ﾊはヨコハケ後密なタテヘラミガキ。

密 良好 内藤こぶい黄措～褐

D色。外面こぶい黄
ﾅ色。

タ瀬1こスス付着。 ふくた1］6

Pol337 S田8
ｰ面

土師器 小型丸底 日径12．4

寘a@6．o
ﾅ大径10、8

外1面ま全体にヨコナデ。賭都中央～下半ヨコハケ仕上
ｰ。

燒ﾊは底部指押さえ後、頴部下半までケズリ。嚢部～
P縁部ヨコナデ。

密（1～2皿の
ｻ粒含む）

良好 内夕栢iともにぶい黄

ｨ色。

内外面部分的に浅黄

ｨ色の化粧土残る。

O面黒斑あり。

山本ひ130

Po］338 SI128

?y
土師器 器台 口径18．4※

寘a@6．0△

外藤まヨコナデ。

烽縁､ま受部を丁寧なヨコヘラミガキ。顔部以下はヨコ
Pズリ。

密（2国以下の
ｻ粒含む〉

良好 内面燈～1こぶい黄澄

F。外麟艶。
ふくたll3

Pol339 SI128

?y
土師器 器台 底｛釜18．3※

寘a@5．4△

タ極ヨコナデ。

燒ﾊは頸部～裡部ヨコケズリ、脚部寄りをヨコナデ。

やや粗 やや

s良
内面渓黄～にぶい糧

F。外耐こぶい籔～
ﾉぶい黄燈色。

内夕栢iとも風化。 ふく担］2

Po134G SI128

?y
土薗器 高杯 器高　4．6△

鼬a］0．7※

タ栢iは筒部～裾部タテヘラミガキ。斑部ヨコヘラミガ
L。

燒ﾊは筒部タテケズリ、裾部ヨコケズリ、麟部ヨコナ
f。

密｛2砲以下の

d踏む）
蝕チ 内面燈色。

O面橿～明赤褐色。

タ懸に赤彩あり。 ふくた1］5

Po1341 S夏128

?y
土師器 小型高杯

^器台
日径10．6※

寘a@3．3△

外面は受部上半をヨコナデ、下半をハケ後ヘラミガキ。

燒ﾊは上半をヨコナデ後、ヨコミガキ。下半を放射状
~ガキ。筒部内面は円周ナデ。

密 良好 内夕凧とも1こぶい黄

｢～灰黄謁色。

内外面にスス付着。 ふくた114

Po1342 SI］28

ｰ面
土師器 小型高杯

^器台
日径10．5※

寘a@2．7△
外面は受部上半をヨコナデ、下半をヨコケズリ。

燒ﾊはヨコナデ。受部と杯部は芳り成形。

密（王姪以下の
ｻ粒を含む）

良好 内タ面浅黄燈色。 内夕恒iに淡澄色の化

Z土塗布。

ふくた］18

Po］343 SI131

?y中

土師器 箋 口径14．9※

寘a@3．4△

内タ悩ともにナデ、 密（⑪．5～2磁

u捻む）
良好 内外面とも1こぶい黄

普`燈色。

芝田81

Po］344 SI131

?y中
弥生土器 蓑 口径15．王※

寘a@3．2△
外面は日寝部に6条の平行繰。それ以下はナデ。

燗｡は日淳部～頸部ナデ。

密く徽砂粒多く

ﾜむ）

良好 内外面ともにぶい黄

ﾔ～黒褐色。

外商こスス↑寸着。 芝田旬

Po］345 SI131 土師器 高杯 騰径　11．8※

寘a@8．1△
外面は口縁部から胴部上半ヨコナデ。屑部下半～筒
煤A筒部～裾部タテケズリの爾取り。筒部上摘寄りは
d上げにタテハケ。
燒ﾊはヨコナデ。

密 良好 内面赤褐色。

[塙浅黄～赤褐色。

内外面に赤彩あ｝）。 山本］59

Po］346 Sll36 弥生土器 餐 日径　］6ぷ※

寘a@4．1△
外面は口録部4条の凹線だが、下裟の］条が欠損。頴
買?Rナデ。

燒ﾊは頴部上半～日縁部ヨコナデ。以下は不明。

密（砂粒含む〉 良好 内面提色。外面9債
倹F。

内外面とも風化頚
?B

山本く1誕

Po1347 SI136

?y申

土師器 裟口縁～肩部 口径］5．⑪※

寘a@8．5△
外面日縁～初都ヨコナデ、以下ヨコハケ。

燒ﾊ臼縁～頴部ヨコナデ、以下ケズ：）後肩部に指頭圧

倹ｮ見られる。

密（2鰹以下の
ｻ1抄し含む）

良好 内外鰍こぶい黄燈
F。

井上155

Po1348 SI136 土師器 高杯 日径19．⑪※

寘a@5，6△
外面は杯部と筒部の接合部をタテハケ◇

熹氓ﾍヘラミガキ。杯部と筒部は別成形。
密（い2図石
p・砂粒を含
ﾞ〕

良好 内外面とも明黄褐
F。

内外懇とも風化顕
?B

山本く三52

Po1349 S夏136 土師器 高杯 日径17．7※

寘a@5．7△
外面は杯部と筒部の接合部をタテハケ。

烽鉛ｮまヘラミガキ。杯部と筒部は別成形。
密（1～3ロの
ﾎ英・斑を含む）

良好 内外面とも桓色。 内外面とも風化頚
?B

山本く］53

Po1350 SI］37

?y
土師器 甕 口径19，0※

｢縞　4．7△

内外而ともにナデ。 密｛い2囎砂
ｱ多く含む）

良好 内面にぶい黄燈～黒
倹F。

O面1こぶい黄鐙～黒
F。

タ瀬わずか1こ赤彩残 芝田82

Po］351 Sll37

ｰ面
土師器 椀 口径12．2

寘a@5．5
外面は臼縁部から屑部上半ヨコナデ。閣部下半～底部
ﾍヨコケズリ。

燒ﾊはヨコナデ，

密（1～2懸石
p・砂粒を含
ﾞ）

良好 内外葡とも明黄褐
F。

外面に黒斑あり。 山本］｛沁

Po］352 Sll37

ｰ面
須恵器 蓋 基部径14．2※

寘a@3．5△
ﾅ径　］3．4※

タ逗iは天聾部回転ヘラケズリ。体部回転ヨコナデ、

燒ﾊ回転ヨコナデ。

密（砂粒を含む） 蝕多 内夕師iとも灰色。 山本161
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笠見第3遺跡出土土製贔観察表

遺物番号
遺構・地区・

w位名 種類 器種 法量く㎝） 手　法　上　の　蓉　徴 胎　土 焼成 色　　溺 筒　　考 実溺者香号

Po1353 SII42

?y

土師器 聾 口径17．繰
寘bP4．9△
ﾅ焔…25．0※

外面は麟部ハケ。口縁部～葺部ヘナデ後、化糠土を塗

z。内面は胴部をケズ〉んE］縁部～頚部ナデ。

やや密（1～3

M砂粒多く含
ﾞ）

良好 内肺こぶい黄桓色、

O面浅黄橿色。

外灘こ赤彩とは異な

髏�ｩ糧色の化麓土

�h布する。タ衙胸
買Xス《寸着。

芝田93

Po13M SI142

?y

土師器 琵 最大径23．0※

寘an9．3△

外面は全俸をハケ後、上半ナデ、下半ハケ状工具を用

｢たナデ。

燒ﾊは全体をヨコケズリ。底部と口縁付近に指押え。

や輔1（0，5～1

普A2．5～3鈎
ｻ粒多く含む）

良好 内醸こぶい黄橿色。

O醸こぶい黄桓～灰

ｩ褐鉱

外面広範朋にスス付

?B

芝田9王

Po1355 SI142

?y
土師器 高杯 底径　9鴻※

寘a@6．9△

外面筒部上湯面に受部接合時のキザミ目がわずかに残

驕B筒部外面上湯寄1戊に捲状圧痕あiお羅部ヨコハケ

繝iデ。

燒ﾊ筒部シボリ目残る。裾部ヨコハケ。

密 良好 内タ緬とも径色。 芝田89

Po1356 SI142

?y

土師器 小型丸底 口径　7．8

寘a@8．4
ﾅ大径9．1

外面は全体をハケ後、腸部上半～口章部ヘラミガキ。

燒ﾊはナデ。底部と頚部付近に指押え。

密（0、5鰯砂粒含

ﾞ。1．5国砂粒
墲ｸか1こ含む）

良好 内砲こぶい黄色。外

ﾊ桓色

完形品 芝田閲

Po1357 Sn42

?y
弥生土器 箋 ロ径17．⑪※

寘a@5．6△

外面は日謬部に9条の平行沈譲。口縁部下揚、別粘土

�?ｹて成形。
燒ﾊヨコナデ◇

密（｛穀粒～三，5

�ｻ粒多く含
ﾞ）

良好 内外面とも燈色。 外藤こスス付着。 芝田路

Po1358 SI142

ｰ面直」二

土葡器 壼 ロ径14．1※

尞刀@4．5△

c大径

内外面ともに〔藩蒙部ヨコナデ。 密（1磁砂粒多
ｭ含む）

蝕壬 紺隠1とも径色。 タ領にスス付着， 芝田85

Po1359 SI142

?y

弥生土器 綴撞 最大径12．6※

寘a@7。o△

外面は口縁部に4条以上の平行線。日縁部内面の平坦

ﾊに外方から穿孔。直径3囮。腸部全体をヨコナデ
縺A最大径付近の2条の凸帯両損にヘラ磨き。固部接

㍽栫A腐部内面から接合粘土をナデッケるように付加。

やや密（0、5～
P．5陸砂粒含む）

良好 内夕緬とも浅黄色。 外面部分的に赤彩残

ｶ
芝田88

Po1360 SI142

ｰ面直上

弥生土器 底部 底径　7．o※

寘a@3．7△

底i部と器壁は別粘土で成彩。内外面ともケズリ。外面

ﾍ細かく密に、内面は緩やかな匙面をなすように削
驕Bナデ仕上げ。

密（織粒～2箇
ｻ竈を含む）

良好 内灘浅黄色。

Oi醸こぶい黄色。

齧ﾊ褐灰色。

夕瀬llこ黒斑あり 芝田87

Pol361 SI150 須恵器 杯蓋 口径13．0※

崧宸Q．05△

外面日縁部ヨコナデ、天井部2／3ケズリ。

燒ﾊナデ。

蜜（逗礎抄
ｵ含む）

良好 内タ瀬青灰色。 揚面は内顔する 厨子54

Pol362 SI161・SK
P

土師器 餐？壼？ 日径14．6
寘bR⑪．4

外面自縁～頚部ヨコナデ、以下ハケ、底部に粗いミガ

Lか。

燒ﾊ日諺部ヨコナデ、肩部以下ケズリ後タテハケ後粗

｢ナデ。

蜜（1懸砂粒多
ｭ含む）

良好 内タ緬明燈色。 外面底部を除く閤部

ｺ半にスス付着。内

ﾊ底鰍こ蓑纐圧痕あ

厨子53

Po13（B SI161 土師器 壷　口縁～屑部 随…13．0※

寘bP2、9△

外面口縁部ヨコナデ、肩部上半タテハケ後ヨコナデ。

L殻腹緩による羽状文あり。下半ヨコハケ、以下斜方

?nケ。

燒ﾊ口縁部ヨコナデ、頚部ヨコナデ後綴いタテミガ
L、以下ケズリ。

密／1磁砂粒多
ｭ含む）

良好 外面灰黄色。

燒ﾊ橿色。

内i諭紬こ指頭圧痕 西柑15

Pol364 SI16ユ
rK1

土師器 皇日縁～麟部 口径ユ4．繰

寘bP6．0△

外面口縁部ヨコナデ、肩部上半ヨコハケ後ヨコナデ下

ｼヨコハケ、以下斜方向ハケ。

燒ﾊ口縁～頸部ヨコナデ、以下ケズ｜㌔

密（1浸砂粒多
ｭ含む）

良好 内タ瀬黄茶褐～黒褐

F。

外面スス｛情。内面

ｨ部1こ指頚圧痕あ
閨B

西村114

Po1365 S王161
rK1

土師器 甕胴～
齦

器高15．0△ 外面斜方向ハケ後粗いナデ。

燒ﾊケズリ、底部に指頭圧痕あり。

密（1国砂粒多
ｭ含も）

良好 内夕諏黄茶褐～黒褐

F。

内外面にススf措。

燒ﾊ底部に焦げ自あ

ふくた134

P◎1366 SI161 土師器 壼麟縁～麟部 日径15．6※

寘bQ0．6△

外面口縁～肩部．ヒ半ヨコナデ、下半ヨコハケ、眉部斜

綷?nケ後下半ナデ。

燒ﾊ口竈部ヨコナデ。頴部以下ケズリ。

密（三斑麟支多

ｭ含む）

良好 内外翻こぶい黄燈
F。

外面1こスス｛揚。磨

ﾅ気味

山本く190

Po1367 SI16］

ｰ直
土師器 高杯

t部

口径三8．8※

寘bT．05△

外面タテハケ後ヨコナデ後密なヨコミガキ◇

燒ﾊタテからヨコの密なミガキ。

蜜1三㈱砂粒多
ｭ含む）

良好 内外面明燈色。 内而磨減による剥酸 lh本く189

Poユ368 SI16］

ｰ直
土師器 小型丸底 器高　5．7△ 外面頸部ヨコナデ、以下密なミガキc

燒ﾊ頚部ヨコナデ、篇部指頭圧痕、以下ケズリ。

密（1磁砂粒多
ｭ含む）

良好 内外面にぶい黄鐙
F。

外面スス｛情。 山本く191

Poユ369 SI16］ 土師器 小型丸底

ﾙ
器高　7．6△

外面ハケメ後ナデ。　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ内面頴部ナデ、体部上半タテハケ下拳ケス〉ね 密（2顔研⑳
ｵ含む）

良好 内タ繍こぶい糧色。 外面スス付着。体部

ﾉ1箇所円形穿孔。

山本く187

Po1370 SI162 ：ヒ師器 箋ロ縁～胴部 口径14．6※

寘bP2．0△

外面日縁部ヨコナデ、頸部～肩部上半ナデ下半ヨコハ

P、眉齢肪向ハケ。
燒ﾊ［］霧部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ。

密（1磁砂粒少
ｵ含む）

良好 外面灰茶褐色。

熏ｧにぶい楕色。

鋤縁先翁鍬こ平坦面

^掴にスス｛臓。

ふくた］33

Po］371 SI162

o5
土師器 高杯

t部
口径　93※
寘a@5．1△

外面タテハケ後ヨコミガキ後租いナデ。

燒ﾊタテヨコの綴いミガキ。

密（1磁砂粒多
ｭ含む）

蝕多 内タ醸淡澄色。 内面磨滅気味 西村］16

Po］372 SI162

ｰ直

土師器 高杯

t部
日径18．4※

寘a@4、9△

外面タテハケ後ミガキ後ナデ。

燒ﾊナデ。

密（三翻廃抄
ｵ含む）

良好 内タ傾朔澄色。 内外面磨減著しい 西村1］8

Po1373 SI三62 土師器 高杯

t部

器高　4．6△ 外面ハケ後タテヨコのナデ。

燒ﾊナデ。

密（逗砂粒少
ｵ含む）

良好 内外面とも擬色。 内外i聴滅気味 ふくた132

Po］374 SIヌ62

o8
土師器 高杯

t部
日径19，0

寘a@5．9△

タ極タテハケ後ヨコナデ。

u面ナデ後ミガキか。

密ほ磁砂粒少
ｵ含む）

良好 内外面畷艶。 内面磨滋気味 醐ナ117

Po］375 SI］62

ｰ面
土師器 高杯

t部
日径20．4※

寘a@3。G△

外面ミガキ後ナデ。

燒ﾊミガキ。

密（1ぽ砂粒少
ｵ含む）

良好 内外面にぶい燈色。 内外而磨減著しい 芝田ユ戴

Po1376 SB20

?y中

土師器 甕 日径13．2※

寘a@6。3△

内外面とも風化著しい。外羅ナデか。

燒ﾊ口稼部ナデ。肩部以下ケズリ。

や舗1（2膠以
ｺの砂粒多く含
ﾞ）

良好 内夕面とも淡黄色。 胴部内面黒斑。 牧本13

Po1377 SK35

?y中

弥生土器 皇 口径　11，G※

寘a@3．8△

外面口隷部3条凹線，肩部ナデ。

燒ﾊヨコナデ。

密く1陸以下の
ｻ粒含む）

良好 内夕瀬ともにぶい黄

D色、

ロ縁部タ懸黒斑。 芝田71

Po1378 SK36 須恵器 箋 口径39．6※

寘a@7．4△

外面口縁部麗厚。以下波状文、沈線が施される。

燒ﾊ口縁部回転ナデ。

密 良好 内外i田とも灰黄色。 西村99

Po1379 SK36

ｰ面
弥生土器 菱 口径　］5．5※

寘a@3．三△

口縁部外面5条平行沈線。

燒ﾊ日縁部ナデ。屈曲部以下ケズリ。

密（1陶以下の

ｻ粒含む1

良好 内タ懸とも1こぶい黄

ｺ色。

タ懸スス付着。 芝田72

Pol380 SK36

ｰ面
弥生土器 土諺 最大長3．5

�裼t3．3
ﾅ大厚2．8

dさ　3］9

手握ね整形。指頭日三痕あり。 密／1磁以下の
ｻ粒含む）

良好 内外而ともにぶい黄

?F。

黒斑。 芝田？3

Po1381 SK95 土師器 箋幻縁～霧部 日径　］6A※

寘bP6．45△

外面口縁～頚部ヨコナデ、肩部上半タテハケ後ヨコナ

f後波状文。下半ヨコハケ、編部斜方向ハケ後粗いナ

f。　　　　　　　　　　　　　　　　　研
燒ﾊ［コ縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケスリ。

密（1忽砂粒少
ｵ含む）

良好 内外面にぶい浅黄燈

F。

日縁部下該の突出を

ﾂくりだす内面のナ
f強め。

小山］31

Po1382 SK124 土師器 甕口縁～肩部 口径］5．6※

寘a@4．8△

外面口縁～頴部ヨコナデ、肩部ヨコハケc
燒ﾊ［茸蒙部ヨコナデ、頚部灘いヨコミガキ、以下ケズ

Pん

密ほ踏砂粒少
ｵ含む〉

良好 内タ樋にぶい浅黄橿

F。

口縁部下損の突出を

ﾂくりだす内面のナ

f強め

綾木］54

笠見第3遺跡出土土製品観察表（41）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号
遺構・地区・

w位名 彊類 器葱 法量（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　議 薗　　考 実護猪番号

Po三383 SS1 弥生土器 幾 口径16．6※ 外面ロ羅部平行沈線ナデ消し。頚部ナデ、肩部以下ハ 密（5腐程度の 蝕チ 内面外面ともにぶい 井上36

埋土上繕 器高11．8△ ケ目、 砂粒含む） 黄燈色。

内面口縁部ヨコナデ。頴部～肩部上半ナデ。下半以下

ケズリ後ナデ。

Po］3M SSl 弥生土器 箋 日径頚．6※ 外面口縁部平行沈隷をナデ消した後スタンプ文施す。 密 良好 内外面とも1こ鐙色。 内外面とぷこ赤色塗 井上38

埋土上層 器高33△ 肩部ミガキ。 彩

内面ナデ。

Po1385 SSl 土師器 菱 日径］5．o※ 内外面ともにヨコナデ。 密｛］因大の砂 良好 内タ極とも灘艶。 外面口縁部スス付 井上33
埋土」瀬 器高　4．8△ 粒含む） 着。

Po］386 SSl 弥生土器 餐 口径13，4※ 外面日縁部平行沈隷ナデ消し。頴部ナデ、肩部以下ハ 密／5図程度の 良好 内醐栢iとも1こぶい 井上35

埋土上層 器高　5．0△ ケ民 砂粒含む） 黄燈色。

内面口緩部ヨコナデ。頚部～冨部上半ナデ。下半以下
ケズリ後ナデ。

Po1387 SS1 弥生土器 甕 ロ径19．o※ 外面口縁7条平行沈頴後ナデ消し。頚部ヨコナデ。 密（5磁程度の 良女多 酎面ともにぶい黄 井上4⑪

埋土上層 器高　3．2△ 内懸ヨコナデ。 砂粒含む） 燈色。

Po1388 SS］ 弥生土器 底部 底径　8．2※ 外面タテハケ後下方タテミガキ。 密（2踏以内の 良好 酌掴黄楊色。 夕極i底面付近に黒 井上32

埋土上層 器高10．G△ 内面ケズリ後底面ナデ。 砂粒少し含○ 斑。内外磨滅気味。

Po1389 SS］ 弥生土器 壼 日径　］6．6※ 外面口縁部ヨコナデ、肩以下ミガキ。内面日縁部ヨコ 密（5惚程度の 良好 内外面ともに燈色。 井上39

埋土上層 器高］L8△ ナデ、肩部～桐部上半ケズリ、下半ナデ。 砂粒含む）

Po1390 SS］ 弥生土器 章 絹径16，6※ 外面員部に「ノ」字状の刻み目文、ナデ後ミガキc 密（2斑以内の 良好 内外i田黄燈色。 外面下半黒斑。 井上］］1

埋土上層 眉部 器高　8．0△ 内薗ケズリ後ナデ。 褒妙し含む）

Po139］ SS1 弥生土器 肩部 器高　3．8△ 外面羽状の刻み匿文。 密（2寝以内の 良好 外面暗撹色。 把手は体部を貫通さ 井上51

埋土中 内面ナデ。 砂粒少し含む） 内面黄灰色。 せてから粘土紐状の

信）o

Po1392 SSl 土師器 ｛麟杯 器高　7。6△ 外面杯部ハケ目、筒部～底部ケズリ。 蜜 良好 内外面とも浅黄宿 井上37

埋土上層 底径15．0 内而ナデ。 色。

Pol393 SS1 土師器 箋 口径　16．G※ 内外面ヨコナデ 密（］灘以内の 良好 内外面浅欝艶。 井．邑7

埋土上層 鵬家部 器高　4．8△ 碗抄し含む〉

Po13曳 SS1 弥生土器 箋 口径］3．4※ 外面口縁部4条平行沈線。肩部ナデ後刺突文施す。 密15蔭程度の 良好 内面夕樋ともにぶい 井．と34

埋土上層 器高　5．0△ 内面〔1縁部ヨコナデ。肩部以下ケズリ。 隣捻む） 黄桓色。

Po1395 SS1 須憲器 f磯 日径］8．6※ 内外面醸転ナデ。 密 良好 内タ栢iともに淡青灰 井上41

埋土上層 器高　2．8△ 色。

Po］396 SS鵬 須恵器 杯身 日径1］．2※ 内外面回転ナデ。 密 良好 剖樋とも淡青灰 井上42

埋土．履 器高　43△ 色。

Po］397 皿 土締器 壼　口縁 口径17．o※ 外｛田仁］諺部ヨコナデ、頚部に貝殻腹縁による刻み目文。 密（1ロ以内の 良好 内外面にぶい黄燈 のざき5

埋土上層 ～頚部 器高　4．9△ 内面口繰部ヨコナデ、頸部ナデ◇ 砂粒少し含む〉 色。

Po1398 灘 土師器 皇日縁 口径ユ6。4※ 外面嚢部以下タテハケ後ヨコハケを施した後〔藩蒙部か 密（］団以内の 良好 内外面にぶい黄燈 のざき7

埋土」溺 ～肩部 器高　9．5△ ら肩部上半にかけてヨコナデ、肩部に工具によるヨコ 瞬妙し含む） 色。

2本の刻み§。

内面〔］縁～頸都ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ。

Po1399 皿 弥生土器 邊日羅 日径］6．4※ 外面賑冷部に凹隷気味の平行沈線。 密｛2鰹以内の 蝕予 外面灰燈色。 タ懸スス付着、外面 のざき4

埋土上屡 ～頚部 器高　4．5△ 内面口禄部ヨコナデ、頸部ケズリ後租いミガキ。 砂競少し含む） 内面剛艶。 口縁～内面頚部まで

磨濠気瞭の赤色塗
彩、

Po14GO 脳 弥生土器 箋口縁 臼径17．0※ 外醸コ縁部に凹線気味の平行沈譲。 密（1磁以内の 良好 内タ面灰桧色。 のざき3

埋土中 ～頚部 器高　5．0△ 内面日縁部ヨコナデ、頚部ケズリ後ナデ。 磯抄し含む〉

Po1401 灘 弥生土器 蓑口縁 ロ径17，6※ 外面日縁部に凹隷、溝部に逆△形状の刺突文あり、頚 密（］磁以内の 良好 内外薩明澄色， 外面スス付蕎内面 のざき田
埋土上呂 ～肩部 器高　7。8△ 部以下ナデ、 砂粒少し含む） 肩部に指頭庄痕。

内面口縁部ヨコナデ、頚部以下ケズリ後ナデ。

PoUO2 皿 弥生土器 彩　日縁 口径　13．4※ 外面口霧部ヨコナデ、肩部ヨコミガキ、ξノ」字状の 密｛2鰯以内の 良好 内外1商こぶい縫色。 タ懸スス付着。 のざき9

埋土」週 ～騰部 器高　6．5△ 刻み目文、以下タテミガキ。 砂粒多く含む）

内面口縁部ヨコナデ、以下ケズリ後ナデ。

Po1403 w 弥生土器 蓑臼縁 ロ径21．6※ 外面口縁部2条の凹線後ヨコナデしタテの刻み目文、 密（1壇以内の 良好 外面灰褐色。 内面頴翻こスス付 のざき11
埋土上層 ～頚部 器高　3＆△ 護部に粘土を貼り付け工具による刺突文。 磯抄し含む） 瀕蚕にぶい灘絶。 着。

内面日裟部ヨコナデ、頚部ナデ後ヨコミガキ。

Po14（選 灘 弥生土器 翌日縁 日径23．4※ 外面口縁部に凹線、頚部ヨコナデ、以下ナデ。 密（2鰻以内の 良好 内外面浅黄燈色。 タ樋わずかに赤色塗 のざき6

埋土上層 ～肩部 器高　7．3△ 内面鋤縁部ヨコナデ、頚部ケズリ後粗いミガキ、以下 砂粒少し含む） 彩痕。

ケズリ後ナデ、

Pol405 S図 弥生土器 甕口縁 欝径1L6※ 外面外面日縁部に2条、薦と眉の境目にも1条の凹 密（2鰯以「⑰ 良好 内外面9提色。 夕面眉部にスス付 のざき8
埋土上層 ～扇部 器高12．1△ 線、頚部以下タテハケ後ヨコナデ以下粗いナデ。 砂粒多く含む） 着。内薩肩韻こ指頭

内面〔i縁部ヨコナデ、肩部ケズリ、麟部申位以下ケズ 圧痕。

り後粗いミガキ。

Po14（汚 w 弥生土器 底部 底径　4．0 外面タテハケ。 密く2箇以内の 良好 内外面にぶい黄澄 内面底部付近指頭圧 のざき12
埋主上壕 器高　5、5△ 内面ケズリ、タテハケ後ナデ。 碗妙し含む） 色。 痕。内面底部以外ス

ス付着。

Pol407 C区 土師器 壼 日径27．8※ 外面ヨコナデ。頸部タテハケ。一部指押さえ、 密白磁以下の 良好 内タ西とも明黄褐 内面スス付着。 山本く72

P］55内 器高　8．2△ 内面ヨコナデ、 砂粒含む） 色。

Po1408 C区 土師器 箋 日径2LO※ 外面日縁部ヨコナデ。肩部波状文c 密（1該以下の 不良 内外面とも明赤褐 口縁部外懇スス付 山本く7］

P560内 器高　8，0△ 内面日縁部ヨコナデ。肩部以下ケズリ。 砂粒含む〉 色。 着。

Po14（刃 C区 土師器 箋 瓢径12．2※ 内タ極iともヨコナデ。 密く砂粒含む） 良好 内外面とも浅黄色。 山本く62
P124 器高　3，7△

Po14王0 C区 土師器 蓑 口径12、6※ 内外面ともヨコナデ。 密1砂粒含む） 良好 内外面とも明黄褐 山本く63

P250 器高　2，8△ 色。

Po1負1 A区 土師器 望 口径　15．6※ 内外面ともヨコナデ。口唇部にもヨコナデ。 密 良好 内夕塙ともにぶい黄 内タ醸にスス｛情。 小1田三9

P913 器高　6．o△ 鐙～にぶい黄褐色。

Po14］2 A区 土師器 高杯 口径　18．3※ 外面はヨコナデ後、タテハケ仕上げ。 密 良好 内外面とも綴色。 小山12G
P913 器高　4、9△ 内面はナナメハケ後ヨコナデ。受部と筒部は8戚彩。

Po三413 C区 土師器 高杯杯部 日径三5．0※ 内外面ともに風化のため調整不明。 やや粗 不良 内外面ともに淡黄 由本く68

P336 器高　4．9△ 色。

Pol414 C区 須恵器 き磁 口径15．2※ 外面天井部1／2回転ヘラケズリ。以下回彰iナデ。 密（1惚以下の 良好 外面灰白～灰色。 山本く7G

P6晒 器高　4．3△ 内面天井部同心P］文叩き。以下回転ナデ。 砂粒含む） 内面灰色。

稜径14，4※
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物香号
遺情・地区・

w位名 種類 器種 法逼（c阻〉 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　詞 篇　　考 難惰香号

Po141§ 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径　12．1 外面天井部1／2回転ケズリ。以下回転ナデ。天井部 密 蝕多 内外酸も青灰色。 欝子3
東鍵周溝内 器高　4．1 との嘉こ2条の沈線。

内面天井部不整ナデ。以下回転ナデ。

Po1416 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径　12．］※ 外面天井部］／3回転ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内タ団とも青灰色。 厨子5
東錫周溝内 器高　4．2 内面天井部仕上げナデ、以下回転ナデ。

稜径11．1※

Po14三7 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径三3，4 外面は［ヨ縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密（1～2浸の やや 旬樋とも淡黄色。 内外面にスス付着。 表17
器高　4．0 半回転ヘラケズリ。砂粒の勤きは向って右。稜藻は］ 石英含む） 良好 内面天井都こ当て具

条の沈線で表現。 痕あり。

内喬ま回転ナデ後、不定ナデ。

Po1418 笠見3号墳 須恵器 杯董 口径　13。0 外面は測縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井上半 密（黒砂粒多い） 良好 内面青灰色。 表4
器高　4．3 は回転ヘラケズ1㌔天井部上靖のヘラおこし痕に不定 夕懸灰青色。

ナデ。稜線は2条の沈線で突帯風に表現。

内面は回転ナデ。

Pol4ユ9 笠見3号墳 須恵器 杯墓 口径三2．8 外面天井部ヘラ切り後ナデ1／3回転ケズリ。口縁部 密 割多 内外醗も灰色。 西村5
東摺周溝内 器高　4ぷ 回転ナデ。

稜径］1．7 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。

Poユ420 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 日径　13．5※ 外面天井部1／3回転ケズト）。以下回転ナデ。 密 良好 タ懸青灰色。 厨子4
菜飼周溝内 器高　4．o 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。 内面灰白色。

Po］42］ 笠見3号墳 須恵器 杯董 口径　13．0 外面は日縁部～天井部下半回転ヨコナデ。天井部」二揚 密 良好 内外面と清灰色。 表24

器高　4．0 は回転ヘラ切り後、不定ナデ。稜線は強い回転ナデツ

ケによる1条の沈線。

内面は回転ナデの後、天井部を不定ナデ。

PoU22 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径12．8 外面iは口縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井上半 密磯砂粒多い） 良好 内而灰青色。 表3
器高　4．4 は図転ヘラケズリ。ヘラおこし痕あり。稜縷は2条の 夕懸青灰色。

沈線で突帯風に表現。

内面ま回転ナデ。

Po1423 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 日径］3．9※ 外面外面天井部1／2回転ケズoノ。以下回転ナデ。 密 良好 内外面とも黄灰色。 銅面ヘラ記号。 厨子1］

東飼周溝内 器高　4．7 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。

Po1424 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径12，7 外面は日縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。ヘラ起こ 密 蝕董 泣簸とも灰オ韮戸 芝田］

東側周溝 器高　4．5 し後、天井部上半を回転ヘラケズリ。砂粒の動きは ブ色。

黒色と 向って右。稜線は2条の沈線で突帯を表現。

内面は回転ナデ後、不定ナデ。

Po］425 笠見3号墳 須恵器 杯董 口径　］3．］ 外面は口縁部～天井部下摺を回転ヨコナデ。それ以外 密くト3磁の 良好 内外面とも青灰色。 焼歪み顕著。 表19

器高　4．9 の天井部を回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って右。 砂粒含む）

稜隷は回転ヨコナデによる1条のにぶい沈該。内面は
回転ナデ。天井部指押さえ箇所で部分剥緩。

Pol426 笠見3号墳 須恵器 ↑磁 日径12．5 外商ま口縁部～天井部下半回転ヨコナデ。天井部上損 密 良好 内面菅灰色。 表23

器高　4．6 は回転ヘラ切り後、不定ナデ。稜隷は強い回転ナデツ 外面灰～青灰色。

ケによる1条の沈隷。

内面は回転ナデの後、天井部を不定ナデ。

PO］427 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 日径12．G 外面は日縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密 良好 内面浅黄包 芝田2
東鰯周溝 器高　4、2 半を回転ヘラケズ〉ん砂粒の動きは向って右。稜線は 外藺こぶい黄色。

至条の沈線で表現。内面は回転ナデ後、不定ナデ。

Po1428 笠見3号墳 須恵器 ↑磁 口径　］2．4 外面は口縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。ヘラ起こ 密 やや 内外面ともオリーブ 西垣1
器高　4．5 し後、不定ナデ。 良好 灰色。

閥鰍ま回転ナデ。

Po1429 笠見3号墳 須恵器 杯蓑 口径u．5 外面は天井部下半～仁1縁部回転ヨコナデ、上半ヘラケ 密 良好 内タ臓とも欝灰色。 表2
器高　3，？ ズ’ね天井部上蟻のヘラ切1）痕を檀状工具で軽くナデ

る。

燒ﾊは回転ヨコナデの凹凸顕著。天井部を不定ナデ。

Po］43G 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 灘径14．3 外面は口縁部～ヲミ井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密（1～3国の 良好 内夕瀬iとも青灰色。 表22

器高　3．7 揚～下蟻回転ヘラケズリ。 砂粒多い／

内灘廻転ヨコナデ。

Po1431 笠見3号墳 須恵器 杯蓑 〔］箔…］5．6 外面は〔傷部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密（砂粒含む） やや 内面にぶい糧色。 表2G

器高　4．4 半を回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って右。 良好 外面淡黄色。

内面は回転ナデ後、天井部を不定ナデ。

Poユ432 笠晃3号墳 須恵器 杯蓋 日径14．4 外而は日縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密（石英・砂粒 やや 内タ簸とも淡黄色。 表6
器高　4。5 半は粗い回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って左。 含む） 不良

内翻蠣転ナデ。

Po］433 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径13．2 外面は日縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密 良好 内外面とも青灰色。 表三8

器高　4．3 半を回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って右。稜縁は

回転ヨコナデによるにぶい1条の沈隷。

内面は回転ナデ後、不定ナデ。

Pol434 笠見3号墳 須恵器 杯菱 口径］2．6 外面は口縁部～天井部下半回転ヨコナデ。天井部上半 密 良好 内外面とも灰黄魚。 表26

器高　4．1 ヘラ切り後、不定ナデ。天井部と日縁部の境、ナデツ

ケによるごくわずかな稜線あり。

内面は回藪ナデの後、天井部を不定ナデ。

Po］435 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径14．3※ 外面天井部］／3回転ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内夕樋とも浅黄～黄 厨子6
東膓周溝内 器高　4．］ 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。 灰色。

Po］436 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 田…12．4 外面は天井部下半を回転ヘラケズリ後、回転ヨコナ 密 良好 内面灰黄褐色。 表1
器高　4．9 デ。上半にヘラ切り痕。口縁部回転ヨコナデ。 外面青灰色。

内面は回転ナデ後、天上部を不定ナデ。

Po1437 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径　14．0 外面は腿縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。ヘラ起こ 密（1～3壇の 良好 内面灰黄～灰色。外 外面に自然紺摘。 芝田6

菊鯛溝内 器高　3．7 し後、天井部上半を回転ヘラケズリ。砂粒の動きは 砂粒多く含む） 面灰オリーブ～灰
向って右c内面は回転ナデ。 色。

Po1438 笠見3号墳 須恵器 杯諺 口径15．1 外i商ま口縁部～ヲミ井部の大半を回転ヨコナデ。天井部 密 やや 内砲こぶい黄橿臨 表7
器高　4．6 上翁のみ回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って右。 不良 外面淡黄色。

内面は回転ナデ後、天井部を不定ナデ。

Po三439 笠見3号墳 須恵器 杯竈 口径　16．2 外面天井部］ノ4回転ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内外面とも浅黄色。 西村ユ

東飼周溝内 器高　4．3 内面天井部仕上げナデ◇以下回転ナデ。

Po1440 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 田…12．6 外面天井部1／3回転ケズ‘ね以下回転ナデ。 密 良好 内外面とも灰色。 奥田1

薦調溝内 器高　3．6 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。

Pol441 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径］3．2 外面天井部1／4回藪ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内外面とも灰白色。 奥田2

灘醐溝内 器高　3．8 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遺物香号
遺構・地区・

w位名 種類 器種 法濠（㎝〉 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　謂 備　　考 実溺者番号

Po1442 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径14．0 外面は〔3議部～天井部下半を回転ヨコナデ◇天井部上 密（ユ～4斑砂 良好 内面にぶい黄橿色。 表2］

器高　劔 半を回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って右。内面は 粒含む） 夕面灰黄色。

回転ナデ。

Pol43 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径12．4※ 外面外面天井部1／4回転ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内夕緬とも灰白色。 厨子1
東側周溝内 器高　35△ 内面回転ナデ。

Pol超4 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 日径14．G 外面天井部1／4回転ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内外面とも灰黄色。 豆甜3
東伺周溝内 器高　4．］ 内面天井部仕上げナデ。以下回藪ナデ。

Pol445 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 日径13．2 外面天井部1／4回転ケズリ。以下回転ナデ。 密 良好 内外面とも灰色。 奥駆
東側周溝内 器高　3．8 内面天井部仕上げナデ。以下回転ナデ。

Po1446 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 口径］2．9 外面は口縁部～天井音‖下半を回転ヨコナデ。天非部上 やや密 やや 内夕樋とも暗オ茎）一 外面天井部ヘラ記号 西垣5
北東区周 器高　4．4 半を回転ヘラケズトお砂粒の動きは向って右。内面は 良好 プ灰～灰黄色。 「×」

溝・東鶴周 回転ナデ後、不定ナデ。天井部に当て具痕あり。

溝内

P◎1447 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 日径至4．9※ 外面は口縁部～天井部下半を回転ヨコナデ。天井部上 密 良好 内i露灰褐色。 表5
器高　4A△ 半は回転ヘラケズリ。稜線は肩部を削出して表現。 外面青灰色。

内面は回転ナデ。

Pol448 笠見3号墳 須恵器 杯蓋 囎…12．8※ 外面は口縁部～天井部下蜀回転ヨコナデ。それ以外の 密 良好 内外面とも青灰色。 天井部に自然鶏付 表25
器高　4．2△ 天井部を回転ヘラケズリ。 着。

内面は回転ヨコナデ。稜線と日縁裟部はシャープに仕
上げる。

Po］449 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径13、2 外面回転ナデ。底部1／3回転ケズリ。 密 やや 内夕蠣とも灰黄魚。 面ナ6
東画幕内 器高　4、］ 内面回転ナデ。 不良

杯部径15．5

Pol450 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径11．5※ 外面回転ナデ。底部1／3回転ケズi】。 密 良好 内タ瀬iともオ茎戸ブ 西村4
東翻葡納 器高　3．5 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。 灰色。

杯部径］4．⑪※

Po1451 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径11．5※ 外面回転ナデ。底部1／3回転ケズリ。 密 蝕｝ 内外面とも灰色。 底部ヘラ記号。 厨子15
東鍵周灘勺 器高　4，7 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径14．2※

Po1452 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径］1．2※ 外面回転ナデ。底部1／3回転ケズリ。 密 良好 内外面とも灰色。 底部ヘラ記号。 厨子］6

棄側屋藩内 器高　3．3 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部街3．2

Po1453 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径三］．2※ 外面回転ナデ。底部1／2回転ケズリ。 密 良好 内外面とも灰色。 奥田3
棄鰯周溝内 器高　4．4 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部名…14．G※

Po14剖 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径10．0※ 外面回転ナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 密 良好 内タ醸とも灰色。 厨子18
東鰯周溝内 器高　3．6 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径13．0※

Poユ455 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径12．6※ 外面回転ナデ。底部］／4回転ケズリ。 密 良好 内外面とも灰白～灰 厨子7
東翻周溝内 器商　u 内面回転ナデ。 黄色。

杯部径］5．⑪※

Po］456 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径12．1 外面回転ナデ。底部1／3回転ケズリ。 密 蝕《 内外面とも灰黄色。 ∂耐2
東翻周溝内 器高　4．1 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径三4．3

Po］457 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径］2．5 外面回転ナデ。底部1／4回転ケズリ。 密 良好 内外面とも青灰色。 厨子8
東聞周溝内 器高　3．9 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部街4．8

Po14田 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径夏0，磁 外面回転ナデ。底部回転ケズリ後ナデ。ヘラ切｝戊痕あ 密 良好 内外面とも黄灰色。 厨子19
棄聞周衛勺 器高　3．6 り。

杯部径13．0※ 内面回転ナデ。

Po1459 笠見3号墳 須恵器 杯身 囎…12．5※ 外面回転ナデ。底部1／2回転ケズリ。 密 良好 内外面とも灰黄色。 厨子20
東伺周溝内 器高　u 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径153※

Po1460 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径11．3 外面回転ナデ。底部］／2回転ケズリ。 密 良好 内外面とも青灰色。 厨子9
東飼周溝内 器畜　3．5 肉面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径］3．6

Po三461 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径10．9 外面回転ナデ。底部1／3回転ケズリ。 密 良好 内外面とも黄灰色。 厨子10
東翻周溝内 器高　3．2 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径］3．6

Pol462 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径］LO 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、体部下損～底 密 良好 内タ瀬iとも青灰色。 表35
受部径13．8 部を回転ヘラケズリ。

器高　4．3 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Pol463 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径　至三．4 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、下半を回転へ 密 良好 内面灰色。外面青灰 表28
受部径13．9 ラケズリ。 色。

器高　4．5 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Pol464 笠見3号墳 須恵器 杯身 田…12．5 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、下半を回転へ 密 やや 内面灰黄色。 受部付近に自然紬付 表30
受部径14．9 ラケズ奎）。砂粒の動きは向って左。 良好 外面黄縫色。 着。

器高　4。4 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Po1465 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径11．2※ 外面回転ナデ。底部1／2回転ケズリ。 密 良好 内タ懸とも灰色。 厨子14
東閲周溝内 器高　4、2 内面回転ナデ。底部仕」二｛デナデ。

杯部緻3．8※

PO1466 笠見3号墳 須恵器 杯身 郷径14．3 外口］は受部～体部上半を回転ヨコナデ、下半～底部を 密く砂粒・石英 やや 内夕面とも青灰色。 外面受部にスス付 表15
受部径16．3 回転ヘラケズ1）。砂粒の動きは向って左。底部ヘラ切 含む） 良好 着。

器高　4．2 川麦、不定ナデ。

内面は回藪iナデ後、不定ナデ。

Po］467 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径13．0 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、下半を回転へ 密（1～3薗の やや 内外面とも灰黄色。 表36
受部径15．2 ラケズリ。 小石含む） 良好

器高　4．1 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Po1468 笠見3号墳 須恵器 杯身 欝径］L3 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、体部下端～底 密 やや 内面にぶい黄楊色。 表33
受部街4．1 部を回転ヘラケズ1ち 良好 外面灰～青灰色。

器高　4．0 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Po1469 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径1L8 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、底部をわずか 密 良好 内外面とも灰魚。 芝田8
周湖勺 受部径14．6 に回転ヘラケズ1ね底部ヘラ切り痕残る。

器高　5．4 内面は回転ナデ。

Po1470 笠見3号墳 須恵器 杯身 嚥…IL2 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、体部下措～底 密 良好 内面青灰色。 底部焼歪み顯著。 表3芝

受部径14．］ 部を回転ヘラケズリ。 夕諏青灰～灰色。

器高　3．6 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（44）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣物番号
遺楕・地区・

w位名 種頚 器種 法量嫡 手　法　」二の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　譲 備　　考 実溺者香号

Po］47ユ 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径14．5 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、下半～底部を 密（1～3啄の やや 内面淡黄霞色、 表16

受部径17、o 回転ヘラケズリ。底部ヘラ切り後、不定ナデ。 石英含む） 良好 タ師淡黄色。

器高　4．4 内面は目転ナデ後、不定ナデ。

Po1472 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径10．8 外面は受部～体部上鞍回転ヨコナデ、下半を回転へ 密 良好 内外面とも青灰｛皇。 外面体部上判こ回転 表29

受部径］3．5 ラケズリ。 ヨコナデ後の不定ナ

器高　4．6 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。 デ顔蓑。

Pol473 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径］2．⑪ タ瀬iは受部～体部下半を回転ヨコナデ、体部下蟻～底 密（砂粒含む） 良好 内外面とも暗灰色。 表34

受部径14．2 部を回転ヘラケズリ。

器高　3．9 内面は回転ナデ。

Po］474 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径　1Lo 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、底部ヘラ切り 密 やや 内面灰～浅黄色。 焼成湯度低い 西垣6

東摺周灘 受部径13．1 後、ヘラ起こし。 不良 夕緬浅黄～黒色。

器高　3．8 内面は［藤云ナデ後、底部不定ナデ。

Po14？5 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径10．8 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、体部下揚～底 密 やや 内面灰～浅黄色。 焼成渥度低い 芝田4

絢調溝 受部街3．0 部を回転ヘラケズリ。底部ヘラ切り痕残る。 不良 タ商浅黄～黒色。

器高　3、7 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

P⑪1476 笠見3号墳 須恵器 杯身 崎…］2．王 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、体部下瑞回転 密 蝕多 内外面とも灰色。 表42

受部径14．4 ヘラケズi戊。砂粒の動きは向って右。底部ヘラ切り。

器高　3．2 内面は回転ナデ。

Po三477 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径11．4 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、体部下半を回 密く砂粒・石英 良好 内外面とも灰｛色。 内面底部寄りに当て 表32

受部径13．6 転ヘラケズ1ん内面は回転ナデ。 含む） 具痕あり。

器高　3．4

Po1478 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径10．6 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、体部下半を回 密 やや 内外面とも灰色。 芝田3

南棄区周溝 受舗…三3．⑪ 転ヘラケズリ。底部ヘラ切り痕残る。 良好

東包周溝 器畜　3．9 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Po1479 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径］］．8 外面は受部～体部上掻を回転ヨコナデ、残りの体部を 密 良好 内面灰色。外面灰オ 焼歪纏蕎。 芝田5

蓉操区周溝 受部径14．4 回転ヘラケズリ。砂粒の動きは向って左。 リーブfち

東咽周溝 器高　3．6 内面回転ナデ。

Po］480 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径　10．8 外面は受部～体部上半を回転ナデ、下半～底部の不定 密 良好 内タ極とも青灰色。 底部外面誠形時の 表］4

受舗…］3．6 ナデが回転ヘラケズリをほぼ消去。砂粒の動きは向っ 粘土紐痕鯵あり。

器高　3．8 て右。内面は回転ナデ後、底部を不定ナデ。

Po1481 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径　三〇．5 外面は受部～体部を回転ヨコナデ。底部回転ヘラケズ 密 良好 内外面とも灰青色。 外面体部にハケ状工 表12

受部径13．1 り後、不定ナデ。 具の圧痕あい

器高　3A 内面は回転ヨコナデ。底部を不定ナデ。

P⑪1482 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径　12．0 外面は受部～体雛二半を聴ヨコナデ、下半を回転へ 密 蝕チ 内タ醸とも青灰色。 内面立上砕体部の 表27

受部径14．3 ラケズ1〕。 一部風化。

器高　4、1 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

Po］483 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径　9．6 外i鐡ま受部～体部下半を回転ヨコナデ、底部ヘラ切り 密 やや 内外面ともオリーブ 西垣3

東腐周溝 受部径三2．5 後、不定ナデ。 良好 黄色。

器高　4．o 内壺iは回転ナデ後、底部不定ナデ。

Po148雲 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径］o．7 外藤は受部～体部下半を回転ヨコナデ、底部わずかに やや密 やや 内タ栢とも灰黄褐 西垣2

南東区周溝 受部径13．0 屡転ヘラケズリ後、不定ナデ。 良好 色。

器高　4、1 内面は回転ナデ。

Po1485 笠見3号境 須恵器 杯身 磁呈10．4※ 外面回転ナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 密 良好 タ衙灰～青灰色。内 厨子13

東悩周溝内 器高　3．8 内面回転ナデ。底部仕上げナデ。 面黄灰色。

杯部街3．2※

Po］486 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径10．4 外商綬部～体部上半を回転ナデ、下半～底部回転へ 密 良好 内面灰色。 表ユ3

受部径13＆ ラケズリ後、不定ナデ。 夕瀬青灰色。

器高　3、6 内面は回転ナデ後、底部を不定ナデ。

Po1487 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径11．3 夕緬は受部～体部上半を回転ヨコナデ、下半樋転へ 密 良好 函面青灰色。タ緬暗 表10

受部径13、6 ラケズリ。底部ヘラ切り後、ナデ。 青灰～青灰色。

器高　3、1 内面は回転ナデ後、不定ナデ。

Po1488 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径1］、1 外面は受部～体部上半を醸転ヨコナデ、下半を回転へ 密 良好 内夕面とも青灰色。 表11

受部街4．o ラケズリ。底部ヘラ切り。

器高　3．7 内面は回転ナデ。

Po三489 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径］0．0※ 外而回転ナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 密 良好 内外面とも灰色。 厨子17

東摺周1齢i 器高　3．6 内而回転ナデ。底部仕上げナデ。

杯部径12．2※

Po149G 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径　1］．6※ 外面回転ナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 密 良好 内夕諏とも青灰色。 厨子12

東麟周溝内 器高　3．3 内面回転ナデ。承i部仕」二げナデ。

杯部径14．0※

Po1491 笠見3号墳 須恵器 杯身 ロ径10．3 外面は受部～体部下半を回転ヨコナデ、底部ヘラ切り 密 良好 内外面とも灰黄色。 西垣4

束側周湊 受部径］2．4 後、ヘラ起こし。

器高　2．6 内翻ま回転ナデ。

Po］492 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径］3．4※ 夕懸回転ナデ。 密 不良 内タ衙とも灰白色。 山本ひ旬

東鰯周溝内 器高　3，0△ 内面回転ナデ。

杯部径14．0※

Po鴇3 笠見3号墳 須恵器 杯身 口径1｝．7 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、体部下半を回 密 良好 内外面とも灰色。 芝田7

南東区表 受都径ユ4．4※ 転ヘラケズ％
土・東蜴周 器高　4．0△ 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。

徹勺・羨道

から前庭

Po］494 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径］3．3※ タ師掴転ナデ。 密 良好 内タ醸とも青灰色。 山本ひ？9

東翻卵納 器高　3．3△ 内面回転ナデ。

杯部径B．4※

Po1495 笠見3号墳 須恵器 杯身 日径1］．7 外面は受部～体部上半を回転ヨコナデ、体部下半～底 密 良好 内外面とも青灰色。 夕諏底部に自然新寸 表4］

盛土渇 受部径14．1 部を回転ヘラケズリ。 着。

2縞　5．7 内面は回転ナデ後、底部不定ナデ。受部立．とりは細

く、揚部の祖ガシャープ。

POユ496 笠見3号墳 須恵器 有蓋高杯 屡径　12．3 外面は杯部～脚部回転ヨコナデ。体部下半、回転ヨコ 密 良好 内面青灰色。 頴部～杯部焼歪みあ 麹3
受部緻4．4 ナデ前の回転ヘラケズリがわずかに残る。 外面灰～青灰色。 り。

器高玉6．7 内面は杯部・脚部とも回転ヨコナデ。

底径14．9

Pol497 笠見3号墳 須恵器 有蓋高杯 口径11．6 外面は杯部～体部上半回転ヨコナデ。体部下半回転へ 密 良好 内藤暗青灰色。 全撫こ焼歪み顕著。 表48

受部径14．7 ラケズリ。筒部～脚部回転ヨコナデ。 外面青灰色。

器高1L6 内面は杯部・図部とも回転ヨコナデ。筒部上揚よりは
底径15，s 螺旋状にナデツケる。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（45）

一45ユー一



笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号
遣楢地区・

w位名 種類 器種 法量（繊 手　法　上　の　特　｛敦 胎　　土 焼成 色　　謂 信　　考 実湶緒番号

Po］498 笠見3号墳 須恵器 高杯鐸部 器高14、2△ 外面杯底部～筒部上部カキ§i。2条沈線を挟んで脚部 密（1～2滋大 良好 内外面とも灰色。 長鐸2霧～透かし。 山本ひ85

東麟周溝内 底径14．G※ 下半回転ナデ。 の砂粒含む）

内面杯底部伺心円文叩き◇鐸部回転ナデ。

Po1499 笠見3号墳 須恵器 有菱高杯 日径12．7 タ極は杯部～体部上半回藪ヨコナデ。体部下半回転へ 密（卜3国の やや 内i苗浅灘艶。外面 痴5
受部径15．6 ラケズリ。筒部から脚部園転ヨコナデ。筒裾部は回転 砂粒含む） 蝕多 にぶい橿色。

器高］0．0 謂整前iこ右上｝）のナナメケズリ。

底径王1．0 内面は杯部・国部とも回転ヨコナデ。

Po1500 笠見3号墳 須恵器 直日嚢 口径　8．6※ 外面日縁部～鋸部上学回転ナデ。以下回転ケズリ。 密（ト3磁大 良好 内夕面とも灰色。 自然袖かかる。 山本ひ88

東閤周溝内 器高］3．1 内面回転ナデ。 の砂粒含む）

最大径12，0

Po1§0］ 笠見3号墳 須恵器 窟 曇縞　7β△ 外面肩部回転ナデ。以下回転ケズリ。 密（1～3磁大 良好 内外面とも灰色。 山本ひ87

繭庭部 内面回転ナデ。 の瞬拾む）

Po1502 笠見3号墳 須恵器 椀 口径　9．9 外面は賜部回転ナデ。底部回転ヘラケズリ、砂粒の動 密 良好 酎摘とも灰黄色。 表8
器高　5，8 きは向って右。底部中央のヘラ起こし痕を板状工具で

軽いナデ。

内胞纒転ナデ。

Po三503 笠見3号墳 須恵器 直口壼 器高　7．2△ 外面は騙部上半寄りを閲転ナデ。底部～腐部下半回転 密 良好 内面灰～灰青色。外 表37

底径　2．2 ヘラケズリ。 面浅黄鐙～灰青色。

最大径12．6 内面は回転ナデ。

Po三5恨 笠見3号墳 須恵器 短葺壼 日径　9．8※ 外面日縁部～膓葡中位回転ナデ。以下回転ケズリ、 密 良好 内タ醸とも灰色。 出本ひ77

東6調湯内 器高　9，9 内面日蒙部～底部回転ナデ、底部ナデ。

最大径15．2※

Po1505 笠見3号墳 須恵器 長頸瓶 器高12，2△ 外面は眉部カキ目、底部～屑部下増回転ヘラケズリ。 密 良好 内タ摘とも刻一ブ 表牡

最大径10．9※ 砂粒の劾きは向って左。 黄色，

瀬醸は回転ヨコナデ。

Pol506 笠見3号墳 須恵器 摺藪 日径15．5※ 体部横断面楕円形。外面は体部格子叩き後、長軸面→ 密 良好 酎面とも青灰色。 表40

器高28、8 短軸面→長勃面とカキ目。把手はその後貼付。頚部～
最大径友．2※ 口該部ヨコナデ。

内面は同心円文の当て具痕c長蕗面伺の一方に成形時
のFi孔あり。

Po1507 笠見3号墳 須恵器 提瓶 器高］6．］△ タ湿眉部カキ昆 密（1～2因大 良好 内外面とも灰色。 肩部鈎手状把手つ 山本ひ9G
寮側周濤内 鍛大径14，8 内面回転ナデ。 の砂粒含む） く。

Po］508 笠見3号墳 須恵器 提瓶 器高］5．7△ 胴部横断面長楕F］形。外面は成彩時底部腐体部を回転 密 良好 内外面とも青灰色。 表46

ヘラケズリ。短顔面～成形時上面灘魯部を回転ヨコナ

デ。須部回転ヨコナデ。上面伺体部同心円状の沈線
後、放射状のヘラガキ。肩部にボタン状の把手貼付。

内面は回転ヨコナデ。成形時の円孔周辺にはわずかに

当て具痕あり。

Pol509 笠見3号墳 須恵器 鍵瓶 器高17．3△ 外面頚部ナデ。絹部カキ目、 密（1～3磁大 良好 内外配も灰色。 肩部半環状把手付 山本ひ9］
東腐周溝内 畿大径21．蝋 内面頚部ナデ。羅部回転ナデ。 の砂粒含む〉 く。

Po1510 笠見3号墳 須恵器 提瓶 器高　7．6△ 夕阯i平行叩き後ナデ。 密（1～3認大 良妊 内外面とも灰色。 山本ひ86

東麟周溝w 内面回転ナデ。 の砂粒含む）

Po15ユ1 笠見3号墳 須恵器 蓬瓶 器高22．0△ 胴部横断面長楕円彩。外面は長鶉面→短義面→長郭面 密 勘董 内面浅黄色。 表47

底径 とカキ民ボタン状の把手を貼イ寸。体部成形時上面燧 外i田灰～青灰色。

最大径 の円孔部を埋めた粘土は剥落。

内面は回転ヨコナデ、所々に指押さえあ㌦

Po］5］2 笠見3号墳 須恵器 平瓶 口径　6．4※ 外面口縁部回転ナデ。閣部上半ナデ。下半カキ目。 密（］～3砿大 良好 内タ面とも灰色。 山本ひ89

東眉纏溝内 器高15。4 内面回転ナデ。 の砂粒含む）

最大懲5．1

Po1513 笠見3号墳 須恵器 横瓶 口径ユ1．2 外面口縁部回転ナデ。腐部平行叩き後一部カキ目Q 密 良好 内外面とも灰色。 綾ね9
※閲周溝内 器高27．9 内面口隷部回転ナデ。鰯部同心円文叩き。

最大径37．7

Po1514 笠見3号墳 土師器 甑？ 器高20．0△ 外面細かいタテハケc把手手担ね整形。 密 やや 内タ面とも橿色。 のざき63

P鮪 内面ケズリ。 不良

Po15王5 笠見3号墳 土師器 移動式竃 口径19．6※ 外面ハケ目。 密 蝕董 にぶい橿～趨色。 のざき62

盛と中 器蕩ヱ2．5△ 郎∬ケズリ。以下ハケ昆

Po］5］6 笠見3号墳 土師器 移動式竃 器高31．0△ 手捏ね整彩。指頭圧痕あり、 密 良好 にぶい橿～黄褐色。 のざき60
盛ゴ沖

Po1517 笠見3号墳 土師器 高杯 ロ径　16．G※ 外面杯部タテハケ。筒部～裾部タテハケ後ナデ。 密（1～2品大 良好 内外面ともにぶい黄 外面赤色塗彩。 山本ひ83

盛土中 器高11．2 内面杯部ハケ目後ナデ。郭部ハケ目後ナデ。 の砂粒含む） 燈色。

底髄…9．0

Po1518 笠見3号墳 土師器 高杯鐸部 器高　7．3△ 外面筒部ケズリ後ナデc裾部ナデ。 密（1～3皿大 良好 内夕瀬ともにぶい黄 内タ摘赤さ強彩。 山本ひ84

盛土中 底纏…9．4 内面ケズリ後ナデ。 の砂粒含む戊 鐙色。

Po1519 笠見3号墳 土師器 高杯 目径］3．7 外面は杯部の大半をヨコナデ。下鱗筒部寄りを放射状 密 良好 内外i苗とも橿色。 表38

器高　7．3△ のハケ。

最大径14、8 内顧まヨコナデ。

Pol520 笠見3号墳 土師器 高杯 器高　8，6 外面は筒部ヘラケズリによる面取り。裾部ナナメハケ。 密 良好 内外面とも浅黄程 内外面とも鼠化。 表9
底径　9．6 内面は杯部タテヘラミガキ、筒部シボリ目、裾部ヨコ 色、

ハケ。

Po1521 笠見3号墳 土師器 甕 口径16．0※ 夕掴風化のため調整不明。 やや租（1～2 良好 内外面とも明黄燈 出本く96

織葺内 器高　7．8△ 内面日縁部ヨコナデc肩部指押さえ。 函大の砂麺含
ﾞ〉

色。

Po1522 笠見3号墳 土師器 甕 口径］6．8※ 外面目縁部ヨコナデ。肩部ヨコハケ。 密 良好 内夕瀬とも淡黄色。 山本く97

周溝内 器高　6．3△ 内面日縁部ヨコナデ。肩部左方向ケズリ。

Poユ523 笠見3号墳 弦生土器 賓 日径22．6※ 外面口縁部5条の平行線文。頸部ミガキ。以下ナデ。 密（1～2磁大 良好 内夕樋ともにぶい褐 山本ひ81

表土中 器高　6．0△ 内面口縁部ミガキ。頚部以下左方向ケズリ。 の砂粒含む） 色。

Po三524 笠見3号墳 土師器 甕 2詰1G．3△ 外面肩部貝殻腹縁による羽状文。以下ハケ自。 蜜 やや 内夕簡とも灘艶。 のざき61

盛土中 内面右方向ケズリ。 不良

Po至525 笠見3号墳 土師器？ 無頚小壼 隣径　4。8 外面は密なヨコヘラミガキ。E］縁部寄りに対殉して2 密 良好 内夕遍とも掛艶。 外面底部に黒斑、体 表39

器高　5，5 箇硲孔。 部こスス付着。

最大径8．0 内面ヨコケズリ。

Po1526 笠見3号墳 弥生土器 器台上台 日径15．0※ 外面脚部タテハケc脚蜀部4条の沈線。 密ぱ～3磁大 蝕チ 内夕面ともにぶい黄 内外1嚇色塗彩。 山本ひ82

盛土中 部 器高　6．6△ 内面ξ］縁部ナデ。脚部ケズリ後ナデ。 の砂粒含む） 燈色。

Pol527 SI5 土師器 鈎？ 日径33．0※ 外面は眉部上壕指押さえ。口縁部寄り強いヨコナデ。 密 良好 内面にぶい赤褐～橿 ふくた18

痢田 器高］0．8△ 内面は眉部ヨコケズり、〔］該部寄｝）ヨコナデ。 色。

外面縫～灰褐色、
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遣物番号
遺構・地区・

ｸ位名 種類 器種 法逼（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　調 備　　考 実習緒香号

Po］528 SI5

h乱

須恵器 高杯 器高　4．0△

鼬a　？．8※

内外面とも回転ヨコナデ。 密 良好 内外面とも灰色。 ふくた15

Po1529 Sts

倦w

須恵器 杯身 器高　2，2△

鼬a1⑪．0※

内外錘とも回転ヨコナデ。底部夕滝iには糸切痕あ｝㌔ 密 やや

ﾇ好

内外面とも灰色。 ふくた］4

Po1530 S夏5

h乱

土師器 麗 口径27．6※

寘a@5．3△

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内タ極とも1こぶい黄

ｨ色。

ふくた17

Po153三 SK2

?y上頴

土師器 菱 日径36．轍
寘bQ5．7※
齦伯a8．2※

タ硯ヨコナデ。

燒ﾊ口縁部ヨコナデ。閤部左方向ケズリ。底部ケズリ

繝iデ。～部に指頚症痕あt）。

密（］～3国大
ﾌ砂粒含む）

良好 内タ面とも糠絶。 出本く90

Po1532 SK2 土師器 大鉢 臼径31．9

崧?nL⑪
鼬a18＆

外面は体部下蟻タテハケ後、全体にヨコナデ。貼付高

艪ﾅ、内外面からの接合粘土入念にナデツケ。

燒ﾊは底部指押さえ後、全体にヨコナデ。底部外面は

q芍{揃に斜格子ハケ。

密砂粒を含む 麟1 内面1嚇褐～授色。
O6朔黄褐色。

外面鐸部に鉄製鏡
諱H付着。

^礪底部ヘラ記号状
ﾌ刻綾あ｝）。

山本く184

Po更533 SK2

?y上層

土師器 杯 口径　12．2※

寘a@3，9
齦伯a8．9※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧。

密（砂粒含む〉 良好 内外面とも浅黄色。 内外面赤色塗彩。 山本く76

Po］534 SK2

?y上壕

土師器 杯 日径　12．2※

寘a@5。0
黶o謡…　8．G

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押》巳※仕」二げナデ。

密（砂粒含む／ 良好 内外面とも浅黄色。 内外i苗赤色塗彩。 山奉く7？

Po1535 SK2

?y上層

土師器 杯 口径三L8※
寘a@4．G
?ﾃ8．2※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデc

密（珍粒含む） 蝕董 内夕緬とも明黄褐
F。

外面赤色塗彩。 山本く8ア

Po1536 SK2

?y上壕

土師器 杯 日径］L3※
寘a@3．9
齦伯a7．5※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後仕上げナデ。

密⑰粒含む） 良好 内夕瀬とも浅黄色。 内夕面赤色塗彩。 山本く78

Po1537 SK2

?y上層

土師器 杯 口径13．磁

寘a@奴
齦伯a8．8※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密（砂粒含む） 良好 内外面とも浅黄色。 外面赤色塗彩。 山本く84

Po1538 SK2

?y上層

土師器 杯 口径　13。0※

寘a@3．6
齦伯a6．o※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密（砂粒含む） 良好 柑極とも浅黄色 内夕面赤｛漣彩。 山本く8］

Po1539 SK2

?y上層

土師器 杯 ロ径且0※
寘a@4．3
齦伯a7．5※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部揮圧後ナデ。

密（砂粒含む） 良好 内タ面とも浅黄色。 内外面赤色塗彩。 山本く79

Po154G SK2

?y上層

土師器 杯 日径10．6※

寘a@3．5
齦伯a5，4※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密（砂粒含む） 良好 内夕領1とも浅黄色 内外面赤色塗彩。 山本く80

Po1瓢1 SK2 土師器 杯 口径12．2※

寘a@4．3△
鼬a　8．0※

タ衙はヨコナデ。

烽遠cは口縁部寄りをヨコナデ、底部寄りを指押さえ

縺A不定方向のナデ。

密 良好 内タ面とも浅黄燈
F。

内外面とも赤彩あ

c
由本く186

Po1剥2 SK2
?y．と層

土師器 杯 日径1LO※
寘a@3．1△
齦伯a4．6※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密｛醗蛤む） 良好 内外面とも明黄褐
F。

旬懸赤色塗彩。 d体く83

Po1駿3 SK2

?y上層

土師器 杯 口径12．2※

寘a@3．4
齒k…7．0※

外面俸部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密（砂絃含む｝ 良好 タ瀬浅黄色。

燗蛯ｱぶい黄褐～灰
倹F。

外面赤色塗紘 山本く85

Po麟4 SK2
?y上層

土師器 杯 器高　2．6△

齦伯a7．］※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密（硫捻む） 蝕チ 酌灘とも浅黄色。 タ掴赤色塗紘 山本く路

Pol舅5 SK2

?y上穏

土師器 杯 器高　2．5△

齦伯a7．o※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ。

燒ﾊ体都ヨコナデ。底部押圧後ナデ。

密（砂粒含む） 良好 内タ摘とも浅黄色。 内タ極赤色塗彩。 山本く82

Po1況6 SK2

?y上層

土師器 高台杯 器高　3．1△

ﾚ‖径8．5※

外面ヨコナデ。

燒ﾊ底部仕上げナデ、

密（砂粒含む〉 良好 内タ衙ともにぶい黄

武F。

タ櫛赤色塗彩。 山本く88

Po1製7 SK2

?y上屡

弥生土器 邊 田蚤15．8※

寘a@3、3△

夕礪日霧部平宿線。
燒ﾊ日縁部ミガキ。嚢部以下ケズリ後ミガキ。

密砂粒含む／ 良好 内夕樋とも浅黄色。 日縁部外面スス付
?B

由本く89

Po泡8 B区
o3内

土師器 翌 日径31．6※

寘an7、6△
}部径29．0※

外面口縁部ヨコナデ。羅部租いハケ馨。

燒ﾊ口縁部ヨコハケ。麟部ケズリ。

密（1磁以下の
ｻ粒含む）

良好 内夕随姥も灰黄燈
F。

外面スス付着。 綾木56

Po1549 B区
o3内

土師器 杯 口径］2．2※

寘a@3．2
鼬a　6．8※

内外面回転ナデ。 密 良好　卑 内タ緬ともにぶい燈

F。

内外面とも赤色塗
ﾊ。

綾木55

Po1550 B区
o3内

土師器 高台杯 器高　2、9△

k…　8ば※

外面ヨコナデ。

燒ﾊナデ。

密 良好 内外面ともiこぶい澄

F。

内外面とも赤色塗
ﾊ。

綾木況

Po155］ C区
o三3

弥生土器 甕 日径2G．4※

寘a@4．7△

外面日縁部平行沈線一部ナデ消し。

燒ﾊ日該部ヨコナデc頴部以下ケズリ。

箸（砂粒含む） 良好 タ函灘艶。
燒ﾊ浅黄色。

外面スス付着。 山本く61

Pol552 C区
oヌ3

土師器 杯 口径　12．6※

寘a@3．7△
鼬a　？、S※

外面体部ヨコナデ。底部ケズリ舎

燒ﾊ体部ヨコナデ。底部押圧。

密（砂粒含む） 良好 内外面とも灰黄色。 内外面赤色塗彩。 山本く65

Pol553 C区
o13

須恵器 高台杯 器高　2，6△

鼬aユ0．0※

内夕面とも回転ナア。 密 良好 内夕面とも灰色。 由本く59

Po］5製 A区
g19G

?ﾜ楊

弥生土器 褒 口径19．6※

寘bQL4△
c大径27．3※

外面は口縁部ににぶい2条の凹緩。絹部上半ナナメハ

P。下半風化の為、詞整不明。頚部ヨコナデ。

燒ﾊは貝部下半ヨコケズリ。上半は指押さえ後、不定

綷?ﾌナデ◇頚部～日縁部ヨコナデ。

やや密 良好 内外面にぶい樟～黒

倹F。

内外面ススイ情。 芝田92

Po1555 斑9G 弥生土器 琵 日径］6．6※

嵓ｩ三ユ．8△

外面は日慧部に4条の凹線。絹部ハケ後、ヘラ状工具

ﾉよる刺突。頚部ナデ。

熨Eiは爾部～頴部ヨコケズリ。日殻部はヨコナデ。

密（卜2田砂
ｱ含む）

良好 内外面とも黄積色。 夕諏に黒斑およびス

X付着。

綾木103

Pol556 A区西｛刻谷

蝿ﾃ茶褐色土

弥生土器 墾 日径　16．8※

寘a@7．5△

外面E］縁部3条凹隷。肩部タテハケ。

燒ﾊ日縁部～頚部ヨコナデ。肩部左方向ケズリ。

密 良好 内夕摘とも灰黄色。 口縁内外面黒斑。 酎窒96

Po1557 A区西腐谷
蝿ﾃ茶褐色土

弥生土器 箋 口径16．4※

寘a@7．3△

外面日縁部2条凹線。肩部ヨコハケ◇

燒ﾊ口縁部ヨコナデ。屈由i部右方向ケズリ。以下上方

?Pズリ。

密（2国以下の

ｮ蛤む）

良口子 内外面ともにぶい黄

訣z
口縁部欄部黒斑。 山本ひユ63

Po三558 A区西側谷
蝿ﾃ茶褐色土

弥生土器 聾 口径　15、8※

寘a@8．3△

外懇日縁部］条凹繰。肩部タテハケ後棒状工具による

h突文。

燒ﾊ日縁部ヨコナデ。肩部粗い斜方向ハケ目。以下上

綷?Pズリ。

密（1～2斑大
ﾌ砂粒含む）

良好 内タ価ともにぶい黄

ﾆ色。

山本ひ］61
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号
遺檬・地区・

w｛銘 穏類 器種 法該く㎝） 手法上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　謂 簿　　考 実穎緒番号

PO］559 A区西側谷 弥生土器 底部 器高　5．6△ 外面聞部タテミガキ。底部ナデ。 密（1～2囚大 良好 外面にぶい黄燈～橿 腸部外面黒斑。 山本ひ16G

部 底径　6．4 内面上方向ケズリ。 の磯拾む） 色、内面浅黄鐙～明

暗茶褐色土 黄褐色。

Po1560 F19 弥生土器 高杯 底径］2．4※ 外面は底部臼縁寄りのヨコナデ以外、丁寧なタテヘラ 密 良好 内外面とも浅黄擬 綾木1（x

器高15．3△ ミガキ。筒部上揚～据部にかけて、4～6本一組の沈 色。

隷を6段施文。その下～底部上提縁に縦方向の沈線あ
り。

燒ﾊは杯部をヘラミガキ。裾部はヨコケズリ。筒部に
はシボリ目残る。

Po156至 A区西麟谷 弥生土器 鼓形器台 器高　6。4△ タ閲iは全体1こヨコナデ。 密 良好 内面明黄褐色。 夕懸に赤彩あり。 小1］1122

部 内面は筒部タテケズリ。裾部ヨコケズ1ん鐸部円周ナ 外面浅黄鐙色。

暗茶褐色£ デ。

Po1562 A区 弥生土器 小型甕 ロ径　8、8※ 外面口縁部2条平行隷。肩部タテハケ後ヨコミガキ。 密 良好 外藤こぶい燈色，内 内面有機物廿着。 山本ひ186

Hl9包含 器高　9．9△ 胴部下半タテミガキ。 薗灰黄色。

層 最大径］0．8※ 内面口縁部ヨコナ硫

Po］563 A区 弥生土器 装鋳壼 最大径8．7※ 外面は2条の突帯聞をヨコナデツケ後、爪形の刺突。 密 良好 内外面とも浅黄燈 芝田95

G13・14 内面はヨコナデ。 色。

Po15劔 A区　臼19 弥生土器 蔭頴壷 日径　7．5※ 外面はヨコナデ。日縁部付｝回こ外面からの穿孔。 やや粗 良好 内外面とも糧色。 酎函赤彩あり。 芝田別

包含穏 器高　3．1△ 内面はヨコケズリ。

最大径U．鱗

Po1565 A区　D19 土製品 土玉 直径　2．8 表面ミガキ。穿孔は上から下へ。直径0．5c【民 密 良好 表面浅黄燈色。 表面黒斑あり。 芝田101

罰福谷部包 重さ　2⑪

含層

Po1566 B区E9 弥生土器 壼　臼縁 口径ユ9．6※ 外面口’る部に平行沈緩後下方ナデ消し、嚢部にタテハ 密（2磁以下の 良好 内夕瀬黄機色。 内面頸部詣頭圧痕 U捧く1］5
～肩部 器高　11．6△ ケ後多条沈潔。 砂胞少し多く含 外面磨滅著しい

内面口縁部ナデ、頸部シボリ後ナデ、以下ケズリ。 む）

Po1567 B区　E9 弥生土器 壷 日径　三5．2※ 外面は日縁部に波状文。績部ヨコナデ後、沈藷。2条 密（三顔の石英 良好 内甑鑓燈色 内タ摘に赤彩あ弦 厨子23

黒褐色土 器高　5．7△ 残る。内面は風化の為、詞整不明瞭。 を多く含む） 外面灘絶。

Po三568 B区　C15 弥生土器 箋 日径］6．8莞ミ 外面は日惑部波状文後、中央付近をヨコナデ消し。顔 密（細砂粒多く 良好 内外面とも糧色。 厨子35

黒色土 器高　62△ 部ヨコナデ。 含む）

内面は頴部下半ヨコケズリ、頚部上半～日霧部ヨコナ

f。

Po1569 B区F9 弥生土器 箋 日径2鵬．2※ 外面は江］縁部に籍広の凹縁。聞部上揚タテハケ、頚部 密（1～2懸の 良好 内外面とも浅黄燈 厨子25

黒褐色土 器高　6．2△ ヨコナデ。 石英・長石を多 色。

内面は頚部下半ヨコケズリ、その際の工具のアタリが く含む）

閤部上該］に残る。頚部上半から〔］縁部ヨコナデ¢

Po1570 B区E9 弥生土器 彩 口径18＆※ 外面は臼誤部に6条の乎行沈謬。頚部ヨコナデ。 密｛2斑の石英 良好 内外面とも浅黄燈 厨子24

黒褐色土 器高　4．仏 内面は嚢部下半ヨコケズリ、嚢部上半～［］縁部ヨコナ

f。

を多く含む） 色。

Po157三 3区　C主5 弥生土器 箋 踊…21．8※ 外面は［：］繰部｝こ4条の凹線、腐部～通部タテハケ後、 密（1～2ぽの 蝕董 内面灰黄色。 内外踊こスス付着、 厨子33

黒色土 器高　7．⑪△ 頚部ヨコナデ。 石英を多く含 外面淡黄色。

内面は頸部下半ヨコケズリ、頴部上半～欝縁部ヨコナ

f。

も）

Po］572 B区 弥生土器 甕 旭…18、5※ 外面は日縁部に11条以上の平行沈隷後、中央付近をヨ 蜜（ユ～2脇の 良好 内外面とも浅黄糧 外面こスス付着。 厨子32

C14・15 器高　4，6△ コナデ消し。頴部ヨコナデ◇ 長石を多く含 色。

黒色土 内滋は頚部下拳ヨコケズリ、頚部上半～日該部ヨコナ

f。

む）

Pol573 B区G8 弥生土器 鉢（鰍ナ） 口径ユ3．袋 外面ヨコナデ後ヨコミガキ。 密（逗以下の 良好 内タ樋暗褐糧色。 夕面口縁部に平行沈 井上76

器高　5．G△ 内面口縁部ヨコナデ後ミガキ、濱部以下ケズリ後編部 砂粒少し含む〉 線、肩部iこ羽状文あ

ヨコミガキc り

Po1574 B区　C14 弥生土器 低纐杯 日径］4．三※ 内外厩とも風化顕著、詞整不明。 密（2函の石 蝕董 内夕衙ともにぶい黄 底部外面に赤彩あ 厨子31
黒色土 ？ 器高　9．0△ 英・長石を多く 鐙色。 り。

底径　8．9 含む）

Po三575 B区　CU 弥生土器 鉢 日径15．2※ 外面は日縁捲部をッマミナデ、体部ヨコヘラミガキ。 密（1鰯の石英 良好 内面にぶい灘絶。 頒面こスス付着。 厨子3G

黒色土 ？ 器高　5．9△ 内面は底部寄りをヨコケズリ後、ヨコナデ、鐸縁部寄 を多く含む） タ極橿色。

りをヨコナデ。

Po1576 B区　E9 弥生土器 高杯 〔1径23．0※ 外i緬は臼該謡に5条の凹隷。杯部ヨコナデロ 密（細擬鍵多 良好 内外面とも浅黄燈 内外苗こ赤彩あり。 厨子22
黒褐色土 器高　5．5△ 内面はヨコナデ後、タテ・ヨコヘラミガキ診 く含む） 色。

Po1577 B区 弥生土器 高杯 器高　6．5△ 外繭ま騨溺部寄i）をタテハケ、筒部～裾部をタテヘラ 密陰母多く含 良好 内タ順とも浅黄燈 内外面iこ赤彩あ拓 厨子27

F9・G9 底径　8．0 ミガキ。 む） 色。

黒謁色土 内1翻まヨコケズリ。

Pol578 B区 弥生土器 鼓形器台 日径］9．9※ 外面は18条以上の平行沈線後、下捲寄りをヨコナデ消 密（1滋の石 良好 剤面とも浅樹登 内外鰍こ赤彩あり。 厨子26
F9・G9 器高　7．2△ し。受部ヨコミガキ。 葵・長石を多く 色。

黒褐色土 内面まヨコナデ。 含む）

Po1579 B区E7 土師器 高台付杯 底径　6，6※ 外面ヨコナデ、底爾ナデ、 密（3固以下の 良好 内外商こぶい鐙色。 断面三角形状の高台 小山7G
底部 器高　2．6△ 内面ヨコナデ後底函に不定方向のナデ。 麟沙し含む） を貼り付ける。内底

i醸こ叢頭圧痕。

Po］580 B区Cl4 土師器 杯 隣径　1三．2 内外面回転ナデ。外面底部ヘラ切後粗いナデ。 密く3斑以下の 良好 内外面赤褐～霞色。 外底面を除き赤色塗 井上75

器高　3．5 瀕聴部仕」二げナデあ氷 醗妙し含む） 彩。内底面に指頭圧

ｭ。

Po1581 B区　A・ 弥生土器 壼　日縁 口径15．6※ 外面［コ縁部1こ波状文。 密（3顔以下の 蝕チ 剤鱗赤褐～燈色。 外藤～内面口慧部に 井上96
B15 ～肩部 器高10．0△ 内面口縁部ヨコナデ、頚部シポリ後ヨコハケ後ナデ、 砂粒多く含む） 赤色塗彩。外1醗践

掲部ケズ弘 著しい。

Po1582 1）8 弥生土器 壷 日径至3．3※ 外面日唇部に、波状文と斜格子文様に刺突文、その上 密（1蹴以下の 良好 タ緬黄痘色。 南繰95

埋土上層 器高10β5△ に円形浮文がつく。日蒙部には1条の凹線が施されて 砂粒含む） 内而浅黄鐙色
いる。

内灘まヨコナデ。

Po1583 B区F8 弥生土器 壼　口縁 口径26．o タ面灘転部に凹親 密（2磁以下の 良好 内夕面黄模色。 山本く111

～頚部 器高125△ 内面舞縁部ヨコナデ、頭都ナデ。 砂粒多く含む〉

Po］584 B区F8 弥生土器 嚢　麟蒙 口径1＆o※ 外面口縁部に凹隷文。頚部に半蔵した竹管状工具によ 密く2嫁以下の 良好 夕掴暗9絶。 夕臓スス・黒斑。 奥田68

～眉部 器高17．8△ る沈線文。頚～肩部ヨコハケ後タテハケ。施文部分ヨ 砂粒少し含む） 内面浅黄糧色。

コナデ、騰部タテハケ。

内面口縁部ヨコナデ、頚部ヨコハケ後部分的にナデ、
以下ヨコハケ。

笠見第3遺跡出土土製品観察表（48）
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笠見第3遣跡出土土製品観察表

遺物番号
遺楕地区・

尢ｧ名 種類 器種 法量（㎝） 手　法　上　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　習 億　　考 実溺者番号

Po］585 B区E6 弥生土器 壼ロ縁 口径12．8※ 外面口縁部・頸部に凹線文。頴部ミガキ。 密（2磁以下の 蝕董 タ醸赤褐色。 夕緬全体～内面臼縁 井上85

～肩部 器高　6．3△ 内面口縁部ヨコナデ、頚部シポリ後ヨコハケ後一部ミ 隣妙し多く含 内面灰黄色。 部に赤色塗彩。

ガキ、以下ケズ㍉ む〉

Po15路 B区B14 弥生土器 壼　日縁 国…］2．8※ 外面簾縁部に凹線気味の平行沈線後ナデ、頸～肩部に 密く2面以下の 良好 内外衝こぶい浅黄鐙 井上87

～肩部 器高　9．0△ 羽状文あり。頚部タテハケ後ヨコナデ。 燐妙し多く含 色。

内面日縁部ヨコナデ、頸部シボリ後ナデ、以下ケズリ。 む）

Po1587 E6 弥生土器 壼 日径19．0※ 外面日羅部多条化した平行沈隷。頚部ヨコナデ。 密（1翻以下の 良好 内外面とも黄燈色。 粘土円鍾充填。 芝田52

埋土」週 器高　8．4△ 内面日縁部～頴部ヨコナデ。頚部以下ケズ〉お 砂粒含む）

PO］5路 B区D8 弥生土器 直口壷 口径〕9．8※ 外面ナデ。外面肩部に貝殻腹縁による文様。 密（逗以下の 良好 内外鰍こぶい浅黄澄 井上田

口縁～肩 器高　6．3△ 内面日縁部ナデ、以下ケズリ後ナデ。 嚇妙し含む） 色。

Po］589 B区E6 弥生土器 聾口縁 口径26．0※ 外面日縁部に平行沈線後上方ナデ消し。嚢部タテハケ 密（2斑以下の 良好 内外灘こぶい浅黄橿
黒斑。 奥田部

～頚部 器高　7．2△ 後ナデ。 嚇抄し多く含 色。

内面日縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ む）

Po1590 B区F8 弥生土器 甕口縁 口径18．4※ 外面日縁部に凹線気瞭の平行沈線。頸部以下タテ・ヨ 密（2磁以下の 良好 内夕師にぶい浅黄橿 夕極日縁部スス・黒
奥田6］

～肩部 器高　9．？△ コハケ後ナデ。肩部に貝殻腹縁による「ノ」字状文。 瞬妙し多く含 色。 斑。

内面口縁部ヨコナデ、頸部ヨコハケ、以下ケズリ。 む）

Po159玉 D10・E10 弥生土器 箋 日径　1go※ 外面口縁部6条平行沈隷ナデ消し。葺部ヨコナデ。肩 密（1～2皿大 良好 内夕緬とも黄燈色。 外面から内而頚脳二 芝田部

埋土上騒 器高］2。3△ 部～腐部波状文。眉部以下ヨコ方向のミガキ。 の砂粒含む） かけて赤彩、

内面口縁部～頸部ヨコナデ。肩部以下ケズリ。

Po］592 B区Dユ0 弥生土器 甕口縁 日径22。8※ 外面［儀部に凹線、頚部ナデ。 密（2翻以下の 良好 内タ諏灰燈色。 井上71

～頴部 2謡　5．9△ 内面口縁部ヨコナデ、頚部ケズリ後ナデ。 醗抄し含む）

Po］593 B区D7 弥生土器 甕　日縁 口径12．4※ 外面日縁部に平行沈線後ナデ。肩部に貝殻腹縁による 密（2灘以下の 良好 内タ緬にぶい浅黄燈 夕遜スス・黒斑。 井上81

～肩部 器高　6．5△ 押引き沈線文。頸部ヨコナデ、以下ナデ。 砂粒少し含む） 色。

内面日縁～頚部ヨコナデ後租いヨコミガキ、以下ケズ

梶B

Po1594 B区D9 弥生土器 小型皇 瓢径　9．磁 外面鱒縁～頸部ヨコナデ、肩部タテハケ後ヨコナデ、 密（2綴以下の 良好 外面掲灰色。 夕樋スス・黒斑。 井上図

器高　8．3△ 矯部タテハケ後粗いタテミガキ。 鱗妙し含む） 内面灰黄色。

内面〔］縁～頸部ヨコナデ、以下ケズ÷戊後ナデ

Po1595 B区FlO 弥生土器 甕口縁 口径］7．0※ 外面口縁部に凹隷気味の平行沈線、肩部に貝殻腹縁に 密（2搭以下の 良好 内外面明穫色、 外面スス・黒斑。 奥田69

～胴部 器高］2．3△ よる「ノ」字状文。頚部ヨコナデ、以下タテミガキ。 嚇妙し含む）
内面日縁～頚部ヨコナデ後ヨコミガキ、以下ケズリ。

Po三5部 B区E6 弥生土器 菱ロ縁 簾径16．8 外面〔］縁部に凹隷気味の平行沈隷後上半一部ナデ消 密（1図以下の 良好 内タ極漬鐙色。 スス付着。 小山66

～屑部 器高13．5△ し、繕部に貝殻腹縁による刻み§文あり。頚部から斜 砂粒少し含む）

方向ハケ。

内面［コ縁部ヨコナデ、頚部ナデ、以下ケズリ

Poユ597 B区　D 弥生土器 褒睡蒙 日径］3．G※ 外面日縁部に凹線気味の平行沈隷あ玩籔部ヨコナ 密（2囹以下の 良好 椀面にぶい提暮
外面黒斑。 井上86

6・7、E6 ～胴部 器高　7．8△ デ。以下タテハケ。 隣抄し多く含
内面口縁部ヨコナデ後粗いヨコハケ、以下ケズリ。 む）

Po1598 B区F7 弥生土器 甕ロ縁 匿…15．2※ 外面日縁部に凹隷気味の平行沈線。嚢部ヨコナデ、以 密（2翻以下の 良好 内外面iこぶい黄燈 外面スス・黒斑。内 奥田65
～腸部 器高11．7△ 下タテハケ。 砂粒少し多く含 色。 面腸部に指頭圧痕。

内面仁］縁部ヨコナデ、頴部ナデ、以下ケズリ後粗いナ

f。

む）

Po1599 B区　D・ 弥生土器 鉢醐付） 口径19．2※ 外面口縁部に凹線気味の平行沈線。頚部ヨコナデ、肩 密（2面以下の 良好 夘赫褐色。 外面～内面肩灘こ赤 山本く1（罵

E・F7・E 器高　8．8△ 部ヨコミガキ、以下タテミガキ。 砂粒少し含む） 内面赤褐～燈色。 窒撞彩。外面一鐡こ

6 内面口該部ヨコナデ後ミガキ、以下ケズ1㌔ 黒斑。

Po1600 E6埋土 弥生土器 甕 日径　］9．o※ 外面〔］縁部7条平行沈線ナデ消し◇頸部ヨコナデ。肩 密（1部大の砂 良好 内外面縫色。 外面赤彩。 芝田54

上層 器高　6．1△ 部刺突文。 粒含む）

内面日縁部～顔部ヨコナデ。肩部以下ケズリ。

Po］60］ B区　D 弥生土器 鉢（脚付） 隣径15．0
タト1苗｜コ孝蒙部平Z了沈線。　頚部ヨコナデ。　肩～』亮部ヨコノ、 密ぱ図以下の 良好 外i赫褐色。内面赤 夕隔i～内懇日縁部に 山本く鵬

940・］1、 器高　7．9△ ケ。 隣妙し含む） 褐～浅黄鐙色。 赤色塗彩。内面肩屈

F］o 内面口縁部ヨコナデ、頚部以下ケズ1戊後ナデ。 曲部に指頭圧痕。

Po1602 B区F9 弥生土器 箋 口径16．臓 外面口縁部に平行沈線。ミガキ。 密（L翻以下の 良好 外面赤褐色。 外面～内面日諺鍬こ 山本く1田

口縁～肩 器高　6．9△ 内面口縁部ヨコナデ、頸部以下ケズリ。 砂粒少し含む） 内面赤謁～糧色。 赤色塗彩。

Po16C3 B区£6 弥生土器 葺口縁 口径］4．7※ 外面口縁部に凹線。頸部ヨコナデ。濱部～肩部タテハ 密（1鰹以下の 良好 内外廊こぶい澄色。 夕樋スス・黒斑 小断2
～胴部 器高1ユ．7△ ケ後ヨコハケ。胴部斜方向ハケ後タテミガキ。 砂粒少し含む）

内面纂縁～蒙部ヨコナデ、肩～羅部中位斜方向ハケ、

以下ケズリ。

Po］6恨 B区 弥生土器 甕日縁 口《圭13．8※ 外面目縁部に凹線気味の平行沈線。肩部ヨコハケ胴部 密く2鯉以下の 良好 内タ栢漬橿色。 外面、日縁・扇部に 小山78

～屑部 器高15．5△ 斜方向ハケ後タテミガキ。 砂粒少し含む） スス・黒斑。

内面［ヨ縁～騒部中位ヨコナデ。肩～閤部に指頭庄痕。

以下ケズリ後ナデ。

Po16G5 B区 弥生土器 甕 日径14．5※ 外面口縁部に凹線。頸部以下タテおよび斜方向ハケ。 密（］図以下の 良好 防懸にぶい浅黄縫 外面スス・黒斑。内 小｜∬8G

器高　8．3△ 内面El縁～肩部ヨコナデ、以下斜方向ハケ後ナデ 瞬抄し含む） 色。 面肩部に指頭圧痕。

PO16G6 B区E10 弥生土器 甕口縁 臼径三7．4※ 外面翼縁部に凹線気味の平行沈譲あり、頴部に貼付け 密く1鯉以下の 良好 外面灰黄色。 内面黒斑。 山本く107

～肩部 器高　6．5△ 突帯を付け工具による刺突を施す。頚部ヨコナデ。以 砂粒少し含む） 内面にぶい継絶。

下肩部上半ヨコハケ後タテハケ。

内而口縁部ヨコナデ、以下ナデ。

Po1607 B区E6 弥生土器 鉢日縁 口径　14．6※ 外面口縁部に凹隷気味の平行沈線。頸部以下タテハケ 密（2麟以下の 良好 内タ瀬赤褐色。 内外面赤色塗彩、ス ／勘75

～腐部 器高　5，3△ 後ヨコミガキ。 顕妙し含む） ス借蕎
内面口縁部ヨコナデ、以下ケズリ後ミガキ。

Po16G8 D9・DlO・ 弥生土器 台付甕 器高98△ 外面屑部下部ナデ後タテケズリ。 密（］～2陸大 良好 タ画赤燈色。 外面赤彩。 芝田55

E1⑪ 底部街4．5※ 内面脚部ヨコナデ、』丑部ナデ。 の砂粒含む） 内面にぶい鐙色。

埋土上層

Po更609 B区 弥生土器 高杯 口径］9．6※ 外面外面［コ縁部に凹線。以下ハケ状工具によるナデ。 密（1鰹以下の 良好 内夕緬黄灰色。 夕瀬スス・黒斑。 小山85

杯部 器高　5．2△ 内頂江］まま部ヨコナデ、以下ハケ。 磯抄し含む〉

Po1610 B区 弥生土器 甕 器高10．5△ 外面風化により詞整不明瞭だがハケ目。 密（2珍以下の 勘チ タ礪明鐙色。 外面磨減著しい。 井上95

把手付 内面ケズリ後ナデ。 砂粒多く含む） 内面灰褐色。

Po161三 B区 弥生土器 器台 底径15．6※ タト恒i筒部・裾き藝に凹隷文。　風1とにより詞整不i男骸…だカく 密｛2顔以下の 良好 蠣i赤掲～黄灰色。 タ随藩減著しいが全 小山88

器高2L6△ ナデ。 砂粒少し多く含 内面黄灰色。 体的1こ赤色塗彩。

内面ケズリ後ナデ、揚部ヨコナデ む）

Po16三2 B区　D 弥生土器 鼓形器台 郷径　ゑ9．o※ 外面口縁部・頴部に平行沈線。 密（2ロ以下の 良好 内外面赤褐～鐙色。 内外面赤色塗彩。内 奥田59

10・11 器高　8．3△ 内面ヨコナデ後ミガキ。 礎妙し含む） 外面磨澱気昧。

Po］613 B区　F 弥生土器 鼓形器台 底径三5．2※ 外面筒～裾部タテ・ヨコミガキ。筒部に沈線。歳部平 密（2惚以下の 良好 外劃畷色。 外面・瀬菌筒部上半 奥田63

7・8 器高　9．三△ 行沈線後ナデ消し。 砂粒少し多く含 内面黄灰色。 に赤色塗彩，

内面筒部シボ｜川麦ナデ、裾部ケズリ、蟻部ヨコナデ。 む）

笠見第3遣跡出土土製贔観察表（49）
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笠見第3遺跡出土土製品観察表

遺物番号 遺情弛区
w位名 種類 器種 法湯（提） 手　法　．と　の　特　徴 胎　　土 焼成 色　　溺 薗　　考 難緒香号

Po1614 F15・E7・ 弥生土器 鉢 口径143※ 外面£］縁部ヨコナデ、麟部以下タテミガキ。底部ナデ。 密（1～2惚大 良好 内夕緬とも燈色。 日唇部薗取り。内面 芝田53

E9・D7 器高14．9△ 内面自縁部ヨコナデ、頚部以下タテケズリ後ナデ の砂粒含む） 日縁部㌻部ヨコハ
P。

Pol615 B区　D8 縄文土器 層部 器高　4．8△ 外面貿部に「ノ」字状の刺突文。 密／2翻以下の 良好 内外面浅黄橿色。 外面スス《檬。内面 井上99
内面ナデ。 砂粒多く含む〉 指頭圧痕。

Po］616 B区　£9 縄文土器 底部 底径　7、4 内外面条痕 密（2㎜以下の 良好 内外面浅黄色。 やや磨滅気味。 山本く三］2

器高　4．0△ 砂粒多く含む）

Po16］7 B区 謬文土器 口縁・閣 器高 口縁部先媛やや尖る、直下に断面三角形状の貼付け突 密（3滋以下の 良好 内外面黄榿色。 麟部スス付当。 井上100
部中位 日縁部5．25△ 帯後刻み目入れる。内外面条痕見られる。 砂粒少し含む）

屑部　8．6△

Pol6］8 ロ黒色土 弥生土器 壼 日径21．8※ 外面は日縁部に3条の凹線◎頚部ヨコハケ後、タテハ 密 灘チ 内タ緬とも黄橿色。 松本四

器高　9．6△ ケ仕上げ。その後蓑部日縁寄りをヨコナデ消し。胴部

寄りに凹隷あり。

内面ヨコハケ後、日縁寄りをヨコナデ。

Po1619 13茶褐色粘 弥生土器 壼 日径14．1 外面はロ縁部ヨコナデ。嚢部タテハケ後、波状文を3 密 良好 内外1田とも明黄褐 日縁部露商こ赤彩と 松本33
質土 器高　7．2△ 段施文。蓑部」こ竣をヨコナデし、部分的に波状文をス 色。 黒斑が残る。

リ消す。

内面は頴部ヨコハケ後、頚部上半から驚縁部までをヨ

コナデ。

Po］620 13黒色土 弥生土器 壼 口径13．3 全体に風化籔著。外面は日縁部に2条の凹線。頚部タ 密 良好 明褐色。 内外面ともiこ赤彩あ 松本22

器高　9，2△ テハケ。 り。

内面は調整不明。

Po1621 13流土 弥生土器 壼 日径　7．g※ 外面は日縁部に2条の凹議頚部タテハケ後、3条の 密 良好 内面明黄褐色。 夕緬に赤彩あり。 松本］8

器高　5，3△ 凹線。頴部口縁寄りはヨコナデ仕上げ。 夕緬明赤掲色。

内1面まナデ。

Po1622 13黒色土 弥生土器 壼 日径］2．0※ 全体に風化頚著。外而は口縁部に4条の凹線。頚都こ やや密 やや 内タ極とも1こぶい黄 松本21

器高　6．7△ 3条の凹稼。 良好 鐙色。

内面は譲整不明。

Po1623 13黒色土 弥生土器 皇 賑径　9．4※ 外面は〔］縁部に3条の凹線。羅部タテハケ後、頚部ヨ 密 良好 内面明黄褐色。 外顧こスス付着。 松本］5

器高　5．6△ コナデ仕上げ。 外面にぶい黄後色。

内面は閣部タテハケ、頚部寄りをヨコハケ。頸部～〔］

縁部をヨコナデ。

Pol624 13黒色土 弥生土器 箋 ロ径　13．6※ 外蘭まヨコナデ。 密 良好 内タ蠣黄掻色。 タ羅iにスス付着。 松本14

器高　32△ 内面は胴部ヨコケズリ。頴部～口縁ヨコナデ。

Po］625 13黒色土 弥生土器 蓑 口径］8．6※ 外面は口縁部に3条の凹線。胴部タテハケ後、頚部1こ 密 やや 浅黄橿色。 全体に風化顯著。 松本17

器高　4．6△ キザミ自突帯を貼付。仕上げに頚部日縁寄りをヨコナ 不良

デ。

燒ﾊはナデ。

Pol626 騒黒色土 弥生土器 箋 臼径20．2※ 内外面ともにヨコナデ。外面日縁部は2条の凹隷。 密 良好 内夕緬とも黄橿色。 内タ面とも風化。 松本9
器商　3．］△

Po1627 13黒色土 弥生土器 箋 ロ径15．8※ 外面は口縁部に3条の凹線。賜部タテハケ後、蒙部を 密 良好 内面にぶい黄燈色。 内外面にスス付着。 松本2
器高　5．3△ ヨコナデ仕上げ。 外面浅黄橿色。

内面は胴部ヨコハケ後、ヨコナデ。頚部～口縁部ヨコ

ナデ、

Po1628 13黒色土 弥生土器 箋 日径173※ 外面は口縁部に5条の平行線。屑部～頸部ヨコナデ。 密 良好 内タ懸とも鐙色。 内夕樋とも赤彩あ 松本5
器高　4．？△ 内面は腐部ケズリ。頚部～日該部ヨコナデc り。

Po1629 1磯乱土 弥生土器 箋 日径1S．8※ 外面は〔］縁部に5条の平行隷。鎖部はヨコナデ。 密 良好 内夕摘とも明黄褐 外鐡こスス付着。 松本3
器高　3．6△ 内面は頚部下揚ヨコケズ1お鎖部上～口縁部ヨコナデ。 色。

Pol630 13黒色土 弥生土器 褒 日径17．2※ 外面は獲曇部全体に平行沈隷後、申央の5条以外はナ 密 良好 内外i薗ともにぶい黄 松本7
器高　5．0△ デ消す。頚部ヨコナデ。 燈色。

内面は頚部下揚ヨコケズリ。頴部上揚～口縁午ヨコナ

f。

Po1631 口 弥生土器 箋 口径15．憾 外面はヨコハケ後、波状文。 密 良好 内タ随iとも明褐色。 全体に赤彩残る。 松本32

器高　］．5△ 内面はヨコナデ後、竹管による刺突。

Po1632 13黒色土 弥生土器 箋 口径］7．6※ 外面は日縁部に9条以上の平行沈線を施文後、下湯寄 密 良好 内外面とも浅黄燈 全体に風化。 松本11

器高　4．0△ りをナデ消す。頚部ヨコナデ。 色。

内面ヨコナデ。

Po1633 13黒褐色ネ占 土師器 甕 日径13．2※ 内外面ともにヨコナデ。 密 良好 内外面ともにぶい黄 内外面とも鳳化。 松本1⑪

質土 器高　5．4△ 緩色。

Po1634 12黒色土 弥生土器 高杯 口径19．5※ 外面は口縁部に5条の凹線、裾部に4条の凹隷◇底部 密 良好 内外面ともにぶい黄 外面口縁部と裾部1こ 松本31

器高22．G 側面ヘラケズリ。裾部～筒部輻広のタテヘラミガキ。 燈色。 黒斑あり。全体に風

底径13．2※ 筒部上捲から杯部輻狭のタテヘラミガキ。 化。

内面は底部～筒部上揚までヨコケズリ。シボリ目残

る。杯部は粘土円盤剥骸c調整不明。

Po］635 12黒色土 弥生土器 器台 器高　5．9△ 外匝iは裾部タテハケ後、ヘラミガキ。径6観の透かし 密 良好 内面にぶい黄桓色。 外面こ赤彩あり。 松本19

底径25．4※ 穴穿孔。療i部腐面に5条の凹線。 タ遜赤褐色。

内面は裾部をヨコケズリ。底部寄りをヨコナデ。

Po1636 酩黒色土 土師器 椀 日径14。1※ 外面は底部ケズリ。それ以外はナデ。内面は全体にナ 密 良好 内夕傾iとも鐙色。 松本6
器高　5．8△ デ。

Po1637 12黒色土 弥生土器 直口壼 臼径　7．3※ 外面ヨコナデ後、底部～飼部下半粗いヘラミガキ。 密 良好 内タ懸ともにぶい黄 松本ユ2

器高12．G 内面閤部ケズリ。頸部～口縁部ヨコナデ。 燈色。

最大街o．7※

底径4．5～6、0

Po］638 酩黒色土 鉢 口径　］6．7※ 外面タテハケ仕上げ。口縁部ヨコナデッケ強く、凹線 密 良好 内夕画ともにぶい黄 松本28

器高　7A△ 風。内面ケズリ後、ヨコナデ。外面同穆、口縁部のナ 提色。

底径　6．3※ デツケ明瞭。

Po1639 弦 弥生土器 蓋 器高　2。5△ 外面は天非部・体部ともケズリ後、ナデ。内面はヘラ 密 良好 内外面とも戸撞褐 松本16

稜径　5，4※ ミガキ。 色
Po1640 1味鶴 須恵器 杯身 口径10．8※ 外面は麟部下半、回転ヘラケズリ。絹部上半～たちあ 密 良好 内面黄灰色。夕懸灰 松本23

器高　3．8△ が1垣｜転ナデ。内面は回転ナデ。 色。

受部径13．4※

Poユ64］ 17 須恵器 杯身 口径　8．7※ 内外面とも回転ナデ。たちあがり揚部の稜隷明瞭、 密 良好 灰色。 松本24

器高　3．4△

受部街1．1※

Po三642 12 須恵器 高杯 口径　］3，4※ 旬面とも回転ナデ。 密 良好 内外面とも黄灰色。 松本25
杯部 器高　5．0△

笠見第3遺跡出土土製品観察表（50）
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笠見第3遺跡出土石製品観察表

遺勃番号 遣構・駆・ 種類 石材 最大長 最大幅 最大厚 重さ（9） 形　態　上　の　特　徴 備考 実測者番号
層位名 （cm） （cm） （cm）

S1 SI10 塗彩石 中性安山岩 6．5 5．5 1．6 87 扁平な楕円形を呈す。両面に赤色塗彩 山本く175
埋土上層 痕。

S2 SI10 塗彩石 安山岩 7．ユ 4．8 2．2 119 扁平小型。両面及び一方端に赤色塗彩。 伊藤88
埋土中

S3 SI10 敵石 安山岩 17．3 9．0 5．1 1，240 長楕円形を呈す。先端部に鼓打面。上面 山本く182
埋土上層 に赤色塗彩。

図 SI10 敵石 中性安山岩 15．7 6．9 4．9 729 長楕円形を呈す。両端部に敲打面。 山本く177
埋土中

S5 SI14埋土上 砥石 細粒花崩岩 19．6 10．0 6．4 2，001 断面台形、不整な菱形を呈す。主な砥面 芝田102
庖 は3面あり、｛‖厄を除きよく砥がれてい

る。

S6 SI14 塗彩石 安山岩 12．5 8．7 2．8 474 扁平な楕円形を呈す。 両面に赤色 伊藤86
埋土上層 塗彩痕。

S7 SI30 敵石 安山岩 △10．3 5．？ 4．2 339 断面三角形を呈す。欠損。端部に敲打 綾木］11

埋土中 面。

S8 SI34 玉砥石 蝋石（流紋岩 12．8 ？．3 5．9 960 断面方形を呈す。主な砥面は4面あり、 ふくた63
埋土中 質凝灰岩が熱 1面に筋状砥面あり。

水変質を受け
たもの）

S9 SI37 塗彩石 安山岩 15．3 13．8 5．2 1，52ユ 扁平な不整円形を呈す。ほぼ全面に赤色 綾木107
P2上層 塗彩痕。

S10 SI37 塗彩石 安山岩 ユ1．2 4．7 1．9 163 扁平な長楕円形を呈す。全面に赤色塗彩 綾木106
埋土中 痕。

S11 SI40 砥石 泥岩（鳴滝石 6．5 4．2 1．2 39 扁平。全面を砥面としている。 山本く183
埋土上層 のような岩

質）

S12 SI42 擦石 安山岩 9．4 8．3 3．5 458 扁平で、不整台形を呈す。両面をよく 全面に赤色 夢曝85
床面 擦っている。 塗彩。

S13 SI42 砥石 細粒花商岩 ムユ2、3 8．4 6．1 1，150 断面方形を呈す。一方を欠く。主な砥面 山本ひユ84

埋土上層 は1面ありよく砥がれ湾曲している。

S14 SI44 砥石 細粒花崩岩 8．1 3．5 3．6 ユ35 厚手の撰形を呈す。主な砥面は4面あ 井上165
埋土中 り、いずれの面もよく砥がれ湾曲してい

る。

S15 SI48 凹石 安山岩 9．0 8．4 6．4 7（＞4 円形を呈す。両面1箇所ずつ凹面。側面 綾木109
床面 加工して、蔽打・擦り面4箇所。

Sユ6 SI49 敲石 安山岩 11．2 6．3 3．1 329 扁平な楕円形を呈す。両端部及び一側面 伊藤87
埋土上層 に敵打面。両面よく磨かれる。

S17 SI49 敵石 安山岩 16．2 6．7 4．3 663 扁平な長楕円形を呈す。両端部に蔽打 山本ひ174
埋土上層 面。

S18 SI49 擦石 安山岩溶岩の 7．3 5．6 3．4 268 両端面及び両面に擦り痕。 西横07
床面 転石

S19 SI49 擦石 安山岩 7．4 5．4 2．0 1ユ8 扁平な楕円形を呈す。片面擦る。 井上ユ6？

床面

S20 SI49 砥石 半花固岩 5．7 6．5 5．9 339 ほぼ方形に加工している。主な砥面は4 芝田98
埋土中 面あり、よく砥がれている。

S21 SI49 石鐵 無斑晶安山岩 2．2 1．4 0．3 1 凹基。両面加工するが雑。 ふくた90
床面

S22 SI51 凹石 安山岩 ユ2．5 7．7 5．5 830 不整形を呈す。凹面が2面あり、1面は 綾木ユ10
埋土．上層 2箇所が窪んでいる。

S23 SI51 磨石 安山岩 17．5 5．7 4．9 730 棒状を呈す。全面を磨く。 綾木105
埋土上層

S24 SI64 磨製石斧 無斑晶安山岩 ユ2．6 5．5 2．4 220 扁平小型。打ち欠いて全体を整形し、刃 小山30
床面 部、平面を磨く。

S25 SI65 厳石 安t目岩 △13．4 8．0 6．5 △1，170 断面円形を呈す。半分以上欠損。端部に 小山ユ28

埋土上層 敲打面。

S26 SI66 砥石 細粒花商岩 △6．7 △2．3 ムユ．6 △24 扁平な砥石の破片。両面に砥面。 小山127
埋土上層

S27 SI67 敲石 安山岩 △1◎．6 6．1 5．0 △580 断面楕円形を呈す。半分以上欠損。端部 小山126
床面 に敲打面。

S28 SI67 石核 黒曜石 5．6 5．3 2．5 40 片面はあまり剥ぎ取っていない。 西村66
埋土上層

S29 SI68 磨製太型蛤 閃緑岩 20．0 6．1 5．6 1，110 長楕円形を呈す。基部打ち欠いて整形。 端部付近赤 小山125
埋土上層 刃石斧 刃部刃こぼれか。 色塗彩痕。

S30 SI70 磨製石斧基 中性安山岩 6．4 4．7 4．6 ユ48 蛤刃石斧基部と考えられる。 西村10ユ

埋土上層 部

S31 SI73 砥石 アプライト 8．0 4．0 L8 94 扁平小型。主な砥面は1面。 山本ひ181
埋土中

S32 SI73 敲石 中性安山岩 18．4 6．5 6．3 1，017 円柱状を呈す。端部及び先端部付近敲打 西村103
床面 痕。

S33 SI75 塗彩石 安山岩 13．1 7．2 3．8 586 扁平。赤色塗彩が施され、裏面は焦げ痕 西村102
埋土中 あり。

S34 SI75 石匙 無斑晶安山岩 3．5 5．0 0．5 11 縁辺細かく調整。つまみ欠損。 西村113
埋土中

S35 SI77 砥石 軟玉 10．8 3．8 2．6 162 擬状を呈す。主な砥面は4面。 西村100
埋土上層

S36 SI80 擦石 安山岩 18．7 7．0 4．0 775 不整長楕円形を呈す。両面を擦り、赤色 井上三64

埋土上層 塗彩痕あり。
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笠見第3遺跡出土石製品観察表

遺物番号 趨欝・駆・

w位名
種類 石材 最大長

icm）
最大幅
icm）
最大厚
icm＞

重さ（9） 形　態　上　の　特　徴　　　　　　　　備考 実測者番号

S37 SI88

?y上層
砥石 細粒花嵐岩 △11．0 △6．7 △5．5 △605 砥石破片。主な砥面は2面ありよく砥が

黷驕B一面に鉄錆付着。
山本ひ180

S38 SI88

?y上層
塗彩石 中性安山岩 14．4 9．7 3．3 ？40 扁平な不整楕円形を呈す。両面赤色塗彩

ｪ施される。
井上166

S39 SI89

?y上層
塗彩石 安山岩 ユ2．5 △9．o 3．8 △560 扁平で不定形を呈す。全面を赤色塗彩。

≡ｹ。
井上174

S40 SI89

?y上層
塗彩石 安山岩 ユ4．6 9．0 6．3 922 不整形を呈す。使用痕は認められない。

S面に赤色塗彩。
綾木1］8

S41 SI89

?y上層
塗彩石 安山岩 11．6 7．6 2．？ 316 扁平で不定形を呈す。全面を赤色塗彩。 井上169

S42 SI95

?y上層
蔽石 安山岩 18．1 6．7 6．1 1，024 棒状を呈す。一方端に蔽打面。 井上163

S43 SI112

ｰ面
玉砥石 流紋岩 16．0 4．1 1．8 179 細長。一方面が窪んでいる。主な砥面は

S面。2つに折れて出土。
西村70

S44 SI115

?y中
砥石 半花伺岩 △7．1 △4．5 △3．7 △173 砥石破片。砥面は1面あり、よく砥がれ

p曲している。
山本ひ177

S45 SI139

?y中
石舗i サヌカイト △2．57 1．85 0．31 凹基無茎石鐵。薄作り、 岩井1

S46 S臼39
?y中

敲石 安山岩 93 5．4 5．2 371 俵形を呈す。両端部に敵打面。一部赤色
h彩痕。

山本くユ81

S47 SI］39

?y中
砥石 流紋岩 7．8 3．5 3．4 97 長方形を呈す。主な砥面は3面。一面は

謔ｭ砥がれ湾曲している。
井上ユ68

S48 SI141

?y中
砥石 細粒花商岩 10．9 7．5 5．4 730 不整台形を呈す。主な砥面は2面あり、

謔ｭ砥がれ湾曲している。
山本ひ182

S49 SI144

?y中
塗彩石 安山岩 10．0 5．8 3．6 295 楕円形を呈す。ほぼ全面に赤色塗彩。 山本ひ176

S50 SI144

?y中
砥石 半花両岩 △7．2 △7．7 3．9 △307 扁平。欠損。主な砥面は2面あり、よく

uがれている。
井上ユ62

S51 SI152 砥石 半花謁岩 最大長
W．4

6．6 4．2 30．1 砥廊ま2面 小山138

S52 SI166

?y中
有溝石錘 安山岩 5．12 2．85 2．98 38 紡錘形を呈す。縦5本、横互本施溝。 牧本14

S53 SK55
?y上層

石剣 含滑石結晶片 8．9 3．ユ 0．9 32 断面菱形。先端部を欠く。一面は磨かれ
ﾄいるが。他方は剥離している。

西村69

S54 SK57
?y中

調整剥片 黒膠石 3．5 3．5 0．6 1 端部調整。一部欠損。 西村1ユ0

S55 SS5
?y上層

砥石 半花淘岩 △4．9 2．2 2．0 △36 棒状を呈す。全面磨かれる。一面筋状に
uがれた部分あり。

山本く173

S56 SS7

?y中
石鐵未成品 無斑晶安山岩 1．8 1．5 0．4 ］ 凹基石鐵未製品。大まかな加工にとどま

驕B
西村112

S57 A区
o726内

有溝石錘 流紋岩質凝灰 7．7 3．4 3．3 9ア 断面円形、長楕円形を呈す。十字に施
a。

九州型。 伊藤89

S58 A区
o726内

有溝石錘 凝灰岩 7．0 3．4 3．2 49 中型の紡錘形を呈す。長軸に施溝。 九州型。 綾木119

S59 A区Pア26 石錘 安山岩 3．8 2．7 2．7 21 小型の紡錘形を呈す。両端に穿孔。 九州型。 井．と176

S60 SI3

h乱土中
薮石 安山岩 14．1 7．4 4．3 644 扁平な楕円計を呈す。両端に敲打面。 西村104

S61 SI3

沛o面
砥石 半花樹岩 15．1 5．8 4．8 6ヌ］ 直方体状を呈す。主な砥面は4面。側面

pこ凹状砥面。
西村105

S62 SI11

?y中
砥石 細粒花樹岩 9．4 5．3 5．3 191 援状を呈す。主な砥面は4面。～部筋可犬

ﾉ砥がれた部分あり。
山本く179

S63 SIU
?y中

磨石 安山岩 12．4 ？．6 3．1 429 楕円形を呈す。ほぼ全面に赤色塗彩。 山本く178

S64 SI12

?y上層
敵石 安由岩 16．4 11．6 8．7 2，420 俵型を呈す。一方端に蔽打面。全面を磨

ｭが上面は平坦になる。
綾木115

S65 SI12

?y上層
敲石 安山岩 13．8 5．3 5．4 533 長楕円形を呈す。一方端に敲打面。 井上171

S66 SI18

ol内
砥石 細粒花固岩 8．4 9．2 8．2 1，550 長方形を呈す。主な砥面は2面。 山本く176

S67 SI21

?y中
砥石 流紋岩 △4．25 △3．1 △1．45 15 半分以上欠損。主な砥面は2面。 ふくた96

S68 SI2］

?y中
ドリル状石 黒曜石 4．4 2．7 0．9 6 三角形状。両側面細かく調整。一部刃こ

ﾚれか。
西村67

S69 SI21

泄c
敲石 安山岩 ］9．5 8．3 6．3 1，590 長楕円形を呈す。両端部に敲打面。 芝田103

S70 SI25

?y上層
厳石 安Ul岩 15．1 5．8 4．2 △400 断面楕円形の榛状を呈す。裏面欠損。両

[部に蔽打面。
芝田99

S71 SI32

?y中
砥石 流紋岩質凝灰 9．0 4．0 2．4 77 不整形な援形を呈す。主な砥面は4面。 綾木79

S72 SI35 砥石 細粒花淘岩 7．6 6．2 2．4 171 小型で撲形を呈す。一方端を欠く。主な
u面は4面あり、よく砥がれ湾曲してい
驕B

綾木108

S73 SI57
сjヒ上層

調整剥片 黒曜石 3．3 2．ユ 0．5 4 先端部欠損。裏面は自然面が残る。末端にヒンジフラクチャーあり。

西村68
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笠見第3遺跡出土石製品観察表

遺鞠番号 遺構・駆・ 種類 石材 最大長 最大幅 最大厚 重さ（9） 形　態　上　の　特　徴 備考 実測者番号
層位名 （cm） （愉 （㎝）

S74 SI60 砥石 流紋岩質凝灰 △7．8 5．0 3．5 △更77 砥石破片。主な砥面は4面あり、よく砥 山本ひ183
床面 岩 がれている奪裏面擦痕あ㌦

S75 SI60 砥石 流紋岩質凝灰 △8．5 △3．1 △1．4 △47 砥石破片。砥面は2面あり、よく砥がれ 小山129
埋土中層 岩 ている。

S76 SI81 砥石 ネフライト 5．7 2．5 1．］ 16 よく使い込まれ砥面は湾曲している。主 ふくた97
埋土中 （蛇紋岩系統） な砥面は2面。端部に穿孔。

S77 SI84 砥石 流紋岩 △6．5 △4．8 △3．1 △139 砥石破片。主な砥面は2面。 U体ひ178
埋土上層

S78 SI104 石鎌 サヌカイト 3．3 1．2 0．5 2 凹基。両縁を細かく調整し細長い。 ふくた92
埋土最下層

S79 SIII1 砥石 細粒花淘岩 173 8．3 4．6 ］，000 主な砥面は3面あり、一面はよく砥がれ 山本く184
床面 て湾曲している。一部筋状に砥がれた部

分あり。

S80 SI12ユ 敲石 安山岩 16．5 6＆ 3．6 758 長楕円形を呈す。先端部に敲打面。上端 山本く180
埋土中 面に一部赤色塗彩。

S8ユ SI121 敲石 中性安山岩 △12．8 5．5 6．3 636 棒状を呈す。先端部に最打面あり。 井上173
埋土中

S82 SI］22 砥石 細粒花商岩 △9．◎ △4．ユ 2．0 △115 扁平小狸i。主な砥i苗は2面あり、よく砥 井上］72
埋土中 がれ湾曲している。

S83 SI124 石鉄 黒曜石 2．4 1．6 o．4 1 凹基。 西村108
埋土中

S84 Sll27 石鎌 サヌカイト 3．86 1．51 0．45 凸基有茎石鑑。縁辺部を押圧剥離。 岩井2
s85 SI136 敲石 安山岩 11．1 9．1 6．3 902 楕円形を呈す。両面及び側蒐iに敲打面。 綾木117
埋土中

S86 SI137 敲石 安山岩 △8．0 5．4 3．3 △234 長楕円形を呈す。すべての面で敵打面を 井上175
もつ。半分以上欠損。

S87 SS1 紡錘車 半花商岩 6．1 3．4 △74 分厚い台形状を呈す。半分欠損。 山本く174
埋土上層

S88 SS1 砥石 細粒花固岩 △6．1 △3．1 2．2 △55 不整形を呈す。主な砥面は2面。～部筋 山本072
埋土上層 状に砥がれた部分あり。

S89 笠見3号墳 磨石 安山岩 △1ユ．3 6．1 3．2 △304 長楕円形を呈す。端部を欠く。平面を磨 芝田97
南損1周溝 く。

S90 笠見3号墳 蔽石 安山岩 12．4 7．6 4．6 576 やや扁平な不整楕円形を呈す。端部’側 芝田96
南側周溝 画こ敲打面。

S9］ A区　J20 磨製石斧 硬質砂岩 9．5 3．9 1．2 69 扁平両刃。両面よく磨き、一側面打ち欠 西村ユ06

西側谷部包 き整形。

含層

S92 A区　D19 石鎌i 黒曜石 2．7 2．2 0．5 2 凹1基。 西村109
西側谷部包
含層

S93 A区　L19 スクレイパー 無斑晶安山岩 5．1 2．8 0．7 8 片側を細かく調整。裏面は剥離面残る。 西村1ユ1

S94 B区　E7 石銀 黒曜石 3．0 2．1 0．6 2 凹基無茎石鱗の変形c突起を2箇所も ふくた94
遣物包含層 つ。細かく調整しているが、裏面の加工
暗茶褐色土 は一部雑。

S95 B区　E8 敲石 安山岩 16．2 6．6 5．9 95］ 断面楕円形の榛状を呈す。両端部及び両 山本ひ171
遺物包含層 面に敲打面。
暗茶褐色土

S96 B区　E10 敲石 中性安山岩 ］6．9 6．0 5．2 857 断面円形で榛状を呈す。一方端に擦り 山本ひ173
遺物包含層 面、一方端｛こ敲打面あり。一方端付近敵

打による浅い挟り。爾痘1に敲打面2箇
所。

S97 B巨ζ　C13 敲石 安山岩 17．0 7．6 5．3 1，080 長楕円形を呈す。両端部に敲打面、両面 小1祖24
中央やや下方に薮打された窪みを有す。

S98 B区　F7 磨製石斧基 閃緑岩 △8．0 6．4 3．9 △326 磨製石斧の基部と思われる。刃部欠損。 山本ひ172
遺物包含層 部 断面長方形を呈す。

S99 B区　E11 鼓石 安山岩 13．8 7．8 4．0 655 長楕円形を呈す。両蜷部に敲打面。一方 山本ひ170
遺物包含層 端一部欠損。

S］00 C区　13 石鎌 サヌカイト 2．8 1．5 0．4 2 凹基無茎石鑑。両縁を加工し裏面は磨 ふくた91
東預抱含層 く。

S101 C区　13 石鐵 サヌカイト 1．5 1．3 0．3 1 凹蒸無茎石鑑。小型。先端部欠く。 ふくた93
東側包含層

S102 C区　13 石鎌 黒曜石 1．4 1．2 0．3 0．3 無基石鎌。非常に小型で三角形状を呈 ふくた95
東側包含層 す。

S103 C区遣構外 敲石 安山岩 ユ7．8 6．2 4．1 790 やや扁平な棒状を呈す。両端部に敲打 山本ひ更75

SI48周辺 面。

S104 A区　115 舟形細石刃 黒躍石 7．9 2．8 2．2 41 舟形細石刃石核。剥離面は少なく、片側 　〉~スムラ1
石核 には自然面が残る。

S105 A区　113 削器 黒曜石 4．18 2．15 0．78 6．60 不整彩な扁平。縁辺部詞整。 　÷~スムラ7ユ

S106 A区遽借外 砥石 軟玉（アクチ △6．7 3．2 L8 △48 不整な撲形を呈す。主な砥面は4面あ 井上170
埋土中 ノライトに近 り、よく砥がれて湾曲している。欠損。

い）

S107 A区遺構外 石鍛 黒曜石 凹基無茎石鍛。紐iかな調整が施される。 ミズムラ21
」12

SlO8 A区　D16 石鎌 無斑晶安山岩 2．5 ］．7 0．4 2 無基石裁。両面加工するが雑。 ふくた82

S109 C区遺構外 小型太型蛤 安山岩 10．0 5．3 4．0 287 小型。刃部を磨いて調整。 綾木116
N14 刃石斧

笠見第3遺跡出土石製品観察表（3）
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笠見第3遺跡鉄製贔観察表

遺物番号 遺構・地区・
w位名

種類 最大長
icm）
最大幅
icm＞
最大厚
icm）
形態上の特徴 備考 実測者番号

F1 SI4

?y下層
袋状鉄斧 6．0 3．1 0．6 小型。袋部折り曲げる。刃部長方形を呈

ｷ。
綾木128

F2 SI30

?y下層
鉋 △5．4 1．3 0．4 細身。刃部裏側やや凹む。茎部欠く。 芝田109

F3 SI34

?y上層
棒状鉄器 △4．0 0．8 0．4 断面楕円形を呈す棒状鉄器。先端部欠

ｭ。
芝田118

F4 SI34

?y中
袋状繋 △3．6 1．3 0．3 袋状墓茎部と思われる。一方の袋部及び

n部欠く。
芝田117

F5 SI49

ｰ面
茎部 △5．0 1．2 0．9 断面長方形を呈す。先端部欠く。 芝田115

F6 SI49

ｰ面
棒状鉄器 △3．5 0．66 0．52 両端部を欠く。棒状のものを曲げたも

ﾌ。
釣り針の可能性
?閨B

芝田114

F7 SI49

ｰ面
切断鉄片 2．2 ］．9 0．38 扁平で、三角形状を呈す。 芝田113

F8 SI49

?y中
茎部 △3．4 2．0 0．6 茎部破片。 綾木126

F9 SI49

?y中
茎部 △2．8 1．0 0．6 薄作りの茎部破片。 木質付着。 綾木127

F10 SI49

?y上層
刀子茎部？ △5．4 1．5 0．6 刀子茎部か。断面長方形。 芝田104

F11 SI65

?y上層
曲刃鎌 13．7 3．5 0．48 先端部大きく曲がる。柄は鈍角に付く。 別の鉄器が付着

ｷる。
綾木130

F12 SI67

?y中
嫉 △7．7 2．8 0．6 大型柳刃鎌刃部。扁平。茎部欠く。 芝田128

F13 SI70

?y上層
茎部 △3．6 1．2 0．5 茎部か。端部尖る。 芝田106

F14 SI75

?y中
袋状鉄斧 6．1 3．5 0．75 小型。袋部折り曲げる。刃部援形を呈

ｷ。
綾木125

F15 SI75

ｰ面
袋状鉄斧 △4．7 2．8 1．1 小型。袋部折り曲げる。刃部長方形を呈

ｷ。袋部～部欠く。
綾木129

Fl6 SI75

ｰ面
茎部？ △4．7 1．3 0．42 扁平な長方形を呈す。先端部に向けてや

站ﾈがる。
芝田121

F17 SI83

?y中
環状鉄製晶 5．1 0．6 0．56 離れているが、環状を呈すと考えられ

驕B断面円形。
木質付着。 芝田132

F18 SI9ユ

?y中
鋤先 △4．2 6．3 0．56 小型。装着部折り曲げる。 綾木122

F19 SI123

?y中
鍾 △4．1 1．7 0．7 鉋茎部か。断面長方形を呈す。緩やかに

p曲する。
綾木ユ46

F20 SI129

?y中
袋部 3．7 1．5 0．4 袋状墾の袋部と思われる。 綾木132

F21 SI133

?y中
不明鉄器 △4．7 1．4 0．6 先端部尖る。端部欠く。 芝田108

F22 SI139

ｰ面
刀子 △3．8 1．4 0．5 芝田136

F23 SI139

ｰ面
不明鉄器 △2．3 1．0 0．6 先端部尖り、やや反る。 芝田137

F24 SI141

?y中
直刃鎌 12．1 2．8 0．5 よく使い込まれ、刃部湾曲。柄装着部折

闍ﾈげる。
柄はほぼ直角に
tく。

芝田123

F25 SI144

?y中
鎌 4．9 L2 0．4 無茎柳刃鎌。細長い刃部をもつ。茎部断

ﾊ長方形。
芝田138

F26 SI147

ｰ面
棒状鉄器 △5．6 1．0 0．9

断面方形を呈す。両端部を欠く。～方端は尖り気味。

芝田127

F27 SI149

?y中
棒状鉄器 △8．8 0．9 0．7 断面方形を呈す。両端部を欠く。 綾木147

F28 SI151

?y中
不明鉄器 △4．0 2．2 0．5 先端部は指す又状に分かれる。茎部断面

ｷ方形。
芝田139

F29 SI152

?y中
刀子 △4．9 2．0 0．7 刃部～茎部破片。無関。 綾木151

F30 SI153

?y中
袋状斧 6．8 3．2 0．9 小型品。袋部折り曲げ。刃部に向けて援

`に開く。
綾木150

F31 SI154

?y中
刀子 △8．7 1．9 0．43 刃部先端部欠く。細身。無関。 綾木144

F32 SI158

?y中
鉋 △2．8 1．9 0．40 平造り。先端部尖る。 綾木153

F33 SI159

?y中
茎部 △3．2 0．7 0．4 鉄鐵茎部か。断面長方形を呈す。両端部

�№ｭ。
芝田135

F34 SI166

?y中
鉋 △4．8 L6 0．6 茎部を欠く。鏑が明瞭。裏面は凹む。柄

ﾍ、鏑面に向けて屈曲する。
綾木149

F35 SI166

?y中
不明鉄器 △3．2 1．3 0．4 断面長方形。湾曲する。両端部を欠く。 綾木148

F36 SI166

?y中
i茎部 △4．3 1．5 0．6 断面長方形を呈す。刀子茎部か。 綾木152
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笠見第3遺跡鉄製品観察表

遺物番号 遺構・地区・ 種類 最大長 最大幅 最大厚 形態上の特徴 備考 実測者番号
層位名 （cm） （cm） （叫

F37 SI］67 錐 △6．1 2．0 0．3 扁平。刃部欠く。刃部に向けてやや反る。 芝田126
床面

F38 SI170 不明鉄器 △7．2 6．3 1．4 2枚の鉄片が癒着している。1枚は鎌 綾木142
埋土中 か。

F39 SK58 鎌 2．7 2．9 0．4 無茎鎌。先端部欠く。 芝田112
底面

F40 SI11 鑑 △6．1 3．］ 0．27 茎部欠く。中央に孔あり。 芝田07
埋土上層

F41 Sll2 袋状鉄斧 5．6 3．3 1．8 小型の袋状鉄斧。刃部先端やや広がる。 綾木13ユ

埋土中 片側袋部欠く。

F42 SI12 鉋 △4．7 1．76 0．43 扁平。 芝田111
床面

F43 SI18 茎部 △3．2 1．5 0．39 刀子茎部か。断面長方形。 芝蹴31
P11内

F44 SI25 鎌 9．0 3．1 o．8 圭頭鎌。無関。 綾木124
埋土上層

F45 SI32 鉋 △2．9 1．5 0．6 鉋先端部破片と思われる。 芝田30
埋土上層

F46 SI32 不明鉄器 △3．1 o．7 0．48 棒状を呈す。断面楕円形。 芝田110
埋土上層

F47 SI32 茎部 △3．1 0．8 0．5 断面方形を呈す。 芝田且9
埋土上層

F48 SI56 刀子 △10．6 1．7 0．4 刃部先端部欠く。細身で長い。撫関。茎 芝田129
埋土中 部先端欠く。

F49 SI117 刀子 △5．2 1．7 0．6 刃部欠く。撫関。 茎部木質付着。 芝田120
埋土中

F50 SI121 茎部 3．0 1．4 0．3 刀子茎部か。断面長方形。 芝田33
埋土中

F51 SI128 不明鉄器 △4．9 3．0 0．3 扁平。断面長方形を呈す。両端部を欠く。 芝田134
埋土中

F52 SI142 板状鉄斧 △8．2 4．3 0．8 刃部に向かってやや広がる。断面長方形 芝田124
埋土中 を呈す。刃部欠く。

F53 SI162 鉄？ △7．5 4．4 0．3 扁平で先端部擬形を呈す。一方端を欠 芝田125
床面 く。

F54 SK35 短剣 32．8 3．7 0．5 幅広薄作り。フクラ切先。無関。幅広の 綾木玉23

埋土上層 茎部。

F55 SI（95 短剣 30．6 3．2 0．9 関部～刃部接合不可。茎部目釘穴と思わ 茎部木質付着。 綾木137
埋土上層 （復） れるが不明瞭。細い茎部。

F56 SS1 刀子 △3．4 1．7 0．4 刀子破片と思われる。茎断面長方形。 綾木138
下段
埋土中

F57 SS1 棒状鉄器 △4．0 1．3 0．9 断面円形。両端部欠損。 綾木139
下段
埋土中

F58 SS4 釘？ △6．6 L4 1．2 断面方形を呈す。両端部を欠く。 綾木134
床面

F59 笠見3号墳 鐙金具 鐙金具1対。断面円形。2個の兵庫鎖に 綾木135ヨ
盛土内 縫具が付く。

F60 笠見3号墳 鐙金具 鐙金具1対。断面円形。2個の兵庫鎖に 綾木135－2
盛土内 縫具が付く。

F61 SK2 釘 5．2 1．0 0．8 小型丸頭。断面長方形。 頭部側0．7cm厚 綾木141
埋土中 に横位、以下縦

位木質付着。

F62 SK2 釘 5．6 1．0 0．7 小型丸頭。断面長方形。 頭部側0．8cm厚 綾木140
埋土中 に横位、以下縦

位木質付着。

F63 SK2 釘 △5．4 1．0 0．85 頭部欠く。断面薄い長方形を呈す。 下部縦方向木質 芝田ユ22
埋土中 付着。

F64 A区　U9 袋状鉄斧 袋状鉄斧袋部と思われる。 綾木136

F65 A区　G18 不明鉄器 0．96 0．3 幅0．9cmの鉄板を円環に曲げる。 綾木143

F66 B区　F11 板状鉄斧 6．2 3．1 0．8 扁平小型。刃部がやや広がる。 芝田05
遺物包含層

F67 B区　F8 鎌 △8．4 3．5 0．7 直刃鎌と思われる。刃部は湾曲してい 綾木120
黒褐色土 る。ほぼ直角に柄が付く。

F68 B区　E8 袋状鉄斧 3．7 3．4 0．9 小型の袋状鉄斧と思われる。刃部端部を 綾木133
遺物包含層 欠く。

F69 B区　E8 鋤先 3．9 7．1 0．5 小型。装着部折り曲げる。 綾木121
暗褐色土

F70 A区　111 錐 0．96 0．3 鉋先端部破片。刃部平坦で裏面やや凹 芝田140
む。

F71 A区　L15 板状鉄斧 △3．8 3．3 0．7 板状鉄斧片と思われる。刃部欠く。断面 綾木145
長方形。
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笠見第3遺跡出土玉製品・未製晶等観察表

遣物 遺構・地 種頚 材質 曇大長 黙謬 象灌 穴径 漬さ 形態上の特徽 獺考 実灘者 遺物 遺情弛 種類 材質 骸大長 蒙熔 該頬 穴径 鳶さ 形態上の特徴 鏑考 実潟者

番号 区層位名 ｛cm） （cm） （cm＞ （㎝） （9＞ 番号 番号 区・刻銘 （㎝） （㎝） （㎝） （㎝） （9） 番号

」1 SIIO ガラス ガラス △ 0．65 0．30 0．30 △ ガラス管玉破損 淡青色 牧本1 」28 SI34 管玉未 緑色凝灰 2．08 0．86 0．77 o．12 3．0 因角柱状1こ研 灰緑色 下江30

床面 管王 1．02 o．4 品。穴佳大きい。 堤土下麟 成品 岩 磨。小口面研

J2 SI34 ガラス ガラス o．5 0．46 o．＆1 0．16 0．］0 やや扁平。 亘色 下江54
磨。両鰹穿孔途

埋土下層 小玉
中。月禰小［磁

アタリ痕。

J3 SI34

?y下層

管鑑素

ﾞ片

緑色凝灰 2．王 0．80 0．6 o．go 四角柱状［こ形

|。

灰緑色 下江59
J29 S《34

?y下縁

管王未

ｬ品

緑色凝灰
ｽu

△o．8 o．51 △0．4 0．13 △0．2 四角柱状に醗

g小口面所

灰緑色 下江46

石
」4 SI34 管玉未 硬質磁色 ユ．96 o．60 o．53 1．oo 五角柱に研臨 淡緑色 下江49 観筒掬穿孔途
埋土下層 成品 凝灰岩 小江頂沫研磨。 中で破損か。

J5 SI34 管玉素 裂玉 1．75 0．80 0．8 1．？G 頂角†主状に形詞 淡ぷ色 下江60 」30 SI34 管玉未 硬質熔色 1．48 0．67 0．58 0．13 1．1 囚角柱状に研 淡緑色 下江28
埋土下穏 材片 後鱒葱一部研磨。 埋土下溺 成贔 凝灰岩 磨．小日面研磨。

」6 SI34 管玉棄 緑色饗灰 ］．5 0．60 0．6 0．80 四勾柱状に形 灰緑色 下江57 阿鰯穿孔途中。

埋土下層 材片 岩 証 ］31 SI34 管玉未 硬質緑色 1．oユ 0．58 o．56 o．乏7 0．7 四角柱状に研 淡縁色 下江41

」7 SI34 管玉藥 経色凝灰 2 Loo o．6 ユ．測 四角柱状に形剤 灰緑色 下江61 埋土下騒 成贔 凝灰岩 磨。小口面研磨。

埋土下層 材片 岩 後骸面一部陪磨。 片鰯穿孔途中。

孔内に鉄鍾残存。
SI34 管玉素 緑色凝灰 2．2 三．］0 1．0 2．50 1画・葦住状iこ形 灰緑Ω 下江58∫8

埋土下層 材片 岩 紗
」32 SI3～1 管玉未 縁色凝灰 0．74 G．42 0．4 ⑪．18 鰹角柱状に研 灰緑色 下江47

さき1

埋土下層 成品 石 臨小口面所39 SI34 管蕊素 隷色凝灰 2．2 1．10 0．9 2．70 四角柱状に形 灰緑色 下江63
駄函鰯穿孔。

材片 繊 紗埋土下層 恒

∫lo SI34 管玉素 緑色凝灰 2．2 ］．20 0．9 2．80 図角柱お二旛機彩 灰緑色 下江62
」33 SI34

?y下揚

管玉未

ｬ晶

縁色凝灰 2．45 ⑪．89 0．84 0．28 3．0 灘面研磨。稜が

cる。小口面研

灰繰色 “ド江32

埋土下壕 材片 岩 剖、り・随一弩甑蕊
磨洞影穿孔途中。

」11 SI34

?y下層

管玉素

ﾞ片

緑色凝灰 2．6 1．20 1．o 3．50 閲角柱状に形

h
灰穀色 下江56

］3撒 SI34

?y下匂

管玉未

ｬ品

緑色凝灰 1．93 0．79 △0．6毒 0．］6 ムユ．1 六～八角柱状1こ

､砦。小日面研

淡縁色 γ江34

」ユ2 SI34 管薫素 硬質緑色 3．96 1．40 1．（H ？．go 田紺主おこ形鰯後 淡鯵色 下江55 磨後片閲穿孔途

埋土下楊 材片 凝灰巻 伺而べ品磨。 中に破掻か。

」ユ3 SI34 管玉素 緑色凝灰 3．45 1．20 0．8 4．70 因角柱閤こ形蓄後 灰絃色 下江68 」35 SI34 管菜未 緑色凝灰 ヌ．8 0．75 0．72 1．6 鰯面四角柱状か 灰緑色 下江3玉

埋土下層 材片 岩 閲面一戚研底 埋土下層 成品 岩 ら面取り研態途

」14 SI34 管玉未 緑色凝灰 1．81 o．55 0．48 0．6 囚角柱状に研底 灰緑色 下江42 中。小口面研

埋土下層 成品 岩 小口面来研籔
磨。小ロ月桐に

Aタリ痕。
J15 SI34 管玉未 緑色凝灰 ］．74 0．51 0．44 0．6 四角柱状に研磨。 灰禄色 下江43

埋土下楊 成品 岩 小口面未研辰。
J36 SI34 管玉未 碧玉 1．18 ⑪．64 0．63 0．90 円柱状に研磨途 緑色 下江48

中。㍍が残る。
」三6 SI34 管iE未 緑色凝灰 1．59 0．62 o．5s 1．oo 四角柱据こ研磨。 灰緑色 下江5］

埋土下層 成：9］

小日灘硲磨。小
埋土下壕 成品 岩 ～部打刻のまま。

口面片灘にアタ
小日面研磨。 り痕。

JI7 SI34 管三E未 緑色凝灰 し33 o．70 o、〔M 0．90 五角柱状に債磨。 灰藷色 下江53 戊37 SI34 ℃玉未 緑色凝灰 L24 o．田 △ o．15 0．2 賄角柱状に研 灰緑色 下江36
埋土下層 成品 岩 小日面研磨。

埋土下層 成品 岩 0．3 磨。小口面研

」18 SI34 管玉未 硬質緑色 1．12 0．58 0．53 0．］ 0．6 胆鴻柱に打翻後 淡緑色 下江33 磨。両側穿孔途

埋土下層 成贔 凝灰岩 ～部研尾。小口 中で破損か。

面研底片鰯穿 」38 SI34 管玉未 緑色凝灰 ］．59 0．48 0．48 0．4 但角柱から面取 灰緑色 下江麟
孔途中。

埋士下層 成品 吉 り研磨。小口面

」19 SI34 管王未 緑色凝灰 1．36 0．42 0．38 0．4 四角柱状に研 灰緑色 下江39 研ピ。未穿孔。

埋土下層 成品 岩 臨小臼面研 」39 SI34 管玉未 硬質緑色 0．94 0．42 0．4 030 円柱状に研磨途 淡緑色 下江50
磨。片麟穿孔途 埋土（ド層 成品 凝灰岩 中。稜が残る。小

中で破損か。 口函婿落未穿孔。

」20 SI34 管薫未 緑色凝灰 ヌ．95 0．55 0．5 0．90 五角柱状に研 灰緑色 下江52 戊40 SI49 ガラス ガラス 0．38 G．27 0．19 0，059 編平。 青色 ふくた

埋土下層 成品 岩 艦小口面研 理土串 小玉 99

磨。小日片倒に

Aタリ痕。
∫41 SI49

oI3内

管王 緑色凝灰 ］．43 0．58 0．61 0．2 G．60 纈師円柱状に研

＝B億かに稜が

灰己色 下江25

」2コ SI34 管玉未 緑色凝灰 1．26 G．48 0．42 0．ユ2 0．5 四角柱状に研 灰緑色 下江37 残る。小瓢面研

埋土下層 成品 岩 唐。小白頂1げ磨。 声。爾鰯穿孔。

片関穿孔途呼㌔
J42 SI49 管玉素 緑色凝灰 4．5 3．9 1．6 35．2 管玉素材片と思 灰緑色 下江7

」22 SI34 管玉未 硬質緑色 1．86 0．62 0．6 0．］7 1．2 四角柱状に研 淡録色 　」一ｺ江35 埋土上層 材片 岩 われる。慈鍛隠

埋土下楊 成品 凝灰岩 臨小口面研懲
ﾐ翻穿孔途中で

j輻か。

J43 SI49

逑y上籔

管玉素

ﾞ』片

緑色凝灰 3．10 1．70 ヌ．50 7．90 五角柱状に形

ﾑ
灰繰色 下江64

∫23 SI34 管玉来 緑色凝灰 1．23 0．73 0．56 0．15 o．8 四角柱状に研 灰緑色 下江⑳
」詞 SI49

?y上層

管玉素

ﾞ片

緑色凝灰 2．40 1．60 1．10 5．20 四角柱状1こ形

|。

灰録色 下江65

成品 山 広。小口面研磨。埋土下層 石

片腐穿孔途中。 声 SI49 管玉素 蕗色凝灰 1．50 0．70 ⑪．60 0．70 四角柱状｛こ形 灰緑色 『ド江67
ひ」び

埋土上層 材片 石
割。

四角桂状に研 淡緑色」以 SI3イ’ 管玉未 硬質緑色 1．18 0．47 0．42 0．王4 o．4 下江45

埋土下層 成品 凝灰岩 磨。小口藤研
346 SI49 管玉素 碧玉 2．0 1．4 1．ユ 2．8 ㌔玉素材片と思 淡緑色 下江］5

磨。片閲穿孔途
埋土．と層 材片 われる蕊嵩椴階。

中に破損か。 」47 SI49 管滋素 緑色凝灰 3．10 G．70 0．6G 2．10 田角柱状iこ形 灰緑色 下江66

J25 SI34 管玉未 緑色凝灰 1．51 o．60 0．55 0．22 o．8 五～六角柱1こ研 灰緑色 下江38
埋土上口 材片 岩 紅

埋ニヒ下騒 成品 岩 磨。小口面研声 ∫48 SI49 管玉未 碧玉 1．20 o．66 0．68 1．oo 七角柱状に蟹 淡緑色 下江24
後片％穿孔途中。 Pl3内 成品 屋。小口面研磨。

J26 SI34 管玉未 緑色凝灰 1．55 G．53 o．52 0．12 0．7 四角柱状に研 灰経色 下江29 J49 S超9 欝玉未 緑色凝灰 1．55 α80 0．79 ユ30 傾面八角柱状に 灰緑色 下江20

埋土下楊 成品 岩 蓬．。小日藤研底 埋土．ヒ楊 成品 岩 輻磨。小〔頂研底

爾側穿孔途艦 J50 S羅9 管玉来 碧玉 ユ．30 0．86 0．89 1．80 側面円柱状に研 淡緑色 下江ユ9

」27 SI34 管玉未 緑色凝灰 1．79 o．6 0．55 0．12 1．1 四角柱状に研 灰緑色 下江27 埋土上層 成品 磨。稜残る。小日

埋土下層 成品 岩
～0．15

磨。小難面研怠 面研磨。小口片

両閲穿孔途中。 個にアタリ痕。

笠見第3遺跡出土玉製晶・未製品等観察表（1）
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笠見第3遣跡出土玉製品・未製品等観察表

遺物 遺梼’地 種類 材質 駄長 蒙腐 嚢熔 穴径 重さ 形態上の特籔 備考 実測者 遺物 遣構・地 頁ぷ 材質 裟媛 該大霧 縁塁 穴径 室さ 形態上の特徴 億考 実損緒

番号 区層位名 （㎝） （cm） ｛㎝） （㎝） （9） 番号 香号 区層位名 （翻 （㎝） （cm） （翻 （9） 番号

」51 SI49 管玉未 緑色凝灰 0．92 0．93 0．82 1．20 六角柱状に研 灰緑色 下江22 〕74 SS1 管玉未 ぼ三E △ o．46 0．34 0．20 ほとんど完成 淡緑色 牧本9

埋土上層 成品 岩 麟。小口面研 埋土中 成品 G．76 品。鰯面わずか

磨。小日片預オに に稜残る。穿孔

アタリ痕。 途中で破損か。

∫52 SI49 管玉未 緑色凝灰 1．13 o．69 0．56 0．60 側面四角柱状か 灰緑色 下江23 」75 SS1 管玉未 碧玉 1．59 0．88 0．87 2．00十角柱状に研淡緑色 牧本5

埋土上層 成贔 岩 ら面取り研磨。 埋土中 成品 磨て部剥緩面

小ロ面研麿。片 残る。小口鎌纏。

鰯穿孔途中で破
Jア6 SS1 管玉未 碧玉 1．70 0．71 o．77 1．70 七角柱猟こ荷臨 淡緑色 牧本6

損か。
埋土摩 成品 一部剥緩面残

」53 SI49 管玉未 緑色凝灰 ］．72 0．81 o．80 0．26 1．50 閲面ヒ角柱状に 灰緑色 下江18 る。小日面研磨。

床面 成品 岩 研艦小日面研 」77 SS1 管玉未 碧玉 ］．三〇 0．71 o．74 主．oo 九角註状に研題ふ 淡吉色 牧本8
底片側穿孔途 埋土中 成品 小口面研吟。
中で小口面欠損か。

SS1 ぷ玉 1．58 0．80 ⑪．86 1．80 八角柱状に研磨。 淡縁色 牧本7
」54 SM9 管玉未 碧玉 1．95 0．83 0．83 0．21 2．50 伺面円柱状に研 淡己色 下江26

」78

埋土中 成品 ～部剥惑面残
埋土中 成品 鯵僅かに稜が る。小羅面研磨。

残る。小口面研

磨。湾逐穿孔途中。
」79 鰯 管玉未 弘玉 1．72 1．01 1．（｝4 0．25 2．8 4角柱状に打翻 淡嬬色 牧本2

155 SI49 管玉来 緑色凝灰 1．07 o．6G △ △ 四角柱状に研 灰繰色 下江21
埋土」漏 成品

羅片禰髪磨後穿
床面 成品 岩 0．3 0．2 磨。小日面研 孔途中。側面に

観両側穿孔途 も穿孔。

中で破損か。
3．8 牧本3

］56 SI49 剥片 水贔 1．8 0．7 o．5 o．6 習整剥片。母岩 透明 下江17
」80 SS4

?y上扇

音玉未

ｬ品

竺王 2．26 1．17 0．83

後一部研乱。小

淡縁色

床面 面あり。
日面未研昆

」57 SI72 ガラス ガラス 0．48 0．25 0．2 o．（洞 勧熟 ☆色 ふくた
∫81 皿 管蕊未 篶玉 1．28 0．8 0．78 玉．3 八角｛主状に研磨。 淡緑色 牧本4

埋土中 小玉 10ユ
埋土上層 成品 一部剥譲面残る。

」58 SI72 ガラス ガラス 0．43 0．27 0．17 0，05］ 覇平。 青色 ふくた 小［ヨ面研磨。

埋土中 小ヨ三 102
」82 SS4 玉素材 水ふ 4 2．5 2．4 34．6 大振り。鼓打に 下江5

J59 SI86 ガラス ガラス 0．7 0．62 0．27 G，451 大型。 濃青色 ふくた 埋土上穆 片’ より四角柱状に

埋土貿下羅 小玉 105 加工途中。一部

」60 SI86 ガラス ガラス 0．78 0．6 0．21 G．5三3 大型。 青色 ふくた
に研磨。

床面 小玉 107 J83 B区E9 管玉素 蓑玉 5．4 2．8 2 3±．2 大振り。打翻1こ 緑色 下江6

」6三 SI86 ガラス ガラス 0．65 0．8 0．25 o，477 縦長。 轡色 ふくた 黒色土中 材片 より四角柱状に

床爾 小玉 109 加工途中。

J62 SI86 ガラス ガラス 0．42 0．32 0．18 0，065 顧平。 青色 ふくた 」84 B区包舗 ガラス ガラス o．4 0．24 0．18 G㎡偲9 厚手。 青色 ふくた

漫土最下層 小玉 106 墜黒色上 小蛋 ］03

〕63 SI86 ガラス ガラス △ △ ×型。1／2欠 青色 ふくた
］85 C区14 ガラス ガラス 0．3 o．2 0．15 0，（肪 扁平。 ☆色 ふくた

床面 小玉 0．4 0、（H3 損。 108 黒舶頴土 小玉 8？

」86 C区12 ガラス ガラス 0．64 0．53 0．2 0．16 厚手。1／2欠 青色 ふくた

」64 SI154 ガラス ガラス 0．43 0．4 0．3 0．M o、〔随 扁平。 青色 綾木 婁紘蒜土 小玉 損。 88

埋土中 小玉 112 J87 C区13 石核 硬質語絶 8．4 7．9 5．5 500．0 全体的に荒翻。 淡緑色 ミズム

」65 SSア ガラス ガラス α42 0．32 0．19 G．四5 厚手。 青色 ふくた 裏覇包含綴 凝灰岩 片砲こ穿孔。 ラ2

埋：ヒ中 小玉 104 J88 C区13 管玉素 縁色凝灰 6．0 1．9 1．5 22．6 管玉案材片と思 灰緑色 下江8

」66 SI33 管玉棄 緑色凝灰 2．8 1 o．9 2．9 形割後、一部研 淡緑色 下江16 材片 岩 われる。形翻段驚。

埋土．ヒ層 材片 岩 劇こより四角柱 」89 C区J3 管三E素 緑色凝灰 2．10 0．80 0．60 ］．oo 打割により四角 灰緑色 下江2

状に加工途中。 熱色土 材片 岩 柱状に加工途

」67 SI35 ガラス ガラス α65 0．45 0．2 θ，224 扇平。 青色 ふくた 中。一緻こ研磨。

埋土上層 小…ε 89
」90 C区13 管玉素 緑色凝灰 ユ．6 o．8 0．7 0．9 打翻こより四角 灰緑色 下江14

」68 SI35 管玉未 緑色凝灰 0．82 0．4？ △ 0．18 △ 半分欠損。鰯面 灰緑色 下江10 、1泡土 材片 岩 柱状に加工途中。

埋土中 成品 岩 0．3 0．1 面取り。同灘穿 」91 C区13 管玉菜 碧玉 2．5 1．2 1．2 4．4 打割により四角 淡緑色 下江11

孔途中で鮫旗か。 黒色土 材片 柱状に加工途

」69 SI35 管玉素 硬質緑色 2．6 ユ与1 0．8 3．3 形割により田角 にぶい “ド江3 中。一部に研磨。

埋土中 材片 凝灰岩 柱状に加工途 穀色 J92 C区Σ3 管玉未 硬質緑色 1．65 0．（漣 0．63 1．10 腐面五角柱状に にぶい 下江三3

中。一部に研磨。 鳥色土 成品 凝灰岩 研磨。小口面研 緑色

」70 SI35 刻片 緑色凝灰 1．4 2 0．3 0．9 剥片。母岩面あ 灰頑色 下江9 庖未穿孔。

埋土中 岩 り。 J93 C区13 管玉未 碧蕊 1．21 0．72 0．73 1．10 翻面円柱状に研 淡繰色 下江12

J7ユ SI100 管玉索 碧玉 3．2 三．6 1．6 12．6 大振り。敵打に 濃緑色 下江4 黒色土 成品 磨。小口面研

埋土上騒 材片 より四角柱状に 磨。未穿孔。

加工途中。一部 594 C区J3 管玉未 慕玉 ヌ．10 0．48 o．45 0．15 0．50 外面円柱状に婿 淡緑色 下江1
に研磨。 ぷ．色土 成品 磨。小難面研

」72 SI124 管玉 蛇紋岩 2．5 0．7 0．7 0．34 2．4 大型。似面丁寧 山本ひ 臨両方向から

埋土中 にる糖。片鍵穿孔。 179 穿孔途中。

」73 SS1 ガラス ガラス 0．45 0．38 0．15 o，107 厚手。 甘色 ふくた 」95 C区16 石核 藩玉 5．8 3．8 ］．9 52 荒割段階。中央 淡緑色 ミズム

壌…土中 小玉 loo 撹乱土中 に穿孔途中。 ラ88
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